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　十二月下げ旬じゆん、クリスマス・イブの夜。

　雪が舞まい降る大通りの中へ、妹を乗せたその車は走り去っていった。

　地元の病院ではもうどうしようもなくなっていた妹の重病を治すために。

　生まれつき、病弱な妹だった。いつこの夜空に舞い降る雪のように消えてしまうかもわからない、はかなげな俺の家族だった。黒くろ髪かみが美しい俺の妹は、物静かで、優しくて、愛らしかった。

　兄なのに。ただの子供でなにもできない自分が、歯がゆかった。

　それまで、ろくに口をきくこともできなかった。妹と親しくすればするほど、妹を失った時の喪そう失しつ感かんが大きくなりそうで、怖こわかった。兄としての優しい言葉とか妹を励はげます言葉とか、そういう恥はずかしい台詞せりふを吐はくのが酷ひどく照れくさかった。

　だが、いざ妹が去ってしまう時が来て、俺は後こう悔かいした。俺はただ、俺の心を護っていただけだ。俺自身が傷つきたくなかっただけだ。だから、妹と距きよ離りを取ってきたんだ。

　一いち縷るの望みを懸かけ母に付き添そわれ東京の大病院へと転院していく妹へ向かって、俺は自分の足で追いかけながら、叫さけんでいた。中二病乙おつと言われようが、黒歴史になろうが、この先の人生でこの夜の俺の台詞を思いだすたびにゴロゴロと床ゆかの上を転がることになろうが、構わない。

「俺は──いつかきっとお前を護れる兄になる！　必要ならば天才ドクターにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、俺はなるから！　お前に、約束する──！」

　それは、俺が生まれてはじめて自分を「俺」と呼んだ瞬しゆん間かんだった。

　車の窓越ごしに、掌てのひらをガラスに押しつけて俺のほうを見つめていた妹の小さな声が、聞こえたような気がした。唇くちびるの動きで、言葉を読みとることができた。

「ありがとう。兄さん」




　きっとまた会えると、その時は信じていた。

　年が明けて。

　奇き跡せき的に治ち療りように成功したという一報が舞い込こんできて、俺は天に祈いのりたい気持ちになった。

　だが、それきり音信が途と絶だえた。

　母さんと妹は、二度と俺たちの「家」には戻もどってこなかった。

　理由はすぐにわかった。

　転院先の担当医と、母さんが、唐とう突とつに恋こいに堕おちて再さい婚こんしたという。そう。妹が転院すると決まった時に、すでに両親は離り婚こんしていたのだ。

　あのクリスマスの夜から、俺は少しだけ大人になっていた。両親が離婚したことを咎とがめられるほど子供ではなかった。父さんの気持ちも、母さんの気持ちも、わかる。ただ、俺の妹は、俺の妹ではなくなった。それでもいい。この同じ世界の夜空の下で生きていてくれるのならば。ただ、できることならばもういちどだけ、元気になった妹と太陽の下で再会してみたい、と願った。

　そして。その願いは、四月に。新学期の季節に。少しだけ微び妙みようなかたちで叶かなった。




「……ごめんなさい。ごめんなさい。いぢめないで……」




　俺の家に、新しい「妹」がやってきた。

　俺の父さんもまた、再婚したのだ。そして新しい義理の母親が、「妹」を連れてきたのだった。

　小顔なのに目がぱちっと大きい、やせっぽちの新しい「妹」は、俺に怯おびえきっていた。

　当たり前だ、と思った。暮らしたこともない土地に、知らない家に、血が繫つながらない父親と兄のもとに、急に連れてこられたのだ。しかもここに至るまでの事情は、かなり込み入っている。が、そんなことはこの「妹」には関係のないことだ。そうとも。大人の事情というやつだ。俺と「妹」には、関係ない。

　だから、俺は新しい「妹」の頭をそっと撫なでながら、兄妹の「誓ちかい」の儀ぎ式しきを実行していた。

「泣くな、俺の妹よ。血の繫がりなど、関係ない。この俺がお前を、兄として護ってやる！　必要ならば天才シェフにだって、世界を救う英雄にだって、なんにだってなってやるとお前に約束する！」

　ほんとうはもっと普ふ通つうの優しい言葉をかけてあげたかったのに、初対面の「妹」がやたらとかわいいのであまりにも照れくさくて、気が利いた言葉が浮うかばなかった。そのつもりはなかったが、俺はクリスマスの夜に口走っていた中二病乙な黒歴史台詞をまたしても叫んでしまったのだった。「ドクター」が「シェフ」に差し替かえになったのは、「妹」が横よこ浜はま名物の豚ぶたまんの包みを抱だきしめていたからだ。たぶん、横浜暮らしのわが家に早く馴な染じみたかったから、だろう。

「妹」は、泣き止んでくれた。

「……あ……お兄……ちゃん」

　それどころか、なにかたいせつな宝石でも見つけたかのように、嬉うれしそうに笑ってくれた。








第一回　俺の妹が邢けい道どう栄えいに転生するはずがない









　それから、七年後──。

　俺はいろいろあって、「真世界」と呼ばれる古代三さん国ごく志し世界に酷こく似じした異世界に召しよう喚かんされ、なんだかんだあってそのまま定住していた。

「いろいろあって」の「いろいろ」については、ほんとうにいろいろあったので、とても一言では説明できん。

　ともあれ、今の俺は真世界最大最高の「霊れい山ざん」と呼ばれる泰たい山ざんの麓ふもとの村に世界初の本格四し川せん料理店となる「関かん張ちよう飯はん店てん」一号店をオープンして、「商人ルート」をまっしぐらに突つき進んでいたのだった。

　西せい暦れき二世紀頃ごろの古代中ちゆう国ごくとほぼ同レベルの文明を持つこの世界には、四川料理の根幹となる香こう辛しん料りよう「唐とう辛がら子し」が存在しなかった。そして俺たちは、いくらでもこの唐辛子を錬れん成せいすることができる！　当然、来る客来る客が次々と唐辛子中毒に陥おちいって、もうやめられない抜ぬけられない。店は連日大入り満員である。

　オープン前の試食会で麻婆まーぼー豆どう腐ふを食わされて「辛からいです……！　豆とう腐ふは好きだけど……！」「厠かわやが、厠が地じ獄ごくになるうううう！」と悶もん絶ぜつさせられ、半信半疑で俺の「関張飯店」に出資した商人たちも今やすっかりほくほく顔で、「もっともっと銭を借りてください劉りゆう備びさま！」「二号店、三号店と関張飯店の支店をガンガン広げましょう！」「投資は惜おしみませんぞ！」「うちならば利息をここまで下げます！」と掌を返し、俺に銭を貸そう貸そうと押しかけてくる。

　儲もうかるっ……！　いくらでも儲かるっ……！　「金は低いところから高いところへと流れる」とはよく言ったもの！　「銭が銭を生む」とは、まさにこのこと！　「SANGOKU大戦争モバイル」のガチャを回しすぎて月々のケータイの支し払はらいに苦しんでいた高校生時代の俺とは、まるで別人っ……！

　今の俺はまさしく、そう、「食の軍師」……！

　料理店立ち上げに成功した最大の要因は俺自身の「人徳」であるが、それだけではない。

　なんといっても、わが優ゆう秀しゆうなる二人の妹のおかげだ。フハハハハ！

　ジャーン、ジャーン、と盛大に銅ど鑼らを鳴らしながら、俺はステージ上に立ち、「関かん羽うさまあああ！　ふつくしい……！」「張ちよう飛ひたーん！　オリを鞭むちでぶって罵ののしってくれよーう！」と熱ねつ狂きようしている常連客の独身男どもへ向けて得意のアジ演説を開始していた。

　この世界は黄こう巾きん賊ぞくの乱のために世情が不安定なせいか、独身男子があぶれているのだ。

　こいつらは、なんというか、世界線の枠わくを超こえて、気が合う連中だった。俺も年ねん齢れいイコール彼女いない歴というシャイボーイだからな。い、いや、俺は単に「兄貴道」を追求して妹を護ることで忙いそがしかったから、彼女を作っている暇ひまがなかっただけなのだがな！　りりりりリア充じゆうになろうと思えば、いいいいいつだってなれたのだぞっ！　噓うそじゃないっ！　ちくしょう、それなのにどうして、関張飯店に押しかけてくるこいつらとこんなにも気が合うのだ……！

「関張飯店へようこそッ！　今宵こよいは毎週恒こう例れいの『関かん帝ていたんナイト』だっ！　関張飯店を支える常連客の諸君！　わが愚ぐ妹まいの関羽と張飛に、今宵はチャイナドレス姿のコスプレを強要させた！　さあさあ、ステージにいちばん近い最前列の席に座りたい者は千金の銭を積みあげるがいい！　これより席取りオークションだっ！　いちばんの大金を投じた真の関張飯店サポーターには、関羽・張飛との握あく手しゆ券を一枚進呈しようッ！　こいつらは超ちようがつくほどお堅かたいから、握手券をゲットできる機会は未み来らい永えい劫ごうないかもしれんぞっ！　おーっと、ここで本日最高額の入札が来たーっ！　が、まだだっ……！　来たっ……！　倍プッシュ……！」

「「「ざわ……ざわ……!!」」」

　まあ、入札価格をつりあげて最終的に握手券を落札するのは、二人の妹たちの兄であるこの俺なのだがな。すでにサクラを仕込んであるのだ。フハハハハ！　最高価格の握手券を超高額で自社買いすることで、こいつらが準備してきた「銭」が全額浮く。その分、じゃんじゃんと他のグッズに注ぎ込んでくれる。しかも握手券が超高額につりあがっている状態からの入札スタートだから、みんなイケイケドンドンで相場は青あお天てん井じようだ。

　いや、まあ、俺以外の男と握手などさせようとしたら「妹をなんだと思っているのですか兄さんは！」「この妹使いの女衒ぜげんっ！」と激げき怒どした妹たちに殺されかねないので、妹たちの純潔を死守するためにやむを得ずこのような仕し掛かけを施ほどこしているだけで、決して常連客の野や郎ろうどもから銭を巻きあげるために悪わる巧だくみしたのではないぞ？

「それでは関張飯店が誇ほこる二大妹！　まずは長妹・関羽雲うん長ちようの入場だーっ！　全国各地の関帝廟びように祀まつられている関帝たんの等身大フィギュアを拝み続けてきた関羽ファンの諸君、彼女こそがわが長妹！　真世界史上最高人気を誇るアイドル！　美と武と商売の女神さま！　正しよう真しん正しよう銘めい、ほんものの生身の関羽雲長である！　ほんものはフィギュアの百万倍美しいぞ、その黒髪のつややかなこと！　フハハハハ！」

　まさに「美び髪はつ公こう女じよ」。長い黒髪と睫まつげ、平常時は雪のように真っ白いが照れたり怒おこったりすると真っ赤になる肌はだ、そしてわがＪＫ妹とは思えぬけしからん胸の育ちっぷり……真世界全土で美の女神として崇あがめられている関帝たんの美しさは伊だ達てじゃない！　だが。

「……に、兄さん。ちゃ、チャイナドレスって、えっちだと思います……に、に、兄さんが『見たい』というのでしたら雪ゆき乃のはどんな恥はずかしい格好だって……す、す、スク水だって体操服とブルマだってメイド服だって着ますけど、あ、あ、あくまでもそういう恥ずかしい姿を兄さんにお見せするのは二人きりで閨ねやで添そい寝ねしている時限定です……ひ、ひ、人前では……う、う、ううう」

　生真面目でお堅い雪乃は照れてしまって、ステージにあがってこようとしない。

「こら、マナー違い反はんだぞ。客がいる公おおやけの場で『雪乃』と真しん名めいを名乗るな雪乃！　じゃなかった、関羽！　この真世界ではお前は関羽雲長なのだからな、フハハハハ！　まあ、俺も公の場で妹の真名を呼んでしまう癖くせがなかなか抜けんのだが。いいから出てこいっ！」

「……あん」

「「「ぎゃあああ！　目が、目がああああ！　バルスうううううう！」」」

　この世界には俺さまが召喚されるまで「チャイナドレス」が存在しなかったので、この雪乃のフィギュア体型とも言うべきボディラインを強調するドレス姿は野郎どもには強きよう烈れつすぎたかもしれん。

　ショックのあまり死人が出るとまずいので、美と武の女神・関羽の美しさにあてられて悶絶したらいっせいに自分の目を指で覆おおって「バルス」と叫さけべ、それで貴様らの魂たましいは浄じよう化かされ救われるであろう、ととりあえず関張飯店では教えてある。

　黄巾賊が暴れまわり、漢かん王朝の命運が絶たれようとしているこの乱世。この国の民が美と武と商売の女神・関羽を崇めること、母親を求める赤子の如ごとしなのだ。一文無しだった俺がこの怪あやしげな「関張飯店」一号店の出資金を短期間のうちにしかも無担保で集められたのも、俺の妹・関羽こと雪乃が「商売の女神」も兼かねていて、商人どもに熱ねつ烈れつに崇すう拝はいされていたからなのだ。

　関羽の美に惑まどっている野郎どもは、その手にめいめい「手持ち関羽フィギュア」を握にぎりしめて「関羽さまあああ！」と叫びつつ、いっせいに手持ちフィギュアを振ふった。中に蠟ろう燭そくが入っているので、ペンライトのように光るのだ。この光る手持ち関羽フィギュアの特許も俺が取ってある。魔ま除よけの唐辛子ペンダントと光る手持ち関羽フィギュア。この二つのアイテムだけで、莫ばく大だいな収入になるのだ。

　もっとも、さらなる「大物」の関帝廟と等身大関羽フィギュアは、俺が召喚される以前からすでにあちこちに建てられていたので、そっちからのアガリは微び々びたるものだがな。許きよ劭しようというこの村に住み着いている眼鏡野郎に命じて、「元祖本家関羽さまに無断で商売をされては困るねえ」とドサ回りをやらせ、多少はアガリをいただいている。

　ククク……まだだ……まだ稼かせげるっ……逃のがさないっ……！　骨までしゃぶり尽つくすっ……！　これがクール・ジャパンが生みだした最終商売奥義、アイドル商法っ……！　こいつら常連客はいつ死ぬかわからんこの乱世に不安を感じており、関羽の美しさによって魂の救済を得られる。俺は銭を荒あら稼かせぎして「商人ルート」を邁まい進しんし、最速で真世界最大の商人となってこの真世界を救う！　互たがいにウィン＝ウィンなのだからいっこうに構わんっ！

「に、兄さん。いくら大義のためとはいえ、こんな地下アイドルのような真似を実の妹にやらせるなんて、げ、外道だと思います。ゆ、雪乃は、兄さんのご命令でしたらなんでも従います……ど、どんな恥ずかしいプレイでも、兄さんと二人きりでしたら、甘んじて享きよう受じゆします……で、でも、こういうのは……も、もしかして、兄さんはＮＴＲネトラレ好きなのですか？　それとも露ろ出しゆつ調教マニアなのですか？　あうう……」

「そんな属性は俺にはない！　だが、この田舎村の関張飯店に人を集めるには、全国レベルで高まっている関羽人気に乗っかるしかないのだから、あとしばらく。いま一歩の支し援えんを願いたい、雪乃！　このままでは真世界がもたん時が来ているのだ！　かくして関張飯店がこの真世界の救済を果たしたその時、わが魂は諸しよ葛かつ孔こう明めいのもとに召めされるであろう！」

「……は、はいっ！　なんだかよくわかりませんが、かっこいいです素敵です兄さんっ！　わかりましたっ！　今宵はステージ上で、ななちゃんと一いつ緒しよに歌って踊おどります！」

　ななちゃんじゃなくて、張飛、な。俺たち兄妹はどうも互いを「英えい傑けつ名」で呼ぶ習慣が身につかないんだよなあ。営業中の関張飯店は「公の場」なので、家族同士といえどもほんとうは英傑名で呼び合わねばならんのだ。

「さて諸君っ！　お待たせしたな！　わが末妹の張飛の入場だーっ！　この真世界に激げき辛からという名の究極の快楽をもたらした香辛料にして、絶大な魔除けの力を持つ奇き跡せきの食材『唐辛子』を錬成する『食神』！　伝説の料理人っ！　ロリ顔のくせにおっぱいのでかさは豚ぶたまん級だ！　武もバストも関羽に匹ひつ敵てきする、うちの自じ慢まんの妹だ！　知力は低いがな、フハハハハ！」

「こらっアニキ！　関羽入場時の煽あおりと、扱あつかいがちがーう！　あたしにも『美』とか『女神』とか使ってよー！　『おっぱいのでかさは豚まん級』ってなによう！　あたしはスレンダーだよっ！　あと、あたしの胸のほうがゆきのんより１センチほど大きいよっ！」

　口さえつぐんでいればリア充ＪＫモデル級のかわいい系美少女だが、口を開くと体育会系っ子特有のアホが露ろ呈ていする俺の二人目の妹。チャイナドレスを着込んだ那な波なみこと張飛が、包丁を手にしたままステージに登ってきた。那波は料理担当なので、さっきまで調理場で豚まんを仕込んでいたのだ。ええい。危ないから包丁は下ろせ！

　横浜に引っ越こしてきて以来すっかり好物となった豚まんの味を、那波はもともと身につけていたお料理の腕うで前まえと張飛の固有スキルを用いて見事に再現してみせる。なんといっても、唐とう辛がら子しを錬れん成せいできるというのがこいつの最大の強みだ。たとえ関羽人気で集客できても、肝かん心じんの料理が駄だ目めでは関張飯店にリピーターはつかなかった。しかし、唐辛子を用いた四川料理の中毒性は異常。今や、全国各地から命がけで「聖地巡じゆん礼れい」と称しようして那波の激げき辛から麻婆まーぼー豆どう腐ふを食いに来る熱烈なリピーターが大量発生しているのである。ついには、黄巾賊から巡礼者の身を守るための「関張飯店巡礼ルート防衛団」なる職業傭よう兵へいどもまで出現する始末。あれだな。十字軍巡礼が流行った頃ころのテンプル騎き士し団みたいな連中だな。

「ななちゃん。そんなはずはありません。兄さんは、大きな胸の妹がお好きなんです！　ですから、その兄さんの期待に応えるべく毎日牛乳をたくさん飲んでいる私のほうが少しだけ大きいはずです！　なぜなら、私の兄さん愛の力は全宇宙一。誰だれにも勝るからです！」

「えー。ゆきのんの胸は、前に突つき出したロケット形だから大きく見えるんだよっ！　ボリュームと重さではあたしのほうが上だからっ！」

「そ、そんなはずはありませんっ！　お客さんさえいなければ、この場でチャイナドレスを脱ぬぎっこして兄さんに直接判定していただいて、決着をつけられますのに、ううう」

「実の兄におっぱい見せようとするなっ！　油断も隙すきもないんだからっ！　あたしは義理の妹だから、べ、べ、別に見られても構わないけどさあ……？　あ、あ、アニキと血が繫つながっていないってハンディにも、め、め、メリットはあるんだよねー。け、け、結けつ婚こんだってできるしぃ」

「な、な、なにを言いだすのですかっ！　兄さんが私以外の妹と結婚だなんて。いくらななちゃんでも、断じて許しませんよっ！」

　キター！　劉備の旦だん那なを巡めぐって、今宵も姉妹の戦いがはじまったああああ！　たまんねえええ！　これって異世界語でブラコンって言うのよね！　と、野郎どもはなぜか大盛りあがりしている。

　雪乃と那波にヘンな噂うわさが立ったら兄としても不本意だし、店の経営基き盤ばんが揺ゆらぐので、「関張飯店の二大アイドル、関羽と張飛は『恋れん愛あい禁止』で『処女保証』だから、きみたちは安心して全財産を注ぎ込んで二人を応おう援えんしてくれたまえ！　きみたちのその投資、決して無む駄だにはせんぞフハハハハ！　この劉備玄げん徳とくを信じろ！」とこいつらには日ひ頃ごろ言い聞かせてはあるが、二人が兄を奪うばい合うのは別べつ枠わくなのか？

　まあ、この俺も庶しよ民みんの男どもからは「劉備の旦那あああ！」「あんたは、俺たちの最後の希望だあああ！」「漢王朝の復興は旦那に任せたああああ！」と熱烈に懐なつかれているので、それもあるのかもしれん。なにしろ劉備玄徳は庶民にとって永遠の英えい雄ゆうにして人気者だからな、フハハハハ！　なにもしなくても、フハハハと高笑いしていれば大人物だと思われて無条件で庶民に好かれる。それが劉備玄徳として生きる者の定め！

　もっとも、僕は劉備玄徳として「封ほう神しん」されただけの、ただの男子高校生。つまりはパチモノなんだけどね。はあ。正直、24時間ずっとこのハイテンションな中二キャラを続けるのはちょっと疲つかれるなあ……あと、汗あせ臭くさい野郎どもに囲まれてちやほやされる日々はどうにも暑苦しいよ。たまには、ええと、女の子にもモテたいかな……店に来る女の子たちは、だいたい関羽ファンか張飛ファンなんだよね。

　……あっ、素に戻もどっちゃった。いけない、いけない。いちど素に戻ると日頃の自分の言動の痛さが倍返しで襲おそってきて「うああああ」と悶もだえることになるから、中二病兄貴のキャラを貫つらぬき通とおさなくちゃあね。じゃなかった、貫かねばならんのだ！

「ゆきのんっ！　あたしがゆきのんに勝ってるところって、おっぱいのサイズだけなのにい！　知力！　お上品さ！　真世界での知名度！　ななななにもかもあたしに勝っていながら、唯ゆい一いつの売りまで奪おうなんて……ぐぬぬ。アニキをゆきのんみたいな頭おかしいブラコンに独どく占せんさせないんだから！　そこまで言うなら、脱がせてやる～！　勝負だーっ！」

「ややややめてください、ななちゃんっ！　チャイナドレスをステージ上で脱がさないでくださいっ！　もしかして酔よってるんですかっ!?」

「酔ってませーんっ！　あたしはいつでもナチュラルハイだよっ！」

「よけい悪いですっ！」

「こら、お前ら！　関張飯店では関羽、張飛と呼び合えと言っているだろうに！　ステージ上！　ステージ上！」

　劉備の旦那ああああ！　妹にモテるねえええ！　あんた最高の店長だああああ！　と、野や郎ろうどもは完全にできあがって大盛りあがりである。が、ほんとうに二人を脱がせるわけにはいかん！　たとえ事故でもステージ上でポロリさせてしまったら、一大事だ！　兄として、妹の純潔を護らねば！　この妹たちのオンステージだって、ほんとうはやらせたくはないのだ。きょ、きょ、巨きよ乳にゆうの妹二人に、ステージ上で、ちゃ、ちゃ、チャイナドレスを着せたくはないのだ。俺がふんどし姿になったほうがウケるのなら、そっちの道を選んでも俺は構わんっ！　しかし、今の俺たちにはどうしても急いで大量の銭を稼がねばならん理由があるのだ……！

　とにかく！

「妹」は！　すべてに優先するぜ！

「劉備の旦那が姉妹ゲンカに割って入ったああああ！」

「ここから、『兄さんのせいですっ』『アニキのばかああ！　シスコンっ！』と切れた妹たちに旦那が袋ふくろだたきにされて足あし蹴げにされる展開だあーっ！」

「張飛ちゃんの伝家の宝刀、『燕つばめ踵かかと落おとし』が劉備の旦那に決まったあああああ！」

「旦那が倒たおれたああああ！」

「きっと見えてる！　あの角度！　旦那からは絶対に張飛ちゃんのチャイナドレスの奥の下着が見えてる！」

「むしろ下着を穿はいていない可能性も！　ご褒ほう美び、羨うらやましいっ！」

「本気を出せば世界最強の英雄なのに、妹たちには徹てつ底ていして無抵てい抗こうッ！　さすがは劉備の旦那！　そこに痺しびれる憧あこがれるうっ！」

「関張飯店に栄光あれえええ！」

　俺は庶民の野郎どもから、「世界最強の英雄」「真世界を滅めつ亡ぼうから救うまことの救世主」「漢王室の末まつ裔えいにして筵むしろを売って暮らしてきた、偉い大だいなる庶民派の王者」「今は関張飯店で遊んでいるが」「いつか本気出して黄巾賊ぞくと亜あ人じんを退治してくれる」「漢王朝再建は旦那に任せた！」と熱烈に支持されているのだが、すまんが俺は商人ルートから逸それるつもりはないのだ。俺にはたいした武力とかないしな。むしろ、劉備玄徳だというだけでどうしてそういうふうに見られて崇あがめられるのか、さっぱりわからん。那波が「食神」扱いされているのは、神の食材・唐辛子をこの世界にもたらしたのだから理解できるし、雪乃が美の女神として崇すう拝はいされるのは、まあ、美しいんだから当然だが……。




　ともあれ、週にいちどの「関帝たんナイト」は狂きよう乱らんのうちにつつがなく終しゆう了りよう。

　閉店後、俺はもはや常連客を通り越してすっかり俺の「子分」たちになった顔なじみの野郎どもと徹てつ夜やで飲み明かし、気がつけばぶっ倒れて寝しん台だいの上に寝ねかされていた。

　子分たちはみな帰ったらしい。関張飯店の二大看板娘むすめ、関羽・張飛としてのステージ仕事と調理仕事を終えた雪乃と那波が、俺を介かい抱ほうしていた。どっちが俺の膝ひざ枕まくら係をやるかで揉もめていて、肝心の俺が放置されているのは問題だと思うが……あと、もうチャイナドレス姿はいいぞ。二人の太ふと股ももがちらちら見えて、俺の「兄貴道」が揺らいでしまう。兄貴道は正義の道、光の道！　あ、兄たるもの、妹にいやらしい感情など抱いだいてはならんのだ！

「むにゅ、むにゅっ!!」

　って、お前たち？　待て。取っ組み合いのケンカはやめろ、互いの胸で俺の頭を挟はさむな！　兄を窒ちつ息そく死しさせる気か！　し、しかも、俺の頭を奪い合いながら、俺のステータスウィンドウを勝手に開いて個人データを覗のぞき見するなっ！　い、いや、別にエロ動画配信サイトに繫がっているわけでもないし、見られて困るデータなどないが、兄にもプライバシーというものがだな……。こら、那波。ウィンドウの階層を深掘ぼりするな！

　この真世界の封ほう神しん英えい傑けつが抱かかえる最大の問題は、個人データが頭の背後に浮うかびあがるステータスウィンドウに表示されてしまうことだな。こいつが開きっぱなしだと邪じや魔まになるので普ふ段だんは閉じているんだが、なにしろロックできないからな。指し紋もん認証くらい導入してくれよ。真世界の個人情報セキュリティはガバガバ。

「あ─────っ!?　これって！　け、け、結婚コマンドだあああああー！」

　俺の頭を膝ひざに載のせ、勝手に俺のデータを覗き見してわくてかしていた那波が、素っ頓とん狂きような声をあげていた。結婚コマンドだと？　そんなものがあったのか？

「そっかあ。この真世界でも結婚できるんだねっ！　って、人間の世界なんだから当たり前かあ！　べべべ別にあたしは、アニキと結婚したくなんてないけどぉ！　実の妹のゆきのんが暴走してアニキが兄妹婚こんの冥めい府ふ魔ま道どうに堕おちちゃうくらいなら、あたしがアニキをいっただきいいい！　ぽちっ！」

「って、こらーっ那波っ!?　お前まで兄妹婚の冥府魔道に堕ちてどうするっ!?　ツンデレ妹のキャラはどーしたっ？　ブレてるぞ！　乗りと勢いだけで行動するんじゃないっ！」

「あれ起きてたのアニキ？　誰がツンデレ妹よう。あたしは義妹なんだから、問題ないじゃーん。べ、別に、アニキと結婚したいわけじゃないんだから勘かん違ちがいしないでよぉ？　あ、あくまでもアニキを頭おかしいブラコンのゆきのんから護るためで……って、あ、あれれ？　登録拒きよ否ひされちゃったよう？　なんでえええええ？」

　いきなり姉妹の信しん頼らい関係を破は棄きするかのような抜ぬけ駆がけを喰くらい、怒おこって那波を槍やりで刺さすのかと思いきや、意外に落ち着き払はらっていた雪乃が「くすっ」と苦笑いを浮かべていた。

「ななちゃん？　私たち三人はすでに『義兄妹』の絆きずなを結んでいますよね？　義兄妹の絆と夫婦の絆は、同じ英えい傑けつ間では重複できないんです。惜おしいことに、どちらか一方しか結べないんですよ。それに、真世界では殿との方がたは妻を三人まで持てますから、たとえななちゃんが抜け駆けして兄さんの奥さんになったとしても、私も強引に絆チェンジして兄さんのお嫁よめさんになりますから♪」

「え、えええ？　じゅじゅじゅ重じゆう婚こんアリなのっ？　三人嫁って、完全にハーレムじゃんっ？　うわ～真世界ってほんとに異世界なんだねアニキ～」

「まあ、俺たちの世界でも国によっては重婚アリだしな。文化の違ちがいってやつだ。だが三人の嫁なんぞ修道士のように清らかな生活を送ってきた俺には厄やつ介かいだな、扱あつかいきれん」

「ケッ。アニキは修道士じゃなくて、リア充じゆうになりそこなったただの陰いんキャじゃん」

「……だいじょうぶですよ兄さん。私が兄さんのおそばに侍はべっている限り、私以外の女には絶対にこの結婚コマンドは押させません。そんな邪じや悪あくな女め狐ぎつねが現れたら、その時は遠えん慮りよなく関羽雲長の武力98を用いさせていただきますから……ふふっ。ななちゃんは、今回だけは見み逃のがしてあげます……わ、わ、私の、か、かわいい、い、い、妹ですものね……」

「ひぃ？　アニキぃ。ゆきのんの視線が怖こわいよう！」

「に、兄さん！　わ、私の処女は必ず兄さんに捧ささげますから！　あ、あ、赤ちゃんの名前ももう決めてあります！　最低でも三人は産みたいです！　関かん平ぺい、関かん興こう、関かん索さくです！」

「ああもう。いったいなに言ってんのさ～！　ゆきのん、やっぱり頭おかしいよ！」

　ううむ。那波と雪乃が紆う余よ曲きよく折せつを経て結んだ義姉妹の仲を引き裂さきかねないな、結婚コマンドは。このコマンドの取り扱あつかいには、以後、用心せねばなるまい。

　もっとも、俺は当面、妻を持つ予定などないのだがな。なにしろ、二人の妹を──那波と雪乃を無事に元の世界に帰き還かんさせなければならないのだから。そうだとも。俺は、兄として二人を護ると約束したのだから。それが、兄としての当然の責務だ！

「妹」は！　すべてに優先するぜ！

　しかし……いったいどうしてこうなった。

　俺は酒が抜けるまで眠ねむり直そうと目を閉じて、一ヶ月前の「あの日」のことを思い返していた……。




　すべては、一ヶ月前のクリスマス・イブのあの日にはじまったのだ。








第二回　俺の妹が邢けい道どう栄えいに転生してしまったんだが……









　そう。俺がこの真世界で「関かん張ちよう飯はん店てん」の店長になったきっかけは、さかのぼること、約一ヶ月前。

　それは、俺がまだ真世界に召しよう喚かんされる以前。

　懐なつかしの地元・横よこ浜はまの中ちゆう華か街がいの片かた隅すみでのことだった。

「どうしてあたしがアニキとデートしなくちゃいけないの？　高校生にもなって、兄と妹が仲良くデートなんてする？　変態じゃないの？　だいいちあたしはアニキとデートしなくても、友達ならたくさんいますぅ。スマホにLINEすら登録していないアニキの百万倍いますぅ。アニキみたいに寂さびしく無料エロサイトやアラフィフちゃんねるの巡じゆん回かいなんてしてないんですぅ」

　あの「出会い」から七年の時を経て、俺の二人目の「妹」──那な波なみはすっかり反はん抗こう期を迎むかえ、この兄を「水みず城き家の恥ち部ぶ」扱いするようになっていた。洗せん濯たく機きで自分の下着と俺のパンツを一いつ緒しよに洗おうとするだけで「あーっ！　アニキの臭においが移っちゃうじゃん！」とブチ切れる。なぜこの俺が水城家の恥部なのだ！　俺は！　ちょっとばかり妹を心配しすぎるお兄ちゃんなだけだ！

　そりゃ過保護すぎるかもしれんが、しょうがない。

　なにしろ那波のやつ、いつの間にかスレンダー巨乳・派手でおしゃれっぽいリア充・ツインテールが似合う美少女という「三種の神器」を兼かね備えた超ちようモテ妹に育ってしまったのだ。ここに来た時にはやせっぽちで日焼けしてて髪かみもまだ短くて、半分男の子みたいなキャラだったのに、成長期の女の子というやつはほんとうに恐おそろしい。たしかに初対面の頃ころから大きな丸い瞳ひとみがやけにかわいかったが、いくらなんでもかわいく育ちすぎだ。そのくせ、そういう目で見ればビッチギャルっぽくも見えるのに実は男に対しては内うち弁べん慶けいで、恋れん愛あい経験ゼロと来ている。外見と内面のギャップが激しすぎる。これではいつどんな狼おおかみに騙だまされるか……！

「むっ？　し、しまった？　こんなところにバナナの皮があああぁっ？　転んだあっ!?」

「きゃっ!?　ちょちょちょっと！　アニキ、なに発情して三次元の妹を襲おそってんのよ！　エロゲーでもやってろ変態！　離はなれて、離れてよー！　どこに顔埋うずめてんのさ、バカあ！」

　うーむ。こんな路上に都合よくクッションがあって助かった……って、これはクッションじゃない！　那波のおっぱい、いや、胸ではないか!?　瘦やせてるくせにいったい何カップあるのだ、これは？　くそっ、完全体那波め。身体だけはすくすく育ちやがって。妹といえば胸は慎つつましやかというのが王道ではないのか。これは邪じや道どうだ。邪道すぎる。

「い、いいから離れろっての！　はあ、はあ、はあ……信じらんない！」

「う、うむ、すまなかった……」

　い、いかん。普段は完全に意識の外へ追いやってしまっているというのに。那波が「義理の妹」だと久々に意識してしまうと、急に妙みような気分に……なんてことだ！　たかがおっぱいごときのために、俺の妹への家族愛が揺ゆらぐだと？　まだまだ修行が足りん！　「兄貴道」、道険し！　こんなことでは、いざという時に那波を護れないではないか！

「って、アニキ！　電柱を相手に掌しよう底てい突づきの練習しないでいいから！」

「フ……根ね岸ぎし線の電車内でお前に痴ち漢かんしようとした男どもをことごとくブチのめしてきたわがゼロ距きよ離り掌しよう底てい《ワンインチパンチ》も、完成には程遠いな。フハハハハ！　太たい極きよく拳けんマスターの老師・水すい鏡きよう先生の道場に通う日数を追加せねばな」

「ゼロ距きよ離りはワンインチじゃないよ！　過保護！　シスコン！　変態！　無む駄だな拳けん法ぽうのスキルあげてる暇ひまがあったら勉強するとか彼女作るとか他にやることあるじゃんバカ！　『気』なんてうさん臭くさいものに頼たよるからアニキは陰キャなんだよ！　いつだって痴漢男の屈くつ強きような筋肉の前にはアニキのなんちゃって太極拳なんか通用せずに返り討ちじゃん！」

　なぜか激しく罵ののしられてしまった。

「フ……那波よ。俺はケンカなどという下等な遊びには興味がない。俺がマスターしたいものは、敵の肉体を破は壊かいする『攻こう撃げき力』ではなく、妹を護るための『防ぼう御ぎよ力』であり『抑よく止し力』なのだ。何年かかろうともわが体内の『丹たん田でん』を開いて『気』を自在に練る奥義を修得してみせる。水鏡先生は、奥義開眼には五十年くらいかかると言っているがな。彼女を作るのはそれからだ」

「だからぁ、騙されてるんだよアニキ。丹田ってなに？　ヘソのこと？」

「下腹部にあるツボのようなものだ。時々、導どう引いん呼吸法の修行中にエロゲーのことを考えると下腹部がかあっと熱くなることがある。丹田に『気』が流れ込んでいる証しよう拠こらしい」

「それ性的に興奮してるだけだよ！　なにが丹田だよ。ケンカも格かく闘とう技ぎも筋肉必ひつ須すだって。せめてスピーディーな少しよう林りん拳けん系にしなよ」

「筋力はしょせん有限だが、『気』は無限だ！　わが体内のみならず、天と地の間にも充じゆう満まんしているのだからな！　宇宙にあまねく存在するはずなのに現代の科学では測定不能なダークエネルギーとは、東洋武術で言うところの『気』のことに違いない！」

「それが横着だと言ってんの。だいたい丹田開くまで五十年もかかったら、青春完全終了じゃん」

「フハハ！　俺はお前を護ると誓ちかった。故に俺のことよりも、約束を果たせる兄になることのほうが優先されるのだ！」

　おっと。照れ隠かくしで中二病兄貴キャラを熱く演じすぎた。那波が「……ほんっと、シスコンなんだから……バカ……」と頰ほおを赤らめて目を逸そらしている。お、俺も恥はずかしくなってしまった。今日は俺もちょっとテンションがおかしい。

　ああ、そうか……今日は、十二月二十四日……クリスマス・イブなんだな、と俺はふと気づいた。結局、実の母親側からはもうずっとなんの連れん絡らくもなかった。こちらだって新しい家庭を築いたんだ。大人の事情があるのだろう。新しい家族のことを思うと、俺から捜さがすこともためらわれた。そして、八年が経った……胸が痛んだ。が、那波に悟さとられてはならない。今まで俺はいちども、かつて「妹」を失った痛みを那波に悟らせたことはない。そのはずだ。そうとも。那波。お前は、俺にとって「実の妹」の代だい替たい品なんかじゃない……。

「俺はな、那波！　聖なるイブの日の昼間っから部屋で『SANGOKU大戦争』を起動して遊んでいるお前を見かねたのだ！　今日だけは俺の言うことに従え！　さもなくばお前が実は隠れ三国志腐ふ女じよ子しだという秘密を、お前のリア充じゆう友達に拡散するぞ！　いいか、いいか、いいのかぁ～!?」

「腐女子じゃないっ！　そもそもアニキがあたしに『SANGOKU大戦争』を教えたんじゃん！　だいいちLINEもTwitterもインスタもやってない陰キャぼっちのアニキが、どーやって情報拡散するのさ！」

「むろん、匿とく名めいでアラフィフちゃんねるにスレを立てる！　『三国志戦国板』とか『栄光歴史ゲーム板』にコピペ連投の絨じゆう毯たん爆ばく撃げきだ、まとめサイトに転てん載さいされるまで徹てつ底てい的にな！　フハハハ！」

「フハハって笑うな中二病！　情けねーアニキだなあもう。いい？　あたしは、劉りゆう備び・関かん羽う・張ちよう飛ひの義兄弟トリオの熱い関係に萌もえるだけなのっ！　はあ。何万回リプレイしても泣けるよね、『桃とう園えんの誓ちかい』イベント……われら同年同月同日に生まれずとも、死ぬ時は同年同月同時に死すことを願う……くうう。かっこいい。義兄弟って最高……！」

　うーむ。七年前に、てっとり早くこいつと仲良くなるために当時俺がハマっていた痛快三国志アクションゲーム「SANGOKU大戦争」で一緒に遊んだこの俺にも責任はあるのだが。昨今の歴史ゲームは腐女子人気のせいで美形キャラばかりになってどうもな。司し馬ば懿いとか、首が一八〇度回転する「エクソシスト」の悪あく魔ま憑つきみたいなおっさんだぞ。どうしてなぜ美形になったのだ……まあいい。

「那波。実は本日一日限定で、この中華街の隅すみっこで『SANGOKU大戦争オンライン』のオープンベータテストがこっそり開かい催さいされているのだ。偶ぐう然ぜんにも、わが師し匠しよう・水鏡先生が経営するボロ太極拳道場の隣となりで！　知ってしまった以上、お前に報告してそして参加させなければ、あとでシメられるのは俺だからな！」

「えー噓うそだ。そんなおいしい告知情報、あたしが気づかないわけないじゃん。アニキ、あたしを中華街へ連れだしてなにかヘンなことでもするつもりなんでしょ。いくらクリスマス・イブにデートする彼女がいなくて惨みじめだからって、い、妹を怪あやしい建物に連れ込もうなんてさぁ。そ、それ、エロゲーのやりすぎだから。あ、アニキがヘンな事件起こしたら、妹ゲームが規制されてアニキは全国の変態アニキ紳しん士しから恨うらみを買って抹まつ殺さつされるから」

「あらゆる意味で断じて違ちがう。ほんとうにほんとうなのだ！　噓だったら江え戸ど清せいの豚ぶたまんを三個おごってやってもいいぞ！」

　中華街名物、江え戸ど清せいの豚まんは七年前のあの日から那波の大好物なのだ。那波はたちまち目を輝かがやかせた。

「じゃ、じゃあフカヒレ豚まんも二個追加で！　わかったよーしょうがないな～」

「うむ。任せろ！　近ちか頃ごろ、ここ横浜では謎なぞの行方不明事件が多発している。大桟さん橋ばしから出港したフェリーごと喪そう失しつして集団蒸発した連中もいるという噂うわさまで。だが、この俺が付いていれば心配ない！」

　週末の中華街のメインストリートは国内外から集まってくる観光客でごった返しているが、一本入った裏通りは寂しいものだ。そんな裏通りの一角に、自じ称しよう太たい極きよく拳けんマスターで国こく籍せき不明の謎の老人・水鏡先生が開いている系統不明の太極拳道場「東方無敗」がある。

　しかし本日二度目の顔合わせとなった水鏡先生は、なぜか道場ではなく、お隣の「SANGOKU大戦争オンライン」ベータテスト会場のゲート前で甘あま栗ぐりを売っていた。

「よいぞ、よいぞ。妹さんと二人連れとは珍めずらしいのう、秀しゆう一いちよ」

「どうしてベータテスト会場に張り付いてるのだ？　師匠」

「今のわしは、『SANGOKU大戦争オンライン』ベータテスト会場の門番役のバイトなのぢゃよ」

「なんだと？　そこまで深刻な経営難に陥おちいっていたのか？」

「ううむ。容易に丹田が開きそうにないお前を誘さそうつもりはなかったのじゃが、妹さんが一緒ならば、参戦させるべきなのかのう……これも『運命』の導きかのう……獅し子しは、わが子を千せん尋じんの谷底に突つき落とすと言うしのう……わかったわい。よいぞ、よいぞ」

　那波が「こんにちは！」とリア充じゆうをつくろった笑顔で師匠に挨あい拶さつする。こいつ、外面だけはいいな。

「むほー。よいぞ、よいぞ。最近の日本人の娘むすめさんは発育がよいのう……この小生意気なロリフェイスにこのわがままボディ。人類文明の一種の完成形、リリンが生みだした最高の生きた芸術じゃのう。乳はいいのう……長生きはしてみるもんじゃ……お、お嬢じようさん。老い先短いこのジジイに、冥めい土どの土産としてぜひぱふぱふを……」

「……ねえアニキ。このセクハラ爺じいさん、向かいの焼やき豚屋で焼き豚と一いつ緒しよに吊つるしていい？」

　そういうことは本人に言え。

「師匠は老いているんだ、許してやってくれ。それで、このでっかいパンダの顔面を象った『ゲート』を潜くぐればいいのか、師匠？　ゴーグルはつけなくていいのか？」

「アニキ。これってＭＲゲームだよ。会場内の空間全体がそのままゲーム世界になってるんだよ！　プレイヤー自身が自分の身体のままでキャラになりきって、直接暴れられるんだよ！　こんなゲームが実現するのは、何年も先の話だと思ってた～！　『SANGOKU大戦争』開発チームもやるじゃん！」

「よいぞ、よいぞ。おぬしらは、手ぶらで参加すればええぞ。武具とか防具はゲーム世界で入手できるのぢゃ。手荷物は全部そこのコインロッカーに入れてもらえるかのう。システムの都合上、電子器具や武器などを持ち込まれると危険なのぢゃ」

「それくらい、いいよいいよ！　参加する、参加する～！　あたし、張飛がいいなっ！」

　那波はやっぱりやる気まんまんになっていた。だが那波。周しゆう瑜ゆとか孫そん策さくじゃなくていいのか。張飛は明らかに美形キャラではないぞ。虎とら髭ひげだぞ。

「フ……俺はさしずめ、知力、統率力、武力、カリスマをすべて兼ね備えた乱世の奸かん雄ゆう・曹そう操そうといったところだな。師匠よ、この水城秀一は三国志最強英えい傑けつの曹操孟もう徳とくを所望する！　フハハハハ！」

「参加プレイヤーがどの英傑キャラに割り当てられるかは、『SANGOKU大戦争オンライン』のシステムが自動的に決めるので、わしにはなんともできぬ。それでよいか、よいか」

　まあ無料だし本日限定のオープンベータテストだし、いいんじゃない？　将来正式にサービス開始されたら、リセマラしまくって張飛を引くまでチャレンジすればいいよ！　と那波が目を輝かせながらコインロッカーに俺たち兄妹の荷物……ケータイやら財布やらをしまい込み、「さあ行こうアニキっ！」と俺の手に嬉うれしそうに組み付いて「ゲート」を走り抜ぬけていた。

　那波のこんなはじけるような笑顔は久しぶりだ。最近はいつもむっつり怒おこっていて「アニキのバカ！」「シスコン！」「……ちょっとはあたしの気持ちもわかってよ！」って意味不明な理由でぷりぷり怒られてばかりだったからな。やっぱり、連れてきてよかった。

「うおっしゃあ！　張飛こーい！」

　那波はわくてかでゲートの向こうへとかけこみ、俺と那波の視界を一いつ瞬しゆん真っ白い光が遮さえぎって、そして次の瞬しゆん間かん。




「なっ、なんでよおおおおおお～!?」




　那波の笑顔は、この世の終わりを迎むかえてしまったかのような泣き顔になっていた。




「うわ～ん。アニキぃぃ～!?　あ、あ、あたし、邢道栄になっちゃった～！」




　　　　※




「どうして。どうしてええええ～!?　邢道栄って、『SANGOKU大戦争』屈くつ指しのネタキャラ、出てきて速そつ攻こうで斬きられちゃうやられ役じゃんっ!?　うわあああん。イヤだあ張飛がいいよう。リセマラしたーい！」

　い、いや待て。俺と那波は中華街の「SANGOKU大戦争オンライン」ベータテスト会場に飛び込んだはずなのだが、目の前に広がっているこの壮そう大だいな風景はいったいなんだ？

　俺と那波は、山の中腹に築かれた石台の上に立っていた。「陰いん陽よう二極」の紋もん様ようが刻み込まれている巨大な石台だ。なんだ、これは？

　前方を見上げると山頂まで、この石造りの階段が長々と連なっている。千五百メートル級の高い高い山だった。しかもその山頂からは、白色光と黒色光の二本の「柱」が延のびていて、天高くまで貫つらぬいている。文字通り、雲の向こうまで。

　山を背にして振ふり返ると、眼下には関東平野をも超こえるような広大な丘きゆう陵りようがどこまでも続いていた。この長い長い階段は、上は山頂、下は麓ふもとまで、ずっと続いているらしい。

　俺と那波の「衣服」がいかにもファンタジー三国志世界っぽい武将甲かつ冑ちゆう姿に変化しているのも謎技術だが、それにしてもこのゲーム空間はリアル世界にしか見えない！

「って、アニキ！　お上りさんみたいにキョロキョロしてる場合じゃないでしょ！　見て。ほら。あたしのパラメーター。邢道栄になっちゃったよおおお～！」

　甲冑姿に変身した那波の頭の後ろあたりに、たしかに「武将パラメーター」を表示するステータスウィンドウが浮うかびあがっていた。





「英傑名：邢道栄　統率59　武力80　知力21　政治５　固有スキル：道どう栄えい即そく斬ざん」






　ぷっ……！　悲ひ惨さんな知力と政治力だ。「SANGOKU大戦争」の能力値のＭＡＸは[image: 100]だから、これは酷ひどい。へそで茶を沸わかすぞ。武力だけはそこそこ一人前なのが、体育会系少女でソフトボール部所属の那波らしい。フハハハハハ！

「こらっ、笑うなーっ！」

「フッ……どうやらこのゲームは、個人の能力資質に応じて本人にステータスが近いキャラが割わり振られるシステムらしい。つまり那波！　現実世界において、お前は知力21のおバカな脳筋キャラということだ！　これは摂せつ取しゆした栄養がすべて胸にまわってしまうせいだな、フハハハ！　あと『SANGOKU大戦争』のやりすぎだ。少しは勉強しろ！」

「ハア？　なにを勝ち誇ほこって笑ってるのさアニキ。バカじゃん？　アニキの武将パラメーター、もっと酷いじゃん。アニキ理論でいくと、アニキは現実世界でも壮そう絶ぜつな無能、超ちよう世せのクソザコナメクジだということになるんですけどぉ？」

「な、なんだと？　どういう意味だ？」

「自分で見てみればわかるじゃん」

　なるほど。俺の頭の後ろにも、俺自身のステータスウィンドウが浮かびあがっていた。俺はそいつを指でタッチして、視界に入るように手前へ移動させてみた。するとそこには──おお、なんということであろう。

　バ……バカな!?　こ、これが俺の武将パラメーター。「SANGOKU大戦争オンライン」が査定した俺のキャラステータスだというのか!?





「英傑名：韓かん玄げん　統率13　武力28　知力５　政治３　固有スキル・農のう業ぎよう充じゆう実じつ」






　なんてことだ。おっ……俺のほうが那波よりもバカだったのかーっ!?

「そんなバカなあああああああ!?　なにかの間ま違ちがいだ、これはバグだ。バグに違いない！　曹操孟徳に匹ひつ敵てきする超世の英傑であるはずのこの俺が、よりによって韓玄だとおおお!?　『SANGOKU大戦争』ワースト無能武将四天王の一角ではないかあああ！」

「やーい。アニキのクソザコナメクジー！　知力５、だって。なにその武力。28ってなに。女の子以下じゃん。妹の半分もないじゃん。まあ、太たい極きよく拳けんを習ってなかったら武力も４くらいだろーから、これでも水増しできてるのかもしれないですけどぉ。ぷぷっ……！」

　二人で互たがいのパラメーターを罵ののしり合いながら山の麓の村へ下りてみると、三国志時代の名士っぽい格好をした若い眼鏡男が、手に巻物のようなものを持っていいた。

「やあはじめまして。僕の名は許きよ劭しよう。道士にして人物鑑かん定てい士しだよ。きみたちが言うところのチュートリアル役さ」

　俺と那波の姿を見てわらわらと集まってきた村人たちが、「久々に英傑を引き当てたと思ったら」「韓玄と邢道栄？」「……ひとつ星英傑だ」「こりゃ大ハズレだなー」「もう、当分召しよう喚かんできない……」「アア……もうこの村もおしまいだ……」とぼやきながら、それぞれの仕事場へ散っていった。村の周囲に柵さくとか作ってるみたいだ。

「許劭とやら。さっそくだが、このゲームはバグっているよ遊べない。那波が邢道栄なのはともかく、この優ゆう秀しゆうな俺が韓玄なわけがない！　リセマラさせろ！」

「いや、そう言われてももうきみたちは英傑に紐ひも付づけされちゃってるからね。もともとの能力などに応じて自動的に割り振られるんだ。名めい簿ぼにもほら、きみたちの英傑名と真名が浮かびあがっているだろう？」

　この巻物は「月げつ旦たん表ひよう」と言ってね、どの英傑が召喚されて『現存』しているかどうかを表示してくれる便利なアイテムなんだよ、と許劭がへらへら笑った。軽い野や郎ろうだ。





「韓玄──水城秀一」

「邢道栄──水城那波」






　月旦表には、たしかにその文字が浮かびあがっていた。「紐付け」成立というわけか！

　能天気な那波が、

「あー、わかった！　那波の『那』と邢道栄の『邢』って似てるよね！　それであたし邢道栄になっちゃったんだー！」

　とアホなことを言って現実から逃とう避ひしている。いや、この場合はゲームからの逃避か。どっちにしてもアホだ。いったいどこからこんなポジティブシンキングが湧わいてくるのだ。

「だが、俺は認めん！　間違っているのは俺たちではない、このゲーム世界のほうだ！　だいたい貴様、ＮＰＣの分際で人間さまを値ね踏ぶみするとはどういうつもりだ！」

「いや～。そんなこと言われてもね。この世界は、『ゲーム世界』じゃないんだよ。『真世界』なんだ。こちらの世界こそが、正統なほんものの『世界』なのさ。今まできみたちが暮らしていた世界のほうが、真世界から分ぶん岐きして派生した『異世界』なんだよ？」

　許劭のやつ、本格的にバグってるらしい。わけのわからないことを言いはじめた。

「ん～。知力５のきみには難しいかな？　つまり僕たちこの真世界の住人こそが、『人間』。きみたちのほうが『キャラクター』なんだよ。きみたち兄妹は、ほら、あの泰たい山ざんの山頂から召喚されたんだ。泰山から延びているあの光の柱は『異世界』に繫つながっていてね、あちら側からきみたちを『陰陽台』へと召喚したわけさ♪」

　あ、あれ。こいつは噓うそをついていない。なんとなくわかってしまう。どういうことだ？

　瞬間、俺の背中が粟あわ立だっていた。ぞくっ、と。那波も同じらしい。俺の背後に隠かくれるように抱だきついている。で、では、水鏡師し匠しようは……真世界の人間だったということか？

「その昔、真世界で原因不明の大異変があってね。何人かの仙せん人にん道士が、生きながらに異世界に飛ばされてしまったんだ。で、彼らは帰き還かんするために異世界に『門』を築いて泰山に繫げようとあちらであれこれがんばってきた。向こうの異世界では、真世界の主要なエネルギー源たる『気』の力が弱いらしくて、かなり苦労しているようだねえ」

　泰山に繫がる門？　それって、もしかしてあのパンダの「ゲート」のことか!?

「しかも大異変の折に、本来ならば歴史を動かしていくはずの英傑たち、『正史英傑』の多くが真世界から消えてしまったんだ。曹操とか劉備とか、いずれ歴史に名を残すはずの英えい雄ゆう豪ごう傑けつたちがね。だが『正史英傑』個々の『概がい念ねん』と『能力』だけは残っている。この月旦表に、彼ら正史英傑の名前とパラメーターが書き込まれているのがその証しよう拠こだよ」

　待て。邢道栄は、正史には存在しない「三国志演義」オリジナルの架か空くうの武将キャラだぞ。ではやはり、ここは俺たちが生きてきた世界の「過去」とは別の世界なのか？

「もう、この国を護ってくれるはずの英傑たちはいない。北方に大量出現した『亜あ人じん』たちが南下を開始し、中ちゆう原げんへと迫せまっている。早晩、人類は滅めつ亡ぼうする。ごらん、この巨きよ大だいな砂時計を。これは『世界滅亡砂時計』といってね」

　なるほど。ヒョロ眼鏡の背後には、バカでかい砂時計が据すえられている。かなりの量の砂が下へと落ちているな。

「この砂がすべて落ちきれば、万ばん里りの長ちよう城じようを突とつ破ぱして『亜人』の大集団が中原へとなだれ込んでくる。砂の落ちる速度は状じよう況きように応じて変動するので、正確な予測は難しいんだが、もってあと五年か、あるいは三年かな。そこで僕たちは異世界に飛ばされた水鏡たちと互いの世界の『門』を通じて連れん絡らくをとって、策を講じたんだよ」

「まさか……異世界の人間たちに『門』を潜くぐらせて真世界へ召喚して戦わせるシステムを作ったのか？　真世界を救うための『逆ガチャ』システムに、俺たちは巻き込まれた？」

「そうそう。きみたちから見れば、いわば『逆ガチャ』だね」

「……あ、アニキ。あたしたち、ガチャで異世界に召喚されちゃったってこと？　それとも転生？　生きてるままだから、やっぱり召喚？　あうう、自分が何者だったかわかんなくなってきたあ～！」

「落ち着け那波！　おい許劭、これはいわゆるアブダクションではないか！　人攫さらいだ！　人権侵しん害がいだ！　いいから今すぐ那波を元の世界に戻もどせ！」

「いやいや、ただの人攫いとは違ちがうんだよ。異世界人をそのまま真世界に召喚しても、『丹たん田でん』が開いていないきみたちは正史英えい傑けつのようにはうまく『気』を練れないから、武将としてはさほど役に立たないんだ。ところがね、神さまってのはいるもんだねえ。泰山の門を潜った異世界人のうち、『英傑に封ほうじられる資質アリ』と判定された者は、自動的に正史英傑の『概念』と『能力』とに紐ひも付づけられるんだ！　きみたちは異世界人でありながら正史英傑の能力を与あたえられた存在、『封神英傑』なんだよ！」

　おお、封神英傑だと……？　って、中二病マインドをうずかせている場合じゃないぞ、俺！　韓玄の能力なんぞを与えられたからって、なにができるというのだ！

「きみたち封神英傑には、正史英傑の『能力』が備わっているというわけさ！　召喚に応じてくれたきみたちへ贈られる特典ボーナスみたいなものだよ。しかも固有スキルは最初から有効なんだ。初心者でも、そこそこ無む双そうできるよ♪」

「だが断る！　召喚された英傑は、マスターに仕えなければならんのだろう？」

「いやいや。マスターとかいないから。でもこの国は今、亜人たちに扇せん動どうされた黄こう巾きん賊ぞくの乱のせいで混乱状態でね。英傑の力で漢かん王朝の再興、この国の再統一を果たしてほしいんだよ。早く再統一しなきゃ亜人が続々と南下してきて人類滅亡しちゃうからね♪」

　僕たち真世界人はすでにこちらの真世界側で肉体を持ってしまっているから封神英傑にはなれないんだ、異世界人のきみたちでなければダメなんだ、と許劭は軽～く笑った。

「召喚される異世界人に若い娘むすめさんが多いのが謎なぞなんだけど、ま、筋力よりも『気』の力のほうが強い真世界では男女に体力差はないからそれは問題ない♪」

「ああ。女の子が多いのは、昨今の三国志業界を席巻している腐ふ女じよ子し勢力のせいだろうな。だが、そんなことよりも！」

　いったい、どうすれば帰還できるのだ？

「うわああん！　アニキ、どうしよう！　これってきっと孔こう明めいの罠わなだよー！　ログアウトできないと、冬休みが終わっちゃうよう！　お父さんもお母さんも心配するよう……！」

「ああ、だいじょうぶだよお嬢じようちゃん。泰山の門はね、一方通行じゃないんだ。異世界に帰る方法はちゃんとあるから。それはね……」

　許劭がやっと「帰る方法」を教えてくれそうになったその時。

　異変が起きた。

　そう。

「許劭先生～、たいへんだあああ！」

「防ぼう護ご柵さくが完成するよりも早く、黄巾賊が奇き襲しゆうをかけてきやがった！」

「農民兵だけならともかく、大将は亜人っす！　ありゃ俺たちの手には負えねえっす！」

「一いち縷るの望みを託たくした渾こん身しんの英えい傑けつ召しよう喚かんも、星ひとつ英傑の二連発というハズレを引いてしまったから、もう無理っす！」

「「「蒼そう天てんすでに死す、黄天まさに立つべし！」」」

「「「歳は甲こう子しに在りて、天下大だい吉きち！」」」

　一心不乱に奇き妙みような呪じゆ文もんを唱えながら村を囲む柵へと殺さつ到とうしてくる黄巾賊の兵たち。みな頭に黄色い布を巻いている。「んほおおおお！」と叫んでいる大将は、狸たぬきとオークが融ゆう合ごうしたような半人半獣じゆうの怪かい物ぶつだった。で、でかい。頭に角が四本生えている。

　那波が「あれオークじゃん！　捕つかまったら苗なえ床どこにされちゃうよう！」と怯おびえている。那波。お前……いったいどこからそんなエロ知識を……見た目は爽さわやかスポーツ少女なのに、やっぱりムッツリなのか？　ムッツリだったのか？　くっ、兄さんは悲しいぞ！

「もう来たのかい？　真世界での『黄巾賊』は、万里の長城を越こえてきた亜人が流民を集めて扇動している反乱集団だ！　このところ大飢き饉きんが重なって、餓うえた流民がどんどん黄巾賊に参加して村を襲しゆう撃げきしているのさ。流民だけなら僕らでも防ぎようがあるんだが、亜人は無理だなあ。ありゃ『諸しよ懐かい』という強きよう悍かんな種族でね。一いつ騎き当とう千せんの武力を誇ほこる英傑でなければ対処できないよ……とはいえ」

　許劭が「韓玄と邢道栄じゃあ無理だね。絶対に戦っちゃダメだ。きみたちは裏門から逃にげなさい」と俺たちを追い払はらう仕草を見せた。

　こ、ここはお言葉に甘えて逃げよう。村人たちがＮＰＣではなくて人間だと知った今、心苦しいが、さすがに武力28の韓玄では……俺一人ならばそれでも参戦するべき場面だが、まだ右も左もわからない状況で那波を危険には巻き込めん！

「うんうん。逃げなさい。まあ、封神英傑は身分が高いからたとえ黄巾賊に捕とらえられてもまず殺されないんだけどね。でもね、邢道栄ちゃん……」

「許劭さん！　でも、村人のみんなはもしかしたら殺されちゃうんだよね？　だったら逃げちゃダメだよアニキ！　アニキは韓玄だから無理だけど、あたしは一応邢道栄だから！　武力80あるから！　な、な、苗床にされたくはないけれど！　でもあたし、戦うよっ！」

「な、なんだと那波？」

　しまった！　那波は劉備・関羽・張飛の三兄弟にどこまでも憧あこがれている女の子。つまりどっぷり義ぎ俠きよう。正義感が強いのだ！　お前、張飛じゃないんだぞ。邢道栄なんだぞ！　無茶はよせ、苗床にされたらどーする！

　止めようとしたが、那波のほうが俺よりも足が速い。俺が追いついた時にはもう、すでに那波は槍やりを構えて最前線へと突とつ撃げきしていた。

「ま、待て那波！　ええい、やむを得ん！　ならば、俺も戦おう！　水鏡師匠のもとで太たい極きよく拳けんの修行を積んできた俺ならば、少しは『気』を練れるはず！　この世界は筋力よりも『気』のほうが強い！　すなわち、今の俺はこの世界のオリジナル韓玄よりもはるかに強さを増している可能性が微レ存……！」

　ああ、ダメだダメだ、ダメだよおおおお！　黄巾賊を率いている亜人は、流民の力で漢王朝を倒たおして中原へ移住しようとしている連中、『中原移住派』なんだよ！　だから僕も村人たちも降こう伏ふくすれば命までは奪とられないよ！　僕たちのことはいいから逃げるんだ～！　と背後で許劭が悲鳴をあげていた。

　だが、もう手て遅おくれだ。

　黄巾賊の一いつ般ぱん兵たちは、どうにかなった。たしかに、俺たちは強くなっている。これが封神英傑の力か。殺さずとも、峰みね打うちで倒せるくらいに余よ裕ゆうがあった。どうやら人間の一般兵は武力３から５といったところだ。これなら、いけるか？

　しかし……。

「んほおおおおおおおお！」

　もう、体格からしてまったく違う。亜人はまさしく「パワーこそ力」を地で行く獰どう猛もうな獣だった。召しよう喚かんされたばかりで経験の浅い俺たちはまだうまく「気」を練りきれない。英傑としての全力を出すためには、どうすればいいんだ？

「あ、アニキ……！　これ、武力が高いだけじゃ無理だよ！　槍なんか通らないよ！」

「そうか、もっと強力な武具が必要らしいな！　那波、逃げろ！　ここは俺が……！」

　だが那波は逃げなかった。むしろ俺を庇かばおうと前へ。ならば俺はその那波のさらに前へと進まねばならない。それが俺の兄貴道だ！

　そして。

「んほおおおおおおおお！」

　無茶苦茶に強い亜人の一いち撃げきを受けて、俺も那波も、あっけなく倒されて捕ほ縛ばくされてしまったのだった──。




　なんてことだ。十分も経たないうちに、村は制圧されてしまった。戦せん闘とうは黄巾賊の圧あつ倒とう的勝利のうちにたちまち終しゆう了りようし、俺も那波もそして許劭も縄なわで後ろ手に縛しばられて地面の上に転がされていた。

「んほおおおおー！　泰山への玄げん関かん口にあたるこの村を落とせば、もう人間は泰山に登れなくなり、封神英傑を召喚する輩やからも消える！　われら亜人が率いる黄巾賊の大勝利だんほおおおおおー！　漢王朝の命運、ここに尽つきたんほお！　お前ら三人が村の隊長格か!?」

　諸懐とかいうバカでかい亜人が、椅い子すに腰こしを下ろしながら俺たちを睨にらんできた。

「名乗っちゃいけない。ほんとうは公おおやけの場では真名ではなく英傑名を名乗るのがマナーなんだけど、決して英傑名を名乗っちゃいけないよ」と許劭が念押ししてくる。なぜだ？

　だがこの時、許劭から「月旦表」を取り上げていた黄巾賊の一人が「この中に邢道栄がおります！　その娘っ子です！」と叫さけんでいた。

「邢道栄!?　邢道栄だとおおおおおお？　んほおおおおおおー！」

　意外にも物静かに椅子に座っていた亜人が突とつ然ぜん、すさまじい雄お叫たけびを発しながら立ち上がっていた。一いつ瞬しゆんで理性が飛んで獣に戻ったかのような……い、いいったいどうしたというのだ？　黄巾賊の兵士たちも、同時に「なんと！」「邢道栄！」と口々に叫んで興奮している。な、な、なにが起きたというのだ？




「おおっ、邢道栄を捕らえたか！　斬きれっ！」




　えっ？　アニキ？　と那波が隣となりに転がされている俺のほうに視線を送ろうとした、その瞬しゆん間かん。

　ザシュッ！

　嫌いやな音が響ひびいて、そして──。

　背中を大刀で斬りつけられた那波は、一撃でこときれていた。

　地面の上に、赤い血が──。

　俺は。

　目の前で起きているこの光景を、「現実」だとは思えなかった。脳が拒きよ否ひしていた。

「けけけ邢道栄の固有スキル『道栄即斬』は、邢道栄を捕らえた武将はどれほどの徳人であっても即そく座ざに邢道栄を斬らずにはいられなくなるという、文字通りの『死にスキル』なんだよおおお！　ああ、邢道栄ちゃん……！　ご、ごめんね……」

　おい。許劭。貴様、なにを言っている？　冗じよう談だんはよせ！　那波が死ぬわけがなかろう！　バカな。こんなバカなことがあっていいはずがない！　那波、起きろ！　目を覚ませ！

「那波いいいいいいいいっ!?」

　だが、那波はもう、息を吹ふき返すことはなかった。俺を切なげに見つめながら、息絶えていた。

　そんな。俺が、「SANGOKU大戦争オンライン」に那波を誘さそったばかりに？　俺が、クリスマス・イブの中華街に那波を連れだしたばかりに？

　護れなかった。それどころか、俺のせいで那波が……!?

　俺は。

　俺は、那波との約束を……守れなかった。

　那波が……死んだ。

　俺の、妹が。

　頭が、真っ白になった。

「貴様ら！　貴様らあああああ！　殺してやる、殺してやる……！　う、う、うおおおおおおおおおああああああああ！」

　野や獣じゆうのような咆吼をあげて亜人へ突つっ込こもうとした。しかし縄で縛られている俺の身体は、黄巾賊の兵士たちにあっけなく取り押さえられていた。くそっ！　放せっ！　貴様ら、よくも……！　ダメだ、韓玄の武力ではどうにもならない！　唇くちびるをかみ破り、血けつ涙るいを流していくら叫んでも、俺は無力だった。

　こんな。こんなことって。こんなことが許されるかあああああ！

「恨うらみを買ってしまったんほおおお。とんでもなく厄やつ介かいな存在になってしまったんほおおお。やむを得ないんほ、韓玄も斬るんほおおおおお」

　ああ。斬れ！　斬れ！

　俺が。俺が。俺が那波を、死なせてしまったんだ……！

　いや──待て！

　まだだ！　命ある限り最後の最後まで、俺はあがくべきだ！　なぜならばまだ、那波を生き返らせる可能性がゼロになったわけじゃない！

「許劭！　なんとかして那波を生き返らせろ許劭おおおおおおおおおお！　俺の『気』だろうが魂たましいだろうが命だろうが身体だろうが、なにを使ってもいい。絶対に生き返らせろおおおおお！　頼たのむ！　那波を救ってくれ……頼む……！」

　涙なみだで俺の視界はぐにゃぐにゃに歪ゆがんでいるらしい。許劭の顔がねじ曲がって見える。

「む、む、無理だよ。無理だ。死人を再生するだなんて。僕にはそんな神さまみたいな力はないよ？　ぼ、ぼ、僕はただの道士だよ。ま、ま、魔ま性しようの神しん仙せん……しょ、しょ、諸しよ葛かつ亮りよう……こ、孔こう明めいに魂を売り渡わたせば、もしかしたら。そんな悪あく魔まみたいな真似ができる者は、真世界広しといえども孔明しかいないよ！」

「孔明？　三国志世界最高の智ち者しや、諸葛孔明か!?　孔明ならば、できるのか！　どこにいるんだ、孔明は!?」

「わ、わ、わからないんだ。だ、だ、大異変によって孔明の『存在』も消えてしまった。きっと孔明は真世界のどこかに封ふう印いんされているんだ！　そそそれに、孔明に『願いを叶かなえてくれ』と祈いのって契けい約やくしたらほんとうに魂を対価として奪うばわれて魔ま界かいに連れ去られるってもっぱらの噂うわさだよ……!?」

　孔明という名前を口にするだけで、許劭が本気で怯おびえていた。亜人が黄巾賊ぞくを率いている世界だ。孔明もまた、化け物の仲間なのかもしれない。魔性。化生。悪魔。魔ま女じよ。神仙。だが、それでいい！　むしろ、かすかな「可能性」が、「希望」が、そこにある！

「……諸葛孔明……！　どこに眠ねむっている？　聞いているか？　俺の声が届いているか？　俺は誓ちかう！　お前が悪魔でも魔女でもメフィストフェレスでもなんでも構わない！　俺の魂をお前に売ってやる……！　俺は地獄に堕おちてもいい！　だから、だから……頼む……那波を、救ってくれ……！　約束、したんだ……那波を……妹を、護るって……だから……俺と、契約してくれ……！」




　ドオオオオオン!!




　すさまじい轟ごう音おん。

　両耳の鼓こ膜まくが震ふるえると同時に。

　世界の色が、反転していた。

　昼が、夜に。

　亜人も。黄巾賊の兵士たちも。許劭も。降伏して震えていた村人たちも。大空を飛ぶ鳥たちも。破は壊かいされた飼育場から逃にげだしてきていた豚ぶたたちも。

　すべての「時間」が、静止していた。

　ただ二人の存在を、除いて。

　俺と。

　そして──。




「ふふっ。私を呼び出したのは、きみだな？　すでに時間は止まっている。ここは私だけの『世界』だ、水城秀一。たとえ肉体を封ふうじられていても、この時間の『狭はざ間ま』にならば幽体として顕けん現げんできる。私は、半分は人間だけれども、半分は化生の者だからな──ほんとうに、こんな私に魂を売り渡して魔女との契約を結ぶつもりか？　それはきっと、死ぬよりもずっとずっと辛つらいことだぞ。後こう悔かいはしないか？」




　諸葛亮。

　孔明。

　神仙。

　純白の道士服に、細い身体を包んでいた。

　長い銀ぎん髪ぱつと、真っ白い肌はだ。そして作り物の人形のように整った顔を持つ少女だった。あまりにも美しすぎて、生き物だとは思えなかった。俺は、言葉を失った。

　異形だった。その瞳ひとみの色は、右と左とで異なっていた。オッドアイだ。片目は血のように紅く、片目は黄金色に輝かがやいていた。人間の耳とは別に、煌きらめく「狐きつね耳」をも持っている。

「私は、徐じよ州は瑯ろう邪や生まれ。諸葛一族はその昔、はるか彼方の西方から中原へと移住してきた。亜人なのか、神仙なのか、化け物なのか、きみがいう『悪魔』なのかは知らないが、人ならざる者の血が諸葛一族には流れていてな。一族の中から時折、人外の特性を持つ者が生まれてくる。ある者は狸たぬき。ある者は馬。ある者は──九きゆう尾びの狐としての特性が発現した私はその一族の中でも、千年に一人という特別な才能を持って生まれてきた。だから、幼い頃ころから泰山で道術、仙術、占せん術の修行を施ほどこされてきた。真世界と異世界にまたがる陰いん陽よう二極の理ことわりを解き明かし、『奇き門もん遁とん甲こう』なる新たな術式体系を発明したのも、この私だ。そうだな。一言で言えば、真世界随ずい一いちの天下の奇き才さいだ。本来ならば、きみごときが会えるような者ではないのだ。ひれ伏ふすがいいぞ、愚ぐ物ぶつ」

　孔明が、羽毛扇せんを一いつ閃せんすると同時に、俺の身体を縛しばっていた縄なわが霧む散さんしていた。

　幽体って。「狭間」ってなんだ。なぜ時間を静止できるんだ。こんなことができる孔明は、ほんとうに神か、さもなくば悪魔ではないか。

「水城秀一？　私の望みはただひとつ──この滅ほろびへと向かっている真世界を救うことだ。すなわち『天下統一』。日本から召しよう喚かんされたきみならば『横よこ山やま三国志』くらいは知っているだろうから、説明は不要だな？」

「むろん、わかっている！　諸葛孔明、俺はお前の願いである天下統一のために働けばいいのだな？　その代わり、那波を生き返らせてくれるのだな！　その契約、承知した！」

「……やれやれ。さすがは韓玄に封じられるだけのことはある、知力が低い。きみは想像以上の愚物だな……少しは説明を聞け。死んだ人間を生き返らせることなんて、私にもできんぞ。そんな天の理に反する力は、真世界人であろうが異世界人であろうが、誰だれも持っていない」

「な……なんだとおおお？　そ、そ、それじゃ那波は……!?　那波はどうなるんだ？」

　孔明に無理なら、もう誰にも無理じゃないか！

　俺は思わず「がばっ」と立ち上がると、全力で突とつ進しんして孔明の細い肩かたを摑つかんで揺ゆさぶって言った。

「え、えええ？　ちょっと待て。ど、どうして？　幽体の私に、どうして触ふれることができるのだ、きみは？　あああありえない！　私の肉体は、ある場所に封じられている。今の私の姿は、魂だけの存在。狭間の世界に肉体を投射した『影かげ』にすぎない。誰にも触れられるはずがないのに!?」

「知るかそんなこと！　那波を生き返らせることができないならば、どうして俺と契約しようとした？　詐さ欺ぎか？　もしかして詐欺なのか？　俺は地じ獄ごく堕おちになろうがいっこうに構わんが、さんざん期待を煽あおっておきながら那波を再生できないだなんて許さんっ！」

「ま、待て！　さ、触さわるなと言っているだろうに！　わ、私は男に触れられた経験がほとんどなくて……泰山の仙術道術修行では、絶対的な禁きん欲よくが重要で……いやあ、放してっ！」

　孔明がぶるぶると震えて目に涙を浮うかべながら、意外に幼い悲鳴をあげると同時に。

　ドオオオオン！

　俺の脳天に、稲いな妻ずまが落ちていた。

　俺は黒くろ焦こげになって、地面の上に突っ伏ぷしていた。

「はあ、はあ、はあ……なんだ。なんなのだ？　どうしてきみは、私の身体に……はあ、はあ、はあ……あ、あ、危うく、わ、わ、私のたいせつな純潔を奪われてしまうところだった……こ、このまま消し去ってしまおうか」

「ち、違ちがう！　誤解だそれは。俺の行動原理はただひとつ、それは那波を救いたいという『妹愛』だ。『兄貴道』なんだ。妹を救うためならば、俺はどんな奇き跡せきでも可能にしてみせる！　神にだって悪魔にだってなれる！　『妹』は、すべてに優先するぜ！」

　錯さく乱らんしていた頭が電でん撃げきを喰くらったことでかえってすっきりした俺は、むくりと起き上がって復活した。もういちど、孔明をとっ捕つかまえて……！

「ふにゃっ？　いいから触らないで聞け！　さっきの雷かみなりは、死なない程度に加減してやったのだぞ！　次は焼き殺すぞ！」

「ら、雷らい撃げきがお前の固有スキルか？」

「ハア？　馬ば鹿かにするな愚物。雷撃ごときはただの仙術のひとつだ。千年に一人の天才である私の固有スキルは、そんなちゃちなものではない。わが固有スキルは、時間を操る能力『北ほく斗と五ご丈じよう』。きみが私の望みを叶えるために働くと誓えば、この力をきみに貸たい与よして、時間を巻き戻もどさせてやろう。つまり、死人は再生できないけれど、死ぬ以前の時間に戻せばいい。そういうことだ」

「じ……時間を巻き戻す!?　那波が黄巾賊に捕とらわれて斬きられる以前に戻れるのか？　ほんとうに、できるのか!?　しかも、俺にそんなスキルを貸してくれるのか？」

「うむ。ただし、『北斗五丈』の『器』がきみでは、あまり長い時間は巻き戻せないな。きみの乏とぼしい道術才能値から逆算すれば、そうだな、邢道栄『死亡』の十分前くらいが限度だろうな」

　わかった！　契約する！　と俺は叫さけんでいた。

「いやいや！　だから少しは私の説明を聞け！　私が詐さ欺ぎ師しだったらどうするつもりだ！　骨の髄ずいまで愚物か、きみは！　身体を封印されている私は、容易には顕現できない。ろくに真世界のルールも知らないままでたらめに行動されても困る！」

「この世界は俺たちを召喚して封神英傑として戦わせるデスゲームなんだろう？　中には、召喚されても適性がなくて英傑に封じられないやつもいるようだが。ともかく誰かが漢王朝を再興して天下を統一しないと亜人どもが南下してきてあと数年で滅めつ亡ぼうする。それはもう、許劭から聞いたぞ」

「ふっ……まだ、その先がある。まず、天下を統一しても召喚された異世界人全員が異世界に帰き還かんできるわけではない。『統一勢力に所属している、封神英傑を含ふくむ異世界人』だけが帰還できる。つまり、『敗者は帰還できない』」

　な……なんだと……!?

　いや待て、「統一した君主」しか帰還できないのならば大問題だが、「統一勢力に所属している異世界人」全員が帰還できるのならば、問題にはならないはずだ。

「それ以前に、わざわざ同郷の人間同士で戦う必要なんて、ないじゃないか。封神英傑たちが談合して、八百長で統一すれば全員が帰還できるではないか！　君主をただ一人に絞しぼり、残りの封神英傑と異世界人はみんなその君主に家臣として仕えるなり降こう伏ふくするなりしてひとつの勢力にまとまれば、全員帰還可能だ！　なんだ、簡単なことではないか。今まで俺以外の誰もこんな簡単なクリア方法を思いつかなかったとはな、フハハハハ！　やはり俺は、天才の器だったのだーっ！」

　はあ。そんな八百長が有効ならば、真世界はとっくに統一されているだろうに。きみは救いがたい真性の愚物だな……と孔明にため息をつかれてしまった。哀あわれみの目線で見られている。くっ……！　それもそうか……！

「って、待てよ孔明!?　それじゃあこの真世界での戦争は、八百長ブックも許されないほんとうのガチのデスゲームってことじゃないか！　お、お、俺たち異世界人をよくもこんな、ば、ば、バイストン・ウェルみたいな乱世に召喚して……！　そんなに戦わせたいなら、軍人でも召喚しろっ！　ゲーマーばかり集めてんだろうがっ！」

「わ、私がきみを召喚したのではないぞ。そういうクレームは異世界側に『門』を開いた水鏡たちに言ってくれ。なぜ八百長統一が不可能なのかを今から説明しよう。これは、きみが真世界を勝ち抜ぬくためにとても重要なことで……」

「そんなことはどうでもいいいいいいい！　だったら、クソザコナメクジの韓玄と邢道栄に巻き戻っても無む駄だだあああああ！　強くなければあああああ！　俺も！　那波も！　邢道栄なんて絶対にダメだ！　なにが『道栄即斬』だっ！　あんな死にスキル持ちじゃ、那波は何度生き返ったってそのたびに斬られるじゃないかああああっ！　そんな残ざん酷こくな真似ができるかっ！」

　俺は雷撃の危険すら忘れて、再び孔明の肩を「がしっ」と摑んでいた。なぜだ。なぜ那波をこんな「運命」に巻き込んでしまったんだ。召喚するなら、なぜ俺一人で止とどめてくれなかったんだ。なぜなんだ、水鏡師し匠しよう……が、これはゲームではない。「現実」なんだ。悔くいても怒おこっても叫んでも、どうにもならない。くそっ。涙なみだがまた溢あふれてきた。恥はずかしいのに、止まらない。

　孔明は肩を摑まれるのが苦手らしく、「い、痛い……や、やめろ」と震ふるえている。最初に「狭間」に登場してきた時の傲ごう慢まんそうな表情は消えて、痛々しい少女の表情に変わっていた。そうか。これが、孔明のほんとうの素顔……人と会話する時には、虚きよ勢せいを張っているのか。どうやら孔明は、直接人間と触れあった経験があまりないらしい。だが、悪いが今だけは孔明に遠えん慮りよしている場合じゃない。那波の命がかかっているんだから。

「このデスゲームのルールの説明はあとでいい！　契けい約やく条件を追加してくれ！　ほんとうに戦って天下を統一しなければ帰還できないなら、韓玄と邢道栄じゃ無理だ！　俺と那波をもっと強い英傑に封ほうじてくれ！　那波は張飛に憧あこがれていた。張飛ならば、呂りよ布ふと関羽くらいしか太刀打ちできる相手はいない。できれば、那波を張飛に。そして俺にも、那波をこんどこそ護れるくらいの強い力を……頼たのむ、孔明！」

「……そ、それならば問題ない。きみには、私の幽体に直接触れることができるほどの激しい『情』がある。やはり『北斗五丈』の『器』になれる希有な資質の持ち主だ。だからこそ、私は一見愚物に見える上に韓玄に封じられてしまったきみの召喚に応じたんだ……」

「悪い孔明。あさっての方角じゃなくて、こっちを見てしゃべってくれ」

　孔明は、他人に接近されると目を逸そらすらしい。距きよ離りを保っている時は「ふふっ」と偉えらそうに微笑ほほえんでいるのに、実は照れ屋というか内気なんだな。

「う、うるさいぞ、愚物。いいか？　きみはこれより、韓玄との紐ひも付づけを破は棄きして、『劉備玄げん徳とく』として再封されて天下を統一する。その条件を吞のめば、契約は成立だ。ただし誰にもこの契約を知られてはいけない、時間操作の能力が存在することを気づかれてはいけない。真世界の因果律が破は壊かいされてしまうから。それが絶対の禁則事じ項こう。天下が統一されるか、あるいは私が『時よ止まれ』という言葉を口にしたその時、契約は終わる──そしてその時、きみは」

　劉備、玄徳!?

　三国志の主人公。孔明の主君。孔明を「三さん顧この礼れい」で軍師に迎むかえて蜀しよく漢かんの皇こう帝ていとなり、漢王朝を簒さん奪だつしようとしていた「乱世の奸かん雄ゆう」曹操と戦い続けた英傑の中の英傑。

　ほんとうに劉備の「概がい念ねん」と「能力」を、俺が引き継つぐことができれば。

　もしかしたら、できるかもしれない。

　天下の統一。漢王朝の再興。

　だったら。

　俺の魂たましいがどうなっても、いい。

　契約が終しゆう了りようすると同時に、永遠の地じ獄ごくに堕おとされるのだとしても。

　俺は、那波を帰還させるために、劉備玄徳として生きる……！

「妹」は、すべてに優先するぜ！

「水城秀一。きみが劉備になれば、きみの妹もまた劉備の家族になる。肉親、家族、近親者は、近しい一族英傑や義兄妹英傑に優先的に紐付けされる。そういうシステムなのだ。だからきみの妹は、劉備の義妹・張飛になれるだろう。能力が高いあの子が荊けい州のザコ武将邢道栄に紐付けられてしまったのは、兄であるきみの能力が低すぎて韓玄になってしまったからだ。どちらも荊州のやられ役だからな──でも。きみが劉備になれば、彼女は実力相応の英傑に封じられるだろう。武力99を誇ほこる張飛益えき徳とくに」

　張飛！　張飛。那波が憧れていた張飛。一いつ騎き当とう千せん、万夫不当の強者。あいつを張飛に「転生」させてあげられれば、きっと那波を生き残らせることができる！

「ただし水城秀一？　劉備や張飛のような五つ星クラスの有名な封神英傑には、正史英傑が辿たどるはずだった『破は滅めつの運命』が忍しのび寄ってきて、突とつ然ぜん降りかかってくるというリスクもあるぞ。きみたちの言葉で言えば、『運命強制イベント』だな。『フラグ』を立てて発生条件を満たしてしまえば、『破滅の運命』が発動する。劉備も。張飛も。そして関羽も。劉備三兄弟は優ゆう秀しゆうだが、揃そろって『運命』に吞のみ込まれて志半ばで死んでしまうリスクを背負っているのだぞ？　『正史』でも『演義』でも、三人が三人とも悲劇的な死を遂とげているだろう？　だから、私の説明を最後まで……ああもう。顕けん現げんできる時間の限界が迫せまってきてしまったじゃないか。きみが無駄話ばかりするからだぞ、この愚ぐ物ぶつめ！」

「構わない！　妹さえ救えれば、それでいい！　『運命強制イベント』なんて、破滅フラグなんて、この俺が全部へし折ってやる！」

「……き、きみは。どうして。それほどに、底そこ抜ぬけの愚物なんだ……？」

「ガキの頃ころ、俺は兄として妹を護れなかった。病に苦しむ妹から逃にげた。妹の辛つらそうな姿を見ているのが辛くて……ずっとずっと、後こう悔かいしてきた……だからこんどこそ妹を、那波を護ろうと誓ちかった。それなのに……那波は、俺の目の前で殺されてしまった。俺のせいなんだ！　俺が、弱かったから……こんどこそ。こんどこそ、俺は」

　涙の粒つぶが孔明の頰ほおに落ちた。

「俺は必ず那波を元の世界に帰還させる！　その後はお前の好きにしろ！　孔明！　俺の魂をお前にくれてやる！　俺の身体も！　俺の心も！　なにもかも、すべてをだ！　お前が魔ま女じよだろうが悪あく魔まだろうが人外だろうが、いっこうに構わん！　那波を救う機会を俺に与あたえてくれるのならば、お前は俺にとっては……救いの女神だ！」

[image: ]

「……あ……あ……」

　孔明がなにかを口走ろうとした。なにを言っているのか聞こえなかった。声が出てこないらしい。真っ白い頰を赤らめながら、ふるふると震えている。やはり肩かたを摑つかまれて至近距離から叫ばれるのが苦手なのだろう。お、俺も、急に恥ずかしくなってきた。人間離ばなれした美しさを誇るとはいえ、孔明も……俺と年ねん齢れいの近い女の子だ。そして、やはり、「人間」なのだ。神しん仙せんの血が混じっていようとも。なぜならば人間だけが、こういう複雑な、見ているだけで胸が締しめつけられるような表情を浮うかべることができる。八年前のクリスマス・イブの夜に。七年前の春に。俺は、二度、見たことがある……。

　そして。

　孔明の白い指が、俺の頰に添そえられて。




「──水城秀一。契約の、口づけを。時は動きだす。生きろ。きみの『真世界』を」




　俺のファーストキスは、こうして唐とう突とつに奪うばわれた。










　反転していた世界の「色」が、再び逆転して元に戻もどっていた。

　時が、再び動きだした。

　ズキン。うっ、頭が……！　俺は、激しい頭痛と言いがたいデジャブ感に襲おそわれていた。時間を逆行した副作用なのかもしれない。

　ここは泰山の麓ふもとにある村。泰山を訪ねる者たちの「入り口」となっている村。

　そして俺の隣となりには、那波がいる。

　ああ。生きている。

　那波が、生きている……！

　孔明との契約は、成立したんだ。

　ほんとうに、時間が巻き戻ったんだ。那波が……！

　俺たちの正面では、月旦表を開いたヒョロ眼鏡野や郎ろうの許劭が、ぶつぶつ早口で長ったらしい説明をしている。だが俺は一周目ですでに聞いた。聞き流して構わん！　そんなことよりも。

「……那波……ななみいいいいい！」

　ああ。生きている。俺は那波の身体を抱だきしめていた。幻まぼろしじゃない。ほんものの那波だ。間ま違ちがいない。

「ええっ？　どうしたのアニキ？　ちょ、ちょっと？　人前で抱だきつかないでよ、なに泣いてるのよ？　変態じゃないの？　いいいいくらクリスマス・イブに相手してくれる女の子が妹しかいないからってさ、ほんとにヤキがまわったのアニキぃ？　シスコン通り越こしてマジキモいってば！」

　なんとでも言え！　こんどこそ、こんどこそ俺は那波を護ってみせるからな！

「妹」は、すべてに優先するぜ！

　俺はもう、二度としくじらない！　なぜならば……。





「英えい傑けつ名：張飛　統率87　武力99　知力21　政治11　固有スキル・燕えん人ひと小しよう妹まい」






　那波の頭の後ろに開いているステータスウィンドウを俺は確認した。英傑名とパラメーターが、すべて張飛のものに書き換かえられている！　武力99！　あの死にスキル「道栄即斬」も吹ふっ飛んだ！　これならば！　この三国志世界の乱世をも、必ず生き延びられる！

　知力だけは邢道栄に封じられていた時からまるで成長していないのだが、この21というのが那波のもともとの知力の才能限界値なのだろう。やっぱり那波はアホだな。はは。ははは……。あ、あれ。目から水が。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってよ！　アニキ、帰れなくなったからって泣いてる場合じゃないって！　これってきっと孔明の罠わなだよー！　ログアウトできないと、冬休みが終わっちゃうよう！　お父さんもお母さんも心配するよう……！」

「ああ、だいじょうぶだよお嬢じようちゃん。泰山の門はね、一方通行じゃないんだ。異世界に帰る方法はちゃんとあるから。それはね……」

　帰る方法ならば、もう孔明から聞いた！

　たちまち村人たちが血相を変えて許劭のもとに集まってきた。

「許劭先生～、たいへんだあああ！」

「防ぼう護ご柵さくが完成するよりも早く、黄巾賊ぞくが奇き襲しゆうをかけてきやがった！」

「農民兵だけならともかく、大将が亜人っす！　ありゃ俺たちの手には負えねえっす！」

「「「蒼そう天てんすでに死す、黄天まさに立つべし！」」」

「「「歳は甲こう子しに在りて、天下大だい吉きち！」」」

　まるっきり「一周目」と同じ展開だった。

「んほおおおお！」

「あれオークじゃん！　捕つかまったら苗なえ床どこにされちゃうよう！　で、でも、村人たちを見捨てていくわけには……！　それに、あたし張飛だし！　武力99なんだよ？　村人たちのために戦うよっ！」

　おい待て那波！　参戦を決断するまでのステップが早まってるぞ！　くっ、邢道栄だった時よりも強気になっている！　まさか張飛になったから、なのか？

「うんうん。『諸懐』といえども一騎当千、万人の敵の武力を誇る張飛ちゃんなら、なんとか勝てるかもねえ。でも、能力値は高くてもまだ英傑に封じられたばかりで『気』のレベルはゼロだし、五つ星英傑の真の『力』を最大限に引き出すための固有アイテム『宝貝パオペエ』を入手してないしねぇ……逃げたほうがいいんじゃないかなあ？」

　こらっヒョロ眼鏡！　「宝貝パオペエ」ってなんだ？　初耳だぞ！

「ダメだっ！　逃げるぞ那波！　亜人といえども黄巾賊の連中は『中原移住派』だ。許劭も村人たちも降参すれば殺されることはない！　あいつらの目的は、泰山の玄げん関かん口を封ふう鎖さして封ほう神しん英えい傑けつをこれ以上召しよう喚かんさせないことにあるのだ！」

「って、小難しいよアニキ。なに言ってんのさ？　だいたい、なんで黄巾賊の作戦をアニキが知ってるの？　さっき召喚されたばかりじゃん？」

「それは、こうめ……いや、許劭から聞いたのだ！」

　ええ？　僕はそんなこと言ってないよ？　おかしいなあ？　とヒョロ眼鏡が言いだした。えーい黙だまっていろというに！

　俺は素早く許劭の眼鏡を取り上げて、思いきりあさっての方向にぶん投げた。

「ああっ。なにも見えないじゃないか。なんてことをするんだい、きみは。眼鏡、眼鏡」

　よしっ！　許劭が３の目になって地面を這はいつくばっている隙すきに、那波を連れて裏口から逃げるッ！

　だが。

　なんてことだ。一周目と展開が違ちがう！　裏口へ向かおうとしていた俺と那波のもとに、村人どもがなぜか目をきらきらと輝かがやかせながら「待ってくだせえ！」「戦場はあちらですぜ！」「旦だん那なああああ、頼たよりにしてますよおおお！」「おうよ！　俺たちゃ、あんたのためなら死ねるぜええええ！」「黄巾賊退治から、覇は業ぎようってやつをはじめましょうやあ、劉備の旦那ああああ！」と大だい音おん声じようを発して集まってきた。

「ついに待ちに待った、俺たちの英えい雄ゆうが召喚されたんだあああ！」

「これで乱世は平定されるぞおおおお！　世界は救われる！」

「華はな々ばなしく初うい陣じんを飾かざりましょうぜ、旦那ああああ！」

「漢王室の一門に連なる、伝説の義ぎ俠きよう！　高貴な血筋を引きながら、貧びん乏ぼう暮ぐらし！　筵むしろを売って親孝行！　茶を買う銭もねえ！　俺たち庶しよ民みんの味方！　そこに痺しびれる憧あこがれるぅ！」

「俺たちゃ、あんたのためなら、死ねる！」

「劉備玄徳、ばんざああああい！」

　な、なにを言っているのだ？

　俺は、自分のステータスウィンドウを目線に入れるよう指で引っ張って動かしてみた。すると。





「英傑名：劉備　統率77　武力72　知力73　政治75　固有スキル・俠きよう絶ぜつ大だい徳とく」






　そうだった！　ただ時間を巻き戻しただけじゃないんだ。俺は孔明との契けい約やくによって、劉備に再封ほうされたんだった！　だからこそ俺の能力値に足を引っ張られていた那波が張飛に封じられたわけだが……しかし、なんという微び妙みような能力値だ。全部70台ではないか！　ぶっちゃけ孟もう達たつレベルだぞ。むろん韓玄のようなクソザコナメクジではないが、この微妙な能力値しか持たない武将の、どこが伝説の英雄なのだ？　三国志最高の武将・曹操なんか絶対、武力以外はオール90台だぞ!?

「ああ。やっと眼鏡が見つかったよ。まったく劉備くん、酷ひどいことをするなあ。きみの固有スキルは『俠絶大徳』。きみがたとえ百戦百敗しようとも、どれほど無様な失敗を繰くり返そうとも、真世界人の庶民たちに無条件に愛され慕したわれ頼られるという文字通りのチートスキルだよ。ちなみに、『フハハハハ』と高笑いすれば効果三倍増だ♪」

　な、なんだと？　この中二キャラをえんえんと演じろと言うのか、貴様は？　俺だって那波に対して素で接するのが恥はずかしいから痛キャラを演じているだけで、好きでやってるんじゃないんだ。精神をゴリゴリ消しよう耗もうするんだぞ、疲つかれるんだぞ？　夜寝ねる時とか、自分の言動のあまりの痛さに「うわあああ」と悲鳴をあげたくなるんだぞ？

「きみの能力値はごく平へい凡ぼんだから、キラ星の如ごとき封神英傑たちを前にすれば大苦戦は確実だけれど、彼らはみな、きみを『乱世を平定して漢王朝を復興してくれる救世主』と信じてやまないのさ♪　漢王室の末まつ裔えいにして、筵を売りながら俠きよう客かくとして生きてきた庶民派。こんな庶民受けする英傑、他にいないもんねえ♪」

　ちなみに劉備くんは筵売り出身だから、地じ盤ばんゼロ財産ゼロ人脈ゼロ武功ゼロ一族英傑ゼロで無む位い無む冠かんだよ。あるのは名もなき庶民たちからの人気だけだよ、がんばってね、と許劭はへらへら笑っている。

「要らんわ、そんな厄やつ介かいな力！　もっとこう、英傑らしい力はないのか！　勝利を約束された聖せい剣けんエクスカリバーとか、そういうのは！　一いち撃げきで亜人の敵兵一万人を蒸発させるようなオーバーキル兵器は！　宝貝パオペエとかいうアイテムが劉備にもあるんだろう？」

「宝貝パオペエは、基本的には五つ星クラスの英傑だけが所有できる、莫ばく大だいな『気』が封じられている固有アイテムでね、ものにするのはたいへんなんだよ～。劉備くんの『一』の宝貝パオペエといえば、『雌し雄ゆう一対剣』だけどねえ。まず宝貝パオペエを探たん索さくして発見しないといけないし、たとえ所有権を得ても自身の『気』のレベルを限界突とつ破ぱさせて体内の『丹たん田でん』を開き、英傑自身の『気』と宝貝パオペエの『気』を連結ペアリングしないと能力解放できないんだ～」

「そんな悠ゆう長ちような時間があるか！　レベリング作業中に世界が滅めつ亡ぼうしてしまうだろうが！」

　くそっ、だったら宝貝パオペエを所有していなくとも素の能力値が高い英傑のほうが有利じゃないか！　開幕スタートダッシュがすべてと言っていいこの世界では！　能力値オール70台の劉備は、宝貝パオペエがなければ凡ぼん将しようだぞ！　ああ、水鏡師し匠しようの道場でわが丹田さえ開いていれば！　たしか師匠からは、俺が丹田を開くには五十年かかるとか言われていたような？　才能なさすぎだろ、俺！　宝貝パオペエ解放はほぼ絶望的だ……！

「それに、雌雄一対剣には、別に戦せん闘とう力とかないしねえ。伝説によるとすごくかっこいい剣らしいけどね♪」

「ふざけるなあああああ！　那波、いいから逃にげるぞ！」

「ダメだよアニキ！　みんな、アニキを信じて果か敢かんに戦っているんだよ？　そんな卑ひ劣れつな真似、俠者のやることじゃないよっ！」

　あ、あああ。劉備玄徳、ばんざああああい！　と村人どもはすっかり盛りあがって、ウッキウキで鋤すきだの鍬くわだのを担いで黄巾賊兵たちとの戦闘に突とつ入にゆうしているではないか。にっ……逃げづらいっ……強きよう烈れつにっ……こいつらを見捨てて逃げることに、罪の意識を、感じるっ……！　めめめめ迷めい惑わくだ。おおお俺にはたいした能力はないというのに！

「あたしも戦うよおおおお！　燕っ子張飛、ここにありいいい！　みんな、亜人はあたしに任せてっ！」

「おお、張飛さまああああ！」

「か、か、かわいいいいい！」

「お、おっぱいがでかい……！　間違いない！　武力も胸囲も、驚きよう異いの99だ！」

　はっ？　那波がもう飛びだして亜人と戦いはじめているっ？　す、すさまじい勢いで黄巾賊の兵士たちを吹っ飛ばしている。槍やりを振ふるって発生させる風圧だけで……！　まさしく「万人の敵」。でたらめな武力だ。めちゃくちゃ強くなっている！　だが、ええい。張飛に封じられてもやっぱりアホの子だ！　ただの槍では、その亜人の筋肉には通らないのだぞ！　宝貝パオペエが必要だ！　まるで知力が上じよう昇しようしていない……！

「つ、つ、強すぎる英傑だんほおお！　し、しかし、気合いで耐たえるんほおおお！」

「えーい！　蛇じや矛ぼうがなくても、なんとか……！　クリティカル・ヒットおおお！」

「んほおおおお……アッー、いだあああああい！　お尻しりから血が、血があ！」

「って、ダメだあああああ！　槍が通らないよう？　皮ひ膚ふを破ったところで、ぽっきり折れちゃったああああ!?」

「や、や、やばい英傑だんほおおおお！　蛇矛をゲットされたら、黄巾賊は全ぜん滅めつだんほおおお！　やむを得ないんほ、者ども！　この張飛を捕とらえて斬きれっ……！」

「あうっ!?　うわーん、さすがの張飛でも素手じゃこの亜人には敵かなわないよう……！」

「ああっ、那波いいいいっ？」

　黄巾賊の兵士たちが、さらに湧わいてきた。こいつら、いったい何人いるんだ？

　槍を失ったことが響ひびいた。圧あつ倒とう的な物量に押されて、那波の身体が泥どろの中に引き倒たおされてしまった！　しかも亜人め、那波を斬るつもりだ！

　これじゃ、一周目とまるで同じじゃないかあああ！

（那波が黄巾賊に斬られて殺されれば、また時間が戻もどるのか？　いや待て！　兄として俺は最低なことを考えてしまった！　二度と那波を死なせてたまるか！　それじゃ「死に戻り」じゃなくて「死なせ戻り」ではないか！　そうだ、俺が死ねば、あるいは時間が……）

　待てよ？　孔明から「時間を戻す具体的な方法」を俺は聞いていなかった！　「北斗五丈」の発動条件がわからない！　しまった、契約を焦あせったことが裏目に……！　俺が死んだからといって時間が戻る保証は、ゼロだ！　もちろん、那波を二度死なせるわけにはいかない！　そもそも、那波が死んだら時間が戻るのかどうかすら、わからないではないか！

　くそっ、どうすれば……！

　ともかく！　「北斗五丈」のことは今考えても無む駄だだ！　むしろ悪手！　俺自身の力で那波を救う！　たとえ武力70台であろうとも！　「気」のレベルも低いが！　それでも、俺は劉備だ。韓玄よりははるかに強くなっている！

「うおおおおおおお！　幽州の義俠・劉備玄徳ここにあり、だああああ！　この苗床亜人野や郎ろう！　那波を放せ、この俺と戦えええええええ！」

　俺は錆さびた槍を構えて、亜人のもとへと突とつ進しんしていた。

　襲おそいかかってくる人間の兵士たちは、易々と吹ふき飛ばすことができた。斬らずとも失神させて戦闘能力を奪うばい取れる。武力が低いと文句は言ったが、さすがは劉備玄徳！　あの韓玄とは比べものにならない強さだ！　だが……！　こいつら、無限に湧いてくる！　倒しても倒しても続々と現れる！　きりがない！　しかしっ！　全員をぶっ倒すっ！　俺は必ず亜人のもとへと辿たどり着いて、那波を救いだす……！　ぬおおおおおお！

「ダメだよアニキ！　張飛ですら亜人に敵わないのに、劉備じゃ絶対に無理だよ。逃げてっ！」

「逃げるかっ！　俺は！　那波！　お前を護るために……」

　魂たましいを売ったんだぞ！　魂を！

　もう、絶対に、あんな光景は……！

「んほおおおおおおおお！　戦闘力はクソザコナメクジよりちょっと高い程度だが、とにかくすごい気合いだんほおおおお！　この程度の武力で、わが部隊を半はん壊かいさせるとは……！　いずれ封神英傑として覚かく醒せいしたら、手がつけられないんほおおお！　お前は危険すぎるんほおお！　今のうちに斬ざんッ！」

　俺のもとへと飛び込んできた亜人が、ぶん、と腕うでを振った。

　バキッ！　と鈍にぶい音がして、俺が繰り出した槍は根元から一撃で叩たたき折られてしまった。

「あ、アニキイイイイ!?　やだあああああっ!?」

　これまでか……！

　俺は──結局、妹を。那波を、護れなかったのか!?

　しかし。




「待ちなさい！　黄巾賊ぞくに参加している民たちよ、今すぐに武器を捨てて村へと戻りなさい！　亜人に惑まどわされて漢王朝を崩ほう壊かいさせれば、あなた方もまた生きてはいけなくなるのですよ！　私たちに必要なことは、人間同士で戦うことではない。和することです。この世界をともに護ることです。佞ねい言げん──断つべし!!」




　その、馬上に佇たたずむ「少女」は、煌きらめくような美しい黒くろ髪かみの持ち主だった。

　燃えるような大きな瞳ひとみ。長い睫まつげ。たとえようもなく瑞みず々みずしい生命力を全身から放ちながら、自分の身長よりも長い槍を自在に操っていた。あの細ほそ腕うでで、どうやって。「気」を練る術を身につけているのだろうか。

　まさか。まさか、この「少女」は。





「英えい傑けつ名：関羽　統率93　武力98　知力68　政治51　固有スキル・美び髪はつ公こう女じよ」






　彼女の頭の後ろに開いているステータスウィンドウが見えた！　女の子が封ほう神しんされたために少女の姿になってはいるが、やはりそうだ。彼女は、三国志を代表する英えい雄ゆう。人間の武将でありながら、最後まで義兄・劉備玄徳への忠義を貫つらぬいて民衆から「神」に祀まつられた伝説の存在。「義絶」。「関公」。世界各地の「関かん帝てい廟びよう」で、二千年後の未来でもなお人々の心を支える「神」であり続ける存在。俺の故郷の横浜中華街でも、関帝廟に祀られて人々に祈いのりを捧ささげられていた関羽雲うん長ちようだ！　間ま違ちがいない！

　し、しかし、なんて美しいんだ。

　あのどこか生き物離ばなれした人工的な美を誇ほこっていた孔明とは、また真逆の美しさだった。赤らめた頰ほおに、瑞々しい肌はだに、「生命力」が、漲みなぎっている。そして、凜々しく、優しい。

　あれ？　俺は、この少女を、どこかで──。




「私は在野の放ほう浪ろう武将。まだ関羽の宝貝パオペエ──赤せき兎と馬ばも青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうも入手できていませんが、盗とう賊ぞくや黄巾賊を相手のソロプレイでそれなりに戦闘経験値は積んでいます。亜人よ。今すぐに賊ぞくを解散し、村を立ち去りなさい。それとも、この私と戦いますか？」




　黄巾賊に加わっていた人間の兵士たちは、みな、「関羽さま」「関羽さまだ」「美髪の女神さまだ！」「ふつくしい……！」「うおおおおおお！　ＫＡＮＮＵ！　ＫＡＮＮＵ！」「ホワ、ホワアアアアアア！」と感動のあまりわけのわからない奇き声せいを発しながら、武具をいっせいに投げ捨てていた。

「お、お、俺たちは亜人の佞言に、謀たばかられていたんだ」

「そ、そうだ。思いだした。お、俺たち、食うに困って山野を放浪していたら、妙みような祠ほこらに出くわして」

「祠には『蒼そう天てんすでに死す、黄天まさに立つべし。歳は甲こう子しに在りて、天下大だい吉きち』という怪あやしい予言詩が彫ほられていた」

「蒼天ってのは、今の王朝のことだ。現王朝の世が滅ほろびるという不ふ吉きつな予言詩だあ」

「その詩をうっかり読んだとたん、ヘンな妖よう術じゆつにかかって……」

「いつの間にか、黄巾賊の一員に！」

「関羽さま、ありがとうございます！　われらは、村に帰って妻子と暮らします！」

　関羽の「佞言断つべし」という一いつ喝かつが、彼らを操っていた術を解除したらしい。

　無限に湧き続けてきたかのようなあの黄巾賊の部隊は、一いつ瞬しゆんのうちに解散していた。

　た……戦わずして、賊を民に戻してしまったのか？

　いくら困こん窮きゆうした流民とはいえ、世界滅亡の危機なのに亜人に従うなんて妙だなとは思っていたが、幻げん術じゆつで操られていたわけか。

「私の特技『一喝』は、悪しき術に操られている人の精神を、状態異常解除できるのです」

　すごいな関羽。まさに、美と武の女神と呼ぶにふさわしい！

　一人だけ取り残された亜人の大将もまた、関羽に激しく抵てい抗こうするのかと思いきや。

　関羽がふわり、と優ゆう雅がに繰くり出した槍の一いち撃げきを胸板に喰くらうと同時に、

「んっ……んほおおおおおお～ッ!?　う、う、美しい！　な、な、生で見る関羽さまは、美しすぎるううううっ！　オラのようなブサイクな亜人が見ていいお方じゃないっぺええええ！　目がっ……目がっ……！」

　関羽の美しさに心をかき乱されて、なにかブ男のコンプレックスを刺し激げきされたらしく、目を塞ふさぎながらふらふらと逃げ去っていったのだった。

　経験値を積んだ関羽の槍の腕は、とてつもなく強い！　だがそれ以上に、その瑞々しい美び貌ぼうで心の弱い男をたじろがせてしまうらしい。なにしろ、その武術までもが優雅だった。まるで演えん舞ぶのようだ。

「うおおおお関羽さま、強えええええええ！」「たった一撃で亜人を蹴け散ちらしたああああ！」「だが、あの亜人は仕留める！」「俺たちの劉備さんを斬ろうとしたやつだ、逃がすなあああ！」と勝ちどきをあげて追つい撃げきしようとする村人たちを、関羽は「おやめなさい。戦意なき者を追い打ちするのは、義に反します」と制止していた。

　亜人にぶっ倒されて泥どろ塗まみれになった那波が「あ～ん。うわ～ん。張飛と関羽ってこんなにも扱あつかいが違ちがうわけえ～？　納得いかなーい」と半べそをかいているが、ともかく那波は救われた。関羽のおかげだ。礼を言わなければ。

　し、しかし、こんなすさまじいまでの「美のオーラ」を放っている美少女に接近してしゃべるというのは、こ、この兄貴道修行に青春を捧げて彼女いない歴十八年を誇る俺には、す、少しばかり荷が重いというか……し、しかも、関羽のこのバストのボリュームはなにごとだ。な、那波と同レベル……！　その上、前方へつんと突つき出したロケット形……いいい妹の那波の巨きよ乳にゆうにはまだしも慣れているが、たたた他人のこれは……め、目が潰つぶれそうだ！　ああっ、関羽さまっ！　お許しください！

「──あなた方が、劉備玄徳と張飛益徳なのですね。泰山がいつになく激げき震しんしたので、もしやと立ち寄ってみたら、やはりあなた方が召しよう喚かんされたのですね……私の馬の脚あしは遅おそくて。でも、どうやらぎりぎりで間に合いました。ご無事でよかったです」

　うおおお！　あっちから近づいてきた！　この純真無む垢くな笑顔！　死ぬ！　萌もえ死ぬ！

　ぬおっ？　気づけば、この水城秀一ともあろう者が、後退しているっ!?

「ちょっとアニキ～。なにやってんのさ～。アニキってやっぱり亜人の仲間だったの？　妹以外の女の子とはろくに口もきけない童どう貞ていシスコンってほんと、キモいよね～」

「ええい、うるさい那波！　妹を護る兄貴道と、彼女を作るリア充じゆう道とは両立せんのだ！　だ、だがこんな末期ラオーの如ごときへたれぶりでは、天下平定など夢のまた夢……！　いいか那波！　俺がこれ以上後退したら、ためらわずに弩どで俺を撃うてッ！」

「いやなにもそこまでして巨きよ乳にゆう黒くろ髪かみ美少女から逃にげなくても。諦あきらめたらそこで三国志終しゆう了りようだよ、アニキ？」

　だが、ずんずんと俺に接近してきた関羽が、俺の顔を覗のぞき込みながら突とつ然ぜん「ええ～っ!?」とへなへなの声をあげていた。さっきまでの凜り々りしい関羽の声とは違う。「中の人」の素の声というか。

　そして俺は、その声に聞き覚えがあった──。

「に……兄さんっ!?　秀一兄さんなのっ？　兄さんが、劉備玄徳としてこの真世界に来てくれたのっ？　もしかして、ううん、もしかしなくても私を迎むかえに来てくれたの？」

「って、お前っ？　そ、そ、そうだ、その黒髪！　その睫！　お前、雪ゆき乃のじゃないかあああああ！　す、すっかり、せ、せ、成長して、べ、べ、別人みたいに、そ、その」

　特に胸の部分が、とはさすがに言えなかった。

「はいっ！　奇き跡せき的に心臓の手術に成功して、病気が治ったんです！　それからはたくさん食べて、たくさん運動して、お日様の光も浴びて、剣けん道どうなどもたしなんで、二度と兄さんを悲しませないようにうんと強くなろうってがんばってきたんです！　兄さん！　兄さんのおかげで雪乃は、すっかり健康です！」

「い、いや、その、お前……び、美人になったな……髪かみはもともと綺き麗れいだったが、肌が別人のように健康的になった」

「はいっ！　ありがとうございますっ！」

　おお、なんということだ。

　これは「運命」なのか？

　関羽として封ほうじられた少女は、八年前のクリスマス・イブの夜に生き別れとなった──俺の「実の妹」。

　水城雪乃だったのだ。

　いや、今はもう「水城」姓せいではなくなっているのか。

「今は、沢渡さわたり雪乃、です！」

　そ、そうか。だがどうして。なぜ。雪乃が、「真世界」に？

　お互たがいの新しい家族に遠えん慮りよしていたということもあったが、八年間見つけられなかった雪乃と、どうしてこの真世界で、しかも劉備と関羽という「義兄妹」にお互いに封じられて……!?

「ごめんなさい、兄さん！　すぐに気づけなくて！　兄さん、すっごく背が伸のびていたから、近づくまでわからなかったんです！　兄さん、会いたかった……！　うわああああ！」

　涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにした雪乃が「ぴょん」と馬から飛び降りてきた。俺はそのまま押おし倒たおされて抱だきしめられてしまった。

　那波が「あーっ!?」と素っ頓とん狂きような悲鳴をあげているが、俺が慌あわててタップしても雪乃は放してくれなかった。胸の谷間に顔が埋うまって、い、息ができない……！　死ぬ……！

「胸！　胸を押しつけてるっ！　それ反則だから！　ぶち殺ーす！　アニキっ！　あたしという妹がありながら、よそで別の妹をこっそり囲って浮うわ気きしていたんだねっ！　信じられないっ！　この糞くそシスコンッ！　キング・オブ・変態ッ！　妹じゃなくて愛人囲えっ！　それがフツーの男のやることだろうがっオラアッ！」

「な、那波。話がめちゃくちゃになるからちょっとだけフリーズしていてくれ！　俺も、わけがわからんのだ！　雪乃は！　俺の実の妹なのだ！　八年ぶりに再会したのだ！」

　えっ実の妹？　と那波が固まってしまった。なんだか複雑そうな表情になっている。しまった。もしかしたら那波は、自分が俺と血の繫つながらない「義理」の妹だということを気にしていたのかもしれない。

「……う、うう。兄さん。ごめんなさい……私のことを雪乃だってすぐに気づけなかったのは、きっとこの無む駄だに膨ふくらんだ胸のせいなんですよね？　体力をつけようといっぱい食べていっぱい牛乳を飲んでいたら、どんどん膨らんでしまったんです。こ、こんな下品な胸、妹らしくないですよね。妹失格、ですよね……に、兄さんにとっての理想の妹は、もっと胸が慎つつましくて身体も幼くないとダメですよね……こんな牛みたいな胸をぶらさげた妹なんて、兄さんの求めるかわいい妹のイメージと違いますよね……妹失格のいやらしい身体になってしまって、ごめんなさい！　わっ私、兄さんがそうしろと言うのなら華か佗だ先生を探して胸を小さくしてもらう手術に挑ちよう戦せんしますから、だからお願い！　嫌きらいにならないで……！」

「ゆゆゆ雪乃、お前もわけのわからないことを言うんじゃない！　胸の大きさなど、兄と妹の仲に関係あるか！　巨乳だろうがつるぺただろうが、実の妹だろうが義理の妹だろうが、妹は妹だ！　あらゆる妹は等しく妹として兄に全肯こう定ていされて護られる存在なのだ、そこにいっさいの差別などないっ！　それが俺の『兄貴道』なのだ！　俺は、妹のためならば神にさえ反逆する、悪あく魔まに魂たましいだって売り飛ばす！　『妹』は！　すべてに優先するぜ！」

「えっ？　ほ、ほんとうですか？　う、嬉うれしいですっ！」

　ちょっと照れくさいが、これは、雪乃への言葉であると同時に、那波に向けての妹人権宣言でもあった。那波が、「……ほんと、シスコンなんだからバカ……」と困ったように俺を罵ののしってくる。いつもの調子を取り戻もどしてくれたらしい。よかった。

「だが！　胸を小さくする手術など俺は断じて認めん！　そんな手術、悪魔の所業だっ！　むろん小さいのもかわいくていいが、おっぱいは大きいほうがいいに決まっている！　巨乳が嫌いな男子などいませんっ！」

「で、でも、妹たる者は胸が薄うすいほうが妹らしくてかわいいかなって……『妹』という字は、『女未』満と書くんですから……あうう」

「それは杞き憂ゆうだ雪乃。見ろ、わがもう一人の妹・那波の胸もあんなんだし」

「こらっ、『あんなん』言うな！」

「故に俺の場合、他の兄とは少々違うのだ。むしろ那波のおかげで巨乳妹のほうに慣れているのだ！」

「……それは……よかったです……真世界で新しい妹さんができていたんですね、兄さん……私がいなくなったあとも寂さびしくなかったんですね。な、那波さんのおかげですね……」

「あ、ああ。まあ……そ、そうだな」

「に、兄さん。私のほうにも、報告しないといけないことが。し、死ぬほど恥はずかしいですが……ええと、そ、その……」

「ん、なんだ？」




「……私、好きな人がいるんです」




　お、おう。

　そっか。雪乃ももうそういうお年とし頃ごろなのだな。

　よく生きてくれた、よくここまで育ってくれた、兄は嬉しいぞ。

　なぜか、胸がきゅんと締しめつけられた。

　娘むすめを嫁よめにやる父親の心境って、こんな感じなのかもしれんな。

　生真面目で清純な雪乃が好きになったくらいだ、相手はさぞ信用できるやつなのだろう。

　ちょっと切ないが、ここは兄として妹の成長を祝福して応おう援えんしてやらねばなるまい！




「そうか。だったら、そいつに再会できるようにがんばらなきゃあな。フッ……」

「いいえ、もう再会できました！　その人は今、私の目の前にいます！」




　……えっ？




「わ、私、兄さんが好きなんです。ずっとずっと好きでした。大好きです！　わ、私を兄さんのお嫁さんにしてくださいっ！」




　……はい？




「って雪乃？　おおお前、なにを言って？」

　おい那波？　呆ぼう然ぜんとしていないで、なにかツッコんでくれ！

「兄さんは、私の大好きなたった一人の兄さんで、同時に私の初はつ恋こいの人なんです！」

「え、えええええええ、俺の生まれてはじめての告白タイムが、ちょ。おま」

「八年間、ずっと兄さんと会いたかったんです！　毎日毎晩、兄さんのことばかり考えていました！　兄さんに会いたい一心でがんばったから病気も克こく服ふくできたんです！　でも、お母さんたちの手前、直接会いに行くことができなくて……せめてネットで兄さんに接せつ触しよくしようとしたんです。それなのに、Twitter、LINE、Facebook、Mixi、Instagram、どこにも兄さんはいなくて。う、うううっ……！」

　そりゃ、どれもやってなかったからな。すまなかった、雪乃……そうと知っていれば……ぼっち兄とか言うなよ那波。

「それで私、閃ひらめいたんです！　兄さんは『SANGOKU大戦争』が大好きだったから、『SANGOKU大戦争オンライン』のオープンベータテストに参加したら、もしかしたらプレイヤー同士として兄さんに会えるかもしれないって！　実はこの世界がゲーム世界ではなくて、しかも天下統一を達成しないと帰き還かんできないと知った時には一いつ瞬しゆん途と方ほうに暮れましたけれど、いつかきっと兄さんと会えると信じて、誰だれにも仕えずにずっと在野でソロプレイを続けてきてほんとうによかったです！　ソロプレイを貫つらぬいてきたので、真世界の詳くわしいルールとか、あまりわからないんですけど、そこそこ『気』のレベルはあがりました！　丹たん田でんを開けるようになるまでは遠いですが、これからは兄さんのお役に立てます！」

「か、関羽って三国志世界最強レベルの英えい傑けつだから、引く手あまただっただろう？　強力な特技『一いつ喝かつ』に加えて、なにやらすごい固有スキル持ちっぽいしな」

「はい！　私の固有スキル『美髪公女』は、この真世界の民の皆みなさんや商人さんに未み来らい永えい劫ごう『美と武と商売の女神さま』として尊敬され崇すう拝はいされ続けるという、時間軸じくをも超ちよう越えつしたチートスキルです！　おかげさまで日々の暮らしには困りません！　しょ、召しよう喚かんされた時にはもう、あ、あちこちに関帝廟びようを建てられていて、と、等身大フィギュアを飾かざられちゃっていまして、ちょ、ちょっと照れますけど、もう慣れました！」

「黄巾賊ぞくってもう雪乃一人で解散させられるんじゃないかな……どうして在野でソロプレイなんだよ。天下統一のために誰かに仕えればよかったじゃないか」

「そんなこと言わないでください！　私は！　兄さん以外の、誰にも仕えませんっ！　私は兄さんから命を与あたえられました。この真世界で生きる希望までも。私の心も身体もすべて兄さんのものなんです！　私と兄さんは、双ふた子ごですよねっ？　同年同月同日に一いつ緒しよに生まれてきたたった二人の兄妹ですよねっ？」

「あ、ああ。まあ、そうだな……うん。双そう生せい児じだ。二卵性だから似てないけどな」

　だから兄妹なのに俺たちは同い年なのだ。

「だから私、死ぬ時も兄さんと同年同月同日に死のう、って決めているんです！」

「いや、それは違ちがうのではないかっ!?　雪乃お前、俺と無理心中でも図るつもりかっ？」

「そもそも、もしも兄さんと再会しないうちに誰かにお仕えしていっぱい働いて天下を統一に導いてしまったら、兄さんは帰還できなくなっちゃいます！　たとえ会えなくても、きっと兄さんは真世界に来てくださるはず！　私を迎むかえに来てくれているはず！　だから、絶対に誰にも仕官しなかったんです！　そしてそれは正解でした！　ああ。兄さん。兄さんがきっと私を迎えに来てくれると、信じていました……！」

　あ。いや。俺はただ、水鏡師し匠しように誘さそわれて……というか、どっちかというと那波が誘われたというか……。

「これはもう、時空を超越した『愛』ですね！　ああ、もう……私、我が慢まんできません。兄さん、好き好き！　はむっ！」

「……おわああっ？　なにをするだぁーっ!?　俺とお前は実の兄妹なんだぞ！」

　俺は思わず唇くちびると唇の激げき突とつを避さけて、からくも頰ほおにキスさせていた。押し倒されているので首をずらす以外に回かい避ひ方法がなかったのだ。恐るべし、シスの誘ゆう惑わく！

「え？　それは元の世界での話でしょう？　この『真世界』では、劉備と関羽は『義理』の兄妹なんですよっ？　つまり、兄さんと私が結けつ婚こんしても誰にも咎とがめられないんですよ？　ああ……血の繫がりという高い壁かべをこんな奇き跡せき的なかたちで越こえて、兄さんのお嫁さんになれるなんて……素敵……こんなことって……夢が叶かないました！」

「封神英傑になったといっても、お互たがいにもとの世界の身体のままだし、実の兄妹ということになにも変わりはないのでは？」

「いいえ。お互いに真世界という名の異世界に『別人』として召喚されたのですから、転生したも同然！　もう兄さんと私の愛を阻はばむ障害はありません！　これは万分の一の奇跡。神さまが私の願いを叶えてくれたんです。もしも真世界でもういちど兄さんと巡めぐり会えたら、一生分の勇気を出して告白して結婚を申し込もうって決めていたんです！」

「ねえ？　あ……アニキ……こ、この子、絶対おかしいよ！　アニキのシスコンぶりもおかしいと思っていたけれど、この子はブラコンの冥めい府ふ魔ま道どうに堕おちてるよう！」

　俺の貞てい操そうの危機を前についに堪たえかねて口を開いた那波が、ドン引きして雪乃を指さしている。

　俺も同感だが、俺だって雪乃と離はなれ離ばなれになったためにシスコンをこじらせたわけで、雪乃の気持ちは半分くらいはわかる。初恋とか結婚といった世よ迷まい言はさっぱりわからんが。

　そうだ。俺には那波という妹が七年間ずっと一緒にいてくれたのに対して、どうやら雪乃は違ったらしい。雪乃の新しい家族の中に、新しい「兄」はいなかったのだ。こんな文字通りのデスゲーム世界でずっとソロプレイを続けられるくらいだから、おそらく一人っ子だったのだろう。

　ああ。失われた八年間、俺と雪乃が一緒に兄妹として暮らしていれば、雪乃もこんな常じよう軌きを逸いつしたブラコンには……そもそも雪乃は生真面目で純真で善良で常識人なんだし……そんな雪乃の本質がまるで変わっていないことは、「関羽」として凜り々りしく振ふる舞まっていた時の雪乃の姿で証明済みだ。唐とう突とつに俺に再会してしまったために、今は一時的に混乱してブラコン暴走状態になっているのだ。八年分の熟成されたカルマが一気に暴発しているのだ。

　ああっ、なぜこんなになるまで雪乃を放置しておいたんだ！　バカだ、俺は！

「兄貴道」、道険し……！

　ちょっとだけ目の前が暗くなった。関羽の女神補正と劉備の人徳補正がかかっている村人たちと、スットコドッコイのヒョロ眼鏡は、「さすが劉備三兄妹、熱い兄妹愛だあああ！」「いやあ～いっそ清々しいほど仲がいいねえ～」とageageだが、俺を見る那波の視線がまるで養よう豚とん場の豚ぶたを見るような冷たいものになっている。

「……ケッ。こここの妹萌もえ豚が。いいい妹だったら誰でも萌えるのかよ……じじじ実の妹相手に、なにやってんのさ……ゆゆゆ許せない……ななな七年間も、あたしの気持ちを弄もてあそんで……ぐぬ、ぐぬぬぬぬ」

　い、いかん。よくわからんが、いやまあわからんでもないが、本気で怒おこっている。ぬおっ、那波の背後にすさまじい「嫉しつ妬と」の炎ほのおが？　那波のステータスウィンドウがメラメラと燃えている！　「武力99」の嫉妬ッ……！　あっ。槍やりを手に取った。まずい！

「……私と兄さんの感動の再会を邪じや魔ましないでいただけますか、そこの新米妹さん？」

「新米じゃない！　七年間、アニキと同居していますぅ～！　何度も一緒にお風ふ呂ろに入ってますぅ～！　髪かみの毛を洗ってもらったこともありますう～！　トイレのドアを開かれて恥ずかしい姿をばっちり見られちゃったこともありますぅ～！　それに、戸こ籍せき上もちゃんと兄妹ですう～！」

　な、那波？　一緒にお風呂っていったい何年前の話だ？　ここ数年は、俺のパンツと自分の下着を一緒に洗うな、俺の臭においが移る、とあらぶっていたくせに？

「なんですって？　真世界で義兄妹になったんじゃなかったんですか？　七年間同居っ？　お風呂っ？　おトイレ？　か、か、髪の毛を洗ってもらって……？　う、う、う、うらやま……兄さん！　私というものがありながら、こんなリア充じゆう臭くさくてギャル臭い妹を勝手に家に引っ張り込んでいちゃいちゃ爛ただれた兄妹ライフを楽しんでいたんですね！　わわわ私以外の妹に劣れつ情じようを催もよおすなんてありえません裏切り行こう為いです。この子の巨きよ乳にゆうにずっと興奮していたんですね！　だから私の病弱キャライメージにぜんぜん似合わない膨ふくらんだ胸をあっさりと受け入れて……兄さんはいやらしいです、不純です！」

「ふーんだ。あたしはアニキに添そい寝ねしてもらったことが何度もありますう～！　雷かみなりが鳴った夜とかぁ、怖こわい夢を見た夜とかぁ」

「わ、わ、私だって、熱を出して寝込んでいた時に兄さんに徹てつ夜やで看病してもらったことが……！　ね、ね、寝ね汗あせを拭ふいてもらってばんざいポーズ取らされてパジャマを着き替がえさせてもらったことも……！」

「あたしなんて、遊園地のジェットコースターでお漏もらししてパンツ穿はき替かえさせてもらったことまであるよっ！」

「お前たちはいったいなにを口走っているんだあああ!?」

　すわ、関羽と張飛の激げき突とつ不ふ可か避ひ!?　下手したら相打ちで二人とも……!?

　俺は、慌あわてて雪乃と那波に提案していた。

「那波！　雪乃！　俺たちはこれから兄妹として三人仲良くこの三国志世界を生き抜ぬかねばならんのだ！　劉備、関羽、張飛が揃そろったんだから、三人で義兄妹の契ちぎりを正式に結ぼう！　『桃とう園えんの誓ちかい』をやるぞ！」

「えっ？　は、はいっ！　わかりました兄さん！　この世界には、封神英傑同士で義兄妹の絆きずなを結べるシステムがあるんですよ！　もちろん枠わくは真っ新さらなまま空けてあります！　兄さんに捧ささげる『処女枠』です！」

「ええ～。この頭おかしいブラコン女と義姉妹にぃ？」

　強制停戦、そして和わ睦ぼく。雪乃と那波を仲良くさせるには、もう、これしかなかった。




　　　　※




　──というわけで、「村の危機をお救いくださって」「ありがたやありがたや」と村人たちが桃園で宴うたげを開いてくれたのだ。

　むろん「桃園の誓い」イベントなので、出席者は俺と雪乃と那波の三人だけである。

　いやあ、満まん漢かん全ぜん席せき、机の上に並んだ心づくしの料理の数々……。

「ってアニキ。村人さんたちには感謝してるけどさ、なんだか料理の味が薄うすいよう。調理の仕方が素そ朴ぼくすぎぃ！　見た目も、素材剝むき出しィ！　あーん！　中華街が恋こいし～い！」

　那波はさっそく本音を漏らしていた。こいつはソフトボール部の練習で大量のカロリーを消しよう耗もうするから、腹ぺこを満たすために中華街に日参していたグルメっ子なのだ。特に、江戸清の豚まんな。

「この真世界の文明は、私たちの世界で言えばおおむね紀元二世紀レベルですからね。四し川せん料理も広東カントン料理もまだ存在しないんですよ。スパイスたっぷりの現代料理と比べると味気ないですが、そのうち慣れちゃいますよ。村人の皆さんに感謝していただきましょう。はむはむ」

　雪乃は幼い頃ころから粗そ食しよくだったから、順応できているらしい。でも量は食べるようになったんだな。あの、満足に食事を取る体力もなかった雪乃が……兄さんは嬉うれしいぞ……！　これだけ食べられるようになったから、胸も膨らんだのだな。納得だ。箸はしの使い方も相変わらずお上品だ。

　那波は骨付き肉を手づかみか……まあ、これはこれでいかにも那波らしい。

「と、とにかくさっきまでの争いは水に流して、桃園の誓いを結ぶこととするぞ！　俺たちは今日から、この真世界でも兄妹だ！」

「関羽役がぁ～ちょっと頭おかしいブラコン女だけど～」

「おかしくないですっ！　さ、さっきは少々取り乱しましたが、私は学校では風紀委員長から生徒会長へとクラスアップしたくらいにきっちりとした優等生女子ですからっ！　この真世界では庶しよ民みんさんや商人さんに崇拝される女神さまですしっ！　い、いろいろはしたないことを言いましたが、わ、忘れてください、兄さん……あうう」

　そ、そうだな。実の兄に恋こい心ごころを告白とか結婚を迫せまるとか、喜びのあまりテンパってたんだな。もう忘れよう雪乃。

「……ひ、人前では、ですよ？　私の気持ちを見て見ぬ振りはやめてくださいよ兄さん？　勇気を振り絞しぼって告白したのに、冷たくされたら泣いちゃいます……これからは公式の場では『兄上』、内輪では『兄さん』、そしてベッドの中では『雪乃だけのお兄ちゃん』と呼んでいいですか？」

「そこっ！　ベッドの中って、なんなのよっ？　いい歳して兄と一いつ緒しよに寝る妹なんていないってば！　絶対あんた頭おかしいよ！」

「那波さん？　私だって、兄さんが大好きな『SANGOKU大戦争』の新作がリリースされるたびに徹てつ底てい攻こう略りやくして三国志に詳くわしくなったんですよ。邢道栄とか十万回くらい斬きりました。歴史書として書かれた正史・三国志にだって、劉備と関羽・張飛の仲はとっても親しくて、主従一緒に同じ寝ね床どこで眠ねむっていたって、ちゃんと書いてありますから！」

　いや、それは単に戦せん陣じんで野や郎ろう同士雑ざ魚こ寝していただけではないのか？

「け、邢道栄？　うっ、頭が……」

「そのキャラのことは決して考えるな那波！」

「とにかく、千八百年の昔から関羽は劉備と一緒に寝ると決まっているんです！　これは動かしがたい歴史的事実なんですっ！　せ、せ、正史だと、男同士なのに一緒に寝ていたんですよ？　はうう……し、信じられませんが、それだけお互いの情愛が深かったということですよね？　ましてや私と兄さんは、女と男ですから、同どう衾きんして当然……もちろん、男女ですから、添い寝以上の関係だって……！」

「あーっ！　劉備と関羽・張飛は、そういう腐ふ女じよ子し的な関係じゃないからっ！　一いつ瞬しゆん『SANGOKU大戦争』のキャラデザで想像しちゃったじゃんっ、やめてよーっ！」

　雪乃から「義兄妹」の絆を登録する方法を聞き出そうとしているのに、この二人、料理を食べながらまたしても言い争いを再開してしまった。

「那波さん！　私は生まれつき心臓に病気を抱かかえて、毎日毎日生きるのが苦しくて、こんなに日々が辛つらいのならもう楽になりたいな……なんて弱気になって泣いてばかりだったんです。でも、兄さんが！　恥はずかしがり屋だった兄さんが、東京の病院へ転院していく夜に、私を追いかけてきてくれて……！　『俺は──いつかきっとお前を護れる兄になる！　必要ならば天才ドクターにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、俺はなるから！　お前に、約束する──！』って大声で叫さけんでくれたんです！　誓ってくれたんです！　車の窓ガラス越ごしにも、兄さんのその声ははっきりと耳に届きました！　だから私はがんばって生きることができたんです！　兄さんが、私に勇気を与あたえてくれたんです！　兄さんは、私だけの兄さんなんですっ！」

　ええっ？　ぜ、全部聞こえていたのかあっ？　やめろーっ雪乃、それは俺の黒歴史だあああ！　まさにあの時こそは、内気だった俺が中二病キャラになってしまったあげく、シスコンを発動してしまった決定的瞬しゆん間かん……！

「なに言ってんの？　どこかで記き憶おくを捏ねつ造ぞうしてるんだよ、それ！　だってその台詞せりふは、アニキがあたしに言ってくれた台詞じゃん！　あたしの家はみんなすごく不仲で。どこにもあたしの居場所なんてなくて。結局両親がごちゃごちゃになって家族がバラバラになって、いきなりお父さんたちと引き離はなされて知らない土地の知らないマンションに連れてこられて泣いていたあたしに、アニキが笑って約束してくれたんだよ！　『この俺がお前を、兄として護ってやる！　必要ならば天才シェフにだって、世界を救う英雄にだって、なんにだってなってやるとお前に約束する！』ってさ！　だから、あたしは──アニキから、あたしの居場所をはじめて与えられたんだ──」

　な、那波？　お、お前、そんなにもあの俺の言葉を……お前ってやつは、まったくツンデレだな……って、おい？　待て、これはまずい！

「……那波さん……？　もしかして……ほぼ同じ台詞ですね。コピペ流用ですね……？」

「……アニキ……これ、どういうこと……？　まさかさあ……どどどどの妹にも同じ『殺し文句』を使っていたわけ……？　信じられないっ！　どこからコピペしてきたのさっ！」

「ききききっと、十八禁の妹エロゲーで妹とのフラグが立つシーンからの引用ですよ！　に、に、兄さん。最低です……！」

　いやっ！　そうじゃない！　コピペというわけではないっ！　誤解だ誤解なんだ！

「たしかに俺は、自力で中二病台詞を生みだす才能に乏とぼしい。だからオマージュや引用が多いが、俺自身のほんとうの気持ちを伝えてくれる言葉を厳選している！　それに、二人に誓った約束の言葉は自分で紡つむいだ！　実妹だろうが義理の妹だろうが、妹は妹だ！　雪乃も！　那波も！　等しく俺の妹なんだ！　だから、等しく同じ約束を誓ったのだ！　言っただろう？　あらゆる妹は等しく妹として兄に全肯こう定ていされて護られる存在なのだ、そこにいっさいの差別などないっ！　それが俺の『兄貴道』なのだ！　俺は、妹のためならば神にさえ反逆する、悪あく魔まに魂たましいだって売り飛ばす！　『妹』は！　すべてに優先するぜ！」

　フッ……決まった……！　なんとか言いい逃のがれた……！

「うっせーいっぺん三度死ね！　その『妹はすべてに優先するぜ！』という決め台詞が、すでにシスコン御ご用よう達たしの深夜アニメ『戦せん国ごく妹いもうとコレクション』の改変パクリだろーが！」

　し、しまった？　バレていたとは!?　な、那波。お前あんな、主人公が女の子なのになぜか常じよう軌きを逸いつしたシスコンという、頭の沸ふつ騰とうしたアニメを……お兄ちゃんはお前をそんな妹に育てた覚えはないぞ！

「こんの～、腐くされシスコンが！　あたしと雪乃ちゃんの美しい記憶を、あの感動を返せ～！　豚ぶたまんの具にするぞおらぁ！」

「二人の幼い妹の心を弄もてあそんで……許せません！　那波ちゃんは兄さんの正式な家族ですから『妹』として『認知』してあげますが、これ以上妹を増やすことは絶対に認めませんからね！　いいですね、兄さんっ！」

　なぜ俺が袋ふくろだたきにされねばならんのだ。ま、まあ、雪乃と那波が共同戦線を張って結けつ託たくしたから、これでいいのか……そうだ。俺を憎にくめ。憎むがいい。そうして姉妹の絆を深めるがよい、すべては俺の計算通りだフハハハ！　あ、痛い痛い。那波さん。飛びつき逆十字はやめてくださいお兄ちゃんの靭じん帯たいをつば九郎に捧げないでください。

　ああ、「兄貴道」、道険し！

「いいから『桃園の誓い』の台詞を三人で唱えるのだ！　『SANGOKU大戦争』バージョンで行くぞ。那波、暗唱できるな？」

「ごまかされてる気がするけどぉ。一万回イベントムービー再生したからだいじょうぶ！」

「はいっ、私も毎日暗唱しています！」




「「「われら三人、兄妹の契りを結びしからは、心を合わせてともに助け合わん。同年同月同日に生まれることを得ずとも、同年同月同日に死せん事を願わん！」」」




　まあ私は兄さんと同年同月同日に生まれたんですけどね、同じ子宮内から同じ産道を通って押し合いへし合いしながら仲良く生まれてきたんですよね、うふふ、えへへ、と雪乃はまたヘンな妄もう想そうをはじめて頰ほおを赤らめている。幼い頃から肌はだの白い子だったが、興奮するとマジで真っ赤になるのな。なんとなくクリオネっぽい。そういえばクリオネの捕ほ食しよくシーンって……。

「おー。『桃園の誓ちかい』イベントの言こと霊だま、すっげー！　ドーパミンじゅわーって出た～！　なんだか、ほんとに運命の三兄妹がついに揃そろった！　って気分になってきて盛りあがってきたあ～！　そっか。雪乃ちゃんはアニキの双ふた子ごの妹だから、あたしが末の妹になるのかあ。やったね那波ちゃん！　お姉ちゃんができたよ！」

[image: ]

　やはり那波は単純だな。チョロシスだ。ほれ、餌えさをくれてやろう。饅まん頭じゆうを食え。

「兄さん。那波ちゃん。私は兄さんが望むのならば、天下統一のためにこの武と命を捧ささげます！　私、関羽雲長に封ほうじられて、とっても強くなれて、ほんとうに嬉しいです……！　これからは、私が兄さんをお護りいたしますね！　がんばって青龍偃月刀を探します！」

　雪乃も、ようやく沸騰していた脳が沈ちん静せい化して、もとの凜々しい雪乃に戻もどってくれた。一時は雪乃のキャラ崩ほう壊かいが止まらなくなってどうなることかと焦あせったが、やはり状態異常が解けた雪乃は清せい楚そな王道美少女だ。美しく、凜々しく、そして優しい妹だ。よかった。

　うん？　待てよ？

（もしかして、この「桃園の誓い」は──孔明が言っていた「運命強制イベント」なのではないか？）

　正史でも演義でも、劉備三兄弟の「運命」は悲劇に終わる。同年同月同日に死なんという願いは、果たされないのだ。最初に関羽が同盟国の「呉ご」に裏切られて殺され、関羽の復ふく讐しゆうを誓った張飛も暗殺されるのだ。

　一人残された劉備は、一いつ介かいの筵むしろ売りから蜀漢帝てい国こくの皇こう帝ていにまで成り上がり、民たちから「漢帝国を復興してくれる救世主」と期待されていながら、漢を簒さん奪だつしようとしていた真の敵・曹操との戦いを投げだして、弟たちを殺した呉へと無む謀ぼうな復讐戦を挑いどむ。あの「義ぎ俠きよう」劉備が、この時ばかりは暴君と化した。呉への遠えん征せいに反対した者は次々と投とう獄ごくした。宰さい相しようの孔明ですら、止められなかった。劉備は皇帝の座も漢王朝を復興するという使命もなにもかも捨てて、弟二人の仇かたきを討とうとしたんだ。大義名分よりも天下よりも、関羽と張飛との絆きずなこそが、劉備にとっては……劉備は「情」の人として、生きた。戦った……そして……退路を捨てて敵てき陣じん深くまで突つき進み、敵領土内に長々と陣じんを築くという歴戦の野戦将軍劉備らしくもない愚ぐ策さくを採って、遠征軍は全ぜん滅めつした。蜀を支える何万人もの将兵が、死んだ……漢王朝はその瞬間に、終わったと言っていい。劉備は失意のうちに病びよう没ぼつし、後事を託たくされた孔明は、完全に崩壊したに等しい蜀を立て直して滅めつ亡ぼうの危機から護るので精せい一いつ杯ぱいだった。その蜀も結局は、ただ一人で劉備たちの「夢」を背負い込んで戦い続けた孔明が五ご丈じよう原げんの戦場で過労死するとともに、終わった……蜀も、漢も、滅ほろびた……。

（もしもこの「桃園の誓い」イベントが、劉備三兄弟の「運命」フラグの第一歩なのだとしたら……雪乃と那波には、孔明が言ったように、いずれ関羽と張飛の「運命」が降りかかってくるのかもしれない！）

　俺は、青ざめながら「誓い」の言葉に新たな一文を追加していた。

「那波。雪乃。桃園の誓いの言葉に、一言付け足すぞ。これは兄としての絶対命令だ！　反論は許さん、背くことも許さん！　『妹たる者は、兄よりも先に死ぬな』──いいな？」

　こんな言葉だけで「運命」を回かい避ひできるほど真世界はきっと甘くはない。だが、那波も雪乃も、関羽と張飛の「最期」は知っている。真顔になって、こくりとうなずいてくれた。

「はいっ、わかりました！　決して、兄さんを悲しませません！　私は、生きます！　泥どろ水みずをすすってでも、生きて、生きて、生き抜ぬきます！」

「あたしが弱っちぃアニキより先に死ぬわけないじゃーん！　武力99だよ？　蛇矛さえ使えるようになれば、一人で一万人の敵と戦えるんだから！　まっかせて～！」

「これでほんとうにお互たがいの命を護り合う姉妹ね。兄さんのために、仲良くがんばりましょうね。公おおやけの場ではお互いに英えい傑けつ名で呼び合うのがこの真世界のマナーだけれど、プライベートでは『ななちゃん』って呼んでいい？」

「いいよー！　あたしはじゃあ、姉妹水入らずの場面では『ゆきのん』って呼ぶねー！」

　うむ。ちょっとばかり不ふ吉きつな予感が胸をよぎったが、「SANGOKU大戦争」で何度も見てきた、そしてそのたびに涙なみだしてきた劉備三兄弟の「運命」を雪乃と那波が意識したことによって、ここに三人の絆は固まったと言っていい。ついさっきまであんなにいがみあっていた妹と妹が……これもすべてこの俺の計画通りだ！　フハハ！

「で、真世界のシステム上で『義兄妹』の絆を結ぶにはどうすればいいのだ、雪乃？」

「はい、兄さん！　ステータスウィンドウ上の『英傑名』アイコンをタッチすると、サブウィンドウが開きます。その中に『義兄妹』コマンドがありますから、義兄妹に選んだ相手にそのコマンドを指でタッチしてもらいます。どちらか一方側で登録すれば、自動的にもう一方でも登録されます。簡単ですよ♪」

　なるほど。さっそく俺のステータスウィンドウを開いて、「義兄妹」コマンドを表示してみた。那波が「妹枠わく一番手、イッタダキー！」と人差し指を突き立て、雪乃が「ああっ酷ひどい！　兄さんのたいせつな『処女枠』が……！」と頰を赤らめながら続いて登録した。

　俺のステータスウィンドウが広がり、「義」というアイコンがついた那波と雪乃のバストアップ写真が浮うかびあがっていた。雪乃はお見合い写真かよ！　と突っ込こみたくなるようなお澄すまし顔だ。那波が写真の中で豚まんを食っているのはなぜだろう。

「これで兄さんとの間の絆登録作業は完かん了りようです。次は、ななちゃんと私の間でも絆を結びますね。はいっ！　これで三人は正式に『劉備三兄妹』です！」

「あっ？　『気』のレベルがいきなりあがったよ？　すっごい！　これって義兄妹を作ったボーナス特典だねっ！」

「はい、そうです。あと、義兄妹の絆を結んだ武将同士で一いつ緒しよに戦うと、戦術ボーナスなどもつくそうです。ちなみに、義兄妹情報を選択ロックして任意の妹を『シークレット妹』にすることもできますよ♪」

「とはいえ、宝貝パオペエ解放まではまだ遠いな……丹たん田でんを開くには、義兄妹をもっと増やせばいいのか？」

「ダメだよアニキ、妹を増やすのは禁止っ！　劉備・関羽・張飛は三兄妹というのがお約束なんだよ？」

「義兄妹の絆は、最大三人とまで結べますから、あと一枠だけ空いています。けれど、あと一人程度のボーナスをもらっても限界突とつ破ぱ・宝貝パオペエ解放には程遠いですよ、兄さん？」

「そうなのか。どうすればがっつり『気』を稼かせげるんだ？」

「す、すみません。ずっと在野でソロプレイでしたから、効率よく『気』を稼ぐ方法とか知らないんです。うう」

「いや雪乃、お前の責任じゃない。これから対策を考えよう」

　劉備は、素の能力値はぱっとしない。一いつ般ぱん兵相手なら無む双そうできるとはいえ、宝貝パオペエを解放できないと対英えい傑けつ戦せん闘とうや対亜人戦せん闘とうでは微び妙みような武将だし、関羽の青龍偃月刀と張飛の蛇矛は二人が戦場で戦うために必要だろう。

「あ。兄さん。ステータスウィンドウは閉じておけますよ？」

「そっか。じゃあ、普ふ段だんは閉じておこう」

「あーそうだ！　ねえ、ゆきのん？　あたしの固有スキル『燕人小妹』がどーゆー能力なのか意味不明なんだけどぉ、どうすれば固有スキルの効果を調べられるのかなあ？」

「ああ。それでしたら固有スキル名のアイコンを指でタッチすると、解説ウィンドウが開きますよ」

「ありがとー！　やっぱりお姉ちゃんって頼たよりになるねえ、アニキ！　お姉ちゃんもいいもんだなあ～♪」

　那波の固有スキル「燕人小妹」はあの張飛のスキルなのだから、絶対に武芸に関連するスキルだろう。たぶん、戦闘時に一定時間クリティカル率をアップとか、武力を数十パーセントアップとか、そういう「一いち撃げき必殺系」だろう。

　だが、意外なことに──。

「え、ええ～？　『燕人小妹』は、お料理スキルううううう？　野戦料理を美味しく調理するために、そのへんの雑草やありふれた調味料を、大陸では滅めつ多たに手に入らない貴重な香こう辛しん料りように『変へん換かん』することができるスキルうう？　なにこれっ？　戦闘と関係ないじゃーんっ!?　うわーん！　蛇矛もないし、あたし、ただの脳筋武将だよう！　女神さまスキル持ちの関羽と、お料理スキルの張飛。どこで差がついたのさぁ!?　慢まん心しん、おっぱいの違ちがい？　で、でも、あたしのほうが、ゆきのんよりちょっとだけおっぱい大きいはずだしぃ！」

「それは聞き捨てなりませんねななちゃん。私のほうが大きいですよ？　だって、兄さんが巨きよ乳にゆうの妹を好まれておられるんですから！　従って、私の兄さん愛のほうがコンマ数ミリ上回っているはずです。脱ぬいで比べっこしましょうか？」

「こらっゆきのん、アニキがいるところで脱ぐなっ！　油断も隙すきもないんだからあ！」

「ぐわっ、バルス！　……目が……目が……」

「ああっ兄さん、ごめんなさい！　胸の下半分を見ただけでこれじゃ、全部脱いだら兄さんの目がたいへんなことに……でも、だいじょうぶです！　これは兄さんが清純な殿との方がただという証ですから！　少しずつ慣らしましょう！　兄妹愛さえあれば乗り越こえられます！　そうですね、毎日一ミリくらいずつ露ろ出しゆつ度どをあげていけば……わ、私の胸の成長速度は七日で一ミリほどですから、いずれ追いつきます！」

「忍にん者じやの修行じゃないんだぞ、雪乃。というか、妹の生乳を喜んで見る兄などいない！」

「……え……ええええっ？　や……やっぱり……つるぺたが、好きなんですか……？　あ、あ、あうあう……だったら私、華佗先生を探して、胸を小さくする手術を」

「違うそうじゃない！」

「はっ？　着衣状態が好きだということですね、了りよう解かいいたしましたっ！　巨乳の女の子って、ぴっちりした服を着込むとかえって胸の盛りあがりが強調されて想像力が膨ふくらみますものね。兄さんって、着衣フェチなんですね。か、かわいいです……」

「え、ええ？　そうだったの？　あたし、家の中じゃアニキの前でもノーブラＴシャツ姿でゴロゴロしちゃってたよう？　うわあああん、内心実はフェチ的に喜んでただなんて！　アニキのガチ変態！　リビドー直結型外道シスコン！」

「違ちがうっ！　な、那波のノーブラＴシャツ姿はたしかにどうかと思うが……と、特に白地のシャツはまずいな。最近のウニクロのシャツは生地が薄うすいし、見えてはならない部分が透すけて見えることが……正直あれは、目のやり場に困……げふんげふん」

「なにも違ってないじゃんっ！　見えてたなら早く言えっこの変態っ！」

　話を戻せば、那波の固有スキルは「道みち端ばたの雑草とか安い調味料とかを高価な香辛料に変える」という、およそ三国志と関係なさそうなものだった。なんだこれは？　たまげたなぁ。「道栄即斬」に比べればはるかにマシだが……肉とか米を錬れん成せいできるならともかく、香辛料だけでは、腹が膨れないではないか。

「兄さん、ななちゃん？　これってもしかして、真世界の素そ朴ぼくな味付けでいまいち美味しくないお料理を、二十一世紀レベルの美味しいお料理に変えることができる神スキルなのでは？　中華街風の味付けもできますよ！　たとえば木の実を唐とう辛がら子しに変換すれば、真世界に存在しない四川料理のできあがりです！　真世界では、香辛料は希少品なんです！　なにしろ唐辛子なんて、大陸に存在すらしませんから」

　なるほど！　そうだ！　閃ひらめいたぞ！　那波と雪乃。二人を正史英傑の「運命」から離り脱だつさせて、しかも天下統一というデスゲームの目的は遂すい行こうできるという、一挙両得の秘策を！　フハハハハ！　やはり俺は天才だーっ！

「那波！　雪乃！　俺たちはこれから食堂を経営するぞ！」

「「食堂!?」」

「そうだ、食堂だ！　名付けて『関張飯店』！　劉備、関羽、張飛。この三人の武をもってしても天下は盗とれなかった。それはすでに正史が証明済みだ！　しかも、俺たち三人の『気』のレベルはまだ低く、丹田を開いて宝貝パオペエを解放するには程遠い。この真世界での天下統一デスゲームは、短期決戦。開幕スタートダッシュがすべてと言っていい。正史では数十年の余よ裕ゆうがあったから、大器晩成型の劉備も終しゆう盤ばん戦せんでぎりぎり天下争そう奪だつレースに追いつけたわけだが、この世界の猶ゆう予よは数年しかない。ならば武の力で勝かち抜こうにも、俺たちはあまりにも不利すぎる」

「ええ、さっぱりわかんないよアニキ～？　つまり、どういうことだってばさぁ？」

　はっ？　もしかして「商人ルート」選せん択たくですか兄さん？　漢の蕭しよう何かになるのですね！　さすがです、兄さん！　と雪乃が目を潤うるませながらうなずいた。やはり雪乃は地頭は抜ばつ群ぐんにいいのだ。俺のことになると頭が沸騰して一時的に理性が吹ふっ飛ぶという欠点はあるが、学校で生徒会長を務めていただけのことはある。

「そうだ雪乃。俺には、民に無む駄だに慕したわれる人徳スキルがある。お前には、民や商人に崇すう拝はいされ信しん仰こうされる女神スキル。そしてなによりも那波には、この世界では手に入らない高級な香辛料をいくらでも錬成できるチートスキルがある！　俺と雪乃とでまずは商人たちから銭をかき集めて食堂を開き、客を呼び込むのだ。いったん呼び込んでしまえば、あとは那波が作った二十一世紀の本格中ちゆう華か料理を提供できる！　この真世界の人間は、唐辛子という悪あく魔まじみた中毒性を誇ほこる香辛料を知らない！　たちまち、ブラックカレーを口にしたかのように悶もん絶ぜつしてカプサイシン中毒になるだろう！　麻婆まーぼー豆どう腐ふとか、きっと神の料理扱あつかいだぞ！　しかも香辛料をタダ同然で錬成できるのだから、原材料費は激安！　唐辛子は俺たちが独どく占せんしているから競争相手もいない！　ぼろ儲もうけだっ！　かくして一号店で稼いだ金と信用を元手にさらに金を借り、一気に『関張飯店』のチェーン店展開を開始して大陸全土に支店を広げるのだッ！」

　唐辛子の発はつ汗かん作用は、健康増進にもなるしな。ウィン＝ウィンだ。

「お、おおおお？　アニキ、すごいじゃんっ？　それ、いけるよ！　どうしたの急に？　あたし、お料理のレシピはいろいろ覚えてるから、手に入らない香辛料を錬成できればなんでも作れるよっ！」

「まあ、ネット小説で覚えた手だがな。異世界では料理で無双できる──これは全宇宙普ふ遍へんの基本ルールだ！　かくして、俺たちは一年以内に大商人になれる！　最短コースで！」

「豊富な経済力を確保して、天下統一にもっとも近い封神英傑に『商人』としてお仕えし、英傑に軍資金と兵ひよう糧ろうを補給し続けて後方から支えるというわけですね、兄さん！　楚そ漢かん争そう覇はでも、漢の劉りゆう邦ほうに勝利をもたらした最大の功臣は、常に後方からの補給線を途と切ぎれさせずに漢軍を支え続けた蕭何でしたからね！　ああ、私の兄さんはこんなにも頭のいい人だったんですね……！　しかも、私たち妹を戦わせずに護りながら天下統一を果たそうとされておられるのですね！　お優しいです。妹への愛に溢あふれています。さすがです兄さん！」

「いやいや。はっはっは。いやなに、兄として当然のことだ。そういう雪乃もずいぶん古代中ちゆう国ごく史に詳くわしいな」

「はいっ！　『春しゆん秋じゆう左さ氏し伝でん』とか読んでますから！　兄さんがお好きかと思って！」

　よ、読んだことないな、それは。雪乃が俺を尊敬する視線が痛いので、黙だまっていよう。

「あたしも『キングダム』読んでるよう！　あれでしょ。キョロちゃんみたいなもこもこの着ぐるみを着たらあたしみたいな低知力キャラでも軍師になれるんでしょ？」

　そんなわけあるか。あれは「もっと女の子キャラを出してください」という編集者のテコ入れ指示だ。そのせいで「お前、女だったのかー」展開ばかりではないか。

　とにかく、俺は那波も雪乃も、危険な戦争には関わらせたくない！　宝貝パオペエを解放できそうにない現状ではなおさらだ！　武将として正史ルートを辿たどれば、期せずして「運命」フラグが立ってしまう恐おそれもある！

　だが孔明との契けい約やくもあるし、「時間切れ」が迫せまっている以上、決して傍ぼう観かんは許されない。

　だからこその、敢あえての商人ルート選択なのだ！

　この真世界大陸は、正史の中国大陸と同等の広さを持っているようだ。ならば、戦争でもっとも重要なもの、それは補給なのだ！　あの稀き代たいの天才軍師・孔明ですら、正史では蜀の険しい桟さん道どうに阻はばまれて補給に苦労し、ついに中原に出ることができなかった。あれほどの才能に満ちた、あいつが、だ……。故に、俺は商人ルートを採って「天下統一」できそうな封神英傑の兵へい站たんを維い持じすべく働く。この戦略は、統一のために間ま違ちがいなく有効だ！

「『妹』はすべてに優先するぜっ！　那波。雪乃。俺たちは、迷わず最短コースを行くぞ！」

「「おーっ！」」




　──かくして、俺たちの「関張飯店」一号店が泰山麓ふもとの村にオープンしたのである。








第三回　読んでますよ、ホビットさん。～決戦のゆくえ～









　泰たい山ざん麓の村に「関かん張ちよう飯はん店てん」一号店をオープンし、順調に商人ルートを邁まい進しんしていた俺たちの運命が唐とう突とつに変転したのは、チャイナドレスを初投入した「関かん帝ていたんナイト」明けの朝のことだった。

　店てん舗ぽの裏の桃とう園えんを、兄妹三人で手入れしていると──。

「ぶきいい、ぶきいいいい！」

「あーっ、黒い子こ豚ぶただーっ！　ウリボーみたいで、かわいいーっ♪　ペットにして飼いたーい♪」

「ブヒヒヒヒイン！　ブルルウウウウウ！」

「きゃあああっ、暴れ馬ですううう？　わ、わ、私の黒くろ髪かみに鼻を押しつけてきて……や、やめなさい！　いやあああっ！　助けてください、兄さんっ!?」

　な、なにい？　桃園に突とつ然ぜん、一いつ匹ぴきの子豚と、どでかい一頭のブチ馬が乱入してきた!?

　おとなしそうな子豚は俊しゆん敏びんな那な波なみに捕ほ獲かくされて「ぶきー、ぶきー♪」とすぐに懐なついたが、ブチ馬のほうはヤバかった。目が、一ヶ月禁きん欲よく生活を強いられた男子高校生の如ごとく血走っている。なんだか俺が馬になったみたいなやつだな……ブチ馬はフンフンと下品に鼻を鳴らしながら、雪ゆき乃のに襲おそいかかっていた。どうやら雪乃の長い黒髪に興奮しているらしい。雌めす馬の美び麗れいなたてがみにでも見えているのか？　とんでもないエロ馬だ！　そして雪乃は、たとえ馬といえども、俺以外の男には免めん疫えきがないらしい。思わぬ雪乃の弱点だった。

「こらっ、待てええええええっ！　そこの駄だ馬ば！　たとえ馬であろうが、わが妹にセクハラを働く無礼はこの俺が許さんっ！　わが愛妹・雪乃を襲ったその罪、万死に値する！　『妹』は！　すべてに優先するぜ！」

「……ブッ……ｗ　ブヒブルルｗｗｗ」

「ききき貴様、今、草を生やしたな？　この俺の『兄貴道』をあざ嗤わらったなああああ？」

　俺はこの失敬なエロ馬に天てん誅ちゆうを下そうと、文字通りの馬面をめがけてゼロ距きよ離り掌しよう底ていを放った。

　だが、次の瞬しゆん間かんには俺の身体は「ブッヒイイイイン！」といななくエロ馬の前まえ脚あしに蹴けられて吹っ飛んでいた。馬の脚ってこんなに長いのか！　ま、間合いが、違ちがいすぎる!?

「ぐはっ!?」

「ああっ、兄さあああああんっ？」

「うわ～ん。アニキいいいいいっ!?」

　ば……バカな……！　馬ごときに敗北だとっ……仮にも英えい傑けつ・劉りゆう備び玄げん徳とくに封ほうじられたこの俺がっ……!?

「ああ～。その子豚とブチ馬は、こちらの馬商人さんから劉備三兄妹への贈おくり物なんだよ。馬と同レベルでケンカしちゃ駄だ目めだよ劉備くん」

　ヒョロ眼鏡野や郎ろうの許きよ劭しようが、福ふく禄ろく寿じゆみたいに頭が長いご老人を連れて、ふらりと桃園へ入ってきた。ドサ回りは終わったのか？

「こちらの馬商人の張ちよう世せい平へいさんとは、旅先で知り合ってねえ。実はね、天下統一を目指す河か北ほくの封ほう神しん英えい傑けつ・袁えん紹しようの軍勢が、天子を擁ようする帝てい都と洛らく陽ようへ入城するために黄こう巾きん賊ぞく本隊との最終決戦をはじめようとしているんだ。袁紹軍は今日にも、この泰山麓の村の近くを通るんだよ。商人さんは、袁紹軍に大量の馬を売ってもうけようとしていたんだ。ところがこのあたりは、ほら、泰山を狙ねらう黄巾賊がよく出しゆつ没ぼつするからねえ」

「そこで、漢王室の末まつ裔えいに封じられたと名高い劉備どのに、馬たちを袁紹軍へ届ける傭よう兵へい仕事をお願いしたいのでございます。おお、劉備どのの龍りゆうの如きご尊顔、まさしく王者の相！　見よ見よ、今ここに真世界を覆おおう暗黒が晴れようとしている！　凶きよう雲うん没ぼつして、明星出ず！　白馬翔かけて、黄こう塵じん滅めつす！　闇やみの中より光をもたらす真の救世主が現れたのじゃ！」

「フ……ついに俺も商人から崇あがめられるようになったか。英傑はつらいな、フハハハ！　だがご老人よ、あいにく俺は商人ルート一直線。傭兵仕事を請うけられる兵力などないのでな、他を当たってくれぬか」

　ああもう。許劭のやつ、ほんっとに気が回らん男だな。俺はともかく、那波や雪乃をそんな危ない仕事に就かせられるか！　勘かん弁べんしてくれ！

「劉備くん、劉備くん。きみが率いる兵力なら、あるよ。あっはっは。いやあ。全国の関帝廟びようからショバ代をせしめるドサ回り旅行の途と中ちゆうで、こちらの『関張飯店巡じゆん礼れいルート防衛団』の面々と出会ってねえ。みんな、めいめい劉備くんの常連客を護るために戦ってきたんだけれど、心の中では劉備くんを大将と仰あおいでいてね。きみのもとで義勇兵として働きたいって言ってきかないんだよ。彼らを率いて、馬を袁紹軍に届けてはどうかな。傭兵仕事ってねえ、とっても儲かるんだよ～？」

　な……なんだとっ？　こっ……このヒョロ眼鏡野郎おおおおおおお!?　誰だれが兵士を調達してこいと言った！　お前は各地の関帝廟を回って銭を集めてくればそれでいいのだ！　なんという余計な真似をおおおおおっ!?

「お初にお目にかかります、大将！　われら、関張飯店巡礼ルート防衛団の面々でさぁ！」

「喜んでくだせえ。あっしらは今日ここで旦だん那なを大将に『義勇兵』を結成しやすぜ、大将！」

「一見強そうには見えないのに、とにかくすげぇ威い厳げんだ！　こいつぁ真の英えい雄ゆうの風ふう貌ぼうだあああ！」

「実物は噂うわさよりも百万倍、頼たよれる旦那だ！　漢おとこの心をわしづかみにするこの風貌、この気の激しさ！　たまらねえやあ！」

「後生ですから、大将にお仕えさせてくだせえええ！　断られたら、俺らは絶望して山さん賊ぞくになっちまいますぜ！」

「いっそこのまま、袁紹軍に『義勇兵』として合流して、参戦しちまいましょうぜ！」

「なにしろ大将は幸運児だあ！　黄巾賊本隊との最終決戦に挑いどむ袁紹軍が、村の近くを通りかかるなんてよう！」

　え、ええい。頼たのむから帰れ、帰ってくれ！　おっ、俺は商人ルートを行くと決めたのだあああ！　勝手に「義勇兵」なんぞ立ち上げるなっ！　こんな頭の沸騰した連中と一いつ緒しよに袁紹軍に合流したら、馬を届けるだけじゃ済まんぞ！　なし崩くずし的に傭兵ルートから武将ルート一直線ではないか！　りゅ、劉備玄徳の人徳スキル……あまりにも強すぎる……なんでお前ら、そこまで俺を救世主と崇めるのだ！

「ジャーン、ジャーン」

　こ、この銅ど鑼らは？　い、いかん！　昨夜ゆうべまで飲み明かしていた村の「子分」どもが、この騒さわぎを聞きつけて続々と殺さつ到とうしてきた！　みんな、手に武具を担いでいる！　しまった、こいつらもやる気だ！　義勇兵に名乗りをあげるつもりだ！　えーい、お前らは「手持ち関かん羽うフィギュア」を一心不乱に振ふっていればいいのだっ！

「ついに英雄・劉備玄徳が挙兵する時が来たぜええええ！」

「待ちに待ってました、いよっ、旦那が大将っ！」

「さあさあ。この時のために準備しておいた村いちばんの名めい剣けん『普ふ通つうの剣けん』をどうぞ！」

　って、「普通の剣」かよ！

　だいいちお前らの装備、しょぼい！　しょぼすぎる！　黄巾賊以下っ……！　そ、そうか。俺が関張飯店でさんざんこいつらの銭を搾しぼり取ったから、武具を買う銭が足りなくて……なんという悪あく循じゆん環かんッ！

「俺らみたいな貧びん乏ぼうな村人が、颯さつ爽そうたる義勇兵として天下の戦を戦えるだなんてよう……」

「ゆ、ゆ、夢みてーな話だ！　旦那のもとで戦って、真世界を救うぜえええ！」

「さすがは旦那！　麻婆まーぼー豆どう腐ふを売る店長は世を忍しのぶ仮の姿！　やっぱ劉りゆう姓せいの王族だ！」

「「「劉備玄徳、ばんざああああああい！」」」

「「「義勇兵はあああ！　大陸最強オオオオオオオ！」」」

「「「覇は道どう進しん撃げき、開始イイイイイイ！」」」

　あ、ああ。目め眩まいが。あの……帰っていいですか？

　だ、だがまだ、傭兵ルート入りが決まったわけではない！　そうとも、那波と雪乃が「イヤです」と反対すれば、このボンクラどもだって……！

「アニキ～。この世界では、こーゆーブチ馬のことを『的てき盧ろ』って呼ぶんだって！　的盧って、劉備の愛馬じゃん！　すっごく強いし、人語を解する利口な馬だし、兄貴の愛馬にしようよう～♪」

「ブヒヒヒヒン♪」

　おい待て那波。「的盧」って主人に不幸をもたらす災いの馬ではなかったか？　俺はすでに不幸をもたらされているしな！　あいたたた、さっき蹴られた頭が痛む……。

「兄さん。その……的盧はなぜか私の黒髪を見ると発情するらしく……あうう。で、でも、無下にソーセージにするのもかわいそうですし。兄さんが責任を持って飼ってくださいね」

「ブハア、ブハア、ブハア～♪（いななき）」

「あっ！　この子豚のほうは、あたしのペットとして飼うから！　名付けて『豚ぶたまんまん』！　ああもう、ほんっとに！　かわいい、かわいい、かわい～い！」

「ぶっき～♪」

　豚まん大好物の那波が、子豚をペットに？　しかもその美味しそうな名前……餓うえたら餌えさにするんじゃないだろうな那波。だいじょうぶか!?

「というわけで、商人さんから持ち込まれた傭兵仕事を請けようよう、アニキ～♪」

「はいっ！　そうしましょう！」

　って、お前ら、完全に「どうぶつ」たちに懐かい柔じゆうされているではないかーっ！

　福禄寿みたいな商人のジジイめ、やるな！　女の子はどうぶつに弱いのだ……！

「た、戦いの場に兄さんを立たせることは避さけたいです。でも、洛陽といえばこの国の帝てい都とです、兄さん。関張飯店の旗き艦かん店てんを洛陽に出店する絶好のチャンスですよ！　袁紹軍についていって洛陽入りを果たせば、この国の都に関張飯店二号店を出店できるかもしれません！　豪ごう商しようさんがたくさんおられる洛陽で食堂経営に成功すれば、調達できる資金だって知名度だって桁けた違ちがいにアップです！　一気に全国チェーン店拡大へ突つっ走れますよ！」

「そーだよアニキ。きっちり馬を袁紹軍に届ける仕事を果たせば、そのまま義勇兵として一緒に洛陽まで行けるんじゃない？　一時的に傭兵ルートに逸それるけど、これも商人ルートをショートカットするためだよ！」

　う、うむう。反論したいが、理り屈くつが思い浮うかばない……。

「兄さん。洛陽は大陸最大の大都市ですから、『関張飯店』の旗艦店を出店するに最適な場所なんです。で、でも、か、かんちょう……って、ちょ、ちょっと言葉の響ひびきがいやらしいですね……？　も、もしかして兄さんの、しゅ、趣しゆ味みですか？　あ、あの、に、兄さんがお望みでしたら、私は……どんな辱はずかしめにも耐たえてみせ……あうう！　やっぱり、それだけは無理ですっ！　できません！　ごめんなさいっ！」

　待て雪乃、俺はお前が今妄もう想そうしているようなマニアックなプレイなどに興味はないぞ！　そもそも、なぜ鼻血を流しているっ!?　お前まさか……こ、興奮して……？　に、兄さんはお前をそんないやらしい妹に育てた覚えはないぞおおおお！

「筵むしろ売りのアニキには人脈がないから、身ひとつで洛陽に行っても相手にされないんだって。だから、とりあえず旗はた揚あげして名を売っておいたほうが商売上も有利だよって、許劭さんも言っているよ？」

　那波。お前はこのヒョロ眼鏡にたばかられているのだ。ほんとにアホだな。

　しかし、この流れはなんだ。俺自身の意思が完全に無視されている……？　周囲が勝手にどんどん盛りあがって……もしかして英雄とは、こういうものなのか？

「ほらほら行ってらっしゃい劉備くん。一号店の経営は僕に任せてよ。これから新たに召しよう喚かんされる封神英傑たちをチュートリアルする仕事もあるし、できればこの村から離はなれたくないんだよねえ～。ま、がんばってね～」

　そうか許劭！　貴様、ドサ回りの仕事が面めん倒どうになって、俺に義勇兵どもを押しつけたなあああ！　このヒョロ眼鏡があああ！　覚えていろ！

「義勇兵の皆みなさん！　わが兄さんとともに、天下統一・漢かん王朝復興のためにがんばりましょう！」

「ブヒヒヒヒン～！」

「さあみんな、行っくぞー！　頼れる豚まんまんも仲間に加わったしねっ！」

「ぶっき～」

「「「おおおおおおお！」」」




　あ。ああああ。た……たいへんなことになってしまった……！

　俺はたちまち百人ほどのおんぼろ義勇兵どもの大将に担ぎ上げられて、村から追い立てられ、袁紹軍の大軍へと合流する羽目になってしまった！

　その袁紹軍の陣じん立だてを見て、俺はいよいよ腰こしを抜ぬかした。

　だだっ広い平原に、数万人の大軍勢がひしめき合っている──！　名のある英えい傑けつクラスの武将だけで軽く五十人はいそうだ。これ、全員、袁紹軍なのかっ？　すでに中ちゆう原げんを制せい覇はできるほどの一大勢力ではないか。や、やはり武将ルートを進むのは悪手だ。完全に出で遅おくれているっ……！

　いかん！　武将ルートなどまっぴらだ。馬を引き渡わたしたら、速そつ攻こうでこの場を離り脱だつせねば！　と俺は逃にげ道を探そうとした。

　だが。

「いやいや、みずぼらしい義勇兵もあったものだな、小こ僧ぞう。ええと、劉備くん、でいいのかな？　わが英傑名は、張ちよう郃こう！　袁紹軍の次期軍師を狙ねらっているエリート課長である！　真名はビジネス上の理由で社外秘だ！　馬の運うん搬ぱん仕事、ご苦労！　諸君をわが袁紹軍の隅すみっこに義勇兵として参戦させてやろう！　百名の義勇兵のスカウトに成功したとなれば、これでまた私の功績アップだからな！　イヤとは言わさんぞ、ハ～ハハハハ！」

　俺たちから馬を受け取った張郃といういけすかないオールバック野や郎ろうが、よりにもよって俺たち義勇兵を傭よう兵へい部隊としてスカウトしてしまったので、いよいよ逃げられなくなった。ステータスウィンドウを閉じているので能力値はわからないが、こいつ、ポマードの香かおりと「社畜」の匂においがぷんぷんするな……。

「ああ。私はこれで、社長にまた褒ほめられる……うちのグループでは、慶けい應おう閥ばつは弱いからな。時には派手に、時には地道に、がっつりと功績を稼かせがねば。そうとも。この真世界のデスゲームで私は命がけの社畜魂だましいを発揮して、必ずや次期軍師に！　『袁えん帝ていグループ』に栄光あれええええ！」

　え、袁帝グループ？　ま……まさか！

「ちょ、張郃？　まさかお前らはあの、横よこ浜はま港こう湾わん一帯を支配している超ちよう絶ぜつブラック企き業ぎよう『袁帝グループ』の社員なのかっ？」

　薄はつ給きゆうにしてサービス残業月間百時間超ごえは当たり前。社長のご機き嫌げんを損ねたら重役であろうともカムチャッカ支店や喜き界かい島じま支店へ即そく座ざに左さ遷せん。さらには、夜な夜な横浜大桟さん橋ばしから「ブラックカジノフェリー」を出港させ、海上で債さい務む者たちに地じ獄ごくのギャンブル「限定ポーカー」を戦わせてギャンブラーどもからさらに搾さく取しゆしているという恐おそるべき都市伝説を持つ、伝説のブラック企業「袁帝グループ」！　債務者や左遷された従業員を地底に隔かく離りして強制労働させる「地下帝てい国こく」まで持っているとか！

　そ、そういえば最近、大桟橋から出港したフェリーが海上で失しつ踪そうしたという噂うわさがあったな。あれってつまり、こいつら袁帝グループの社員たちがフェリーごと真世界に召喚されたってことか？

「そうとも！　われこそは袁帝グループ次期総そう帥すい候補さま、華か麗れいなるＪＫ社長・本もと屋や敷しき英え里り子こさまにお仕えする社畜の一人よ！　袁帝グループ一筋二十年！　われらは左さ慈じと名乗る怪あやしいＩＴ業者にたばかられ、『SANGOKU大戦争オンライン』と称しようした最新ＭＲゲームシステムのオープンベータテスト会場として当社のフェリーを提供した。ところが、そのフェリーごと真世界へ召喚されてしまったのだよ。しかも自らプレイヤーとして視察に来られた社長までが巻き込まれてしまうという、まさに袁帝グループを揺ゆるがす大ピンチに！　しかし、視点を変えればこのピンチこそ出世のチャ～ンス！　ハーハハハハ！　さて！　麗うるわしの社長の視界にきみたちのような貧乏くさい義勇兵が映り込んだら、社長のお目が汚よごれる！　列のいちばん隅っこに引っ込んでいたまえ！」

　俺の人徳スキルは、封神英傑には効かないからなあ。うーん、どうせなら「お前らみたいな怪しい連中を雇やとえるかっ」と放ほう逐ちくしてくれればいいのに、ヘンに功績稼ぎにこだわる社畜だからたちが悪い。

　短気な那波が「むきー！　自分でスカウトしておいて、その態度はなにさっ！」と怒おこったのはもちろん、冷静なはずの雪乃が「ぐぬぬ。兄さんを愚ぐ弄ろうするとは万死に値します、斬きりましょう！」と速攻で沸騰して顔を真っ赤に紅潮させたので、俺は「まあまあ！　劉備義勇軍が侮あなどられるのは、『三国志』ではお決まりのイベントだから！」と慌あわてて二人を止めた。ああ。この先が思いやられる……。

　そんな中、将兵に埋うめ尽つくされた大平原で、ついに軍議がはじまった。

　派手派手しい「王様御み輿こし」に担がれた優ゆう雅がな美少女封神英傑・袁紹が、壇だん上じように登って「これよりわが袁紹軍の最終軍議を開かい催さいしますわよ。皆さん、お静かになさい」と宣言してしまったため、もはや俺に逃げ道はなくなった──。

　王者らしい豪ごう華かな椅い子すにお尻しりを下ろした袁紹は陶とう器きに紅茶を注がせて、「よい発はつ酵こう具合ね。ダージリンには程遠いけれど、なかなかの再現度だわ。真世界でただ一人紅茶を独どく占せんする気分は格別ね」と微笑ほほえみながら軍勢に向けて手を掲かかげていた。

「袁帝グループに忠誠を誓ちかった従業員の皆さん。そして、わたくしを真世界の救世主として頼たよってきた真世界の将兵の皆さん。あなた方の選せん択たくは正しかったと、必ずや証明してみせますわ。わたくしは、生まれながらの王者。世界を統すべるために生まれ、世界を統べるために教育されてきた真の王者ですわ。異世界であろうとも真世界であろうとも、わたくしが『勝利』を手にする王者であることに変わりなし。わたくしが召喚されたのも、『天命』というもの。疑うことなく、わたくしの下僕として粉ふん骨こつ砕さい身しん、命を捧ささげて戦いなさい。わたくしに、勝利を捧げなさい。勝たずして、この真世界で生き残ることはできないのだから。洛陽一番乗りを目指すために、進しん撃げきあるのみよ」

　そうだ。間ま違ちがいない。父親である会長にかわいがられて、ＪＫにして社長職就任。故に社員は彼女に絶対服従。袁帝グループのＪＫ社長、本屋敷英里子だ！　俺はネットや雑誌で何度もこの高貴なご尊顔と美び麗れいな巨きよ乳にゆうを拝してきた！　そして彼女は、大英帝国のヴィクトリア女王を「王者」としてのお手本にしている、有名な紅茶マニア！　真世界でも、銭を投じて中ちゆう国ごく茶を紅茶に改良させているのだ！　しかも、自分一人で紅茶を独占！

「「「「袁帝グループに栄光あれええええええ！」」」」

　あの張郃をはじめとする五十人を超こえる袁紹軍の英傑たち、そして大勢の一いつ般ぱん社畜たちは、全員袁帝グループの社員なんだ！　袁紹は、自社フェリーで開催した「SANGOKU大戦争オンライン」のベータテストに社員を大量参加させていたんだ！　道理で、召喚・即そく・一大勢力にのし上がったはずだ！

「袁紹」と「袁帝グループ」。袁帝グループ一族の姓せいは「本屋敷」だからあくまでも偶ぐう然ぜんだが、「袁」繫つながりだ。さらに、この反則とも言える大量の社畜従業員たち。まさしく、「三国志」最強の名門・袁一族とその家臣団に封ほうじられるにふさわしい……！

「兵ひよう糧ろう補給係なんて、つまらないのだ姉上ー！　魚と魚と子こだって戦場で戦いたいのだー！」

　そんな袁紹の隣となりには、妹の袁えん術じゆつが侍はべっていた。姉が貴族然とした「美人」だとすれば、こちらはやんちゃな「かわいい」系。まさに妹キャラ。たしか真名は本屋敷魚魚子。社長職を継ついだ姉は会長が愛人に産ませた「非嫡ちやく子し」で、妹のほうが正妻が産んだ「嫡子」なので、袁帝グループ内には姉派と妹派の二大派は閥ばつがあるのだと、ネットや「週刊春しゆん秋じゆう」で読んだ記き憶おくがあるが……「妹」はすべてに優先するという信念を貫つらぬく俺としては、ちょっと妹に同情したりもしていた。魚魚子というちょっと変わった名は、安あ土づち桃もも山やま時代の魚屋をルーツとする「袁帝グループ」の嫡子にのみ与あたえられる由ゆい緒しよある名前なのだそうだが……厳しいビジネス界においては、嫡子か否かよりも実力が優先されるということか。

[image: ]

　が、さすがにこの真世界でのデスゲームにおいては、両派は閥ばつは一いつ致ち団結しているらしい。

「無ぶ粋すいね。ここは真世界なのよ公こう路ろ。公おおやけの場で真名を名乗るのはマナー違い反はんよ、英傑名をお名乗りなさい。匹ひつ夫ぷの雄ゆうなど王者には不要。危険な仕事は下々の社員たちに委ねなさい。あなたも袁帝グループ総帥一族の一員なのだから」

「うーっ！　曹そう操そうの人事のせいなのだー！　曹操は代々袁帝グループの執しつ事じを務めてきた家いえ柄がらの一族なのに、軍師面されて指図されるのはイヤなのだー！」

「聞き分けなさい、公路？　人材を的確に使いこなしてこそ、王者なのよ」





「英傑名：袁紹　統率90　武力54　知力74　政治79　固有スキル・威い風ふう堂どう々どう」

「英傑名：袁術　統率65　武力67　知力38　政治51　固有スキル・袁えん天てん公こう路ろ」






　袁紹はさすがに能力値も高いし固有スキルも字面からしてなんとなくすごそうだな。まさに王者。妹の袁術の固有スキルは、うーん、謎なぞだ。さっぱりわからん。

「はぇ～すっごい……億万長者の風格って感じ……あの子、美少女ＪＫ社長としてファッション雑誌で何度も表紙を飾かざってるよね？」と那波はすっかり袁紹の高貴な威い厳げんに吞のまれている。雪乃は「……兄さんのほうが一億倍一兆倍も有能ですのに、この英傑間格差はなにごとですか。元の世界での格差をそのまま真世界に持ち込むだなんて。納得がいきません……むむむ」と顔を赤らめて怒っていた。

　だが、袁帝グループの大量召喚は結果的に「正解」だったぞ。事実、いきなり大量の人材収集という最大の難業をチート的に済ませてしまった袁紹軍は開幕スタートダッシュに成功しつつある。傭兵部隊とはいえ、勝ち馬軍団に参加できてラッキーかもしれない。

「では軍師の曹操さん。これからの作戦行動を、従業員の皆さんにご教示さしあげて。わたくしたち姉妹は、お昼ひる寝ねの時間なの。軍議はあなたに任せましたわ」

「……わかってるわよ……うう、眠ねむい……」

　ちっちゃいのが、壇上にぴょこぴょこ、と乗り込んできた。

　そ、曹操？　このちびっこが？　ま、まだ子供じゃないのか？





「英傑名：曹操　統率98　武力70　知力95　政治96　固有スキル・治ち世せい能のう臣しん」






　曹操なのだから当然だが、あらゆる能力で袁紹を凌りよう駕がしていた。やはり三国志最高の英傑だ！　なぜ俺ではなくこの女の子が曹操に封じられた？　俺の能力はＪＳ以下だったのか？　と思うと屈くつ辱じよくだが、たしかに恐ろしく頭が切れそうな顔立ちをしている。怜れい悧りそうな白い顔に、相手を射い貫ぬくような鋭するどい視線の持ち主。こやつ、ただのＪＳではないな……有能は有能を、英えい雄ゆうは英雄を知る。この子は超ちよう有能だ。なのに、血筋と家柄のために真世界でも袁紹の使い走りをさせられているのか。ふらふらじゃないか……まだ幼いのに……。

　い、いかん。俺は妹が好きなだけであって、決してロリコンではないというのに。きゅん、とときめいてしまった。

　曹操は、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびしながら、踏ふみ潰つぶされた小こ猫ねこのような声をあげて軍勢に「作戦」を指示しはじめた。かわいい～、と那波が喜んでいる。しかし曹操といえば漢王朝を簒さん奪だつしようとした乱世の奸かん雄ゆうのはずだが、固有スキルが「治世能臣」ということは、奸雄ルートを辿たどってはいないということか？

　が、主に現地重用された一般兵たちが、ちっちゃい曹操を見るなりブーイングをはじめていた。

「「「やいやい、こども軍師！　行軍先に梅の森があるって言っていたじゃないか、噓うそつきめ～！　喉のどが渇かわいたぞ！」」」

「フ●●クユー！　うるさいわね！　梅の実を想像してツバが湧わいた時点で、喉の渇きは癒いえたでしょっ！　なんか文句あるのっ？　命令に従わないなら地下帝国に送るわよ！」

　言われてみれば……ぐぬぬ、なんだか騙だまされたような……と曹操に言い負かされた男兵士たちが沈ちん黙もくし、女の子兵士たちが「がんばれホビットちゃ～ん！」と黄色い歓かん声せいをあげた。しかし、ちびっこなのに「フ●●クユー」とか、言こと葉ば遣づかいがなってない子だな。

「こらっ、みんな、静かに聞きなさい。そこ。『ホビットちゃん』言うな！　『曹操たんきゃわわ』も禁止よ！　私は、袁紹から全作戦を丸投げされた軍師なんだから！　世界の滅めつ亡ぼうを食い止めてあげられる頭脳を持つ唯ゆい一いつ無二の天才なのよ！　黙だまって私の言うことを聞くのよ、反論も質問も許さないわ！　戦場で私の命令に背いた者は、真世界に新たに築き直した地下帝国送りよ！　フェリーに乗せて限定ポーカーやらせるわよっ！」

　……なかなか苛か烈れつな性格らしかった。ううむ。さすが曹操。同情は無用なのかもしれん。まあ、この子は身体がちっちゃくて威厳がなさすぎる上に袁帝グループの執事の家柄だから、これくらい威い張ばらないと従業員たちに舐なめられるのかもしれないな。フッ……中間管理職曹操の苦く悩のうってやつか。

「いいこと？　私の言うことは正しい！　私のなすことも正しい！　私が天下に背こうとも、天下の人間が私に背くことは許さないわ！」

　あれ？　今の台詞、どこかで聞いたことがあるような……「横よこ山やま三国志」の曹操の名台詞が元ネタだが、少し違ちがう。一いち人にん称しようとかな。どこで聞いたんだっけ？

「われら袁紹軍は今、帝てい都と洛陽へと進軍中。洛陽は膨ぼう大だいな人口、生産力、商業力を有している大陸最大の都市。しかも『首都ボーナス』『天子』『玉ぎよく璽じ』という天下統一に役立つ三大特典がすべて備わっているわ。袁紹軍が洛陽に一番乗りを果たせば、これらすべての特典をゲットできて諸国の群ぐん雄ゆうに決定的な国力差をつけられるのよ。一気に天下統一を達成できるわ！　従ってわれらはこのまま最短ルートで洛陽に入る！　これが『上策』よ！」

　むむむ。兄さんに勝るとも劣おとらない優ゆう秀しゆうな知能の持ち主ですね彼女は、と雪乃が珍めずらしく俺以外の人間を褒ほめた。フフフ。雪乃よ、俺もそう思うぞ。

「ただし、最短ルートを直進するためには、黄巾賊ぞくの本ほん拠きよ地ちを押し通らなければならないわ。ここで手間取ると、時間をロスしちゃう。黄巾賊を迂う回かいして遠回りのルートを通る、これが『中策』よ。でも、迂回は望ましくないわ。なぜなら、西せい涼りようの董とう卓たくが黄巾賊退治という任務を放ほう棄きして洛陽へ進軍を開始しているからよ！　あの男は、袁紹軍との同盟を拒きよ否ひした。単独で洛陽を陥かん落らくさせて武力で天下を奪うばい取ろうとしているの！　私たちはみんな、この世界がタイムリミット付きのリアル・デスゲームだと知らずに参戦してしまった者たち、そして理り不ふ尽じんにもそんなデスゲームに巻き込まれてしまった真世界の住民たち。ある意味、全員が被ひ害がい者しやよ。誰だれも戦いなんて望んでいないし、早く天下を統一したい、破は滅めつを食い止めて平和を回復したい、元の世界に帰き還かんしたいと願っている。なのに董卓は『封神英えい傑けつ不殺』という紳しん士し協定を破るつもりだわ！　どうかしているのよ！　まるでバーサーカーだわ！」

　そ、そんなやつが紛まぎれ込んでいるのかっ？　暗あん黙もくのルールを守らないプレイヤーは、どんなオンラインゲームにだってたまに現れるが……この真世界にそんなやつが出てきたら死活問題だぞ？

「董卓に洛陽一番乗りを果たされたら、もはや袁紹軍だけでは洛陽を落とせないから、その時は自動的に作戦を『下策』に変へん更こう。諸国に割かつ拠きよしている封神英傑に檄げき文ぶんを飛ばして、反董卓連合軍を結成して決戦に出る手はずをすでに整えている。でも、下策は下策でしかない。連合軍結成だけは絶対に回かい避ひしたい。だって袁帝グループ外の英傑たちと組んだって、足並みが揃そろうはずがないもの。大陸に本格的なデスゲーム状態を招いてしまう。それこそ天下大乱を望む董卓の思う壺つぼよ。北方騎き馬ば民族兵を主体とした董卓軍の進軍速度を考えれば、迂回ルートを進む『中策』も危険。あくまで『上策』を採り、ただちに黄巾賊の本拠地を落とす。これが最善手よ！」

　ううむ。さすが曹操。策が失敗した時のことまで想定して、あらゆる手を打っているとはな。しかも、その言葉は理路整然としている。ＪＳでありながらこの知力。褒めてつかわす、フハハ！　まあ、大軍勢の隅すみっこにしがない傭よう兵へい隊長としてこっそり加えてもらっている俺の言葉など、壇だん上じように立っている曹操には届かないのだが。

　ところが。

　その曹操と、目が合ってしまった。鷹たかを射貫くような鋭い視線だ……こいつ視力がいいな。数万人の軍勢の中に埋うもれていた俺のステータスウィンドウの文字を読みとったのか？

　俺と目を合わせた曹操は意外にも「かああっ」と頰ほおを赤らめて、そして。

「……あっ……？　あ、あなた……りゅ、劉備玄徳ね……？　あ、あのっ……よ、よかったら、これから森を行軍するから、森の中で私と二人きりでお茶を……だ、ダメかしら？　ダメなら、い、いいんだけど……で、でも、あなたとお話したいな……」

「……お、おう。お、俺は異い存ぞんないぞ。劉備と曹操が出会ったのだからな、堂々と英雄同士の会談に臨んでやろうではないか。フハハハハ！」

「ほんとう？　わあい、阿あ瞞まんは嬉うれしいなっ♪　ありがとうっ！」

　そう。俺は、ＪＳからデートに誘さそわれてしまったのだった。

　那波と雪乃が「即そく答とうかよっ!?　とうとうロリコンに堕おちたんだね、アニキ！　妹じゃなくてもちっちゃかったら誰でもいいんだねっ！」「よ、よ、よくも兄さんをロリコンの冥めい府ふ魔ま道どうに……数万人の大軍勢の前で兄さんを公開ナンパだなんて！　あの娘こは美少女の皮を被かぶった奸かん物ぶつです、生かしておけば必ずや天下の災いとなります。斬きります！」といっせいにブチ切れて怒いかりはじめたが、仕方がないではないか妹たちよ。俺は曹操の誘いを断れないのだ！

　だって、断ったら曹操のヘイトを稼かせいで袁帝グループ名物の地下帝てい国こくに放り込まれて、夜のフェリー送りなんだぞ！　限定ポーカーっ……！　焼き土下座ッ……！

　い、イヤだああああ！




　　　　※




「はーん？　誰が英雄だって？　あんたが？　バッカじゃないのお？　私があんたみたいな平へい々へい凡ぼん々ぼんなハズレ英傑に興味抱いだくわけないじゃん！　しかも、劉備の『中の人』はひとつ星、せいぜい韓かん玄げんクラスのしょっぱい男だしぃ。なんで劉備に封ほうじられたのか理解できないわね。勘かん違ちがいしないでよね！　まさかこの私に告白でもされると思ってほいほい付いてきたわけえ？　うわ、キモい」

　十分後。「中軍」に位置取りして森の中を曹操と二人きりで行軍していた俺は、このクソガキから思いっきり罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけられていた。フ……バカな。こんな悪夢が現実であるはずがない。はっ？　これはなにかのご褒ほう美びプレイなのか？　こいつはツンデレなのか？　那波もたいがいツンデレだが、こいつはちびっこいだけに破は壊かい力があるな……容よう赦しやなく罵詈雑言のマシンガンで臓ぞう腑ふをえぐってくる。

「ツンデレじゃないっ！　あんた、女の子にモテないでしょ。どどど童どう貞ていでしょ。あんたみたいな男にストーカー化されたら困るから、最初に現実を突つきつけてやってんのよっ！」

「誤解だ。自意識過か剰じようだ！　お前のほうから、話があると誘ってきたんだろうが。俺は妹を愛する兄であって、ＪＳに発情するようなロリコンではないぞ！」

「はあ？　ＪＳ？　誰がっ？　まさか、私のことっ？　あんた、私をＪＳだと勘違いして、その上で森の中で私を手て込ごめにしようとのこのこやってきたわけっ？　うげげ。キモっ！　マジでキモっ！　事案発生！　真世界にスマホがあったら、あんたのバカ面をネットに晒さらして大炎えん上じようさせてやるところだわ！　おまわりさーんっ！　ここに変態がいまーす！」

「どこからどう見てもＪＳだろうが」

「私はＪＫよっ！　十八歳なのっ！　袁紹と同い年で幼なじみでクラスメイトなのよっ！　た、ただ、ちょっとばかりちっちゃいだけよ！　ほんとよ！　もう赤ちゃんだって産めるんだから！　って、しまった！　あんた今、『合法ロリか。いいな』って食指を動かしたでしょっ？　信じられないっ！」

　マジかよ。

「……マジでＪＫ？　お前、俺と同い年なのかっ？」

「マジよ！　正史でも曹操はちっちゃかったでしょ！　戦場で敵に捕とらえられた時も、ちっちゃいからザコ兵と間ま違ちがえられて『やい、曹操はどこだ』って尋たずねられて、威い厳げんがある味方の将軍を適当に指さして『あいつです』と押しつけてからくも脱だつ出しゆつしたんだから！」

　実に曹操らしい、腹黒くてせこいエピソードだな。

　たしかにこいつ、曹操に封じられるのに最適なキャラかもしれん。

「お願いがあるの。あんたなんかに興味ないのよ。関羽よっ！　あんたの隣となりにいたでしょ、黒くろ髪かみが美しいあの女の子！　ああ。私この真世界の関羽の大ファンなの。素敵だわ！　かわいい。かわいい。綺き麗れい。美人。かっこいい。おっぱい大きい。はあはあはあ。あんな妹がいたら、きっと毎日が百合色だわ……！」

「薔ば薇ら色いろ、では？」

「うっさいわね！　関羽を私の妹にしたーい！　だから譲ゆずって！　あの子、あんたの義兄妹なんでしょ！　関羽の背後に開いたステータスウィンドウに、あんたのアホ面が１００００％拡大表示されていたもの！」

　ああ、曹操が見つけたのはそれか！　いったいなにをやっているのだ雪乃。おかげで俺はこんな災難に……雪乃の背後にスタンドのように浮うかびあがっている俺の写真を非表示にさせておかねばなるまい。

「譲って！　どーせ、あの生真面目そうな関羽を言こと葉ば巧たくみに騙して義兄妹の絆きずなを結ばせたんでしょ！　これは命令よ！　もちろんあれほどの妹をタダでよこせとは言わないわ。代わりに、なんだって譲ってあげるわ！　帰還できたら、袁紹に推挙してあんたを袁帝グループの正社員にしてあげる！」

「譲れって……犬いぬ猫ねこじゃないんだぞ。関羽は、元の世界では俺の『実妹』なんだ。というか雪乃は俺の双ふた子ごの妹だ。しかも、事情があって途と中ちゆう八年ほど俺と引き裂さかれていたために、重度のブラコンなんだ。俺以外の人間には絶対に仕えない。無断でトレードなんかされたら、あいつ生きることに絶望して自決するぞ」

　噓うそでしょっ？　あんたたち、ぜんぜん似てないじゃないの！　ありえないわ、そんなバカなことって！　ぐぬぬぬ～！　と曹操が馬上で地じ団だん駄だを踏ふんだ。いや背が低いから踏めてないが。

「どーしても関羽がほしいの～！　私が長年夢に見てきた、理想の妹なんだものおおお！　あの子に『お姉ちゃん』って甘えられたいいいい！　私は、黄巾賊を率いる亜あ人じんが民に幻げん術じゆつをかけるために建設した邪じや教きようの祠ほこらを徹てつ底てい的に潰つぶして潰して潰しまくってきたけれど、関帝廟びようだけは保護しているのよ！　関帝廟を穢けがした者は問答無用で棒叩たたき百回なのよ！　たとえ王族貴族であろうとも問答無用で罰ばつしてきたわ！　ああ。ほんものの関羽と一いつ緒しよに行軍できるだなんて夢みたい……！　ほんものはやっぱりフィギュアの一億倍もかわいくて美しいわ！　と、蕩とろけそう……かわいい、かわいい、かわいい」

　こいつが男じゃなくてほんとうによかった、と俺は思った。女の子が女の子に憧あこがれる。いい光景ではないか。ある意味、妹スキーにとってはご褒美だ。

「だが断る！　雪乃は、『俺の』妹だからな！」

「うっきいいい！　さっさと私の命令に従いなさいボンクラ！　いいこと？　私の言うことは正しい！　私のなすことも正しい！　私が天下に背こうとも、天下の人間が私に背くことは許さないわ！」

　いや、待て。やっぱりそうだ。俺は、この台詞を「読んだ」こともあるし「聞いた」こともあるぞ。

　この台詞は、謎なぞの覆ふく面めんライトノベル作家・ドワーフ玉たま置おきの代表作「戦せん国ごく妹いもうとコレクション」で、主人公が何度も叫さけぶ名台詞ではないか！

「戦国妹コレクション」とは、重度の妹マニアという病にかかっている頭が沸騰した女の子主人公が、戦国時代に織お田だ信のぶ長ながとして転生するや否や「天てん下か布ふ妹まい」という頭が沸騰した野望を掲かかげ、火薬を大量生産して種たね子が島しま部隊を結成し、片かたっ端ぱしから諸国を攻せめ取って大名家の姫ひめたちを自分の「妹」としてかき集めて安土城に住まわせて壮そう大だいな妹ハーレムを築きあげるという、はっきり言ってあらすじだけ読めば完全に頭が沸騰した異世界転生ラノベなのだが、実は「家族愛」をテーマとした重厚で泣けるドラマ性が読者に人気だという、なんだかよくわからない奇き妙みような作品だ。

　俺は三国志が本職だが戦国時代も押さえているので、「戦国妹コレクション」は一巻から愛読しており、「妹はすべてに優先するわ」という決め台詞もパクリ……いや、オマージュさせてもらっている。実は、恥はずかしながら主人公の「妹愛」の熱さに共感して何度も涙なみだしてしまった。那波がお年とし頃ごろになって兄妹の関係がぎくしゃくするようになった頃、どれほどあのラノベに励はげまされてきたことか。那波がアニメ版を見ていたと知った時は「い、妹が妹萌もえアニメにハマるってどういうことだってばよ？」とちょっと驚おどろいたが。

　かくも作中で臆おく面めんもなくまっすぐに「妹愛」を描かき通すドワーフ玉置。いったい何者なんだ……このペンネームから推察するに、ベンチプレスで軽く１３０キロは持ち上げられる恵めぐ体たいの持ち主か？　と想像力を膨ふくらませたものだ。しかしドワーフ玉置は絶対にメディアに露ろ出しゆつしないしサイン会も開かないしＳＮＳもやらないし自作がアニメ化されてもイベントに出てこない。マジで謎の存在だった。

　雪乃への異常な妹愛といい、軍議で「ホビット」と呼ばれることを嫌いやがっていたことといい、こいつ、もしかして──ドワーフ玉置じゃないのか？　同じちび亜人でも、せめてドワーフと呼ばれたい、と……だとしたら「あとがき」で作者が毎回連発しているあの「口くち癖ぐせ」や、主人公がいつも叫ぶあの「決め台詞」も……不意を衝けば、思わず口走るかもしれん。フッ。俺の策士ぶりに驚くがよい、ちびっこ曹操孟もう徳とく！

「おい曹操。あれを見ろ！　こんな森の奥にも、関帝廟が！」

「あっ。ほんとだわ。すごい女神人気ね。まだ召しよう喚かんされてまもないはずなのに、さすがだわ……ちょ、ちょっと参拝していっていい？　関羽フィギュアのおっぱいに触さわったら、私のつるぺたな胸も膨らむかも……いやああ、かわいいいい！」

　曹操が完全に油断して、俺に背を向けた。今だ！　俺は、割れ鐘がねのような大声を曹操の耳元へと直接叩き込こんでやった。

「ジャーン、ジャーン!!」

「げえっ、関羽!?」

　曹操は、踏み潰された子こ猫ねこのような声を漏もらしていた。

「……あっ。しまった」

「貴様、やはりドワーフ玉置だなあああ！　それは歴オタのドワーフ玉置先生が毎巻あとがきで必ずオチに使う『横山三国志』のお決まりのフレーズではないか！」

「ちちち違ちがう、なにを言っているのよ、あんた？　なにを証しよう拠こに……」

「ドン！　『妹は』！　『すべてに』！」

「『優先するわ』！　ぎゃーっ！　つい主人公の決め台詞をつられて叫んじゃったあ！」

　フハハハハ！　わが策に引っかかったな、曹操！　その至高の名言、毎日パクリ……いえ、オマージュさせていただいております！

「そうか、そうか！　花も恥じらうロリータＪＫが、エルフに種付けする習性持ちのおっさん亜人みたいなくっさいくっさいペンネームで女体化妹ハーレムラノベを書いていたとはな！　道理で絶対に顔出しできなかったはずだ！　フハハハハ！」

「……ひっ？　あ、あ、あ、あんた、私のラノベを読んでいたのっ？　噓っ？　やだっ？　あ、あ、あ、あ、恥ずかしい……私、編集者以外の読者と遭そう遇ぐうした経験がなくて……！　さ、挿さし絵え担当のイラストレーター、シスマゲドン先生とすら会ったことないのに！　いやあああああっ!?」

「噓もなにも、三国志と戦国時代はワンセットではないか！　なにを隠かくそう、いや隠してないが、俺も『兄貴道』を貫つらぬく妹大好きお兄ちゃんだからな。『戦国妹コレクション』は全巻揃そろえているのだ！　読んでますよ、ホビットさん！　いや、ドワーフ玉置先生！」
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　はうううう、と曹操は顔を真っ赤にして「いやいや」している。

「袁紹たちには内ない緒しよにしていて、お願いっ！　ほんとは、次の新作の舞ぶ台たいを三国志世界にする予定だったから取材のためにベータテストに参加したんだけど、それは内ない緒しよなの！　袁帝グループって、副業禁止なの！　内職がバレたら、地下帝てい国こくに左さ遷せんされちゃう！」

「関羽を妹としてよこせ、という理り不ふ尽じんな命令を撤てつ回かいするならば、黙だまっていてやろう」

「ぐぬぬ。わ、わかったわよ！　ただし！　こっちからも要求があるわ！　ラノベの話は真世界では以後、いっさい禁止だからねっ！」

「お前が女体化妹ハーレムＪＫラノベ作家だということは公言しない、安心しろ。俺がお前だったら、絶対に誰だれにも知られたくない。家族会議を開かれテーブルに女体化妹ハーレムラノベを積みあげられて、親に『お前はどうしてこんな子に育ってしまったんだい』と涙ながらに説教されるのは必定だからな、フハハハ！」

「違ちがうっ！　私の集中力が作品世界のほうに向いちゃったら、現実がまるで見えなくなっちゃうのよ！　軍師として致ち命めい的てきな失策を演じちゃったら、袁紹に左遷されちゃう！　地下帝国送りだわ！」

　そういえば、正史の曹操は、歴史に名を残す詩人だったのだな。なぜか曹操には、戦場で詩を読みはじめると戦に負けるというジンクスがあったようだが、あれは、集中力を詩のほうに奪うばわれると現実の戦場が見えなくなってしまうからなのかもな。「赤せき壁へき」でも傑けつ作さくの詩を残したが、肝かん心じんの合戦でやらかしたし……。天下統一のための最後の決戦「赤壁の戦い」で敗れたために、曹操は中原を制せい覇はしていながら天下を統一できなかったのだ。

　クリエイターの中には、「現実ではない頭の中の世界に異常な集中力を注ぎ込める」特異体質の持ち主がいるという。そういう過集中状態に入っている状態を他人から見たらぼーっとしているように見えるだけで、頭の中ではそいつ自身にしか見ることのできない「別の世界」を見ているのだと。こいつも、そういうやつなのかもしれない。だからこそ、バレたら左遷という危険を冒おかしながらもラノベを書かずにはいられないのかもな……頭の中に次々と浮かびあがってくる「世界」を作品として書きとめなければ、現実と空想の境界が崩ほう壊かいしてしまうのかもしれない。

　が、なぜ、「妹愛」なんだ？

「ちょっと、聞いてるの？　ままままさか言いふらして私を地下帝国に送ったりしないわよね？　もうボンクラ呼ばわりしないから許してええええ！　ふえええええん！」

「わかったわかった。曹操に『赤壁の戦い』の時のようなやらかしをされたら、帰き還かんは絶望的だからな。絶対にお前の秘密は守る！　安心しろドワーフ玉置先生、フハハハハ！」

「ほんと？　ありがとう！　……って、ちょっと待ちなさいよ。私を脅きよう迫はくしておいて、なにその上から目線！　ふざけんじゃないわよっ！」

　猫ねこパンチで殴なぐられた。理不尽暴力ヒロインは時じ代だい遅おくれだ、モテないぞ。ボツだな。

「だが、ひとつだけ疑問がある。なぜ袁紹の軍師をやっている？　お前自身が君主として旗はた揚あげして天下を統一したほうが早いと思うぞ。お前は、三国志最強の英えい雄ゆう・曹操なんだからな。袁紹は袁帝グループを束ねる社長だし決して無能ではないが、『王者』としての美学にこだわって失敗しそうな気がする。自分が飲む紅茶の開発生産に貴重な労力を費やすなんて、いかにも袁紹のやりそうなことじゃないか。俺だったらその紅茶を販はん売ばいルートに乗せて稼かせぐことを考えるし、織田信長を主人公にしたラノベを書いてきたお前ならうんこを集めて火薬を造るだろう」

　女の子がそんなもの集めないわよ、「ドリフターズ」の織田信長とごっちゃにしないでよ！　とまた殴られた。こいつちっちゃくて軽いから、痛くないのでいいけどな。

「まさか、あんた知らないの？　袁紹が君主に最適だという理由はあるのよ。私が袁帝グループの執しつ事じの家いえ柄がらだからではないわよ。デフォルトでは表示されていないけれど、ステータスウィンドウに『威い信しん』というパラメーターがあるでしょう？」

「そんなパラメーターがあったのか？」

　あ、ほんとうだ。ＵＩが煩はん雑ざつなので、気づかなかった。なにしろ、いきなり結けつ婚こんコマンドが出現したりと剣けん吞のんなので、ステータスウィンドウは極力いじらなかったからな。

「封神英傑が行動することで獲かく得とくできる経験値からレベルをアップできるパラメーターは主に二つ。ひとつは個人的な武勇に関わる『気』よ。宝貝パオペエの力を解放するために必要なものよ。あんたたち、そういえば三兄妹とも宝貝パオペエを持ってないわね」

「ああ。俺たちは商人ルートを目指しているので、要らないのだ。お前も持ってないな？」

「私はたぶん洛陽で手に入るから、いいのよ。で、『威信』は個人的武勇ではなく、統治者としての名声や実績を数値化したもの。高まれば、統治する町の民心の安定と上じよう昇しよう、税収入の増加、数は少ないけれど何人か存在する正史英えい傑けつとか異民族との外交関係で優位に立てる、といった多くのメリットを得られる。天下統一を目指すならば、『気』よりも『威信』を稼ぐ必要があるわ。合戦に勝ってかつその戦せん闘とうで勲くん功こう一等になるとか、内政外交で実績をあげるとか、領土を広げるとか、稼ぐ方法はいくつもある。まあ普ふ通つうに行動していたら少しずつアップするわ。あとは、特とく殊しゆアイテムや特殊イベントね。たとえば玉璽をゲットしたらそれだけで50もアップするし、天子を擁よう立りつすれば30アップ。ちなみに『威信』の初期値は１で、最大値は[image: 100]よ」

　俺の「威信」パラメーターを探してみた。あった。４だった。ふむ、もう３もアップしている。村で黄巾賊ぞくと戦った時にアップしたのか？　義勇兵結成ってイベントもあったが。

「それでね。『気』にはデメリットはないけれど、『威信』は民心や名声に関わっているから、アップすることによる高威信ペナルティとでも言うべきものがあるの。通常、封神英傑はたとえ旗揚げして独立君主となっても、再び在野状態に戻もどることができるし、たとえ戦に負けて捕とらわれても降こう伏ふくすれば敵君主の家臣になれる。交こう渉しよう次第では放ほう逐ちくしてもらうことだって可能だわ。私たち『SANGOKU大戦争オンライン』ベータテスターの間には『封神英傑不殺』という暗あん黙もくのルールが成立しているから、わざわざ一いつ騎き打うちに挑いどんで敗れるとか強力な亜人や異民族に討たれるというイレギュラーな事態でも起きない限り、封神英傑が死ぬ可能性は薄うすい。董卓が相手なら別だけどね。でもね……ひとたび『威信』が[image: 100]までカンストしてしまったら、ステータスに『天下人候補』のアイコンが出る。リーチ宣言みたいなものよ。こうなると、いったん君主になったあとは在野に戻れなくなる上に、負けても降伏できないの。で、領土をすべて失って天下盗とりレースから脱だつ落らくした瞬しゆん間かんに正史英傑との紐ひも付づけが強制的に解除されて、真世界から『消えてしまう』の。消しよう滅めつしてしまった『魂たましい』がどうなるかは、誰にもわからない。少なくとも、元の世界に帰還できるというご都合主義はありえないわ。元の世界にも戻れない上に、真世界からも消えるわけ」

　これはすでに検証済みの「事実」よ。許劭からこのルールを知らされたにもかかわらず、先走って国盗りに奔はしって強引に威信をカンストさせて、黄巾賊に滅ほろぼされた封神英傑がいたの。彼は真世界から消滅した。そして後日、会社に戻ってこない袁紹を捜すために「ゲート」を潜くぐってこちらに召喚された袁帝グループの社員が、その男が元の世界からも完全に消えてしまっていることを証言したの──曹操は、真顔でそう俺に告げていた。

　ぞくっ、と背筋が震ふるえた。

「ま、ま、まるで怪かい談だん話ではないか！　いったいどうして、威信にそんなペナルティが」

「威信とは、封神英傑個人の力ではなく、真世界に住まう大勢の民心の力なの。英傑に賭かけられる『チップ』のようなものよ。統治者として多くの人々の期待を集めてしまった者は、自分の意思ではもう天下盗りレースから降りられなくなるんだわ」

「……出世しすぎると、しくじった時にもう逃にげ場がなくなるってわけか……下っ端ぱならいくらでも転職できるし逃とう亡ぼうもできるが、社長ともなると、どこにも逃げ場などない……社長という立場を支えていた膨ぼう大だいな民心が一気に消えれば、存在基き盤ばんそのものを失う……そういうことか」

「たぶんそんなところね。私たちの世界と同じで、目立てば目立つほどレースから降りられなくなるわけ」

　曹操は涼すずしげだ。こいつ、身体は小さいし胸も薄いが、肝きもはでかいな。

「もっとも、抜ぬけ道はあるわ。カンストさせる前ならば、威信を下げる方法もあるし。それにたとえ威信をカンストさせても、独立君主にならなければ負けて消滅するリスクは発生しないのよ。ただ、袁紹は君主として旗揚げしちゃって、しかもすでに威信カンスト目前なの。現在の威信は70。封ほう神しんされた大量の袁帝グループ社員をいっせいに家臣として召めし抱かかえたからよ。威信は、義兄妹や伴はん侶りよとの絆きずなをひとつ結ぶか、または封神英傑一人を家臣にすると、１アップするの。私は止めたんだけど、あいつはああいう性格だから、王者たるものは自らに仕えようと乞こうてきた家臣を拒こばんではならないのよ、と平然と全員召し抱えちゃってね。洛陽には天子も玉璽もあるから、そのどちらか片方を所有しただけで袁紹はもう威信カンスト。普通の神経なら簡単には洛陽に突つっ込めないんだけど、あいつはちょっと私たちとは違うから。どうせ天下を統一するのならばその過程で威信は[image: 100]になってしまうのだから遅おそかれ早かれ同じよ、だって」

　そうか！　だから順番に封神英傑が出来レースで降伏し続けて天下を非戦統一する「八百長統一」は困こん難なんなのか！　君主が家臣を増やし勢力を拡大すれば、いずれ必ず威信カンストに至る。天下統一を目指す真の英雄たる者には、家臣と領民、すべての人々の運命を一身に背負う覚かく悟ごが必要なんだ！　孔こう明めいが俺に教えようとしていた重要なルールとは、この高威信ペナルティのことだったのか！

　俺の威信が３あがった内訳は、おそらく、大将としての義勇兵旗揚げイベントで１、那波と雪乃の二人と義兄妹の絆を結んで２アップだったのだ。村での勝利は雪乃の功績だったからな。「封神英傑不殺」の紳しん士し協定を破った董卓さえいなければ、この段階ならまだ袁紹のもとでの八百長統一も可能だったのだろうが……それにしても躊ちゆう躇ちよなく自らの退路を断とうとしている袁紹は、まさに王者だな。ただのお嬢じようさまではない。尊敬しちまう。

「……それで曹操、お前は幼なじみの袁紹の『軍師』役についたというわけか。袁紹の威信カンストはもう、避さけられない。正史通りにお前と天下を争って戦って敗れたら、袁紹は消滅しちまうんだもんな……意外と優しいところあるな、お前」

「そ、そんなんじゃないわよ！　君主のような危険な役目は、目立ちたがりの袁紹にやらせておけばいいのよ！　そもそも、私には一族英傑がいないもの。一人もね。いくら私が三国志最高の英えい傑けつ曹操でも、ぼっちで独立したって巨きよ大だいな袁帝グループを相手に勝てるはずないし、国作りの途と中ちゆうで時間切れになっちゃうわ。戦いに勝ち抜くには、個人的な武力よりも組織力こそが重要なんだもの」

　そんなはずはない。曹操には、初期の旗揚げ時代から、いとこの夏か侯こう惇とんをはじめ、一族の英傑が何人もいたはずだ。たしかに三国志時代を代表する超ちよう名門の袁紹と比べれば、曹操は「宦かん官がんの孫」という低い血筋のために序じよ盤ばん戦せんで苦労したわけだが、それでも曹そう家は名門貴族の一員で、一族の力は大きかった。一族など不在で銭も地じ盤ばんも持たない文字通りの筵むしろ売りから出発した劉備とはまったく違ちがうはずだぞ。おかしいな？

「か、夏侯惇とかそのへんの一族英傑は誰だれも現れないのよ。いいのよ別に」

「現れない？　一人も？　いまだに？　妙みようだな……そんなことがあるだろうか？」

「いいんだってば！　私は君主にはならないし、私の固有スキル『治世能臣』だって、軍師でなければ活かせないスキルなんだから。『治世能臣』ってね、軍師として進言した策の的中率がアップするのよ。悔くやしいことに私の知力は諸しよ葛かつ孔明には至らなくて95しかないけれど、固有スキルのおかげで99くらいに補正されているはずだわ。ここまでことごとく当ててきたしね。おかげでいまだに左さ遷せんされずに済んでるわけ。袁帝グループでの出世に繫つながるからって、袁紹軍の軍師の座を狙ねらっているやつはいっぱいいるからね。ああ……でもいちどでも外したら……地下帝てい国こく送りは……いやぁ……ぶる、ぶる、ぶる」

　ううむ。曹操ほどの英傑がこれほど怯おびえて。地下帝国とはよほど恐おそろしいところなのだな。そもそも、都市伝説じゃなくて実在していたとは……どれだけブラックなんだ、袁帝グループ。絶対に就職したくないぞ。

「『上策』を取らなければ、きっと董卓に先を越こされちゃう。だから進軍ルート上にある黄巾賊の本ほん拠きよ地ちを速そつ攻こうで抜かないといけないんだけど、さすがに本拠地ともなると数が多くて城の守りも堅かたいのよ。亜人だって何百人もいるし。翻ひるがえって、こちらには宝貝パオペエを手に入れて能力開放している封神英傑はまだ一人もいない。どうすればいいのかしら」

　うん？　なんだ、敵は亜人が率いる黄巾賊なのだろう？　ならば、攻こう略りやくは簡単ではないか！　そうとも、この俺の力をもってすれば！　っていうか、こんな都合よくことが運んでいいのか？　むしろせっせと祠ほこらを建てて幻げん術じゆつ使って民をしこしこ集めて戦ってきた亜人さんたちに悪い気がしてきたぜ！　少なくともあいつらは、賊を率いて中原に南下しつつも人間社会に入り込もうとしている穏おん健けん派（？）の亜人なのだからな。

「それならば俺にいい作戦がある！　なにしろ俺は、曹操孟徳と並ぶ三国志を代表する英雄、劉備玄徳だぞ！　フハハハハ！　俺に任せておけ！」

「はあ？　あんたなんかになにができるのよ？　劉備なんてオリジナルからしてそもそもハッタリだけじゃん？　なにその能力値。孟もう達たつレベルじゃないのよ」

「フハハハハ！　たしかにそうだ。だが俺には雪乃が──英傑名を関羽という妹がいる！　関羽の女神スキルは強力なのだ！　亜人に幻術をかけられて操られている黄巾賊の兵たちの精神状態異常は、関羽の『一いつ喝かつ』で即そく座ざに解除できる！　関羽を御み輿こしとして押し立てて投降を呼びかければ、賊兵たちはすぐさま袁紹に帰順し、城内から内応してくれるだろう。従って、黄巾賊の本拠地は速攻で陥かん落らくさせられる！　黄巾賊を率いている亜人どもには、北方へご退去願おう！　やつら亜人には、関羽の美しさに対する耐たい性せいがないからな！」

　いくらなんでも雪乃の関羽スキルは強すぎると思っていたが、なるほどわかったぞ。亜人が流民を黄巾賊に引き込むために邪じや教きようの祠を建てまくって幻術の力を増ぞう幅ふくしていたのと同様の仕組みだ。どうやら、大量に存在する関帝廟びようが民の関羽信しん仰こうを高めていることで、関羽のスキルが強化されているらしい。曹操が邪教の祠を潰つぶし回り、関帝廟だけを護ったのはグッジョブだ！

　これで董卓よりも一歩先に洛陽へ入ることができる！　洛陽を押さえれば董卓軍を撃げき退たいできる、天下は速攻で統一だ！

　曹操は「きょとん」と俺を見つめている。

「……なにそれ？　なにそれ？　そんな対黄巾賊専用とも言うべきチートスキルがあるのなら、どーして関羽は今まで在野暮らしだったのう？　さっさと仕官してくれていれば、すぐに黄巾賊を撃退できたんじゃない！　地下帝国送りに怯えながら寝しん食しよくを削けずってあれこれ策を立てて目の下にクマ作ってた私がバッカみたいじゃないの～！」

「フハハハ！　仕方あるまい！　なぜならあいつは、兄であるこの俺にしかお仕えしないからだ！　お前が関羽ファンだったことも、俺が今このタイミングで召しよう喚かんされたことも、二人がこうして出会ったことも、まさに天てん佑ゆう！　そうとも。三国志の二大英えい雄ゆう！　劉備と曹操が組めば、俺たちに不可能はない！　ただし！」

「た、ただし？」

「……妹たちを戦場に関わらせるのは、黄巾賊の本拠地を開城させるところまでだ。洛陽に着いたら、二人には『商人ルート』を歩ませる。以後は絶対にあの二人を戦場には立たせないと約束してくれ、曹操……頼たのむ……」

「え？　ちょ。急に涙なみだぐまないでよ？　そ、そんなに、妹さんたちがだいじなの？」

「ああ。妹ラノベ作家のお前にならわかるだろう？　『妹』は、すべてに優先するぜ！　妹をいちど失うごとに、俺の兄貴道は強化されていくのだ！　妹を護るためならば俺は──神にも、悪あく魔まにもなるぜ！　魂だって売り飛ばす！」

「……妹さんを……失ったの？　あなた……ご、ごめんなさい。私、知らなくて……」

「あ、いや、見ての通りすでに取り戻したがな。こ、今後はどうなるかわからんからな。ごほん、ごほん」

　うう。なによそれ……わかったわよ、と曹操は唇くちびるを尖とがらせながらうなずいた。なぜか目線が泳いでいる。一いつ瞬しゆん、禁則事じ項こうである孔明との契けい約やくのことを気取られたかと焦あせったが、セーフらしい。もしもバレて因果律が壊こわれたら、どうなってしまうのだろう？　もっと注意せねばな。

　俺が胸をなで下ろしていると、曹操のほうからも「条件」を切りだされた。

「……りゅ、劉備玄徳。あんたは私の参さん謀ぼうとして洛陽平定完かん了りようまで一いつ緒しよにつきあいなさい。い、今の策を、私と一緒に袁紹に進言するのよ。べ、べ、別にぼっちは寂さびしいとか、隣となりに妹萌もえの同志がいてくれると安心できるとか、私の妹ラノベの読者に励はげましてもらえれば心強いとか、そういうんじゃないからね？　あ、あ、あんたと仲良くなれば、か、か、関羽をレンタル妹としていずれ貸し出してくれるかもしれないというずっこい下心なのよ。き、帰き還かんしたあとにだって……か、か、関羽……ええと、向こうの世界では雪乃ちゃんだっけ？　雪乃ちゃんと親しくなれるじゃない……そ、そうよ。わ、私はただ、あ、あ、あんたを利用したいだけなんだからね！　そそそ曹操孟徳は孤こ高こうの英雄なんだから。馴なれ合いなんて要らないんだから！　勘かん違ちがいしないでよね！」

　すさまじい早口で聞き取りづらかったが、おおむね、そんな言葉を口走っていた。




　袁紹への進言は、意外とあっさりと受け入れられた。

「戦わずして賊を降くだす。これぞ王者の戦ね。いいわね、気に入ったわ。好きなようにおやりなさい。さあ曹操さん、劉備とやら。それでは洛陽へ参りましょう」

　この時、はじめて袁紹への目通りを許された俺は、袁紹は最新のＩＴ技術を実装したという触ふれ込こみのＭＲゲームにビジネス的な興味を持ってベータテストに参加しただけで、「三国志」をよく知らないという驚きよう愕がくの事実を知ったのだった。それなのにまったく動どう揺ようしていないとは。ううむ、すごい胆たん力りよくだ。俺のような庶しよ民みんとは感覚が違うのだな……。

「だが袁紹。君主として洛陽入りして天子を迎むかえれば、その時点で威い信しん[image: 100]を超こえてしまう。このデスゲームから降りられなくなるのだぞ。ほんとうに、いいのか？」

「ええ。これは王者としての義務。いかなる戦いにおいても『勝利』を手にすることこそ、袁帝グループの次期総そう帥すいたる者の宿命。逃にげるつもりなどないわ。この程度の戦いに勝てぬのならば、しょせんわたくしは袁帝グループの総帥たる器ではなかったということ。曹操さん？　作戦は、あなたに任せるわね」

「……任されて。まだ、地下帝国に送られるつもりはないもの」

「ふふ。以前に三日ほど地下帝国の体験学習ツアーに出かけたことが、トラウマになっているのかしら。あなたがとてつもない失敗を犯さない限り、地下帝国送りにはしないわよ。あなたは袁帝グループの『軍師』としては、感受性が高すぎるんだから」

「わ、私は……王者の論理とか支配者の常識というやつが身につかないだけよ。しょせんは、執事の家系だもの。根っからの庶民派なの。今だってあんた、私を監かん視ししているでしょ。ほら。袁帝グループから私の部隊に出向している、眼帯をつけたＪＫ姉妹。あの二人、いつも私の行動をちらちら窺うかがっているのよね。怪あやしいわ」

　そんな子たちがいたのか。気づかなかった。眼帯装備って、なんだ？　まさかスパイ兵器？　いや、電子機器はこの真世界には持ち込めないはずだし。

「あら、身に覚えがないわね。その姉妹って誰かしら？　わが陣じん営えいの封神英傑さんたちは全員記き憶おくしているけれど、さすがに一いつ般ぱん社畜さんは数が多すぎて……考えすぎではなくて？」

　一般社畜って、袁帝グループの公用語なのか。うーん、ナチュラル・ブラック企き業ぎようだ。

「……あんたが直接スパイを送っていなくても、あんたの部下の誰かが送っていることだってあり得るでしょ？」

「ああ。それはあるかもしれないわね。なにしろあなたの失しつ脚きやくを狙っている者は、多いのだから」

　袁紹いわく、袁帝グループの幹部クラスはあまりにも仕事が激務なので、三国志にさほど詳くわしくないのだという。「演義」や、ましてや「正史」を精読しているガチの三国志ファンは博学な曹操くらいなのだと。そのくせ、社長のお気に入りになりたいばかりに曹操を地下帝国へ送って軍師の座を奪うばおうとする輩やからが大勢いるのだと。張郃もそういう社畜の一人なのだろうなあ。あんなのがいっぱいいるのか。

　袁帝グループの中間管理職たる軍師役を務める曹操が苦労してきた理由が、やっと俺にもわかった気がした。「運命強制イベント」の存在を知っているだけに、な。

　それにしても、曹操と袁紹は「幼なじみ」だし、憎にくみ合ってもいなそうだった。それでも「親友」ではないのだろうか。主の家と、執事の家。越えがたい「壁かべ」があるのだろうか？　だが、二人の微び妙みような関係に新参の俺が口を挟はさむことは、遠えん慮りよしておいた。少なくとも、今はその時じゃない。ただ、袁紹は曹操に「敵意」など抱いだいていないし、曹操だって「正史」のように幼なじみの袁紹と戦って滅ほろぼすようなことはしたくない、と願っている。それだけは、たしかだった。




　義勇兵を率いて行軍していた雪乃は、

「兄さんのお役に立てるのでしたら、なんでもいたします！　ちゃ、チャイナドレスを着てステージにあがる恥はずかしさに比べれば、戦場で『故郷にお戻もどりなさい。あなた方にもお母さんがいるでしょう』と演説する程度でしたらお茶の子です！」

　と即座に乗ってくれた。

　開戦前の野戦食として那波が提供した「麻婆まーぼー豆どう腐ふ」は、元の世界では袁帝グループの社員食堂でしょっぼいしょっぼい豚ぶたの餌えさみたいな飯を、真世界では地下帝てい国こく再建と紅茶開発のために食費に回す予算を削られてさらに貧相な野戦飯を食わされてきた将兵たちを、「美味しい……！」「神の料理だ！」「この世界でまた唐とう辛がら子しに出会えるなんて！」と号泣させた。いったいどれだけブラックなんだ、袁帝グループ……！

　とにかく、那波の張ちよう飛ひスキルで士気はＭＡＸに。雪乃も「これで兄さんの勇名が大陸全土に轟とどろきわたるんですね……はあ……私、がんばります！」とノリノリである。俺の威信がアップしすぎると困るのだが、雪乃も高威信ペナルティのことを知らないのだった。雪乃は絶対に自らは君主にならないだろうから、雪乃の威信数値はあまり気にしなくていいが、俺は孔明との契約もあるしどう転ぶかわからないからな……だから俺は、高威信ペナルティのことを雪乃と那波に教え、俺の名は演説中にいっさい出すな、と追加命令を出しておいた。雪乃は「ええ？　そんな危険が、兄さんに迫せまっていただなんて」と涙ぐみながらも「わかりました兄さん！」と応えてくれた。那波は「よくわかんないよぅ」と低いレベルで涙目になっていたが、まあいい。カンストさせなきゃいいだけだ。

　かくして、作戦は完かん璧ぺきに成功した。

　雪乃が城に籠こもる黄巾賊ぞくの兵たちを「一喝」を用いて状態異常解除し、黄巾賊の本ほん拠きよ地ちは無力化。百を超える亜人たちも、雪乃の美しさに頭こうべを垂れ、大人しく北の大地へと退去していった。なぜか降こう伏ふくした亜人たちが「万ばん里りの長ちよう城じようの向こうには絶対に戻りたくないんほ～」「戻ったら生きていられないんほ～」と懇こん願がんしてきたので、袁紹はなんと、亜人たちを全員袁紹軍に雇やとい入れて「万里の長城の警備」役を託たくしてしまった。ダメよ威信数値がカンストしちゃうかも!?　と曹操は慌あわてたが、袁紹はとんでもない強運の持ち主なのかもしれない。曹操も知らなかった、というか誰だれも実行したことがなかったので知りようがなかったのだが、亜人を登用しても威信数値には変動がなかったのだ。登用コマンド実行時には、「人間」属性の英傑だけが君主の威信を上じよう昇しようさせるらしい。

　ここに、黄巾族本隊の本拠地はわずか一日で無血開城されたのだった。

　作戦を成功させた曹操の首は繫つながり、関羽の評判はうなぎ上り。張飛の四し川せん料理にも大成功のメドが立ち、洛陽でのスポンサーもこれで確保できる。黄巾賊討とう伐ばつで武名をあげた義勇兵たちには、いよいよ店てん舗ぽ数を拡大することとなった関張飯店の巡じゆん礼れい客を守る「関張飯店巡礼ルート防衛団」としての活動範はん囲いを広げてもらおう。那波と雪乃を戦場に立たせる必要も、もうない！

　あとは、帝てい都と洛陽に一番乗りを果たすだけだ！　フハハハハ！




　ところが──。








第四回　オーロラの降る夜　わたしは祈いのるの









　その夜。俺たち袁えん紹しよう軍中軍は、洛らく陽よう郊こう外がいの小しよう平へい津しんまで迫っていた。帝都洛陽まではあと一刻もかからない距きよ離りである。

「董とう卓たく軍は日本でいう忍にん者じやのような工作員を用いるの。だから万一にも宮きゆう廷ていから天子を奪われないために、洛陽の貴族たちに命じてあらかじめ小平津の離り宮きゆうに天子を隠かくしておいたのよ──念には念、よ」

　俺を参謀に指名して連れ回している曹そう操そうが、得意げに馬上で薄うすい胸を反らした。

　ちなみに袁紹軍の先せん鋒ぽうは、例の張ちよう郃こうという英えい傑けつ名の気き障ざなやさ男だ。

「ふん。高校生コンビか……鉄火場に乗り込むには若すぎる。きみたちは中軍に留まって青春でも謳おう歌かしていたまえ。洛陽一番乗りは、本年度の四半期成績トップにして株式総会という修しゆ羅ら場ばを搔い潜くぐってきた私だ。慶けい應おう義塾大学卒業以来、二十年に及およんで培つちかってきた社畜魂だましいの神しん髄ずいを見せてさしあげよう！」

　と若い曹操と俺のコンビを鼻で笑った張郃が、年功序列で先鋒に任じられたのだ。

　曹操は、「冗じよう談だんでしょ？　最後の詰つめの一手を他人には任せられないわ！」と激しく抗こう議ぎしたが、結局は張郃に先鋒役を横取りされてしまった。まったく中間管理職ってのは面めん倒どうだな。

　なので、軍師の曹操は中軍。袁紹と袁えん術じゆつの姉妹は安全な後軍だ。

「あのう、兄さん？　私たちはいったいいつまで曹操さんに傅かしずかねばならないのですか？　私たちの戦場での任務は黄こう巾きん賊の本拠地を開放した瞬しゆん間かんにもう終わったはずです。せっかく真世界で再会を果たしたのに、ぜんぜん兄さんと添そい寝ねできないなんて……」

「そうだよアニキ～。武官働きはやめて洛陽に『関かん張ちよう飯はん店てん』二号店をオープンするんじゃなかったのう？　唐辛子をいっぱい錬れん成せいしておいたのにさぁ」

「洛陽入りまであと一歩なんだから、もうしばらく私と一緒にいなさい！　ね、ねえ関かん羽う？　わ、私の妹にならない!?　袁えん帝ていグループ軍師さまの妹よ！　毎日三食に二度のおやつ、お風ふ呂ろにお昼ひる寝ねつき、官位だって俸ほう禄ろくだっていくらでもあげるわ！　将来性に見込みがないあなたのお兄さんにも、捨て扶ぶ持ちを与あたえてグループの隅すみっこで働かせてあげる！　帰き還かんしても社会の落らく伍ご者まっしぐらのお兄さんは、これで一生安あん泰たいよ？」

「ご、ごめんなさい、お断りします。兄さんは世界の誰よりも優ゆう秀しゆうで優しくて素晴らしい人なんです、ただ大器晩成タイプなだけなんです。真世界でも元の世界でも必ず、兄さんは歴史に名を残す偉い大だいなお方になりますから。わ、私は兄さんの盾たてとなり鉾ほことなり兄さんをお支えするために生まれてきたんです。決して兄さんのもとを離はなれません」

「……うわ～ん。なんであたしにはオファーがないの、どうしてゆきのんのおまけ以下の扱あつかいなのよ～う？　おまけの中身が知りたくて～」

「ぶきっ！」

「ぐぬぬ。さすがは関羽、天晴れな妹魂だわ……なんて健気なの……でも、断られれば断られるほど萌えるのよねっ！　必ずあなたを私の妹にしてみせるんだからっ！　私の言うことは正しい！　私のなすことも正しい！　私が天下に背こうとも、天下の人間が私に背くことは許さないわ！」

　雪ゆき乃のの「ごめんなさい、お断りします」と曹操の「私の言うことは正しい！」はこれで何度目だっただろうか。俺は途と中ちゆうで数えるのをやめた。

　そろそろ先行した張郃の手の者から、洛陽に入ったという報告が来る頃ころだが──。

　ところがその張郃の使者が中軍のもとに飛び込んできて、そして、たいへんなことを言いだしたのである。

「ちょ、張郃さまが、死んでおられますぞ～っ！　『洛陽一番乗りはこの私だあああ！　社畜魂、ばんざい！　これでボーナス増額だ、はっはっはー！』とウッキウキでただ一騎き颯さつ爽そうと洛陽の門を潜った瞬間に、四方から矢を放たれて憐あわれ、針はり鼠ねずみに！　帝都洛陽の宮きゆう殿でんは、すでに董卓軍の兵士に占せん領りようされておりますっ！」

「な、なんですってぇ？」

　と、董卓のやつ、ほんとうに「封ほう神しん英えい傑けつ不殺」の不文律を、紳しん士し協定を、破ったのかっ？

　冗談じゃない！　張郃は気障な男だったが、社畜の鑑かがみみたいな企き業ぎよう戦せん士し、袁帝グループの奴ど隷れいの見本のようなやつだった。なにも、殺すことはないじゃないか！

　雪乃が「ひ、酷ひどい……許せませんね、兄さん！」と憤ふん慨がいして顔を赤らめ、那な波なみが「信じられないっ！　やっつけなきゃ！」と怒いかりに震ふるえながら槍やりを構えたが、雪乃と那波を董卓のようなバーサーカー野や郎ろうに関わらせてはまずい！

「どうやって洛陽に軍を入れたの、董卓は？　だって、天子は小平津に隠してあるのよ！　天子も連れずに宮殿を制圧するだなんて。大逆だわ、謀む反ほんだわ！」

「軍師どの！　その小平津の離宮はすでに、もぬけの殻から！　董卓軍の特とく殊しゆ部隊が天子を発見して拉ら致ち。すでに天子は董卓の腕うでの中に抱かれております！　そのため、洛陽の守備兵たちも執しつ金きん吾ごも、誰も董卓に手を出せません……！」

「そんなはずがない！　どうしてっ？　離宮に天子を隠したことをどうやって摑つかんだのっ？　私たちは、最短ルートを直進してきたのに！　いくらなんでも早すぎる！」

「それどころかすでに董卓は、天子の名を騙かたって袁紹軍追討の勅ちよく命めいを出しましたぞ！　張郃さまを失った先鋒は総そう崩くずれ。洛陽は董卓軍と反董卓勢力との間で内戦状態に！　しかも董卓は、宮廷の貴族が隠した玉ぎよく璽じを見つけるために歴代の天子の墓を片っ端ぱしから暴くという暴挙に出ております！　お逃にげください！」

　董卓は、威い信しんカンストなどまったく意に介かいしていないのか？　開幕スタートダッシュを決めて帝都洛陽のボーナスすべてを独どく占せんするつもりか！

　こんなはずはない。私の策は完璧だったはず、関羽の活かつ躍やくのおかげで時間も十分に足りていた……もしかしてイベント？　イベントなの？　「董卓専横イベント」が発生したの？　と曹操は歯を食いしばって夜空を見つめていた。

「劉りゆう備び。この真世界にはどうやら、正史英傑の『運命』を封神英傑が再現してしまう強制イベントのようなものがあると思うの。確証はないけれど、経験則からそう推定できる。だとしたら、私たちがなにをしようが洛陽と天子は董卓に奪われる定めだったのかも」

　孔こう明めいが言っていた「運命強制イベント」だろう、それは。すでに曹操はその可能性に気づいていたのか。やはり見た目はちびっこいが恐おそるべき知ち謀ぼうの持ち主だ。しかし、まだこの一連の事態が「運命強制イベント」だと決まったわけじゃない。俺のカンだが、董卓はそんな簡単なやつではない気がする！　この真世界で封神英傑つまりプレイヤー仲間を射殺するだなんて、どう考えてもまともな人間じゃないぞ！　あと少しで統一できた天下をぐちゃぐちゃにかき乱すだなんて。天下統一を果たせなかったら全員滅ほろびるんだぞ？　董卓に封じられた奴は、明らかにまともじゃない！

「おお、忘れていました。宮廷に踏ふみとどまっている貴族から、軍師どのにこの『七しち星せい宝ほう刀とう』を渡わたすように、と仰おおせつかりました。天子に危険が迫った時、救国の英傑がこの刀を振ふるって奸かん臣しんを倒たおしてくれるという伝説を持つ宝貝パオペエだそうです」

　七星宝刀──曹操が貴族から「董卓暗殺」を命じられた時に授けられた宝貝パオペエね。やはり、私の手に入ることに、と曹操はその刀を鞘さやから抜ぬき放はなちながら馬を奔はしらせていた。

「お、おい、曹操？　方向が逆だ！　そっちは洛陽だぞ！　お前、方向音おん痴ちなのかっ？」

　すでに後軍の袁紹、袁術たちは後退を開始している。

　洛陽を董卓軍に占せん拠きよされた今、曹操が洛陽一番乗りに失敗した時のために準備していた「下策」──全国の封神英傑に檄げき文ぶんを飛ばして「反董卓連合軍」を結成するという策に戦略を切り替かえたのだ。

　それなのに、曹操は少ない手勢を率いて洛陽へ突つっ込こもうとしていた。

「都は今、内戦状態。この混乱に乗じ、宮廷に乗り込んで董卓を斬きるのよっ！　すでに張郃が犠ぎ牲せいになっている！　私の武力じゃ董卓には敵かなわないだろうけれど、七星宝刀を手に入れてしまった以上、やるしかないわ！　それが曹操孟もう徳とくの『運命』だもの！」

「無む謀ぼうすぎる、お前らしくないぞ？」

「あんたも『SANGOKU大戦争』でさんざん見てきたイベントでしょっ？　万が一にも成功すれば、水際で天下大乱を防ぎ止めることができるでしょ！」

「『演義』では、結局曹操は董卓暗殺に失敗した！　お前の手に七星宝刀が渡ったことが『運命強制イベント』のフラグだとすれば、ほぼ間ま違ちがいなくそうなる！　危険すぎる！」

「逃げないっ！　私は、治世の能臣として生きるのよ！　乱世の奸かん雄ゆうにはなりたくない！　董卓暗殺に失敗したら、戦乱は大陸全土に広がり、反董卓連合軍はいずれ袁紹派と袁術派に分ぶん裂れつしてしまう。そうなれば……私が独裁者となって天下を簒さん奪だつする以外に、統一の道はなくなっちゃう！　私は乱世の奸雄になってしまうのよ！　正史の曹操の運命を知ってるでしょ？　徐じよ州で大虐ぎやく殺さつをやらかして、合戦で何十万人もの将兵を死なせておきながら、赤せき壁へきで敗れて天下を統一し損ねる、永遠の嫌きらわれ者になっちゃう……しかも、民心を失ってしまう私は、きっとこの真世界を、統一できない……世界を救えない。いくら歴史に残る英えい雄ゆうであろうとも、そんな罪深い悪役には、私はなりたくないっ！　曹操を支える一族英傑だって一人もいないんだし！　だから、今ここで董卓を倒すしかないのよ！」

「乱世の奸雄にはなりたくない」、か……。そうだよな。こいつも、女の子なんだもんな。しかも、多感なラノベ作家だ。正史の曹操が、感受性豊かな詩人だったのと同じに。

　今、曹操は──ドワーフ玉たま置おき先生は、真世界人生の「分ぶん岐き点」に立っている。治世の能臣として袁紹のもとで平和裏に天下統一を果たすか、乱世の奸雄に転進して幼なじみも民たちの命もことごとく蹂じゆう躙りんする覇は道どうを突き進むか。

　そして俺は、「運命強制イベント」の存在を知っているただ一人の封神英傑だ。

　だったら、見て見ぬふりは、できないぜ！

　この曹操の「運命」フラグ、俺が叩たたき折ってやる！

　劉備玄げん徳とくという異分子をこのイベントに強引に挿そう入にゆうして、イベントの進行方向を、結果を、ねじ曲げてやろうじゃないか！

　それが天下統一への最短コースだ。そうだろう、孔明!?

「関羽。張ちよう飛ひ。曹操単身じゃ無理だ！　俺が曹操を補ほ佐さする！　劉備と曹操が揃そろい踏ぶみすれば、董卓を倒せるかもしれない！　行ってくる！」

「に、兄さんっ？　ダメです、危険すぎます！　私たちもお供します！」

「そうだよー！　関羽と張飛の二人がかりなら、董卓だって！」

「いや！　お前たちは丹たん田でんを開いていないし、宝貝パオペエも発見していない！　そして、董卓の力は尋じん常じようじゃない！　今、あいつを倒せる可能性があるとすれば七星宝刀を入手した曹操だけだ！　お前たちは義勇兵たちとともに、俺と曹操の退路を確保しておいてくれ！」

　雪乃も、那波も、俺の命令には絶対服従してくれる。悲しげに、うなずいてくれた。すまない。この危険な戦いに、お前たちを巻き込むわけにはいかないんだ。俺はもう、絶対に妹を死なせたくないんだ。許してくれ──！




　付いてこなくていいのよっ！　と俺を邪じや険けんに扱う曹操。だが俺は的てき盧ろを飛ばして、強引に曹操に併へい走そうした。的盧は、曹操を見ても興奮しないんだよな。あさましくも人間さまに興奮するエロ馬だが、ロリは守しゆ備び範はん囲い外なのか。

　俺と曹操は大乱戦状態となっている洛陽へと飛び込み、そこから先は馬から降りて宮殿へと直行していた。数少ない曹操軍の兵士たちが、細い道を切り開いてくれた。董卓は、あちこちに兵を出しているらしい。洛陽の至る所で抵てい抗こう勢力が反旗を翻ひるがえしているし、貴族たちが隠かくした玉璽の捜そう索さくにも取りかかっているからだ。宮殿を護る兵は手て薄うすだった。ただ、ちょっとうまく行き過ぎな気がするが……。

「董卓！　いったいなにが望みなのよ、こんな無茶苦茶な真似をして！　破は滅めつしたいのならば、一人で勝手にしなさいよ！」

　曹操は「七星宝刀」を掲かかげて、董卓が占拠している「天子の間」へと飛び込んでいた。

　ちなみに一いつ緒しよに突とつ入にゆうした俺の武器は、泰たい山ざんの村人からもらった「普ふ通つうの剣けん」である。

　董卓が、いた！
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　やはり、強い。だが、二人がかりならば、なんとか勝負できるはずだった。

　しかし──曹操も俺も、董卓に斬りかかることは、できなかった。

　兵が董卓を護っていたからではない。

　幼い少女天子を、董卓がその肩かたに担ぎ上げていたからだった。

「……あ、あ……あ……」

　天子は恐きよう怖ふのあまり青ざめて震えていた。宝玉のように透すき通った瞳ひとみの持ち主だった。ステータスウィンドウは表示されていない。封神英傑ではない。真世界生まれの、「オリジナル」の天子なのだ。この子がこの国の、この真世界の天子か──思わず自然にひれ伏ふしたくなってしまうような、可か憐れんで高貴なお姫ひめさまだった。まるで、妖よう精せいのような。

　だが、董卓がその天子を今、「盾」として担いでいる。

「クハハハハハ！　ようやく来たか、下げ郎ろうども！　私を──いや、『余』をさんざん待たせおって、無礼者め！　曹操孟徳、そして劉備玄徳だな！　三国志の物語を穢けがした恥はずべき三人の欠けつ陥かん英えい雄ゆうのうち、二人が揃い踏みか……！　劉備の出現は予定外だったが、一人ずつ殺す手間が省けたというものよ！」

　董卓は、意外にも瘦やせた男だった。年ねん齢れいは三十過ぎくらいだろうか。異国風の甲かつ冑ちゆうを身につけている。西せい涼りようを本ほん拠きよ地ちとして、騎き馬ば民族を率いて西方の砂さ漠ばく地帯で戦ってきた男だ。西方の文明に染まっているらしい。顔立ちの整った美男だが、その傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情は俺に嫌けん悪お感かんを抱いだかせた。いや、正直に言えば嫌悪感以前に、「恐怖」を俺は感じている。

「……貴様ら下郎どもと言葉を交わすなど愚おろかしい真似だが、今の余はこの真世界に召しよう喚かんされたことが嬉うれしくてたまらんのでな。『旧世界』で余がどのような人間だったかを少しだけ教えてやろう。ただ一人の人間を殺しただけで殺人罪に問われる『旧世界』の日本では、余は目立たぬように、職務に忠実な公務員として、隠いん花か植物のように『社会適応者』を演じて生きることを強制されてきた。幼き頃ころより内面に渦うず巻まいていた殺人衝しよう動どう、暴力衝動、世間に『巨きよ凶きようの英雄』としてわが名を知らしめたいという衝動のすべてを飼い馴らし、押し殺し、静かに、静かに凡ぼん夫ぷになり果おおせて生きねばならなかった。余は、法を犯し社会に『正体』を摑ませるような愚かな人間ではなかったからな……そうとも。余のような男にとっては、平へい凡ぼんで平和な『旧世界』の日本こそ地じ獄ごくであったのだ！　だが、この真世界は違ちがう！　乱世こそ、余が余自身として、英雄として生きることのできるまことの世界だ！　一人を殺せば殺人者だが、万人を殺せば英雄だ！　しかもこの世界では、万人を殺すことで、億兆の民の命を救うことすらできるのだぞ！」

　こいつは筋金入りの、ほんものの異常者だ……！　他人の感情をまったく一いつ顧こだにしない男だ。「共感」など不可能だ！　対話も交こう渉しようもいっさい成立しない！

「……どうして天子を。絶対に、発見する時間なんてなかったはず。私の策は完かん璧ぺきだったはず。やっぱりこの世界には、『運命強制イベント』が存在するのね！　イベントが発生して、天子を偶ぐう然ぜん拾ったのね！」

　曹操は、董卓に斬りかかれない。攻こう撃げきすれば、董卓は躊ちゆう躇ちよなく天子を「盾たて」に用いて、曹操の手で天子を斬らせてしまう。本気だ、こいつは。目つきが完全に壊れている。「封ほう神しん英えい雄ゆう不殺」の紳しん士し協定など、ほんとうに、まったくなんとも思っていない！

「ふざけるな、下郎が！　貴様らのような欠陥英雄と真の英雄であるこの余を同列に語るか！　この董卓仲ちゆう穎えいは、『運命』だの『イベント』だのといったくだらん運命決定論などいっさい踏みにじる男だ！　だからこそ、余は董卓に封ほうじられた！　三国志世界を統一できるたった一人の男、真の帝てい王おうにな！　余は、この余自身の力で真世界の歴史を書き換かえる！　曹操孟徳。貴様はしょせん、中ちゆう原げんを制せい覇はして天下の八割を支配していながら赤壁で敗れて天下統一を果たせぬ三流英傑よ！　まして劉備玄徳など、天子と同族の劉りゆう姓せいであることだけを頼たよりに、愚かな民の心を養分として地を這はいずり回ることしかできぬ弱者！　論ずるにも値せぬペテン師にすぎん！　うぬのような恥はじを知らぬ生き汚ぎたない下郎が生きれば生きるだけ、この大陸の民の血が無む駄だに流れることになろう！」

　俺の身体が震ふるえていた。この殺気。威い圧あつ感かん。なによりも、「対話」を拒きよ絶ぜつする鋼鉄の意志。自分のみを絶対的な「強者」であると信じ切った男……そして、これは「ゲーム」ではない。

「曹操！　貴様は、余が『運命』イベントとやらの加護で天子を拾ったと言うのか？　違うな！　余は、運命の力など断固として拒きよ否ひする！　天子を奪うばい取ったのは、余自身の力だ！　余の固有スキル『覇道帝王』は、『天子が放つ〝気〟を探知する』能力なのだ！　故に、余はいかなるイベントも発生などさせておらぬ。わが力で、天子を手中に収め、洛陽を奪い取ったのだ！」

「な、なんですって？　そんなスキルが……!?」

「フン！　許きよ劭しようを脅おどしでもすれば、余のスキルをあらかじめ聞き出せたかもしれぬものを。余の力を見誤ったな。運命という『幸運』によって余が天子を拾うと決めつけていた。それが曹操、貴様の愚かさだ。増長しおって！　甘い。甘いぞ。反へ吐どが出るな曹操！　治世の能臣としての貴様など、しょせんはただの小利口な小こ娘むすめにすぎぬ！　クハハハ！」

「……う……ぐ……」

「余は、ここに宣言しよう。これより余は、ありとあらゆる真世界の運命もイベントも片っ端ぱしからすり潰つぶす！　世界滅めつ亡ぼうへと至る愚ぐにもつかぬイベントのことごとくを余は発生させぬ！　余は、遠く西方へと軍を進め、広大なシルクロードを見てきた！　疫えき病びようによって衰すい退たいへ向かいつつあるローマ帝てい国こくをもな！　真世界の東西において、人類は急激に衰退している！　人類を『駆く除じよ』すべく北方に巨きよ大だいな勢力を築きあげつつある亜人どもの本隊とも戦った！　あれらは、黄巾賊ぞくなどとはレベルが違う。貴様らの敵う相手ではない！」

　すでに亜人たちの本隊と交戦したっ!?　しかも生き延びて帰き還かんを果たしたというのか？

「封神英傑など、誰だれ一人ひとりとして天下を統一する力量を持たぬクズにして下郎どもにすぎぬ！　貴様らを生かしておけば運命イベントとやらが次々と発生し、真世界は数年内に滅亡する！　すべての民草が、亜人に根絶やしにされるのだ！　大地は彼らの血に染まる！　異世界から乗り込んでおきながらこの真世界を救えぬ封神英傑などに、生きる値打ちなどない！　故に、余が貴様ら全員を『無能』の罪故に誅ちゆうする！　余が『生きる権利』を認めてやる封神英傑は、北の果てで余とともに戦ってきた子飼いの家臣どもだけだ。これより先、封神英傑の降こう伏ふくなどいっさい認めん！　あらゆる運命の鎖くさりを断ち切り、あらゆるイベントの発生を阻そ止しし、真世界を縛しばる因果法則のすべてを破は壊かいし尽つくした時こそ、余は真に『董卓』の運命から自由になれる。封神英傑を皆みな殺ごろしにしたその時こそ、余による余のための余の帝国を樹立できるのだ──！　真世界の民は、この余に服従を誓ちかう限り慈じ悲ひ心をもって護ってやろう！　真世界の新たなる神としてな！　貴様らは、ここで死ね！」

　だ、ダメだ。説得など無理だ。こいつは、生きつ粋すいの「独裁者」！　この真世界がゲームではないと知ったことで、こいつの中で眠ねむっていた「独裁者」としての資質が全開になってしまったのだ。そういう壊れた男でなければ、三国志最大最凶の暴君「董卓」に封じられるはずがない！　こいつはほんとうに、俺たち封神英傑を殺し尽くすつもりなんだ！　すべての「運命強制イベント」を英傑の命ごと全部封じるつもりだ！　それ以外にこの真世界を救う方法はないと、心の底からこいつは信じている……自分自身だけを信じている！

「董卓！　たとえ、あなたが天子をそのスキルで奪ったのだとしても！　『運命』も『固有スキル』も結局は、あなた自身の力ではない！　真世界の正史英傑に封じられて与あたえられたものよ！　増長しているのはあなたのほうだわ！　私は、あくまでも治世の能臣としてここであなたを倒たおす！　天下大乱など、決して実現させないんだから！」

「クハハハハ！　まだ気づいておらぬのか。お前はもう治世の能臣ではないぞ、小娘！　うぬのステータスウィンドウを見よ……！」

「……えっ？」

　曹操は、衝しよう撃げきを受けて青ざめていた。

　なぜなら、曹操の固有スキル名が──。

「乱らん世せい奸かん雄ゆう」

　に変化していたからだ。

「余は、軍師の賈か詡くを縦横に用いて封神英傑に関する情報を収集している。曹操の固有スキルは、宝貝パオペエ『七星宝刀』を所有した瞬しゆん間かんに、『治ち世せい能のう臣しん』から『乱世奸雄』へと『進化』する。董卓暗殺を決断した瞬間、刺し客かくごときにその魂たましいを堕おとした瞬間、貴様は闇やみ落ちする『運命』だったのだ！　知らなかったらしいな？　おめでとう、曹操孟徳。その宝貝パオペエは、余からのプレゼントだ。クハハハハ！　この場から運良く生きて逃にげ切ることができれば、お前は『乱世の奸雄』として生きることができるぞ？　さあ。どうする。このまま黙だまって余に斬きられるか。あるいは英えい雄ゆうの面つら汚よごし──『乱世の奸雄』曹操孟徳として生きるか。正史通りに、青せい州黄巾賊を率いて徐州の民を大虐ぎやく殺さつし、北の果てまで幼なじみの袁紹とその一族を追いかけてことごとくを殺し尽くし、赤壁で無様にも天下統一に失敗して百万の曹そう軍兵を犬死にさせるか！　かくて真世界を滅ほろぼすか、その無能と増長故に？　どうする？　どうするうううう？　さっさと決めよ、小娘！」

「……あ、あ、ああ……わ、わ、私は……」

　曹操の表情から、殺気が、精気が奪われていく。

　がたがたと震えながら、涙なみだをこぼしている。

　まずい。まずいまずいまずいまずいまずい！

　曹操が、殺されてしまう！　戦う意志を、根こそぎ奪われてしまった！　自分がここで死ねば、「乱世の奸雄」として生きることはなくなる、奸かん雄ゆう曹操の「運命」も曹操が引き起こす悲劇的なイベントもすべて「なかったことにできる」と信じている！　いや、信じ込まされている！　この董卓という男の言葉に、魂を縛られている！

「死を選せん択たくしたか。『運命』を拒絶するか。懸けん命めいだな、小娘。貴様への褒ほう美びをくれてやろう。一いち撃げきで、首を落としてやる」

　だが！

　俺がいる！

　劉備玄徳に封じられた、この俺が！

　俺は間かん一いつ髪ぱつで、曹操の身体を押おし倒して、董卓の一撃を躱かわしていた。

「うぬう。邪じや魔ま立だてをするかあ、この下郎があああああ！　英雄とは名ばかり。生き汚さだけが取り柄えの、最底辺のドブネズミが……！」

　恐おそろしい視線だった。邪じや眼がんだ。睨にらまれるだけで心臓を止められてしまいそうだった。だが、俺はもう怯おびえていない。なぜなら！　曹操を生きて洛陽から脱だつ出しゆつさせる、と俺は決めたのだ！

　たしかに曹操は俺の妹ではない。しかし、俺の──友人だ！　会ったばかりだが、俺はずっと以前からこいつを知っていた。こいつが書いたラノベを読んでいて、何度主人公の「妹愛」に涙したことか。何度、折れそうな心をこいつの作品に救われたことか。雪乃と再会できない辛つらさ、雪乃を護れなかった心の痛み、いけないと思いつつも那波を「義理の妹」だと意識してしまう男としての性の悲しさ、恥ずかしさ、辛さ、シスコンである自分への自己嫌けん悪お。それでも抑おさえられない、妹を護りたいという激しい想い。なにもかもを。ドワーフ玉置先生のラノベが、俺の心を、代弁してくれてきた。兄や姉が、妹を愛して、護って、なにが悪い、「家族愛」のなにを恥じる。それは、人が人として生きる上で、とてもとてもたいせつなものなんだと──そう励はげましてくれた。だから俺は──中二病のシスコン兄貴を気取って、バカをやっていられたんだ！　いつだって那波の前で、笑顔でいられたんだ！

「フハ、フハハハハハ！　貴様の妄もう言げんなどに俺は謀たばかられないし、操られんぞ、董卓！　俺は、こう見えてもあの劉備玄徳に封じられた男！　負けても負けても逃げ果おおせて何度でも民心を糧かてに立ち上がる百戦百敗の封神英傑！　そうとも、俺は誰よりも生き汚いのだっ！　たとえ殺されたって、再び貴様の前に蘇よみがえってやる！　悪あく魔まに魂を売り渡わたしてでもなっ！　だいいち妹たちを待たせているのだ、俺は絶対にこんなところでは死なんっ！　『妹』は、すべてに優先するぜっ！」

　俺はすべてのフラグを叩たたき折るッ！　曹操を殺すことなく、曹操を襲おそう「運命」のフラグをへし折ってやる！　俺は、孔明に豪ごう語ごした！　孔明と契けい約やくした！　「運命」なんぞ、乗り越こえてやると！

　そうだよ。なにをビビってたんだ、俺は！

　孔明に魂を売り渡した俺に、今さらなにも怖こわいものなんてあるものか！　フハハハ！

「董卓！　てめえはチキン野や郎ろうだっ！　偉えらそうに御ご託たくを並べても、自分がいずれ暗殺されるという『運命』にビビってるだけの弱者だ！　いつかフリーサさまに追い詰つめられたヘシータみてえにガチガチ震わせて泣かせてやるからな、覚かく悟ごしていやがれ！」

「……小こ僧ぞう……ドブネズミごときが、余に対してその暴言……ありえぬ！　余は一いつ瞬しゆん、怒いかりで言葉を失ったぞ！」

「効いてる効いてる！　今日はこのへんで勘かん弁べんしておいてやるっ！　社畜課長・張郃の仇かたきは必ず取るぜっ！　行くぞ、曹操！」

「……は、放して……放しなさいよ！　わ、私……い、イヤ……乱世の奸雄になんて、虐殺者になんて、なりたくない……！　お願い、放して！」

「そんな『運命』は、決して成就させん！　劉備玄徳と曹操孟徳が手を組めば、不可能はない！　だから俺とともに来い、曹操！　生きるんだよおおおおおっ！」

　そうだ。「死ぬ」だなんて、簡単に言うなよ。死なないでくれ。頼たのむよ……！

　曹操の身体は軽い。俺は「七星宝刀」を自分の背中に担ぐと、「いやいや」と足をじたばたさせる曹操を無理矢理にお姫ひめさま抱だっこして、全速力で「天子の間」から逃げだしていた。董卓は「まさか。脇わき目めも振ふらずに余に背を向けて全力で逃げるのかっ……？　こ、こ、この恥はじ知しらずがああああ！」と怒ど髪はつ天を衝つく勢いで猛たけっている。

「天子さまっ！　いつかっ！　この劉備玄徳と曹操孟徳がっ！　必ずや天子さまをお迎むかえに参りますからねっ！　それまでの我が慢まんですっ！　弱くて申し訳ない！」

　董卓に担がれていた天子が、「こくり」と微笑ほほえみながらうなずいてくれた、ような気がした。なぜ直接ご尊顔を確認できないのかって？　ブチ切れた董卓が全速力で追ってくるから、振り返かえれないんだよおおおおおっ！　こいつ、足が速いッ！　引き締しまった下半身の筋肉を駆く使しして、草原や砂さ漠ばくを走り慣れていやがるんだ！　ちくしょう！　「SANGOKU大戦争」の肥満体董卓だったら、引き離せるのに！　これは計算外だ！

「小僧っ！　虫けらの分際で余をどこまでも愚ぐ弄ろうした貴様の罪はたとえようもなく重い！　絶対に許さぬっ！　足のつま先からゆっくりと切り刻んでじわじわとなぶり殺しにしてくれるわっ！」

　ひいい。怖い！　ヤバイ！　董卓の野郎に捕つかまって拷ごう問もん刑けい……もしも時間が巻き戻もどってくれなかったら……なぜかわからねーが、巻き戻らない気がする！　涙が出てきた！　これでは、俺のほうがフリーサに泣かされているヘシータではないか！

「あ、あとちょっとで門なのに……お、お、追いつかれる……うおおおおおおお！　ダメだあああああ！」

「ブヒヒヒヒヒイイイイイインッ!!」

　ガンッ！　と突とつ如じよ門が叩き破られて、そして、的盧があらぶりながら突とつ入にゆうしてきた！

「おおっ？　エロ馬ッ？　助かったぜええええええ！　わが相棒よおおお！」

「……ブフッ……」

　都合のいい時だけ相棒呼ばわりするなボケ、と的盧に罵ののしられた気がするが、この際構わん！　俺は的盧の背中に飛び乗って、からくも宮きゆう廷ていから脱出していた。天子を担いでいる董卓は、自ら宮廷を飛びだして俺を追いかけることができなかったのだ。兵士たちが続々と追ってくるが、的盧は驚おどろくほどに速い。逃げ切れた。首の皮一枚、というところだった。曹操の身体がちっちゃくて軽くて助かったぜ！

「間に合いました、兄さん！　洛陽市内はもう、あらかた董卓軍が制圧してしまいました！　今は洛陽から脱出するしかありません！」

「洛陽の商人さんたちが、逃とう走そうルートを教えてくれたよ！　闇に紛まぎれて町の外へ逃げよう、アニキ！　いったん東へ逃げて、袁紹率いる『反董卓連合軍』に合流だ～！」

　雪乃。那波。逃走ルートをきっちり確保して、俺を待っていてくれた。やはり頼たよりになる妹たちだ。だが、これで作戦は「下策」へと移行した。「封神英傑不殺」の紳しん士し協定を破った董卓に味方する者など、いない。次は自分の番なのだからな。洛陽攻こう防ぼう戦せんは激戦になるぞ。雪乃と那波は、この危険な戦いに絶対に参戦させたくない。いや、させない。

　しかし、この俺自身はやはり「劉備玄徳」として参戦せざるを得ないだろうな。なにしろ。

「……うう……いや……放して……覚えてなさいよ、劉備……ばか。一生あんたを恨うらむんだから……ぐすっ……ぐすっ……」

　肝かん心じんの曹操が、「乱世の奸雄」として生きねばならないという「運命」をひっかぶされてしまって、こんな状態なんだからな。ああもう。見ちゃいられない。

「ぐす、ぐす、ひぐう……ちーんっ」

「こらっ、俺の服で鼻をかむな！」

「あ、アニキ？　どうしたの曹操は？　なんだか別人みたいになってるけど？　どうしてわんわん泣いてるの？　かわいそう……」

「ま、まさか兄さん。曹操さんに、よからぬことを？　言こと葉ば巧たくみに誰だれもいない部屋に連れ込んで……そ、そうなんですねっ！　う、う、うらやま……いえ、違ちがいました。ゆ、ゆ、ゆるせま」

「違う違う！　槍で俺を突つくな関羽！　話はあとだ！　全速力で洛陽から脱出するぞっ！」




　　　　※




　的盧の脚あしは速い。曹操をおぶっていてもなお、その速度は緩ゆるまなかった。こいつ、エロ馬だけあって精力・体力ともにありあまっているらしいな。これからは「大陸の種馬」とでも通り名を付けてやろうか。雪乃と那波も、なんとかついてきてくれた。

　俺たちはからくも董卓軍の追つい撃げきを振り切って、洛陽郊こう外がいの森の奥まで辿たどり着いた。ここまで逃げれば、あと少しで安全圏けんだ。すでに、曹操が準備していた檄げき文ぶんを届けられた各地の封神英傑たちが「反董卓連合軍」の一員として洛陽へと進軍開始しているはずだ。が、これは「下策」だ。曹操が危き惧ぐしていた「天下大乱」となってしまった。董卓と連合軍との一大合戦がすぐにはじまってしまう。

　馬上で俺に背負われていた曹操はやっと泣き止んでおとなしくなったが、七星宝刀を自分の腰こしに帯びながら、しかめっ面でこめかみを押さえている。

「……うう……頭が痛い……私、頭痛持ちなのよね……七星宝刀を所有するとスキルが『乱世奸雄』に進化するだなんて。『治世能臣』スキルはもう無効になってしまった。軍師補正が消えちゃったわ。最悪だわ、私としたことが董卓の罠わなにかかるだなんて。劉備！　隣となりにあんたがいたから、私の知力が低下したのよ！」

　まあ、俺のせいで本来なら張飛クラスの能力を持った那波が邢けい道どう栄えいに封ほうじられたこともあったしな。バカなそんなはずがあるか、とは言えんのが悲しい。

「『乱世奸雄』とはどういう固有スキルなのだ？」

「『七星宝刀を用いて、志願した任意の人間を、自らの一族英えい傑けつとして再封できる』という人材収集スキルよ」

「すごいじゃないか！　そんなチートスキル持ちに進化できたのなら、むしろ僥ぎよう倖こうではないか！　『一族英傑不在』というお前の不利を補ってあまりある力だぞ、それは！」

　孔明が俺を劉備に再封したあの「チート」と同等のスキルを、一いつ介かいの封神英傑が自在に駆使できるとはな。これで曹操は夏か侯こう惇とんをはじめ、キラ星の如ごとき一族英傑を配下に加えることができる。

「チートだからこそ、デメリットもあるわ。まず、無条件に奸雄として民に嫌きらわれる……なにをやったって『漢かん王朝を簒さん奪だつする野心があるに違いない』と疑われて嫌われるのよ……ぐぬぬ」

「……ま、まあ、仕方があるまい……真世界の人間から見れば、封神英傑の再封なんて、妖よう術じゆつみたいなものだろうからな。お前がこの世界の真のラスボスだと疑う者も出るかもな」

「それは、独立君主にならなければ問題ないわ。でも、もっと大きな問題が。宝貝パオペエ・七星宝刀の力を解放しなければ、このスキルは使えない。固有スキルとしては異例だけれど、丹たん田でんを開くまでは役に立たないのよ。丹田を開くには私の『気』のレベルは程遠い。だから今の私にとってこのスキルは、単に軍師補正が消えて民心が離れるだけの、ただの呪のろいの装備よ。うう。頭が、割れるぅ。痛～い……！　すぐに打開策を練らないといけないのにぃ。頭痛のおかげで、考えがまとまらないわ……」

　曹操はストレスを受けると頭痛が出る体質らしい。真世界にはロキソニンがないしな。

「名医の華か佗だ先生を探すか、曹操？」

「イヤよ！　あんな外科手術オタクにかかったら、頭カチ割られるでしょっ！」

　雪乃いわく、華佗先生は女の子の胸を小さくする手術ができるらしいしな。うん？　ということは、曹操のようなつるぺたの子の胸を大きくもできるのではないか？　このまな板のような胸が曹操をホビット族に見せているのだ。それがストレスの原因のひとつに違いない。こいつのおっぱいをでかくしてやれば持病の頭痛を改善できるかも……が、今はそんなボケをかましている状じよう況きようではないので、黙だまっておこう。

「そうだ張飛。頭痛に効く漢方薬を錬れん成せいしてやれ。香こう辛しん料りようと漢方薬の原料はけっこう被かぶっているのだ。たとえばシナモンはケイヒだしな。水すい鏡きよう師し匠しようも、近所の漢方薬局でいろいろ調合させて飲んでいたな。バイアグラを凌りよう駕がする精力剤ざいとか、妙みようなものばかりだったが」

「さすがです兄さん！　古来、香辛料は薬として珍ちん重ちようされていたんですよ。ヨーロッパ諸国が大航海時代の新海路を切り開いて香辛料を求めたのも、実は食用としてではなく、薬として香辛料を売りさばくためだったそうです。栄光歴史ゲームの名作『超ちよう航海時代オンライン』で覚えました！　あ……でもこの程度の蘊うん蓄ちく、古今東西の歴史に精通した博覧強記の兄さんでしたらまるっとご存じですよね？　す、すみません！」

　いや、初耳だ。す、すまん雪乃。だがこんな憧あこがれのまなざしで見つめられたら、とても言いだせない……。

「ええ？　あたし、お料理は得意だけれど、生まれつき風か邪ぜもひいたことがない超健康優良娘むすめだから、漢方薬のことなんてわかんないよう～。薬ってさあ。下手に素人が調合したら、かえって毒になるんじゃない？」

　ううむ。それもそうだな那波。俺も調合のレシピまではわからん。

「とにかく曹操。丹田を開くまでは時間がかかるとしても、今のうちに一族英傑志願者を募つのろうではないか。たとえ袁紹陣じん営えいから独立するつもりがなくても、董卓軍との決戦に強力な曹操軍は欠かせない。封神英傑は圧あつ倒とう的に強いからな。封神されなかった社員や村々から徴ちよう兵へいした一いつ般ぱん兵だけを率いていては、とても勝負にならんぞ」

「……イヤよ！　血が繫つながらないニセの一族なんか、要らないわ！」

「そ、曹操？　急にどうした？　なにを怒おこって……？　軍師補正を失った今、お前には他に選せん択たく肢しがないのだぞ？　これからのお前には、お前個人の力だけではなく、人の和の力も必要だ。袁紹への進言を外して地下帝てい国こく送りにされてもいいのか？」

「異世界で出会った噓うそ家族なんて、私は要らないわよ！　だって、昨日の今日で真世界で出会った相手なんて、容易に信用できないじゃない！　血が繫がっていないニセ一族の力なんて借りないっ！　そんなもの要らないっ！　私は、私自身の力で天下統一を果たすんだからっ！」

　曹操は小さな肩かたを震ふるわせながら、声を張り上げていた。涙なみだを浮うかべている。董卓の罠に落ちた時に流した衝しよう撃げきの涙ではなく、これは、怒いかりの涙だ。俺は彼女の逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしい。が、曹操をどうしてここまで傷つけてしまったのか、俺にはわからなかった。そもそもドワーフ玉置先生は、「妹愛」、「家族愛」を描えがくラノベ作家ではなかったのか。戦国時代を乗り切り天下布武を達成するためには、乱世から失われた「家族の絆きずな」を取り戻さなければならない、と作中で何度も訴うつたえてきたのではなかったのか？　そりゃ、作品と作者とは別物ではあるが……。

「……あ、アニキ。あ、あたし、ちょっと豚ぶたまんまんの餌えさを探しに……き、キノコでも狩かってくるね……」

　那波の顔色が、不意に青ざめていた。「血が繫がらないニセ一族」という曹操の言葉が、那波の胸に突き刺ささったらしい。曹操は俺たち兄妹の込み入った事情を知らないから、これは事故だ。「乱世の奸雄」にされてしまった衝撃と激しい頭痛のために、かなり混乱しているようだし。

　那波は実は内心、俺と、そして俺と血が繫がっている「実妹」の雪乃の二人に対して、引け目のようなものを感じていたらしい。違う。お前は雪乃の「代用品」なんかじゃない。引け目なんて、感じさせていないと思い込んでいた。こいつはいつも明るく気き丈じように振ふる舞まっているから、気づいてやれなかった。くっ。俺としたことが……！

　この時。

　雪乃が、白い肌はだを真っ赤に紅潮させて、震えながら大声を発していた。感情が激すると、雪乃は顔が赤くなる。

「曹操さん！　申し訳ありませんが、そのお言葉だけは首しゆ肯こうしかねますっ！　家族の情に、姉妹の仲に、血の繫がりの有無なんて関係ありませんっ！　お心得違いですっ！　私と張飛は義理の姉妹ですが、それでも兄さんと一いつ緒しよに三人で最後まで生死をともにする、同年同月同日にともに死ぬことを願わんと誓ちかい合ったほんとうの姉妹なんです！」

　雪乃。お前は……俺が真っ先に言うべき言葉を、先に雪乃に言われてしまったな。

　こんな言葉を叫さけぶ役目は、長兄である俺でなければならないのに、なんてことだ。

「兄貴道」、道険し、だ……！

　那波は「も、もういいよう。関羽ねえ。曹操は頭痛でふらふらなんだし……」と雪乃の手を取っていた。この二人はもうほんものの姉妹だな。「はっ？　わ、私、思わず……ご、ごめんなさい曹操さん！」と我に返った雪乃が、曹操に平謝りする。

「……そ、そうね……し、姉妹って、家族って、きっと、そういうものなのよね……私も、言い過ぎたわ。いろいろあって、どうかしていたみたい。もう、心が『乱世の奸雄』になりはじめているのかも……ごめんなさい……」

　俺の背中に抱だきついている曹操の声が、なぜかずいぶんとしおらしかった。

　とても、寂さびしそうな声だ。

　が、曹操が薄うすい胸を反らすと、いつもの小生意気な、子こ猫ねこが踏ふみ潰つぶされて鳴いているかのような声色に戻もどっていた。

「ごめんなさい張飛。そして関羽。あ、あなたはほんとうに私の理想の『妹』だわ！　あなたには、私に欠けている『徳』と『義』があるわ！」

　なんだか曹操の様子が妙だ。俺の心の中で、なにかが引っかかった。だが、それがなんなのかは、わからない。ええい。俺はどうしてこうも鈍にぶいのだ！

「曹操ってほら。民に不人気なの。こんなスキル持っちゃったし。だから、私個人の力で董卓がスタートダッシュに成功したこの状況から天下統一を果たすのは難しくなっちゃった。でも！　私の知ち謀ぼうに、あなたのその正義の心と民に慕したわれる女神の魅み力りよくが加われば、きっと天下を統一できる！　い、一族英傑は要らないけれど、あなただけは別だわ！　あ、あなたを劉備と張飛から奪うばおうだなんて、もう言わない。だから、元の世界に帰き還かんするまでの間だけでいいの。私と行動をともにして。私の義妹になって頂ちよう戴だい！　あなたの義兄妹枠わくはまだひとつ空いているのよね？」

　あ、そうか。素直に謝ったり、プライドを捨てて雪乃にお願いしたりすることに照れていたのか……曹操はクラシックなツンデレだなまったく。こいつ、ちょっとだけかわいいかもしれん、とうっかりときめいてしまった自分に屈くつ辱じよくを感じてしまったではないか。

　しかし、これはいい流れだぞ。

　乱世の奸雄──「奸絶」曹操と、その忠義心故に神にまでなった「義絶」関羽が、那波を介かいしたやりとりを経て口ゲンカから相そう互ご和解に至り、義姉妹になる。

　正史ではありえなかった、歴史的和解の瞬しゆん間かんが来た！

　これは、洛陽と天子を押さえてしまった董卓の「封神英傑全員を殺す」という暴挙を防ぎ止めるための「抑よく止し力りよく」の誕生。最高の「絆」ではないか！

「……い、いいわよね、関羽？」

　那波が「いいね、アニキ！　新しい妹ができるよ！　お姉ちゃんの次は妹かあ～♪」と豚まんまんを抱だきしめながら微笑ほほえみ、俺が「身長とおっぱいのサイズで勝手に妹と決めるでない張飛。さてどちらが先に生まれたのかな？　お前の『姉』だったら笑えるなフハハハ！」と高笑いしている、そんな和やかな空気をまったく読めない頑がん固こ者がこの場に一人だけいた。いや、空気が読めない子ではないのだ。むしろ俺なんかよりもずっと敏びん感かんで感受性豊かで繊せん細さいで誰だれに対しても優しくて……しかし、たったひとつだけ、この子には致ち命めい的てきな「バグ」とでもいうべき欠けつ陥かんがあった。

「あのう……ごめんなさい曹操さん。お断りします！　だって私がお仕えする人は、兄さんだけと決めていますから！　兄さんと引き離はなされたら、私、寂しくて悲しくて死んじゃいますから！」

　雪乃？　ちょっと待てえええええ！

「え、ええええ？　だ、だったら、劉備も張飛も私の家臣ということにしていいから！」

「ダメです。無理です。私は、兄さん以外の誰の命令にも決して従いません！　私の身も心も全部、兄さんのものなんです！　曹操さんが兄さんの妹になって兄さんにお仕えするというのでしたら姉妹としてともに戦いますが。私にとっては！　兄さんが！　すべてに優先するのです！」

「わ、わ、私に、劉備の妹になれ、ですってえ？　そそそそんなことできるわけないじゃないっ！　よ、よりによって、こんな頭の沸騰したシスコンのバカが私の兄になったら、いったいなにをされるか……子供扱あつかいされて一緒にお風ふ呂ろに入れられて髪かみの毛洗われたりされそう……っていうか、される！　ぜぜぜ絶対に、いやあああっ！」

「な、なんですって？　わ、わ、私の最高の兄さんを、シスコンのバカ呼ばわり……兄さんと一緒にお風呂って、妹にとって至上の幸福ではないですか。なにが不満なのですかっ？　ゆ、ゆ、ゆるせま……では、交こう渉しよう決けつ裂れつですねっ！」

「……そのようね……残念だわ！」

　雪乃おおおおおお！　お前……お前、外交力ゼロだああああ！　これほど完かん璧ぺきな美少女に育っていながら、なぜ俺が絡からむといきなり知力が低下するんだあああ！　自ら外交関係を決定的に破は綻たんさせて滅めつ亡ぼうルート一直線！　これでは正史の関羽と同じではないか！　たしかに俺だって雪乃を戦場に立たせるつもりはないから、曹操のもとに雪乃を無条件で送ることは絶対にできないが、大商人として曹操を補ほ佐さするという道もあるわけだし！

「関羽！　兄への愛に目が眩くらんで、今のお前はポンコツになっているぞおおおおっ！　よく考えろっ！」

「イヤですっ！　兄さんにお仕えしたいんです、他の人じゃダメなんですっ！　曹操さんが嫌きらいというわけではないんです、でも……私は、兄さんが好きなんですっ！　絶対に。絶対に。絶対に二度とおそばを離れませんっ！　大陸は広大なんです。他の人に仕えたら、きっと作戦行動の関係で結局は離れ離ばなれになってしまうことに……もう……もう会えなくなっちゃうかもしれないじゃないですか……！　そんなの、絶対にイヤです！　兄さんがいないと、私、真世界を生きていけません……！　お願い、雪乃を……捨てないで……」

　ダメだ。雪乃は、武勇に優れ「春しゆん秋じゆう左さ氏し伝でん」を愛読し知略に秀ひいで、真世界の民や商人たちに女神として崇すう拝はいされる究極の完璧美少女でありながら……俺のことになると、ポンコツ妹になる！　俺と再び引き離される予感への恐きよう怖ふが、雪乃を縛しばっているのだ。俺も雪乃と気持ちは同じだ。だがこれは、真世界のデスゲームを生き抜ぬく上で、致命的な弱点だ！

　この弱点を修正しなければ雪乃は、「関羽さんのところのお子さんをうちの子の嫁よめにもらいたんだけど、どうよ？　仲良くしましょうよ」と関羽の武ぶ威いにビビって頭を下げてきた呉ごの孫そん権けんに「虎とらの子を犬にやれるかっ！」となぜかブチ切れ、孫権を怒らせて斬きり殺されてしまった正史の関羽と同じルートを辿たどるに違ちがいない！　早くなんとかしないと！

　だが、もはやそれどころではなくなってしまった。

「……は、はうう……さ、最後の希望が……関羽が……私のもとから去っていっちゃった……わ、私……も、もう……ダメ……がくっ」

　曹操が俺の背中に抱きついたまま、気を失ってしまった。慌あわてて額に手を当ててみた。あつっ!?

「いかん、すごい熱だっ！　ただの頭痛ではなかったんだ！　こいつ、風か邪ぜをひいて高熱を出していた！　逃とう走そう中、俺たちに気取られないようずっと我が慢まんしていたんだ！　四十度近くあるぞ！」

「ええっ？　ぜんぜん気づきませんでした！　よ、よく耐たえておられましたね。すごい精神力です。あの……もしかして……私が妹になることをお断りして曹操さんの心を折ったことが止とどめに……？　あああ。私は、私は……どうして兄さんのことになると……！　ごめんなさいっ！」

「ゆきのん、アニキ？　向こうに山小屋があるよ！　もう深夜だし、いったん山小屋に曹操を寝ねかせて今夜は休もうよ。これ以上強行軍を続けたら、曹操の身体が保たないよう」

「ぶきっ！」

「ああもう。香こう辛しん料りようをそのまま飲ませても風邪には効かないよね？　あたしが漢方薬の処方さえ知っていればなあ～。このあたりじゃ、キノコくらいしか見当たらないし……なにか栄養のあるものを食べさせないと……」

　那波は身体を動かすのが大好きだから、夏休みには「山ガール」になったりもするし、サバイバル術に長けているのだ。この真世界では、那波のアクティブな特技は実に役に立つ。知力を削けずってまで体力にパラメーターを全振りした甲か斐いがあったな、那波。フハハ！　あとで頭を撫なでてつかわそう。「頭撫でるなキモい！」と殴なぐられそうだが。

　小屋の中には、二つの部屋があった。居間と、料理支度をする土間だ。

　むむむ、この温うん州しゆうみかんは皮だけよ、と高熱にうなされて寝ね言ごとを呟つぶやいている曹操を居間に寝かせてから。

　土間に集まった俺たちは、すぐさま小声で「対策会議」を開いた。小声なのは、曹操を起こさないためだ。一晩ゆっくり眠ねむらせてあげないとまずい。

「『乱世奸雄』スキル持ちにされてしまった件がショックで発熱したのだろうが、あいつは精神力が強いし、一晩眠れば回復するのではないか？」

「乱世の奸雄の運命を被こうむるなんて、お年とし頃ごろの女の子にとっては大ショックです、兄さん。ただ寝ていても、一晩で回復するのは難しいと思います。しかし、何日もここで留まっていれば董卓軍に捕ほ捉そくされてしまいます。そうですね……今夜のうちに栄養があるものを食べていただいて体力を回復させることができれば、おそらく熱も下がると思います」

「そういえばあいつ、洛陽への行軍中からなにも食べてなかったな。黄巾賊ぞくとの決戦前夜軍議でも、徹てつ夜や続きでふらふらだったし。仕事にのめり込むと寝しん食しよくを忘れる性格なのかもな。あるいは袁帝グループのブラック社風か……」

　しかし山に生えているキノコと那波の錬れん成せいする香辛料だけじゃ、栄養分が足りないぞ。キノコって低カロリーだぞ。発熱時の体力回復には、カロリー。特に、タンパク質が必要だ。那波が大豆でも錬成できればよかったのだがなあ。

「ブヒヒヒン！　ブルルッ！」

「きゃあっ？　兄さん、また的盧が私の黒くろ髪かみに鼻を……！　な、なんとかしてください！」

「そうだ。この駄だ馬ばをステーキにしちまおう。きっと慈じ悲ひ深い俺にそう決断させるために、こいつは敢あえてエロ馬として振ふる舞まっているのだ！　フハハハ、背に腹はかえられん！」

「……ブブブ、ブルル……ブ、ブッヒ～ン♡」

　ちっ、的盧め。媚こび媚びのウィンクを俺に送りながら、すごすごと馬小屋へ逃にげやがった。ええい、人語を解する馬は厄やつ介かいだ。

「ダメですよ兄さん。的盧は兄さんと曹操さんが逃走するためのたいせつな『脚あし』です。私とななちゃんの馬もです。食べたりしたら、それこそ董卓軍に追いつかれてしまいます」

「そ、それもそうか。ううむ……あの駄馬め。自分は決して餌えさにされないと知っているから、雪乃にあんなエロい所業を平然と」

「ど、どうしよう？　的盧を食べさせたら、逃げる脚を失う。でもこのままだと曹操は回復しない。どっちにしてもあたしたち、追いつかれちゃうじゃん！　うう。困ったなあ～」

「……ぶ……ぶきっ！」

　三人が行き詰づまってため息をついていたその時。

　うるうると涙なみだ目めを潤うるませながら、那波が飼っているペットの子こ豚ぶた、豚ぶたまんまんが「ごろり」と自らの腹を向けて調理台の上に転がっていた。

「ぶきっ……！」

　まさかこいつ、自分を料理して曹操に食べさせろ、と言っているのか？

「そ、そんな……兄さん……そんな残ざん酷こくなこと、できません！」

「うええええん！　イヤだよおおお！　殺したくないよう！」

「……お、お、俺だってイヤだ。殺したくはない。そんな残酷な真似はしたくない……だ、だが、他に方法はない……これも天下統一のためだ、俺たちのみならず真世界の人々すべてを護るためだ。やむを得ない……！」

　迷っている時間はもうない。那波。雪乃。そして曹操。三人を無事に袁紹陣じん営えいまで退たい却きやくさせるためには、他に手段はない。そして、「決断」すべきは長兄であるこの俺だ！　那波に曹操の言葉が「刺ささった」時、俺は出で遅おくれた。雪乃に嫌われ役を……同じ失敗を繰くり返かえしてはダメだ。「罪」も「良心の呵か責しやく」も、兄が！　この俺が背負うべきなのだ！

「ぶきっ！」

　早くしろ、と言っているのだな豚まんまん。くそっ。「豚まんまん」と那波がこいつに妙みような名をつけた時に、なんとなく悪い予感はしていたのだ。いずれ餓うえて食材にすることになるんじゃないかと。だが、早すぎる……！　まだちっちゃな子豚なのに。ほんとうに、やるのか。俺は小動物を殺した経験がない。しかし、「豚まん」ならばさんざん食ってきたではないか。ああ。俺たちは今までも、こうして動物の命を食べさせてもらって生きてきたのだな……。

「に、兄さん……わ、私たちのために、そんな」

「……アニキ……！　ダメだよ……！」

「こ、こ、これは兄としての決定であり命令だ。雪乃。那波。お前たちにできないことは、わかっている。やらせるつもりもない。だから──お、お、俺が殺す！　三兄妹の長兄として、俺がけじめをつける……！」

「ぶきっ！」

　豚まんまんが、この時だけはイケメンに見えた。ああ、お前は偉い大だいな子豚だ。だが、俺の剣けんは村人からもらった「普ふ通つうの剣」で、切れ味が鈍にぶい。作業に手間取って豚まんまんを無む駄だに苦しめるのは気が引けた。せめて、すぱっと一刀で。

　震ふるえる指で、腹を向けて転がっている豚まんまんの手足を縛り、しゃーこ、しゃーこ、と土間に転がっていた砥と石いしで剣を磨みがきはじめると──。




「わ、わ、私が『乱世の奸雄』になってしまったから、ここで殺して天下の災いを取り除こうというのね、劉備！　し、信じていたのに、私を裏切ったのね……！　わ、私が天下に背こうとも、て、天下の人間が私に背くことは許さないわ……！」




　ドンッ！

　いきなり隣となりの居間から、曹操が飛び込んできた。

　足下をふらつかせながらも、その手には「七星宝刀」を握にぎりしめている。

　俺たちの声がどんどん大きくなっていたから、目を覚ましてしまったのだ。おそらく、俺たちの会話を「途と中ちゆうから」聞いてしまったのだろう。だから、俺を「斬る」つもりになったらしい。

　そして、曹操は。

「……あ……」

　調理される準備済みで縛られて待機していた豚まんまんと、視線を合わせていた。

「ぶき～、ぶき～（涙目）！」

　その瞬しゆん間かんに、曹操は自分が「勘かん違ちがい」していたことに気づいたらしい。

　那波と雪乃が「誤解」だと説明するまでもなかった。

　そして。

「……あ……あ……あ……違う。違う。私はどうして……どうして、身を挺ていして董卓から私を救ってくれた劉備を疑って……これは……曹操が乱世の奸雄としての本性をはじめて剝むき出しにした『呂りよ伯はく奢しやイベント』だわ……！」

　曹操には、こんな「逸いつ話わ」が残されている。董卓暗殺に失敗して逃走する際、曹操は呂伯奢という知人の家にかくまってもらった。呂伯奢の家族たちは豚料理を曹操に提供してもてなそうとしたが、曹操はその包丁の音を聞いて「自分を殺すつもりだ」と疑い、呂伯奢の家族たちを間ま違ちがって殺してしまったのだ。そして──自分の過ちに気がついた曹操は、居直って傲ごう然ぜんと言い放った。

　俺が天下に背こうとも、天下の人間が俺に背くことは許さん、と。

　その呂伯奢イベントとまるで同じ事態が、今、この山小屋で起こっていたのだ。




「私は……もう……『乱世の奸雄』としての運命から、逃げらないんだわ！　このまま、戦場で民を死なせ続け兵を死なせ続ける独裁者に、虐ぎやく殺さつ者に……！　あげくの果てに、天下統一に失敗して……！　真世界を、滅ほろぼしてしまうんだわ……！　英えい雄ゆうの面つら汚よごしに……なってしまったんだわ……私は……私は……！　ごめんなさい……ごめんなさい……！」




　高熱を忘れたかのように全速力で山小屋から飛びだしていった曹操を慌てて追いかけようとする雪乃、そして那波を、俺は止めていた。

「今のあいつには、三人を相手に話し合う余よ裕ゆうはないだろう。俺が、曹操を連れ戻もどす。これは俺の選せん択たくミスだ。豚まんまんを食材にするのは、やめよう。那波のたいせつなペットを食材にしようだなんて、俺が間違っていた……呂伯奢イベントに。『運命強制イベント』の力に、俺もまた引きずられていたのかもしれない。曹操のせいじゃない」

「わかったよアニキ。ほら、行ってきなよ」と那波が俺の背中を押してくれた。雪乃が顔を赤らめながら「兄さんならば、曹操さんの心を、護れます。兄さんなら、できます」とうなずいてくれた。

　俺は、夜の森の中を走りだしていた。曹操を、追いかけるために。




　高熱にうなされていたこともあったのだろう。自分の「運命」に絶望した曹操は、崖がけから身を投げようとしていた──俺は、曹操の身体をぎりぎりで抱だき留とめていた。間かん一いつ髪ぱつ、間に合った。もう、八年前の俺とは違ちがう。ステーキにされたくない的盧が馬小屋に引っ込んでいたので、曹操が自分の脚で走らなければならなかったことも幸いした。

「放してっ！　放してよっ！　私はもうダメよ！　ここで私が消えなければ、四人とも董卓軍に捕つかまっちゃうわ！」

「早まるな曹操！　関羽も、張飛も、俺も。誰だれも、お前を責めたりしていない！　さっきの事故は『運命強制イベント』だ。実はこの俺も経験済みなのだ。封神英えい傑けつには、正史英傑の『運命』がかぶさってくる。イベントは、実在するのだ！　発生条件が揃そろえば、強制的にそれはやってくる。今回は、董卓暗殺失敗、洛陽からの逃とう走そう、お前の高熱、豚まんまんという条件が偶ぐう然ぜん揃っただけだ！」

「……そんなの、もう偶然じゃない……！　必然なんだわ！　結局、私はいずれ正史の曹操と同様に、徐州に攻せめ込んで虐殺戦をやってしまうんでしょ？　おかしい。おかしいわよ、こんなの！　だって！　知的で冷静なはずの曹操が徐州で凄せい惨さんな虐殺戦をやってしまって天下の民心を失ったのは、徐州を治めていた陶とう謙けんの部下に、父親を殺されたからよ！」

　わかっている。正史の曹操が人生でただいちど、民まで巻き込んだ項こう羽うのような乱暴な戦を徐州でやってしまったのは、それが父の仇かたきを討うつための「復ふく讐しゆう戦」だったからだ。

　父を殺された曹操は悲しみのあまり我を忘れ、一時的に理性を失ったのだ。そのただいちどの肉親への「情」に惑まどった失策によって、曹操は民から「乱世の奸かん雄ゆう」と忌いみ嫌きらわれるようになった。

　たしかに失策だ。大勢の民を無駄に死なせた。だが劉備も、関羽を孫権に殺された時に同じ過ちを犯している。曹操との決戦を投げだして呉へと遠えん征せいし、無む謀ぼうな関羽の仇あだ討うち戦に突つっ込こんで大敗した。その結果、劉備と孔明は天下を統一し損ねたのだ。

　劉備も。曹操も。劉備を止められなかった孔明も。みんな、バカだ。なにやってんだよ。天下統一はどうなったんだよ。どうして、「情」に流されてやらかしちまったんだよ……でも。でも。しょうがないんだよ。だって、それが「人間」だろう？　俺だって。妹の那波を目の前で殺されて、冷静でいられるはずがない！　怒いかりと悲しみに、我を忘れた。那波を斬きらせた亜人を憎にくんだ。殺してやる、と叫さけんだ。悪あく魔まにだって魂たましいを売る、と叫んだ。事実、孔明に魂を売った。ろくに孔明の説明を聞くこともなく。

「曹操。『運命強制イベント』は回かい避ひできる。俺たちは封神英傑なんだ。正史英傑とは別の人格、別の魂、別の肉体を持っている。運命の操り人形じゃない。お前のお父さんが徐州で殺されるという運命さえ回避すれば──お前は、乱世の奸雄にならなくてもすむ！」

　だが。曹操の涙混じりの言葉は、俺の予想外のものだった。

「……避さけられない！　きっと正史と違うかたちで運命は成就するのよ！　だって、私には、お父さんもお母さんもいないの！　二人とも、航空機事故で死んだの！　私は一人っ子だったから、もう家族はいないの！　それからの私は、親同士の縁えんで袁帝グループに養ってもらっている、孤こ児じなの……！　だから、私の一族英傑はいつまで待っても現れないの！　肉親なんていないんだから！　曹操の一族に紐ひも付づけされる者なんて、どこからもやってこないのよ！」

　俺は。

　言葉を失っていた。

　そうか。曹操。お前。だから……「ぼっち」で戦っていたんだな。こんな小さな身体で……。

「……知らなかった……すまない。お前の今までの言動や態度から、察することだってできたはずだったのに。俺が、無神経だった」

「べ、別に！　あんたがうざいから、口が滑すべっちゃっただけよ！　ど、同情なんてやめてよね！　家族なんて、いればいただけ面めん倒どうなだけでしょっ！　あ、あんたの家だっていろいろ複雑な事情があったんでしょ？　だから、実の妹の雪乃ちゃんと八年間離れ離ばなれになってお互たがいに苦しんでいたんでしょ？　義理の妹の張飛だって、あんたと関羽の間で板いた挟ばさみになって……わ、私の失言のせいだけど……私には、きょうだいの微び妙みような関係の機き微びってわかんないから……つ、つまり！　家族を失って苦しむくらいならば、苦しみの根源になる家族なんて……最初から、いないほうが……まだ、まし……なの……よ……」

　曹操。自分を傷つける言葉なんて吐はいて、泣くなよ。それは違う、とお前は𠮟しかってほしいんだろう？　鈍い俺にも、それくらいはわかる。お前がなによりも求めているものは──「家族」だ。だって。ドワーフ玉置先生は、いつだって作中で、そう訴うつたえてきたじゃないか！　臆おく面めんもなく。恥はずかしげもなく。「シスコン乙おつ」とどれだけ嗤わらわれようとも、大声で叫び続けてきたじゃないか！　バレバレなんだよ、お前のツンデレ発言は！

「なあ、曹操。いや、ドワーフ玉置先生。『妹愛』が、『家族愛』が、お前のラノベのテーマじゃないか。タイトルからして、『戦せん国ごく妹いもうとコレクション』だぜ？　失うくらいなら最初からいないほうがましだなんて、そんな悲しいこと、言うなよ……違う。絶対に違う。俺はずっと苦しんできた。妹を失ったことに。護れなかったことに。今でもずっと苦しんでいる。これからもきっと。家族を失う恐きよう怖ふは、俺も思い知っている。でも……それでも！　俺は、家族がいてくれて、ほんとうによかったと思っている。義理の妹でも。実の妹でも。それは絶対に変わらない！　俺は今まで、お前のラノベにどれだけ励はげまされたことか。だから」

「……あんなラノベ、全部『噓うそ』よ！　私の『妄もう想そう』なのよ！　持たざる者、なにも知らない者が無残な現実の代だい償しようとして書いた、ただの願望充じゆう足そく行こう為いなのよ！　お腹をすかせたマッチ売りの少女がマッチを擦すってごちそうを思い浮うかべているのと同じなの！　だって！　私は、家族を永遠に手に入れられないから！　ほんとうのきょうだいのことなんて、私はなにも知らないから！　無知だから、妹がいないから、だから妹を理想化して美しく描えがけるのよ！　知っていたら、醜みにくい部分だって見えちゃうでしょっ！　幻げん滅めつだってしちゃうでしょっ！　私は……大おお噓うそつきなの……！　一族英傑なんて要らない！　家族なんて要らない！　知ってしまったら、手に入れてしまったら、もう、理想の妹なんて書けなくなる！　真世界で関羽を義妹にしようとしていたのだって、い、い、妹がほしいからなんかじゃない！　曹操と関羽が組めば天下を統一できるという打算だけで言ってるのよ！　元の世界に帰りたいから！　それだけよ！」

　ああもう。ぽろぽろ泣きながらツンデレ自じ爆ばく発言をどこまで続けるつもりなのだ。いくら猫ねこパンチで俺の胸板を殴なぐっても、効かぬ。効かぬのだ。お前、ちっちゃいし軽いし高熱でふらふらなんだぞ。

「ドワーフ玉置先生。俺も中二病だが、お前も少々こじらせているようだな。現実が幸せに満たされているのならば、誰も小説なんて書かないし読まないではないか。残ざん酷こくな現実に甘んじて運命に敗北したくないからこそ、だからこそ人間は、理想を描かずにはいられない。カタルシスを求めて！　そんなことは、三千年も昔から当たり前の人間の性さがだ。現実世界で家族を手に入れたら、もうラノベで『家族愛』を描けなくなる？　そんな理り屈くつは、『童どう貞ていでなければ最高のエロ小説が書けない理論』と同じ誤ご謬びゆうにすぎん！　リア充じゆうにだって、『家族愛』は描ける！　お前は、自分が幸せになることに怯おびえているだけだ！」

「……う……う、うう」

「お前は『妹』を愛するラノベを書くことで、必死で絶望の淵ふちから這はい上がろうとしているじゃないか！　だからお前は、あんな面白い、読者の心を震ふるわせる妹ラノベを書けるんじゃないか。俺のようなダメ兄貴を、シスコンを肯こう定ていしてくれたじゃないか。俺の心を救ってくれたじゃないか！　俺が那波と兄妹として幸せに過ごせてこられたのも、お前のおかげだ。いいか！　お前は！　俺を幸せにしたんだ！　俺だけじゃない。きっと、大勢の読者を幸せにした！　なのになぜ、お前自身が幸せになってはならない？　ドワーフ玉置先生の愛読者であるこの俺が保証する！　お前は、必ず立ち上がれる！　フハハハハ！」

「……や、やめなさいよ、その笑い方……リアルでフハハハって……あ、あ、ありえないんだから……ばか……」

　俺はなぜ、シリアスな場面でシリアスな言葉を語りかけるべき時に、中二病口調になってしまうのか。言うまでもない。死ぬほど恥ずかしいからだ！　俺はトゥー・シャイなのだ！　が、無言のまま曹操を遠くへと手放してしまうよりは、これでいい！　中二病乙！

「お前はたぶん、一種の天才だ。妹を知らなくても、素晴らしい妹の物語を書ける。だが、妹を知れば、妹を得れば、まったく異なる新しい妹の物語だって書ける！　なぜなら、お前がその心に抱いだく妹愛、お前の家族愛が『ほんもの』だからだ！　それに、お前自身もほんとうに望んでいたリアル人生を生きられる！　幸せになれる。作品世界もリアル世界も、どちらも『お前の世界』なのだからな！　俺には二人の妹がいるが、だからってどちらか一人を捨てる必要などない。むしろ捨ててはならないのだ！　そんな真似をすれば、俺は『兄貴道』に背いたことになる！　兄貴道不覚かく悟ごで切腹だ！　お前も同じだ！　お前がラノベで描くシスコン主人公も、お前自身も、一いつ緒しよに幸せになっていいのだ！　むしろ、ならねばならんのだ！　わかったか、ドワーフ玉置イイイイ！」

「そ、そ、その名前を呼ぶなって、言ってんでしょおおお！」

「お前はまだまだ妹ラノベの高みへと昇のぼれる！　実の妹と義理の妹の板挟みになって苦く悩のうするお兄ちゃんを主役にした新作をものにしてもらわねば、俺が困る！　今の三すくみ状態をどうすればいいのか、鈍どん感かんでシャイな俺にはさっぱりわからんからだ！　俺に正しい『兄貴道』を示してくれ、ドワーフ玉置！　俺を、光の『兄貴道』へと導いてくれ！　俺たちとともにこのデスゲームを勝ち残り、帰き還かんしよう！　故に俺は、全力でお前を肯定する！　乱世の奸雄になど、ならせはせん！　ならせはせんぞ！」

　俺の中二病台詞ぜりふには「噓」が交じっている。そうだ。那波の「死なせ戻もどり」など絶対にやってはならないから、考えないように努めていたが、俺自身は帰還できない可能性が高い。

　俺は、那波を生き返らせるために、正確に言えば那波が死んだ時間軸じくを巻き戻して消し去るために、孔明に自分の魂を売ってしまった。だから、帰還できるとしても十中八九、曹操、那波、雪乃たちだけだろう。天下が統一されたその時、契けい約やくは成就し、俺の魂は……どうなるのだろう？　わからない。もしかしたら俺は、人間ですらなくなるのかもしれない。だが……曹操。お前は違う。

　お前には、俺の分まで……幸せに、なってほしい。俺の心を救ってくれたお前には。俺なんかよりもずっとずっと苦しんできて、それでも必死であがき続けてきたお前には。その権利がある。

「……な、な……なんで読者が、作者に上から目線で説教してんのよ……なによ。なんなのよ。頭の沸騰したシスコン台詞を、言いたい放題……！　ばか、ばか、ばか……！　うわあああああん！」

「フ……頭の沸騰したシスコン台詞を次々と俺に仕込んだのはお前ではないか」

　曹操が、ぎゅーっと俺の背中に腕うでを回してきて「さば折り」の体勢に入った。非力なので、デレてるのかガチで殺しに来ているのか判別に困るところだが、俺の胸に顔を埋うずめてわんわん泣いていることだけはたしかだ。俺は、曹操の頭をそっと撫なでて、落ち着くまでしばらく待った。ああ。真世界の夜空は綺き麗れいだ。真夜中なのに、こんなにも星々の輝かがやきが眩まぶしい。「天の川」って、ほんとうにあったんだな……。

　曹操の泣き声が「……うっく。うっく」とか細くなった頃ころ合あいを見計らって、俺は奇き襲しゆう作戦に出た。ここまで恥ずかしい台詞を連呼したのだから、もう恐おそれるものはなにもない。

「曹操。俺と、この真世界で家族になろう。元の世界に帰還すればチャラにできるのだから、経験値稼かせぎの練習のようなものだ。まずは俺で慣れろ！」

「……えっ……!?　あ、あ、あんたと？　わ、わ、私が……か、家族っ!?　そそそそそそれって。そ、そりゃ、枠わくはああああ空いているけれど、でもっ」

　ぶわっ、と曹操の顔が真っ赤になった。雪乃みたいだった。やっぱり熱があるからか？

「ま、ま、待って頂ちよう戴だい。い、いき、いきなりそんなこと言われても。ま、まだ、心の準備が……そ、そりゃ、あ、あんたは私を董卓から救ってくれたし、い、いろいろと感謝してるし、ま、まあ、嫌きらいか好きかと言われたら、す、す、す……で、でも、いくらなんでも話が急すぎてっ！」

「そう遠えん慮りよするな！　お前を俺の『妹』にしてやろう、フハハハハ！　関羽と張飛で二枠わく埋うまっているが、俺の義兄妹枠はまだひとつ残っているのだ！」

「……へ？　……妹……？」

「うむ。お前、俺と同学年と言っても早生まれだろ？　ズバリ三月生まれだろう、そのちっちゃさを見ればわかる」

「……ま、まあ、そ、そうだけど……いや、えっと、だから」

「すなわち！　お前は俺の姉にはなれん！　故に、妹になるのだ！　真世界のシステムの都合上、このルールは覆くつがえせんぞ。ロリお姉ちゃんというのもオツなものだが、やはりちっちゃなお前には妹がよく似合う！　フハハハハ！」

「違ちがうっ！　そ、そ、そうじゃないっ！　な、な、ならないっ！　あんたの妹になんて、ぜーったいになってあげないっ！」

　ぽかぽか、となぜか激げき怒どした曹操がまた攻こう撃げきを再開してきたが、貧弱貧弱ゥ！

　俺はさっさと俺自身のステータスウィンドウを開いて、曹操の指を「ぐい」と握にぎりしめて強引に「義兄妹登録」コマンドのアイコンにタッチさせていた。絆きずな、成立。曹操孟徳ことドワーフ玉置先生はたった今、俺さまの三人目の妹になった！　フハハハハ！

「恥ずかしがることはないぞ！　これからは、俺のことを『お兄ちゃん』と呼ぶがいい！」

「いやあああああっ!?　なんてことするのよおおおおお！　あんたねえっ！　こんなの、人身売買よ！　人攫さらいだわっ！」

　そう言いながら、曹操はなぜか自分自身のステータスウィンドウを開いて俺との絆をデリートしようとはしない。怒いかりのあまり、いつでも自分の意思で義兄妹の絆を解除できることを忘れているのか。あるいは、ずっと真世界の絆システムを拒きよ絶ぜつしてきたから知らないのかもしれん。ならば好都合だ。黙だまっていよう。

「ここに、真世界におけるわが三人の妹が揃そろったな！　まさしく『三さん国ごく志し妹まい』だ！　我ながらうまいことを言ってしまった……フッ。劉備と曹操が義兄妹の絆を締てい結けつしたことで、真世界の歴史は大きく変わるぞ！　お前についた呪のろいの奸かん雄ゆう補正は、この俺の人徳スキルで帳消しにしてやる！　関羽の女神さまスキルとは少し違ちがうが、劉備の民心掌しよう握あくスキルも強力だからな！　これでまた一歩、天下統一に近づいた！　そしてお前も、念願の『家族』を得られた。妹でなくて不満だろうが、まずは俺で慣れろ！　妹側の立場を経験してみることも、たいせつだぞ？」

「あう、あうあう……なななにそれ。ききき嫌きらいよ、嫌い、あんたなんか大っ嫌～い！　ぜったい、ぜったい、ぜーったいに、『お兄ちゃん』なんて呼んであげないんだからあ！」

　フッ。俺は、那波でそういうのは慣れているのだ。ツンデレ妹、ごちそうさま！

「……ふにゃああ……も、もう……ダメ……寝ね落ちしちゃう……うう……お願い……二人が義兄妹になったことは……秘密にして……私の妹情報をロックして、シークレット妹に……だって……恥はずかしくて……生きていられない……」

「わかった、わかった。まったくお前は生きつ粋すいのツンデレだな、フハハハハ！」

　暴れ疲つかれて体力が切れたらしい。曹操は、ぐったりと俺の腕の中に身体を預けてきて、そのまま「すぅ……」とゆっくり眠ねむりに落ちていく。えっ？　こいつ、起きてると尊大で剣けん吞のんだけど、寝ね顔がおはあどけなくてかわいいな……あ、いや、俺はもう曹操の「兄」になったのだった。いかんいかん。「兄貴道」よ、俺を罪の誘ゆう惑わくから護りたまえ！

「……ねえ、劉備……と、特別に教えてあげる……わ、私の本名は……早さ乙女おとめ怜れい香か、よ……本名バレしたくないから、誰だれにも秘密よ。でも……ドワーフ玉置なんて、かわいくないから……絶対に……以後、ペンネームでは呼ばないでよね……」

　完全に寝落ちする直前に、曹操は小さな声で、そう囁ささやいていた。

「そうか。本名のほうがペンネームらしいのだな。すごく似合っている。俺の真名は、水みず城き秀しゆう一いちだ。名前の由来は、お前ならわかるな？　通常の三倍速い人だ」

「……秀一……ロリコンになる因業を背負った名前ね……妹攫い……変態……ばか」

　曹操──早乙女怜香は、俺の腕に抱かれながらいつしかすやすやと寝ね息いきを立てていた。あれほど騒さわいで泣いて暴れたのに、なぜだろう、すっかり熱が下がっている。もしかして激しい怒りのアドレナリンが、体内の風か邪ぜウィルスを焼き尽つくしたのか？　曹操の身体をそっとお姫ひめさま抱だっこして、山小屋へと戻ろう。朝が来れば、きっと、もう曹操はだいじょうぶだ。

　いずれ俺の魂たましいが孔明のもとに召めされるその時。たとえ俺が帰還できないとしても。曹操にならば、怜香にならば、雪乃と那波を託たくすことができる。だって怜香。お前の「妹愛」は、純じゆん粋すいで、汚けがれなく、掛かけ値なしの「ほんもの」なのだから。




　山小屋に戻り、再び曹操を寝かしつけたあと──。

　俺は、山小屋の手前に開けた草原に結けつ跏か趺ふ坐ざして、眩しく輝く天の川を見上げていた。今までのこと、これからのこと、孔明との契約。契約が成就したその時、俺は、どうなっちまうんだろう。いろいろな思いが頭をよぎり、胸を高鳴らせる。目が冴さえて眠れそうにない。水鏡師し匠しようから教わった「丹たん田でん」を開くための導引呼吸法を、久々に試してみる。このデスゲームは短期決戦だ。五十年も悠ゆう長ちように修行していられない。「気」が濃こい世界だとはいえ、この調子では何年かかることか。

「……ごめんなさい、兄さん。曹操さんと兄さんの会話が、聞こえてしまいました。私、知らなかったとはいえ、曹操さんに酷ひどいことを……」

　気がつけば雪乃が、俺の膝ひざの上にそっと自分の頭を載のせて、仰あお向むけに寝ね転ころがっていた。「関羽雲うん長ちよう」として堂々と馬に乗り行軍している時の凜々しさは影かげを潜ひそめている。まるでなにかに怯おびえているように、とても弱々しかった。これがほんとうの雪乃なのだ。幼い頃ころの雪乃は、病を抱かかえていたから、いつもこうして寝ていたっけな。

「いや。雪乃が正しい。血の繫つながりの有無なんて、家族には関係ない。お前の言葉のおかげで曹操も、俺の声に耳を傾かたむけてくれた。あいつは、もうだいじょうぶだ──ところで那波は？」

「曹操さんにせめて温かいスープを、と豚ぶたまんまんと一緒にキノコ狩がりに。すぐ戻ります」

「そうか。迷子にならなければいいが。まあ、雨降って地固まる、だ。これでよかった」

「……むう。よかったけど、よくないです」

　雪乃の白い手が伸のびてきて、思いきり頰ほおをつねられた。

「あ、あれほど、新しい妹を迎むかえるのは禁止だと言っておいたのに、兄さんは舌の根も乾かわかないうちに三人目の妹を……！　い、妹たらしです。ねねね妬ねたましいです……！　しかも曹操さんは押しが強くて兄さんを引っ張り回すタイプの女の子ですから、なし崩くずし的に兄さんを奪うばわれちゃいそうで……」

「き、杞き憂ゆうだ、雪乃」

「ええと。曹操さんを義妹にしたことは、いいんです。ただ、兄さんは武人として戦場に出ないでくださいね？　お願い……遠くに、行かないで……」

「わかっている。ただいずれは曹操を戦場から遠ざけるとしても、董卓が洛陽を奪い反董卓連合軍作戦が発動した今、戦線から袁帝グループの軍師を離り脱だつさせることはさすがにできない。そもそも、独断で軍を離脱したらあいつは地下帝てい国こく送りだ。だが俺は、お前と那波を決して戦場には立たせないと決めている。俺自身も、曹操を後方から補ほ佐さする立場に留とどまりたい。洛陽へ入ったら、三人一いつ緒しよに商人ルートを突つき進もう。袁帝グループの総そう帥すい・袁紹の天下統一を、曹操が宰さい相しようとして、俺たち三人が商人として支えていくのだ。董卓さえ倒たおせば、曹操も前線から退いて宰相になれる。それが帰き還かんへのいちばんの近道だ」

「……は、はい。ありがとうございます。安心しました！　ねえ、兄さん？　もうひとつ、わがままを言ってもいいですか？」

　なにをもじもじ恥じらっている。雪乃のわがままなど、わがままのうちに入らん。聞いてつかわす──と茶化せるような雰ふん囲い気きではなかった。なぜそんな泣きそうな顔をしているのだ、雪乃。俺はここにいる。どこにもいかない。二度と、お前を見失わない。お前が、元の世界に生きて帰還を果たすまでは──。

「……雪乃は……関羽に封ほうじられても、強くなっても、真世界で崇あがめられる女神さまになっても、兄さんの前ではあの頃の身体が弱かった泣き虫の雪乃のままです。兄さんにもういちど会いたくて、とてもがんばって、身体は健康になりました。でも……私自身は、なにも変わっていません。兄さんが優しくしてくれないと。私、泣いちゃいます」

　そうだな。

　お前は泣き虫だった。いつも痛みと熱に苦しんでいた。まるで、ただ苦しむために生まれてきたかのような理り不ふ尽じんな運命に晒さらされて……あまりにもお前がかわいそうで、見ていられなかった……だから俺は、お前に触ふれることが怖こわくて……お前が死んでしまって、お前を失ってしまったら、俺の心はどうなってしまうんだろう。そう思うと、怖くて。俺は、曹操に偉えらそうな説教を垂れられるような兄ではなかったのだ。だからこそ曹操の「恐きよう怖ふ」を俺は理解できた。

　たいせつな家族を失って傷ついて絶望の淵ふちに叩たたき落おとされてしまうくらいなら、はじめから近づかなければいい。距きよ離りを置いていればいい。そのほうが、まだ、別ちがたい妹を失うよりはずっとましだと、ガキの頃の俺はそう思って雪乃に怯えていた。いくらガキだったとはいえ、俺は卑ひ劣れつで卑ひ怯きような兄だった。八年前のクリスマス・イブの夜に。雪乃が遠くへ行ってしまうという現実に直面したその時に。やっと気づいた。俺が、間ま違ちがっていたことに。俺はただ、俺の心を護ろうとしていただけだということに──。

　ほんとうに、俺が護りたかったものは、雪乃だったのに。

　俺は、大おお馬ば鹿か野や郎ろうだった。

「……兄さん。あ、頭を、撫なでてください……きっと、安心して眠れます」

「ああ。わかった。雪乃？　これで、いいか？」

「……はい。兄さんの手、温かいです。子供の頃からの夢が……ひとつ、叶かないました」

　なあ、雪乃。こんな程度のことで、感激するな。泣くな。昔の俺は、どれだけお前に冷たい兄だったんだ。痛い。胸が痛い。たったこれだけのことを、俺は……。

「慎つつましすぎるぞ。もっと欲よくを出せ、雪乃。妹というものは、兄にいくらでもわがままを言っていい存在なのだ。兄にガンガンダメ出しして小言を言うものなのだ。これからは、兄に対してもっと威い張ばりまくれ。那波を見習え。お前は、苦しむために生まれてきたんじゃない。両親に、そしてこの兄に望まれて、祝福のうちに生を受けたのだから──」

「わ、わかりました。私、これからはうんとはしゃぎます。遠えん慮りよせず、言いたいことを言います。兄さんを元気づけられる妹になります。で、ですから兄さん。こ、これからもずっと、雪乃のことをいっぱいかわいがってください……はうう」

「わかった。今宵こよいは黒くろ髪かみがぐしゃぐしゃになるまで撫でてやろう、フハハハ！」

「……ふわ……と、蕩とろけちゃいそうです」

　俺はほんとうに、雪乃に優しくしてやれているのだろうか。こうして雪乃の頭を撫でながら過去を悔くいている俺の今のこの心の痛みも、結局は俺のエゴなのかもしれないではないか。

　……いや、こんなことを考えちゃダメだ。結論などない言葉の堂どう々どう巡めぐりだ。

　そうだよな曹操。お前が書いてきた妹ラノベは「噓うそ」でも「妄もう想そう」でもない。お前の妹を求めてやまない心は、家族を求めてやまない心は、お前の想いは、「ほんもの」だ。お前がなんと言おうとも、世界がお前を否定しようとも、俺はそう信じる。

　ああ。俺自身の心を、曹操にお前を全肯こう定ていすると宣言した時のような強さで信じることができたらいいのに。でも、そんなことができるのなら、人間には家族も友達も要らないよな──。

「ご、ごめんなさい、兄さん。やっぱり、実の妹にいきなり告白なんかされたから、悩なやんでおられるんですね？　か、考えてみれば、当たり前ですよね。うう。私は、兄離ばなれできないダメ妹なんです。も、もう十八歳なのに、家族愛と恋れん愛あいの区別もついていないなんて……身体は成長したのに、心は子供の頃のままなんです……」

　違ちがう。俺は妹に告白されたからって悩まん。まあ相手が実の妹なので少々戸と惑まどってはいるが。だが、雪乃の気持ちはわかる。お前の心は、あのクリスマス・イブの夜に置き去りにされたまま、迷子のままなのだ。雪乃には、「新しい兄」が現れなかったから。

「謝る必要など、ないぞ。なぜならば、俺も程度の差こそあれ同じだからだ。俺はきっと八年前のあの夜から、お前と引き離はなされてしまったあの夜から、先に進めていない。だから雪乃。一緒に、大人になっていこう」

「え、ええっ？　は、はいっ！　嬉うれしいです、兄さん！　私、ずっと兄さんに愛されていたんですね……離れ離れになっていた間も、ずっと……ほんとうに、嬉しいです……」

　こんなに嬉しそうに微笑ほほえむのだな。雪乃。よほど嬉しいのだろう、顔が真っ赤にゆだっている。身体はほんとうに、健康になったのだな。いずれ、お前の心も。俺が、必ず。

「……すべて、兄さんの仰おおせのままに。私はもう、迷ったり謝ったりしません。強くなります、これからは兄さんを私が護ります……むにゃ……」

　心配するな。雪乃。お前は戦場に出なくていいんだ。

　だが──封神英傑同士の戦いがはじまってしまったこの真世界で、俺は雪乃を護れるのだろうか？　俺はもしかして、なにか間違っているのではないか。胸むな騒さわぎが、治まらなかった。




「ねえアニキ。ゆきのん、もう寝ねちゃった？」

　雪乃が俺の膝の上ですうすうと寝息を立てはじめた頃。

　豚まんまんを連れて、那波が山小屋の手前に戻もどって来ていた。

　キノコを背中にしょった豚まんまんを馬小屋へ「おやすみ」と送り出した那波は、むにゅっ、と俺の背中に抱だきついてきた。ぎゅっ、ではなく、むにゅっ、という擬ぎ音おんが聞こえたのは空耳ではない。

「お、おい。な、那波。当たってるぞ」

「こんなの、使い古された定番イベントじゃん。当ててんのよ」

「……妙みように素直だな。俺をシスコンの冤えん罪ざいで告発してお仕置きするための陰いん謀ぼうか？　それとも、毒キノコでも食ったのか？　ここは、俺がお前たちに無断で曹操を妹にしたことを責めるターンではないのか？」

「んー。元の世界だったら、そうしていたけどさ。ツンツンしていたって、しょうがないじゃん。時間がもったいないよ。だって、アニキかあたしのどちらかが、もしかしたら両方が、明日死ぬかもしれないじゃん。どんどん戦せん渦かが広がっているんだし、商人ルートを進むといっても、アニキは曹操軍に随軍して董卓軍との戦いに加わるんでしょ？」

「一族英えい傑けつのいない曹操軍では、人材が不足している。随軍は避さけられないだろうが、雪乃と約束したから前線には立たない。後方支し援えん役だ。それも、洛陽入りを果たすまでだ」

「でも、そうなると、自動的にあたしとゆきのんも兄貴についていくことになるよ？」

「だ、だいじょうぶだ那波。曹操は反董卓連合軍を結成させている。すでに各地の封神英傑が動いている。非戦統一という最善手は失われたが、すみやかに董卓軍を倒せば天下は統一され、お前は元の世界に帰還できる」

「……アニキもだよ？　ヘンな言い方、やめてよ。不安になるよ」

「あ、そ、そうだったな。当然だ。だがほら、『妹』はすべてに優先するというのが俺のジャスティスでありポリシーだからな。ふ、フハハハハ……」

　雪乃を起こすとかわいそうなので、大声で笑うことはできない。むろん、俺の声が弱々しい理由はそれだけではないが。孔明に魂たましいを売った俺は、どうなってしまうんだろうな、ほんとうに。焦あせらずにちゃんと聞いておけばよかったな。どうすればあいつに再会できるのだ？　やはり「三さん顧この礼イベント」を起こすしかないのか？　だが今は董卓との戦いで手一いつ杯ぱいで、あいつがどこに封ふう印いんされているのかもわからんし、孔明を捜さがす時間がないぞ。

「……でもさ。もしも一緒に帰還できても……い、いつかアニキにも好きな人ができて、彼女ができて、結けつ婚こんして、あたしだけのアニキじゃなくなっちゃうのかな、離れ離れになっちゃうのかなって……あ、あまり遠くない将来、そうなりそうな気がしてさ……」

　那波の胸の鼓こ動どうが、直接俺の背中に伝わってくる。

　早はや鐘がねのように激しく高鳴っている。

「ば、バカなことを言うな那波。彼氏彼女は別れれば終わりだし、夫婦だって離り婚こんすればそれまでの関係にすぎんのだぞ。俺たちはそのことを幼い頃ころから思い知っているだろう。だが、兄妹は永遠の絆きずななのだ。離れ離れになろうとも、決して兄妹の絆は切れることはない」

「……うん。でもさ」

「那波。急に雪乃と曹操、二人の新たなる妹が出現して不安になる気持ちはわかる。だが、自信を持て。お前は、俺の永遠の妹。エターナル・シスターだ。そして俺は、お前のイモータン・ブラザーではないか」

「い、妹たんブラザー？　なにそれ？　腐くされシスコンアニキって意味？」

「フ。『永久不ふ滅めつの兄』という意味だ。ほんとにお前はバカだな。フハハハハ……」

　そうとも。

　那波。俺は「永久不滅」とも言うべき時間巻き戻しの力を孔明から貸たい与よされた。何度だって、お前の「運命」に抗あらがってみせる。邢道栄の運命から逃のがれた今もなお、お前には張飛の運命がひっかぶされている。フラグが立てば、お前と雪乃には「死」の運命が訪れる。「運命強制イベント」という罠わなが。だが、俺は絶対にそんな運命など認めん。どんな手を使ってでも、絶対にお前を元の世界に帰還させる。そうだ。なにを弱気になっていたのだ、俺は。俺はもう、迷わない。立ち止まらない。諦あきらめない。

「『永久不滅の兄』、かあ。ん……やっぱりアニキは、あたしの気持ちをわかってくんないよね。ばか」

　那波は鼻声でそう呟つぶやきながら、俺に抱きついていた腕うでを、ぎゅっと締しめてきた。那波の心臓の鼓動が、さらに高鳴っていた。

　俺を見るととりあえず攻こう撃げきを仕し掛かけてきた那波がこんなふうに素直に俺に甘えてくるのは、何年ぶりだろうか。いや。子供時代の那波の甘え方とはもう、違っていて。あの頃の那波の胸は、男の子のようにつるぺただった。今は、ぜんぜん違う。年とし頃ごろの妹は、こんなふうに胸を兄の背中に押しつけながら抱きつかない。

　そうだ。俺も、那波も、今まではできる限り「考えない」ようにしていた。たとえ血が繫つながっていないとはいえ、俺たちは兄妹なのだから。俺は那波に、「兄」になると誓ちかったのだから。

　だが、ここはもう、平和だった元の世界ではない。真世界だ。俺たち兄妹は、勝ち抜ぬかなければ死ぬか、あるいは消しよう滅めつさせられる、そんなデスゲームに投げ込まれている。

　だから、那波は。

　なにかを、予感して。

　自分の「死」を、予感して。

　あるいは──邢道栄に封ほうじられて斬きり殺された「消えた時間軸じく」の記き憶おくの断片が、感情のかけらが、那波の心のどこかに残っていて。

　あの時の、斬られる寸前に那波が俺に向けた、あの目。「アニキ、助けて」と俺に懇こん願がんする猶ゆう予よさえ、那波は与あたえられなかった。思いだすだけで、心臓が止まりそうになる。

「……アニキはばかだよね。ほんと……明日死ぬかもしれないのに……ばかなのは、あたしのほうか……ずっとアニキと一いつ緒しよにいられると、永遠にこの時間は終わらないと、なんで信じていたんだろう。なんで、アニキを繫ぎ止めておくために、ううん、勇気を出して一歩先へ踏ふみだすために、もっとがんばらなかったんだろう、あたし。もう、手て遅おくれなのかな……」

　それは違うぞ。

　なぜなら。

　俺は、お前の気持ちが「わからない」のではないのだ、那波。

「そうじゃない、那波。俺はまだ、兄にすらなれていない。俺が兄から『男』に成長する時は、七年前のお前との約束を果たした時なのだ。お前を、兄として護ると誓った。俺は、必要ならば天才シェフにだって、世界を救う英えい雄ゆうにだって、なんにだってなってやるとお前に約束した。その約束を果たさなければ、俺は──」

「アニキはもう、あたしを護ってくれたよ？　たくさん。何度も、何度も」

「違うんだ！」

　違う。違うんだ。俺はすでにいちど、お前を死なせてしまったんだ、那波。俺はこの真世界にお前を巻き込んで、そして。

　ああ。息ができない。苦しい。あれが、「妹」を失う痛み……！　雪乃を失う恐きよう怖ふから逃にげた結果が、あの「死」よりも苦しく辛つらい痛み……那波の命を失うという最悪の結果……！　だとしたら、もう俺は絶対に逃げてはならない！　俺は、こんどこそ、那波を護る。護ってみせる。

「……アニキ？」

「俺は、お前を護れていない！　俺が、弱かったから……愚おろかだったから……だがもう、二度と繰くり返さない！　絶対に、お前を護る！　天下は統一する。そのために全力を尽つくす。しかし、お前と雪乃は、決して戦場には出させない。俺が、戦場に立たせない……！　その上でなお、天下統一を達成してみせるからな！」

　思わず、声がうわずってしまった。雪乃を起こしてはならない。慌あわてて俺は、声の量を下げなければならなかった。俺の心臓が爆ばく発はつしそうに鼓動を打っている。那波の胸の高鳴りとは、違う。恐怖と悲しみとそして那波との約束を守れなかった自分自身への怒いかりが、俺の心臓を襲おそっているのだ。

「ど、どうしたの、アニキ？　だ、だいじょうぶ？　なに言ってるのさ。今夜のアニキは、なんだかヘンだよ……？」
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　だいじょうぶだよ。あたしは頼たよりないアニキを置いて勝手に死んだりしないから、だいじょうぶ。那波は、青ざめて震ふるえている俺の頰ほおに唇くちびるを寄せて、

「同年同月同日に死なん、って桃とう園えんで約束したよね。絶対に、破らないから。たとえ、永遠に『妹』のままなのだとしても、それでも。あたしの居場所は、いつだって、ここなんだから──」

　まるで、怯おびえる俺の心を癒いやそうとするかのように。

　そっと、頰にキスしてきた。

　真世界に二人が召しよう喚かんされていなければ、この瞬しゆん間かんは、永遠に来なかったのかもしれない。

（わからないんじゃない。那波。俺は……）

　真世界の天の川は、まるでオーロラのように輝かがやいている。ほんとうに、眩まぶしくて、そして綺き麗れいだ、と俺は思った。








第五回　虎こ牢ろう関かんの蒼そう天てんを翔かけよ









　夜明けとともに俺たちは洛らく陽ようへと転戦した。社畜課長・張ちよう郃こうが、袁えん紹しようからの「伝令」として俺たちの山小屋へと飛び込んできたからだった。

「董とう卓たく自身が総大将として出しゆつ陣じん！　洛陽への入り口・虎牢関を押さえられたぞ！　袁えん帝ていグループの檄げき文ぶんを読んで動いた各地の反董卓連合軍が虎牢関へ集結するよりも早く！　連合軍は兵数が数倍に増えたため、現状、行軍遅おくれ中！　あたかも、京けい浜ひん東とう北ほく線がストップしたために東とう海かい道どう線、京けい急きゆう線、東とう急きゆう東とう横よこ線、東とう急きゆう田でん園えん都と市し線、小お田だ急きゆう線、ＪＲ横よこ浜はま線、横よこ須す賀か線がいっせいに遅れたかのような阿あ鼻び叫きよう喚かんの通勤ラッシュ地じ獄ごく！　現在、南方で荊けい州黄こう巾きん賊ぞくを撃げき破はした長ちよう沙さ太守の孫そん堅けんだけが、虎牢関に一番乗りを果たし、董卓軍と激戦中！　だが、兵力差は圧あつ倒とう的。軍師どのも至急、手勢をまとめて虎牢関へ！」

「いやちょっと待って張郃、あんた洛陽で針はり鼠ねずみになって死んだんじゃなかったっけ？」

　と曹そう操そうが思わず突つっ込こんでいたが、張郃は、

「グループの社運を懸かけたこの重大事に欠勤などできーん、死んでいる場合ではなーい！」

　と社畜魂全開で叫さけぶと、「次の伝令の仕事があるのでご免めん！」と去っていってしまった。言葉の意味はよくわからんが、なんという、なんという社畜魂なんだ……！

　っていうか、あいつ、なんで生きてるんだ？

　ともあれ、俺たちは袁紹本隊との合流を待たず、再び洛陽へと強行軍。曹操軍の兵士たちや劉りゆう備び義勇軍の野や郎ろうどもと道中で合流しながら、虎牢関へと到とう着ちやくしていた。

　虎牢関の東の丘きゆう陵りように陣じんを布しいている間も、曹操と関かん羽うは例の定番「妹勧かん誘ゆう」イベントのやりとりを繰り返した。

「ね、ねえ関羽？　これは恥はずかしいからここだけの秘密、誰だれにも見せない『シークレット情報』だけど、わ、私と劉備は昨夜ゆうべ『義兄妹』の絆を結んだのよ。あ、あくまでもこのデスゲームを勝ち抜くための秘密の共きよう闘とう関係なのよ、誰にも公言しないんだから。べ、別にこいつをお兄ちゃんだなんて思ってないから、勘かん違ちがいしないでよね！　だ、だから、あなたとも義姉妹の絆を結ばせて？　もうお互たがいに劉備の妹同士なんだし、いいわよね？」

「お、お断りします。一軍の大将と義姉妹の絆を結ぶ予定はありませんし、曹操軍には参戦しません。私は、兄さんにしか仕えませんし、兄さんの命令しか聞きません。そもそも、仮にあなたと絆を結んだとしても、私のほうが姉です。私と兄さんは同年同月同日に生まれた双ふた子ごなのですから」

「そこをなんとか。ね、ね？　関羽ちゃ～ん？」

　曹操がなおも雪ゆき乃のを勧誘しようと袖そでを引っ張ろうとした、その瞬間。

　雪乃の顔がみるみる真っ赤に硬こう直ちよくし、一天にわかにかき曇くもって「ゴゴゴゴゴゴ」と地じ響ひびきが湧わき起こり、雪乃の背後にはなにやら「龍りゆう」のスタンドのような赤い影かげが飛びだしてきた。そして、雪乃は信じがたい大声を発していた。その威い厳げんと迫はく力りよくに、その場にいた俺たち全員が痺しびれてスタン状態になってしまったほどである。

「し・つ・こ・いっ！　断るッ！　曹操よ、われを誰だと思っておるのか！　われはただの武将にあらず、この真世界の民心を司る神であるぞ！　畏おそれ多くも関かん聖せい帝てい君くん、歴代の王朝より『三さん界がい伏ふく魔ま大たい帝てい神しん威い遠えん震しん天てん尊そん関聖帝君』、『忠ちゆう義ぎ神しん武ぶ霊れい佑ゆう仁じん勇ゆう威い顕けん関かん聖せい大たい帝てい』なる神号を贈おくられ続ける至尊にして義絶の神将・関羽雲うん長ちようであるぞ！　『関公』と呼びませい！」

　グオオオオ！　と、雪乃の身体を守護するかのように絡からみついた赤龍のスタンドが咆ほう吼こうした、かのように見えた。ちょ。雪乃。おま。関かん帝てい廟びようから供給される「女神」パワーを乱用しすぎ……!?　曹操はおしっこ漏もらしそうな表情でぶるぶる震えている。

「ふ、ふえええっ？　昨日までの関羽と、違ちが～う!?　うえええん劉備、あんたが説得しなさいようこの石頭娘むすめをおお～！」

「か、関羽。どうせ姉妹枠わくは一枠空いているんだし、いいじゃないか……お前、ほんっとに外交力ゼロ……」

「兄さん、ごめんなさい！　義兄妹の絆きずなの件についてだけは、誰になんと言われようとも私のわがままを通します。え、ええと……ど、どうでしたか兄さん、雪乃は上手に『神さま関羽』を演じられていましたか？」

「いやいいや。兄に対して威い張ばれとは命じたが、俺以外の封ほう神しん英えい傑けつに威張れだなんて、言っていない！　だってそれ、関羽の破は滅めつルート……いいから、その龍を仕し舞まえ！」

「いくら兄さんの命令でも、兄さんに対して威張れるはずがないじゃないですか！　ですが、卑ひ屈くつなままではきっと兄さんに嫌きらわれてしまいます。これからは、兄さん以外の目上の人間に対して威張りまくりますから！　それで帳ちよう尻じりを合わせます！　ああ……これで、兄さんのお好みの理想の妹にまた一歩近づきました！　兄さん、頭を撫なでてください！」

　な……なんだとぅ？　雪乃に「威張れ」と命じたことが、これほど裏目に出るとはっ!?

「よろしいですか曹操さん。これ以上兄さんと私の貴重な触ふれあいの時間を削けずらないでもらえませんか。ありていに言いまして、すっごく邪じや魔まなのです、邪魔邪魔邪魔……！」

「ギャー！　関羽に冷たくされたあああ！　ああ、でも、兄に忠義を貫つらぬき通す傲ごう岸がん不ふ遜そんな関羽ってかっこよくて素敵かも……これこれ、これぞ関羽、って感じだわ！　って、喜んでる場合じゃないわよ！　劉備あんた、この子になにを吹ふき込んだのよーっ！」

「……ますます関羽がブラコンをこじらせて面めん倒どう臭くさく……！　くっ、俺としたことが」

「ま、まあまあ。関羽ねえも曹操も落ち着きなよ。ほんとはさあ、アニキがあたしたちに無断で妹を増やすことじたい禁止だったんだから、このへんで妥だ協きようして手打ちということでいーじゃん？」

「ぶきっ！」

　ムードメーカーの那な波なみが仲裁してくれなければ、虎牢関決戦を前に俺たちは空中分解しかねない。

　しかし、曹操軍はだいぶ数が減ったな。曹操以外に封神英傑がいないし、やっぱり戦力的に不安だ。

　結局俺は、

「絶賛人材不足で困っている曹操軍に参さん謀ぼうとして参戦しようか？」

　と思わず切りだしていた。しまった。俺自身が参戦するのはいいが、戦場に那波と雪乃が付いてきてしまうではないか。

　俺の身を案ずる雪乃と那波は即そく座ざに、

「いけません！　兄さんは後方支し援えん役のはずです！　戦場に出るなんてダメですっ！」

「そーだよ、戦場に出るなら武力99のあたしと武力98の関羽ねえだよ～」

　と言いだした。まずいな。

　だが。

「要らないわよ。あんたって、弱いんだし。いてもいなくてもたいして変わりないわ。補給係の袁えん術じゆつがアレだから、兵ひよう糧ろう不足が懸け念ねんされるわね。あんたはこのまま本ほん陣じんを守って補給役をお願い」

　な、なんだと？　曹操にまるでアテにされていないとは。くっ……雪乃と那波を戦場送りにせずに済んだとは言え、シークレット兄として屈くつ辱じよくだ……！

　那波が「まずは腹ごしらえだね！」と豚ぶたまんの調理を開始する中、孫堅軍が虎牢関の最前線で董卓軍の先せん鋒ぽう・華か雄ゆう率いる軍勢を撃破した、という一報が入ってきた。

　丘陵に本陣を敷いた俺たちからも、虎牢関正面の戦場がよく見える。なんと。孫堅軍の強さは、圧倒的ではないか。独力で荊州黄巾賊を蹴け散ちらしたという話はガチだったらしい。本ほん拠きよ地ちに籠こもっていた亜あ人じんたちが降こう伏ふくしたあともなお各地で暴れている地方黄巾賊は、すでに亜人とは無む縁えんな人間オンリーの賊ぞく軍ぐんだというが、それにしても、だ。

　孫堅は、袁帝グループとは無関係の独立封神英傑で、反董卓連合軍の檄げき文ぶんに応じて袁紹の妹・袁術の配下に入ったばかりという新参組だ。兵力だって少ないはずなのに、いったいどれほどの武ぶ闘とう派はなんだ？

「董卓軍はまだ迎げい撃げき態勢を整えていない！　これは一気に虎牢関を突とつ破ぱして洛陽へ突とつ入にゆうする好機よ！」

　勝利を確信したホビットさんが、いや、曹操が拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がった。

　が、ここで意外な事態が起きた。孫堅軍はなぜか虎牢関を突破するチャンスを放ほう棄きして、俺たちが守っている連合軍本陣側へといっせいに退たい却きやくしてきたのである。

「ちょ。なんでええええ？　どーして戻もどってくるわけえ？　ダメよダメダメ！　孫堅を説得しなきゃ！　兵糧切れなのっ？　兵糧なら、私たちが運んできたのに！　劉備、あんたはここで待ってなさい！　私、孫堅に会ってくるからっ！　兵糧ならたっぷりある、と教えればきっと！」

　すっかり慌あわてた曹操は冷や汗あせを流しながら「うわあああー！」と声をあげ、最前線から舞まい戻って来た孫堅の本陣へと単たん騎き突とつ撃げきし、そして──。




「ミギャアアアアア～～～!!」




　孫堅の本陣内から、子こ猫ねこがダンプカーに轢ひきつぶされたかのような情けない悲鳴があがった。

「に、兄さん！　まさか曹操さんが!?」

「もしかして仲間割れ？　それとも董卓軍の刺し客かくに暗殺されたのかも？　たいへんだよ、アニキ！」

　ば……バカな……あまりにも意外かつ急な展開に俺たちが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしていると。

　背中に大刀を担ぎ、「虎とら」の背中にはんなりとお嬢じようさん座りした美少女英えい傑けつが──古式ゆかしい和風お嬢さまの風ふう貌ぼうを持ち、高級そうな和漢折せつ衷ちゆうデザインのドレスをしっとりと着込みながら、なぜか「巨きよ凶きよう」とも言うべき恐おそろしい視線を持つ女の子が、いきなり俺たちの本陣へと入ってきたのだった。

「ああ。曹操くんなら、私のペットを見て驚おどろいて悲鳴をあげて逃にげてしまっただけだ。そのうち戻ってくる。貴公らが『SANGOKU大戦争』で名高い三義兄妹。劉備くん、関羽くん、張ちよう飛ひくんだな。は、はじめてお目にかかる。私が、孫そんファミリーを率いる孫堅文ぶん台だいだ。神こう戸べの港こう湾わん地帯で舎弟たちとともに夜な夜な悪いやつらをクンフーで退治して町の治安を守っている、『神戸猛もう虎こ組』のＪＫ組長だ。こ、怖こわくない。目つきは怖いがこれは生まれつきだ。き、きみたちを殺そうとか餃子ぎようざの具にしようとかそういうつもりじゃない。信じてほしい。い、以後、お見知りおきを」

「グオオオオオオ～！」

　孫堅が背中から降りたとたん、猛虎が咆吼し、俺めがけて襲おそってきた。俺は、死を恐きよう怖ふした。だが、地に降り立った孫堅が「ギンッ！」と虎を睨にらみつけると、虎は「ち～ん」とお腹を丸出しにして転がってしまった。

「こら晋しん太た郎ろう、劉備くんの頭をかじってはいけないぞ！　す、すまない劉備くん。晋太郎は小心者で、初対面の人間の頭に嚙かみつく癖くせがあるんだ。だが、私が一睨みすれば死を覚かく悟ごしておとなしくなる良い子なのだ、だいじょうぶだ。こんなにも愛らしいのに、ちょっとばかり目つきが怖いからって人に恐れられるこの子は、まるで私の分身のようで……よしよし、晋太郎」





「英傑名：孫堅　統率97　武力92　知力57　政治72　固有スキル・猛もう虎こ甲こう子し」






　な、な、な、なんだこの子は……神戸のＪＫ組長!?　もしかして本場のヤ●ザっ？　京きよう都との名家のお嬢さまみたいな清せい楚そな顔立ちなのに……!?　なんの因果で組長に？　そもそも甲かつ冑ちゆうをつけてないぞ？　こんな軽装で戦場に出て戦っていたのか？

　孫堅本ほん陣じん側からは、

「姐あねさん！　お見事な戦ぶりでしたぜ！」

「野球のスコアに換かん算さんすれば、33‐４の圧勝でしたぜ！」

「真世界の『気』の濃こさは、姐さんの少林拳の力を三倍増ぞうにしてくれてやすぜ！　まるで海王拳だあ！」

「姐さんは立派に育ちなされた……先代も草くさ葉ばの陰かげでお喜びですぜ、うおおおおおお！」

　と、関西弁のイントネーションが交じった舎弟どもの歓かん声せいが聞こえてくる。袁帝グループの社畜どもとはまた違ちがったドスの利いた迫力……明らかにこいつら、カタギじゃねえ！

「あ、あ、あ、アニキ。この人たちって。ヤ、ヤ、ヤ、ヤ。うーやあ！」

「ちょ、張飛くん、それは誤解だ。わ、われら神戸猛虎組は神戸南京町に本部を構える少林拳道場の経営をシノギとし、神戸の治安を守るクリーンなフロント企き業ぎようだぞ？」

　フロント企業って。やっぱりヤ●ザではないか！

「げふんげふん。ち、違う。今のは言い間ま違ちがい。フロント企業ではなく、港町神戸の治安を守る『自警団』だ。神戸猛虎組は、たしかにかつては地元の武ぶ俠きようヤ●ザだった。だが今では、紆う余よ曲きよく折せつを経て晴れてカタギ企業となったのだぞ。この世せ知ち辛がらいご時世では、カタギにならねば清く正しい武俠道は貫けぬのでな」

「なんだ、そうだったのか。その筋の専門用語を使うのは、癖みたいなものか」

「うむ。今のわれらは、日中はご町内のお掃そう除じに。天災が起これば炊たき出しと被ひ災さい者救きゆう援えんに。ハロウィンになればファミリー総出でコスプレして、子供たちにお菓か子しを配るのだ。ご町内のカタギ衆と仲良くなりたいから……特に、私は子供が好きなので……なのに、目つきが怖いから懐なついてもらえなくて……うう……なぜだろう。『デッド・オア・アライブ！』と叫さけべば誰だれにでもお菓子をあげるのに」

「あのう。それを言うなら、『トリック・オア・トリート！』ではないですか？」

「はっはっは。そこは神戸流だ、関羽くん。しかし今回は勇み足だった。ＭＲゲームのオープンベータテストだとばかり思い込んで、おおっまるで『精神と時の部屋』だ！　安全なＭＲ世界で思う存分われらのクンフー修行を！　と喜び勇んでファミリー総出で参戦してしまった。まさか、ガチンコのタマの取り合いだったとは。そうと知っていれば、昔むかしとった杵きね柄づか、ポン刀とハジキを持ち込んでおくべきだった……どんな手を用いてでもファミリーを護る、それが組長たる私が背負った絶対の責務なのだからな。北きた九きゆう州しゆうの面々との遭そう遇ぐうに備えて、手しゆ榴りゆう弾だんとマシンガン、グレネードランチャーも準備すべきだったか……」

　そんな物ぶつ騒そうな「SANGOKU大戦争」はないぞ、それはもはや別のゲームだ、と俺は思わず孫堅にツッコんでいた。

「とにかく、『封神英傑不殺』の紳しん士し協定を破ってカタギ衆に抗こう争そうを仕し掛かけてきた董卓は絶対に許せないな！　今こそ、われら神戸猛虎組がファミリー総出で武俠道を貫くべき時が来たのだ！　劉備くん、われらとともに戦おう。曹操くんもそのうち戻ってくるだろう、はっはっは……ぐぎゅうう～～～う」

　ひうっ？　い、今のはお腹の音じゃないんだからね？　と孫堅が急に女の子らしい恥はじらった表情を見せた。

「ああっ、かわいい照れ顔！　孫堅ちゃんも素顔は普ふ通つうのＪＫなんだね～。安心したよ！　張飛ちゃん特製の豚まんが蒸し上がったから、はい、どーぞ！」

「おお、豚まんは神戸名物、私の大好物なのだ。これはかたじけない。あむあむ……ほう。これは変わった豚まんだな。豚ぶた肉にくとタマネギだけではなく、タケノコやしいたけが具に交じっているとは。でもそこに最高の食材があるのに、なぜペットとして飼っているのだ？」

「ええ？　横浜の『江え戸ど清せい』の豚まんは、七色の食材を使うんだよう！　豚肉とタマネギだけの具って、脂あぶらっこくない？　あと、豚まんまんは食材じゃないよう！」

「ぶっき～♪」

「ふむ、なるほど。きみたちは横浜中ちゆう華か街がいの組の者か！　たしかにこの横浜風の豚まんも、神戸風とは味が違うが美味だな！　劉備くんは、レベルこそ低いがその若さで太たい極きよく拳けんの使い手と見た。さすがは港町横浜、よほど激しい抗争が……神戸と横浜。南京町と中華街。北きた野の異い人じん館かんと山やま手て西せい洋よう館かん。ハーバーランドとみなとみらい。阪はん神しんタイガースと横浜DeNAベイスターズ。甲こう子し園えん球場とハマスタ。少林拳と太極拳。ふっ。われらは、宿命のライバル同士だな……あむあむ。あっ、豚まん、おかわり♪」

「いや俺たちは元からカタギだから。というか野球まで交ぜて横浜をライバル視するな！『SANGOKU大戦争』はどうなった？　ここは『ハワプロ三さん国ごく志し編』の世界じゃないんだぜ？」

「あむあむ。三国志と野球を一いつ緒しよにしているわけではない。だが、わが固有スキルは『猛虎甲子』──オリジナルの孫堅は江こう東とうの猛虎と恐れられた英傑だが、『猛虎』といえば阪神タイガース。『甲こう子し』といえば聖地甲子園。すなわち、神戸猛虎組組長の私が孫堅に封ほうじられたのは、まさに天命とも言うべき必然だろう！　命は、天より受く!!」

「偶ぐう然ぜんだぞ」

「偶然ではない！　私はこの真世界で、たくさんの祠ほこらを見た。黄巾賊ぞくの『予言詩』が刻まれた祠をな。そこにはこう書かれていた──『蒼そう天てんすでに死す、黄天まさに立つべし。歳は甲子に在りて、天下大だい吉きち』」

「それは、黄巾賊のスローガンだろ？　流民に幻げん術じゆつをかけて兵士にするための」

「いや違うな。蒼天に代わる黄天とは、『黄色』を掲かかげる天下人──阪神タイガースのお膝ひざ元神戸から召しよう喚かんされたわれら孫ファミリーのことだ。歳は甲子に在りとは、すなわち、黄天王朝が築く新帝てい都との名は『甲子園』になるという意味だ。蒼そう天てん駈かける日輪のもと、鍛きたえてここに甲子園王朝を建国し、天下を、世界を救え、天下大吉を成し遂とげよ。われら孫ファミリーは天からそう命じられているのだ。いずれ赤せき壁へきの戦場に六ろつ甲こう颪おろしという名の神風が吹ふくことだろう！　はっはっは！」

「だから、偶然だぞ」

　ええい。えらく思い込みが強い性格だな、こいつは。そんな頭の沸騰した理由で劉備一家と孫ファミリーが正史通りの抗争に突入したら、泣くに泣けんぞ俺は！

　いや、待てよ。孫堅の「子供」にあたる孫そん権けんが、関羽を殺す。それが「正史」や「演義」で必ず発生する「運命強制イベント」なのだが、ＪＫ組長の孫堅に「子供」なんているわけないよな。ということは、孫そん策さくと孫権は不在なのか？

　ところが。




「ボク、孫策伯はく符ふ！　ボクっ子だけど、おっぱいあるんだから！　女の子だからね！　身体を動かすのは得意だけど、ゲームは苦手なの～。三国志はちょっとだけ『大戦争』かじった程度なの！　ＰＳ４のコントローラーのボタン数が多すぎて、チュートリアルで挫ざ折せつしちゃった～、てへっ」

「……は、はじめまして……そ、孫権仲ちゆう謀ぼうです……じ、陣じん中ちゆうでバールのようなものを振ふっちゃダメだよう孫策お姉ちゃん。な、なにも知らない三国志初心者です、よ、よろしくお願いします……」





「英傑名：孫策　統率91　武力97　知力38　政治27　固有スキル・少しよう女じよ覇は王おう」

「英傑名：孫権　統率75　武力63　知力88　政治94　固有スキル・碧へき眼がん妹まい児じ」






　孫堅の「妹」たちが、孫策と孫権に「紐ひも付づけ」されて封ほう神しんされていたのだ！

　孫策は、怖い視線と武士っ子っぽい口調ながら見た目は古風な「和風お嬢さま」の孫堅とは違い、ポニーテールがよく似合うボーイッシュで今風な女の子だ。

　そして問題の孫権は──姉たちとは似ても似つかない、とても気弱でおとなしそうな幼い女の子だった。孫策に頭をぐりぐりされて「やめてよう、やめてよう」と涙なみだ目めになっている。ただ、彼女には「孫権」らしさがひとつだけあった。髪かみが赤く、瞳ひとみが碧あおいのだ。顔立ちは日本人っぽいけれど、もしかして外国人……？

「ああ。仲謀の母親はシチリア人なのだ。私と伯符の母が亡くなったあと、父は、シチリア系マフィアとの間で国際婚こん姻いん同盟を締てい結けつすることで神戸港の治安を維い持じしたのだ。その父が、ある日、われら姉妹のためにカタギになろうと決意し、大親分に杯さかずきを返そうとして大揉もめに揉めて射殺された。マシンガンで、蜂はちの巣にな……」

「ま、マシンガンっ!?」

「そこで急きゆう遽きよ長女の私が残された舎弟たちと家族を護るべくＪＫ組長となり、いろいろあってついに組のカタギ企業化に成功したのだ！　どうだ、伯符と仲謀はかわいいだろう。はあはあはあ。二人は私の自じ慢まんの愛妹でな。この二人を元の世界の神戸に帰き還かんさせるために、私は舎弟たちとともに立ち上がったのだ。妹たちは、絶対に譲ゆずってやらんからな？　劉備くん」

　そうか──なるほどな。いろいろと訳ありだったのだな孫堅。そしてお前はお父さんの遺志を継ついで妹たちのために「脱だつヤ●ザ」をやり遂げたのか──見事だ。強い女の子だな。

「わかったぜ、孫堅。つまりお前は──シスコンなんだな。俺もそうだ！　『妹』に神戸も横浜も、元ヤ●ザもカタギもない。シスコンは！　国境を越こえるのだ！　『妹』は、すべてに優先するぜ！」

「おお、その台詞は『戦せん国ごく妹いもうとコレクション』の織お田だ信のぶ長ながちゃんの決め台詞ではないか！　物わかりのいい男だな、きみは！　同じシスコンであるが故に、きみは私を恐おそれないのだな！　そうだその通りだ、仲良くしよう劉備くん！」
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「フハハハ！　同類の匂においは感じていたが、お前もドワーフ玉たま置おき先生のファンであったか。わが同志よ！　ここだけの話、俺は先生と顔見知りでな、サインをもらってきてやろうか？」

「ええええっ？　い、いいのか？　おお、心の友よ！　きみからは猛もう虎こ魂だましいを感じるぞ、劉備くんっ！」

「悪いな、俺は横浜市民。当然、野球も横浜ファンだ！　ちなみに張飛はスワローズファンな」

「では、虎とらとハマが揃そろって『とらはまっ！』だな！　燕つばめも加わりオールスター気分だな！」

「フ……よかろう。だが横浜市民的には『ハマトラ』と言ってもらいたいところだな、フハハハハ！」

　俺と孫堅は即そく座ざに意気投合して握あく手しゆを交わした。「妹」を重んじるという価値観が同じだからか、こいつとは妙みように馬が合う。初対面という感じがしない。

　文字通り「切った張った」の世界で妹たちを護り抜ぬいてきた孫堅の覚かく悟ごと妹溺でき愛あいぶりは、ただものではない。打だ倒とう董卓という目的は同じだし、「姉貴道」の求ぐ道どう者しやとしても信しん頼らいできる。孫権ちゃんは三国志を知らないみたいだし、どう見ても蚊かも殺せないような善良な女の子だし……ならば、俺にとって最大の懸け念ねんとなっている「関羽死亡イベント」は発生しないはずだ。

　那波と孫策が「なに、この人たち？」「うわあ姉さんと同じ病にかかった人がまた一人」と呆あきれているが、互たがいに三人兄妹×三人姉妹。六人で豚ぶたまんを食して交流を深めよう。

「だが孫堅。なぜ華雄軍を撃げき破はした勢いで虎牢関に突とつ入にゆうしなかったんだ？　曹操が慌あわてていたぞ。この好機を逃のがせば董卓軍はがっちりと守りを固めてしまい、要害の虎牢関を抜くことは難しくなる。袁紹本隊の行軍は遅おくれているしな」

「あむあむ。妹道を貫つらぬくきみなら、わかるだろう？　だが、妹たちには内ない緒しよだ」

　この時、孫堅の虎のような目つきが、一いつ瞬しゆん、妹たちの運命を憂うれう悲しげな少女の目つきへと変わった。俺はその変化を見み逃のがさなかった。

　そうか。孫堅は二人の妹とは違ちがって、「三国志」に詳くわしいらしい。その上「戦国妹コレクション」の読者ということは、歴オタとアニオタのハイブリッドだな。やはり俺と同類か……。

（「正史」通りにイベントが発生するとなると、孫堅はこの勢いのままに洛陽一番乗りを果たし、そこで偶然「玉ぎよく璽じ」を手に入れてしまう。王朝の貴族たちが、董卓から隠かくし通した玉璽を。しかし、その玉璽が、孫堅の「運命」を暗転させることになる。孫堅は「孫家王朝」建国という天命を与あたえられたと信じて玉璽を「所有」するが、主君の袁術に玉璽を狙ねらわれ、最後は袁紹に仕える劉りゆう表ひようとの戦いに派兵されて、若くして荊州で戦死する。その孫堅の遺志を継いだ孫策は、袁術に玉璽を献けん上じようし、兵を借りて江東で独立するが、やはり若くして暗殺されてしまう。ただ一人残された孫権が、孫策が切り取った領土を継つぎ「呉ご」の主となって独立王国を築き、やがては呉の皇こう帝ていとなるのだが──孫権は「防衛戦」には強い。曹操を赤壁で破り、荊州で関羽を殺し、劉備を夷い陵りようの戦いで撃破する。しかし猛もう将しようの孫堅と孫策を欠いた呉には中ちゆう原げんへ進出する国力はなく、「三国鼎てい立りつ」状態を完全に固定させてしまう。その結果、誰だれも、天下を統一できなくなってしまう。曹操も劉備もそして孫権も……その子供たちも。「三すくみ」に。膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいってしまうんだ）

　そうか。この真世界で孫そん呉ごに絡からむ「運命強制イベント」が次々と発生してしまえば、この真世界の人間たちは──現地人たちも封神英傑たちも、北方から南下してきた亜人たちによって滅ほろぼされてしまう。俺たちに与えられた時間は、数年しかない。「正史」通りの展開になれば、誰も帰還できなくなる。

「……そういうことだ劉備くん。だから私は、洛陽一番乗りを果たせないのだ。董卓の計算通りで悔くやしくはあるが……これは諸君全員を護るためでもあるが、なによりもファミリーを護るため、妹たちを護るためだ。そのためならば恥はじを忍しのんででも、私はわが『運命』を全力で回かい避ひする。たとえ、『黄天まさに立つべし。歳は甲子に在りて、天下大吉』という予言詩が私に与えられた天命なのだとしても、だ……武俠を気取っていながら、ほんとうの私はただの女の子。臆おく病びよう者なのだ、すまない！」

　孫堅。お前の気持ちはわかる。まして、お父さんを抗こう争そうで失ったのならば、妹を護りたいと願うのは当然だ。お前は……ほんとうに、いいやつだな。だって。

　俺じゃなくて、雪乃に対して、お前は今、深々と頭を下げているのだから。

「正史」の孫呉は、最強の敵・曹操と赤壁で全力を投じて戦って勝つ。劉備とも、荊州で堂々と戦って勝つ。孫呉の将兵たちは、知ち謀ぼうと武勇とを駆く使しして、曹操と劉備の両りよう雄ゆうに完勝し、国を護る。どこにも、恥はずべきことも詫わびるべきこともない。

　だが、関羽だけは、孫呉といえども正面から戦って勝てる相手ではなかった。だから、孫呉は関羽との同盟を突とつ如じよとして破は棄きし、曹操軍に勝利し中原へ乗り込む目前だった関羽を背後から襲おそい、文字通り、騙だまし討うちにする……。それが、「正史」で関羽と孫呉が辿たどる「運命」なのだ。

「劉備くん。私は、どんなことをしても孫呉の『運命』を回避したいのだ。だからこそ私は、最後まで生きて、妹たちを護りたい。私自身の死を恐れているわけではない。ファミリーのためなら私は死をも厭いとわない。父が、そうだったように。ただ、妹たちの運命を、私は恐れているのだ」

　孫策と孫権は「？」「？」と顔を見合わせている。二人は孫呉の運命をなにも知らないのだ。孫堅は、二人の運命を決して妹たちに教えたくないのだろう。俺も、漏もらしてはならない、と誓ちかった。雪乃と那波にも、目配せした。言葉で伝えずとも、二人はすぐに俺の意思を理解して、うなずいてくれた。

「……わかった、孫堅。だが、お前が今考えているような未来は決して実現しないと信じているぞ、俺は。だって俺たちは正史英えい傑けつではなく、封神英傑なのだからな。ただ、『運命強制イベント』はたしかに存在する。フラグを満たせば、イベントは否応なしに起こる。それがこの世界の基本ルールだ」

「やはり、そうなのか？　私も、そんな予感がしていたのだ。胸むな騒さわぎとでも言うか」

「ああ。たしかにフラグ回避こそが最善手、もっとも安全な手であることは否めない。しかし……」

　しかし、虎牢関を今抜いてただちに洛陽へと軍を進めなければ、俺たちはみな董卓にすり潰つぶされてしまうんじゃないか？　孫堅が洛陽に入らず玉璽を見つけなければ、董卓が「天子」「玉璽」「帝てい都と洛陽」のすべてを一手に握にぎることになり、もはや反董卓連合軍に勝ち目はなくなるのではないか？　劉備一家の三兄妹が商人ルートを選せん択たくして後方に留まり、孫ファミリーもまた「玉璽」イベントを回避するために虎牢関を突とつ破ぱしようとしない。そしてもっとも戦意溢あふれる曹操には、頼たよれる一族英傑がいない。あいつが率いている兵は、袁帝グループの一員として召しよう喚かんされたが「封神英傑」には封神されなかった一いつ般ぱん社畜と、現地で徴ちよう募ぼした一般兵だけだ。配下に封神英傑が一人もいないのだ。

　ううむ。もしかして俺は、とんでもなく大きな間ま違ちがいを犯しているのではないだろうか？

「……ただ……こんな私がこのようなことをきみに言うのは失礼にあたるかもしれないが、劉備くん。三国志世界屈くつ指しの武力を誇ほこる関羽くんと張飛くんを育成することもなく、ずっと陣中に止めているのはなぜだ？」

「そ、それは、妹を護るためだ。お前と同じだ、孫堅」

「いや、それは違うぞ劉備くん。それは、過保護だ。この真世界では、宝貝パオペエを所有し解放できるか否かが最重要だ。今はまだ誰も宝貝パオペエの解放に至っていないからいいものの、早く戦せん闘とう経験値を積ませて宝貝パオペエ解放へと至らせなければ、封神英傑の生存率は大おお幅はばに低下する。逆に言えば、誰も宝貝パオペエを使いこなしていない今のうちに経験値を稼かせがせて丹たん田でんを開かせねば、きみの妹たちは他の五つ星封神英傑に差をつけられて生き残れなくなる……だから、私は虎牢関の戦場に妹二人を投入したのだ。もっとも、私が洛陽を落とせば、早期決着も可能なのだがな……うう。すまない、私は恥ずべきことを言ったようだ。未熟者だった！」

　そうだ。俺たちが「運命」イベントを回避すればするほど、董卓との戦いは長期化する。やつは、絶対に妥だ協きようしない。自分の信念を曲げて袁紹のもとでの「八百長統一」などに与くみすることはない。俺はあいつがほんものの暴ぼう君くん野や郎ろうだと知っている。

　いずれ董卓軍の誰かが丹田を開いて宝貝パオペエの力を解放した時──雪乃も那波も、そいつに勝てなくなる。董卓軍は、全方位を敵に回してひたすらに戦い続ける。俺は雪乃と那波を戦わせない。時間が経てば経つほど、互いの「気」のレベルの差は、開く一方だ。

「……恥じることはない、孫堅。お前の言葉が正しい。文字通りの修しゆ羅ら場ばを生き抜いて妹たちを護ってきたお前の言葉のほうに、十割の理がある。だが、俺にはできない……俺は、妹たちを戦場に立たせない。もう、二度と。俺は、そう決めたのだ」

「……そうか。そうだな。私も、不本意ながら自分の運命を回避しようとしている。きみも、内心では忸じく怩じたる思いに苦しんでいるのだな、劉備くん。だが、きみは……私が敬愛してきた『劉備玄げん徳とく』らしくはないかな。私は誰よりも、『三国志演義』に描えがかれた英えい雄ゆう・劉備玄徳を尊敬してきた。理由は説明するまでもないだろう、きみなら。若き日の『桃とう園えんの誓い』の約束を最後まで貫いて、皇帝であることさえ捨てて『兄』として戦って死んだ彼を、妹を持つ者として、お手本にしてきた。だからこそ私は、三国志の世界を好きになった。乙女おとめとして生まれた以上は、劉備玄徳のような真の英雄の妻になりたい、とまで恋こい焦こがれた。わ、私の初はつ恋こいの人は、劉備玄徳なのだ。きみは、私が幼い頃ころから憧あこがれ続けてきた劉備玄徳の姿とは、違う……が、物語と現実が違うのは当然だな。私は、仕事柄がら故か、この虎のような目つきのせいか、殿との方がたと交際した経験がなくて。すまない」

　俺は、那波の死を、いちど経験している。

　そして「時間を巻き戻もどす」条件は、いまだにわからない。

　たとえ、那波が死ねば、その瞬しゆん間かんにまた時間が巻き戻り、那波が死んだという事実が消し飛ばされるのだとしても、だ。

　俺は、絶対に、ご免めんだ。あんなことは。那波や雪乃を戦場で死なせるなんてことは。

　もう絶対に、同じ失敗を繰くり返かえすわけにはいかない。

　だが、孫堅にそのことを伝えるわけにはいかなかった。時間操作の能力の件は、誰にも知られてはいけない禁則事じ項こうなのだ。

「……玉璽を避さけている私も、きみと同じだな。それに、きみはそもそも『ほんもの』の劉備玄徳ではないのだから、わ、私はずいぶん勝手なことを言ってしまったらしい。す、すまなかった。もうこの話はなかったことにしよう！」

　那波が「アニキ！　孫堅にがっかりされたままでいいのっ？　勝機を逸いつしちゃうよ！　孫ファミリーが攻せめないなら、あたしが虎牢関を突破するよ！」と立ち上がり、雪乃も「私は兄さんより早く召喚されましたから、それなりに『気』のレベルをあげています。戦えます。兄さん」と槍やりを構えていた。

　だが俺は「それだけはダメだ！　決して戦場に出るな！」と必死になって二人を止めていた。俺は、那波と雪乃を案じているのか。それともまた、俺自身の心が傷つき砕くだけ散ることを恐おそれて……。

　そして。

「その時」が、不意に訪れた。

　大将、えらいことになった！　と、村から参加してきた義勇兵たちが血相を変えて陣じん中ちゆうへと飛び込んできたのだった。最低レベルの武装しか持っていないこいつらには「お前らは商人ルート一本だ、絶対に戦場に出るな」と命じておいたはずだが……。

「曹操が、手勢を率いて虎牢関へ突とつ撃げきしやがったあああ！」

「た、た、大将への言付けをもらっちまった……！」

「『今ここで虎牢関を攻め落とさなければ、董卓軍を洛陽から追い払はらうことは困難に。天下統一は不可能になる！　私が行くわ！　バカな劉備に伝えて！　関羽と張飛を──雪乃ちゃんと那波ちゃんを戦場に出さないで。虎牢関は私が抜ぬく。あんたが前線に出たら、二人は必ずあんたを追いかけて結局戦場に出てしまう。だからあんたは最後まで耐たえて本ほん陣じんに留まっていなさい』と！」

　華雄は孫堅軍に敗れて退散したが、こんどは徐じよ栄えい軍が出てきやがった。その背後には、董卓率いる本隊が。敵は大軍だ、弱小の曹操軍は苦戦している、と義勇兵たちが口々に騒さわぐ。

　那波と雪乃。

　俺は、無言のまま出しゆつ撃げきしようとしていた二人を押しとどめていた。

「俺が行く！　お前たちはここで義勇兵の野郎どもを押しとどめつつ、俺と曹操の帰き還かんを待て！」

「……でも、アニキ」

「ことここに至ってもまだ、私たちに、出撃するなと。見ていろと……言うのですか？」

「そうだ！　これは兄としての命令だ！　破ったら、お前たちとの義兄妹の絆きずなを解除するぞ！」

「……う、う……そんなあ……アニキ……」

「兄さん……どうして……どうしてですか？　いくら兄さんのご命令でも、納得できません！」

　言えない。それは、教えられない。二人に納得してもらえるように詳しよう細さいに事情を語れば、禁則事項に抵てい触しよくしてしまう。

　孫堅もまた、「たとえ徐栄を破っても、あの董卓自身が背後に控ひかえている。どうも悪い予感がする。私は何度もこういう修羅場を搔かい潜くぐってきたのでな。きみは『気』のレベルが低い。出れば、十中八九死ぬぞ。劉備玄徳とは違ちがう、という先ほどの失言は取り消す。やめるんだ！」と俺を必死で止めた。

　だが、俺は「ブルルルルッ！」といななきながら陣じん中ちゆうに飛び込んだ的てき盧ろの背中へと、飛び乗っていた。

　的盧もまた、なにか悪い予感に襲われているらしかった。いつものように雪乃の黒くろ髪かみに鼻先を突つっ込こもうとはしない。俺の目を、なんだか泣きそうな瞳ひとみで見つめていやがる。

　ああ。俺も感じる。いわゆる「死亡フラグ」ってやつ特有の緊きん張ちよう感かんが、ビンビン来ている。だからこそ、那波と雪乃を決して戦場に出してはならない、と俺の直感が伝えてくるのだ。

（だが曹操。怜れい香か。お前も、俺の妹だ。関係を公おおやけには明かさないシークレット妹であろうとも。だから、俺が護る！　お前はもう独りじゃない。死に急ぐな……！）




　俺は──的盧を駆かって本陣を飛びだし、戦場へと向かっていた。

　的盧に乗って、丘きゆう陵りようを駆け下りながら。

　俺は、虎牢関正面で果か敢かんに戦っている曹操の奮ふん闘とうを見た。寡か兵へいにもかかわらず、曹操軍は徐栄の軍勢を押していた。袁帝グループから配属された兵たちも、徴募された兵たちも、みな忠誠度が高い。奇き妙みようなまでに、女の子が多い。

「全軍、ホビットちゃんを護れえええ～！」

「護りますわよおおお！」

　右目に眼帯をつけた姉と左目に眼帯をつけた妹がコンビになって、曹操に近づく徐栄軍の兵士たちを蹴け散ちらしている。眼帯に「袁」の一文字が刻まれている。曹操が密みつ偵ていかもしれないと怪あやしんでいた袁帝グループの出向組とはこの姉妹らしいが、密偵どころかやたらに戦意が高いではないか。

「ちびっこい封神英傑さまを、おらたちが護るだあああ！」

「おーう。大将を護るさあああ！」

　真世界の村人出身の女の子たちも、やる気まんまんだった。

　なにが「乱世の奸かん雄ゆう」だよ。スキルのマイナス補正を喰くらってるはずなのに、それでもなお曹操は兵士たちから、とりわけ同年代の女の子たちからやたら慕したわれている──さすがは「ホビットちゃん」だ、と俺はふと笑みを漏もらしかけていた。

　だが、甘かった。

　やはり──俺の悪い予感は、的中した。

　徐栄軍が総そう崩くずれとなって虎牢関の門の向こうへと退たい却きやくすると同時に。

　出た……！

　出た、出た、出た……！

　この猛もう獣じゆうのような瞳。この眼光。孫堅の虎とらのごとき視線とも違う。もっと恐ろしいなにかだ。純じゆん粋すいな「殺意」。純粋な「闘とう志し」。いっさいの迷いも葛かつ藤とうもない。董卓のような冷血漢とも違う。「心」が、ある。が、その「心」をただひたすらに「戦闘」という一点のみに集中させた封神英傑。三国志世界広しといえども、これほどの「殺気」を放つことのできる英えい傑けつは一人しかいない。見み間ま違ちがえるはずがない！





「英傑名：呂りよ布ふ　統率[image: 100]　武力[image: 100]　知力15　政治１　固有スキル・国こく士し無む双そう」






　紫むらさき色いろの甲かつ冑ちゆうにその肢し体たいを包み、途と方ほうもなく巨きよ大だいな馬に乗った「そいつ」が、ただ一騎き、虎牢関の頂上から「跳とんだ」。

　赤いたてがみを誇ほこる、怪かい物ぶつのような巨馬。

　その巨馬と人馬一体となって飛ひ翔しようする、封神英傑。

　透すき通とおるような白い肌はだ。金色に輝かがやく長い髪かみ。そして、宝石のような青い瞳。

　彼女のその神々しいまでの美しい容姿は、まるでエルフだった。

　宙を舞まいながら、馬上で強弓を引き絞しぼり、曹操だけを狙ねらっていた。

　ああ。そうだ。今までこの英傑が姿を現さなかったのがおかしなくらいだ。董卓のやつ！　虎牢関の真正面へと曹操を釣つりだすまで、この絶対的な「切り札」を手に入れておきながら、隠かくしていやがった……！　孤こ独どくな戦いを強いられていた曹操は功を焦あせって、またしても董卓の術中に落ちたのだ！

　いや、そうじゃない。予想はしていたはずだ。あいつは俺たち「兄妹」を戦場へ立たせないために、自ら進んでこの死地へと……！




「……曹操。われは、呂布なり。幼き頃より『三国志』の世界に憧れ、『力』こそ正義と信じ、わが前世は呂布と信じてきた。そして今、祖国スウェーデンよりこの真世界に召しよう喚かんされ呂布に封ほうじられた。呂布として生き呂布として死ぬことこそ、わが天命。こたびこそはわが父・董卓に忠義を尽つくし、この『力』をもって天下統一の覇は業ぎようを実現させ、真世界を救い、『正史』に刻まれた呂布の汚お名めいをそそぐ。曹操。小こ賢ざかしき乱世の奸雄。この虎牢関で、この呂布奉ほう先せんがお前を殺す……！」




　飛将軍・呂布っ!?　まさか。白人なのっ？　と、曹操が思わず天を仰あおぎながら叫さけんでいた。呂布は、伝説のエルフをも凌りよう駕がする弓の使い手だ。しかも、あの巨きよ体たいで軽々と宙を跳ぶ究極の名馬「赤せき兎と馬ば」を駆っている。

　人中の呂布、馬中の赤兎。

　しかも赤兎馬の「位置取り」は完かん璧ぺきにして絶ぜつ妙みよう。大陽の日差しが逆光となって、曹操とその兵士たちの視界を遮さえぎっている。違う。違う。明らかに呂布は──この金きん髪ぱつ碧へき眼がんの封神英傑は、俺たちとは違う。まるで異質。別物。まさか。あの若さで。まだ十代の少女なのに。

　もしかして、戦争経験者なのではないか……!?

　ダメだ！　ダメだダメだダメだ！

　曹操が、妹が、死ぬ……！

「急げ的盧おおおおおお！　曹操を救出するんだよおおおおおおっ！」




　ドオオオオオッ!!




　天空より呂布が放った一本の巨矢が。

　曹操が乗っていた馬の胴どう体たいを貫つらぬき、そのまま大地へと突き立っていた。

　その激げき突とつの際に発生した衝しよう撃げき波はが、曹操軍の兵士たちを吹ふき飛ばしていく。

　かろうじて、曹操は矢に貫かれる寸前、馬から飛び降りて大地へと転がり落ち、直ちよく撃げきを避けていた。

　だが、至近距きよ離りから衝撃波を浴びて、その鎧よろいはもうボロボロに壊こわれていた。曹操の小さな身体は、この一いち撃げきで戦せん闘とう不能状態に陥おちいったと言っていい。もしも直撃を喰らっていたら、間ま違ちがいなく即そく死し……！

　閉ざされていた虎牢関の門が再び開き、徐栄軍が混乱する曹操軍を殲せん滅めつするためにいっせいに再出撃してきた。呂布の出現に青ざめていた曹操軍の兵士たちは、総崩れになった。ここに曹操は、完全に戦場に孤こ立りつした！　曹操を護れる兵はもう周囲にはいない！

「クハハハハハ！　曹操よ！　この『呂布』は俺を殺さぬぞ。連れん環かんの計は発生せぬ！　絶世の美女・貂ちよう蟬せんを用いた離り間かんの策など、北ほく欧おうより召喚されしわが呂布には通じん。この通り封神英傑・呂布は、女だからな──しかもこいつは、『正史』において呂布が辿たどった父殺しの運命を改変したい、呂布の『名めい誉よ』を回復したいと、それのみを願っている！」

　なぜならば──と董卓は呂布を指さしながら声をあげていた。

「呂布は、異世界で幼い頃ころに家族を失っている──ヨーロッパ旅行中に、無差別テロによってな！　それ以来、この娘はあらゆる宗教もあらゆる道徳も神の存在もいっさい信じなくなった。『力』のみが正義、と純粋な『力』を欲ほつし続け、呂布や項こう羽うの如ごとき純粋戦士になることだけを夢見て、年ねん齢れいまで詐さ称しようして傭よう兵へいとして訓練を受け、戦場に身を投じた──！　生っちょろい貴様らとは、辿ってきた人生も戦いに懸かける覚かく悟ごも経験値もまったく違う！　故にこやつは、真世界を『力』で統一するという余の理念に賛同したのだ！　同時にこやつは、正史で呂布が犯した『父殺し』の大罪だけは抹まつ消しようしたいと望んでいる！　理由は、言うまでもあるまい！」

　言うまでもない、聞くまでもない。やはり呂布は、俺や曹操とはまるで異質！　元の世界において、「実戦経験」があるのだ！　それほどの者でなければ、呂布に封じられるはずもない。その呂布が、董卓と組んだ。最悪だ……！

「愚ぐ直ちよくなやつよ。故に、余と呂布は義ぎ父ふ娘じようの絆を結んだ！　曹操よ、貴様の命はここまでだ！　真世界を救う英えい雄ゆうはただ一人でよい！　この余だ！　貴様は無能の責を負ってこの虎牢関で真世界より退場せよ！」

　虎牢関の城じよう壁へきの上に立ちながら、董卓が勝ち誇ほこるかのように高笑いしていた。

　降りてくる。

　紫色に輝く甲冑を着込んだ呂布を乗せた赤兎馬が、馬を失って倒たおれている曹操のもとへと舞い降おりてくる！

　逃にげろ！　曹操！　なにやってんだよ！　なんで逃げないんだよっ？　ああ、そうか。落馬した時に、脚あしを痛めたのか。立てないのか！　でもな！　お前……！　諦あきらめが早すぎるじゃないか……！　お前は！　乱世の奸雄じゃなかったのか!?　何度敗れても敗れても歯を食いしばって立ち上がり、強くなり続ける「三国志」の真の主人公じゃなかったのかっ？

　なぜだ！　なぜ、お前……諦めてんだよおおおおおお！

　赤兎馬が着地してしまう！　立て！　這はいつくばってでも、逃げてこい！　怜香！




「……う、う……負けた……董卓に勝てなかった……馬を失った……『正史』だったら……一族英傑の曹そう洪こうが、『天下に曹洪がいなくとも構わぬが、天下から曹操がいなくなれば天下が困り果てるではないか！』と曹操を怒ど鳴なりつけて無理やりに自分の馬に乗せ、戦場から脱だつ出しゆつさせる場面なのに……私には……『生きろ』と𠮟しかりつけてくれる一族は、いない……私は、もう……」




　違ちがう！

　ふざけんな、お前えええええ！

　怜香。曹操。ドワーフ玉置！　お前は、独りじゃないって！　言っているだろうが！　この俺がいる！　真世界限定のシークレット兄であろうとも！　俺は、お前の兄になったんだぞ……！

　もっと、速く！　赤兎馬よりも、速く！

　駈かけろ、的盧おおおおおおお！

　お前は、劉備玄徳の愛馬なんだろうがあああああ！

「ブヒイイイイイイインッ！」

　虎牢関の蒼そう天てんを高々と舞まっていた赤兎馬が、曹操の目の前へと着地し。

　金色の髪を輝かせながら、呂布が曹操めがけて止とどめの一撃を──宝貝パオペエ「方ほう天てん画が戟げき」を繰くり出そうとしたその時。

　的盧は、信じがたい勢いで、加速した。

　俺は、ぎりぎりで間に合った。

　呂布を乗せた赤兎馬よりもわずかに早く。

　曹操のもとへと、駆かけ込こんでいた。

「曹操！　お前抜ぬきで天下統一が達成できるかよ！　兄であるこの俺が命じる！　生きるんだああああっ！」

「……な、なにやってんのよっ？　あんたが戦場に出てきたら、なにもかもが台無しじゃないっ！　バカじゃないのっ？　しかも馬を一頭しか連れてきていないなんてっ！」

「黙だまれ！　お前は、軽い！　ホビット族だからな、フハハハハ！　的盧ならば二人まとめて乗せても全速力で逃とう走そうできる！　洛陽で証明済みではないか！」

「違う！　そういうことを言ってるんじゃないのよ！　ばかあああああ！」

「フハハハハ！　『妹』は！　すべてに優先するぜ！」

「だだだ断じて私はあんたの妹じゃない！　妹じゃないもんっ！」

　ええい、うるさい！　ツンデレ発言はあとにしろ！　俺は、大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら大地に伏ふしていた曹操の腕うでを摑つかみ取って、力任せに馬上へと引き上げていた。曹操は俺の腕の中でじたばたと暴れるが、しょせんはホビット。俺は問答無用で曹操のちっちゃい身体をぶん回し、背負っていた。

「これでよし！　ここからは全力で逃げるぞ的盧！」

「……ブ、ブルルルッ……（汗あせ）」

「無理よ！　無理無理無理無理無理無理無理ぃいいいいい！」

　的盧はすさまじい殺意を放ちながら迫せまってくる呂布を振ふり切り、一心不乱にこの死地から俺たちを離り脱だつさせようとした。だが。

　ドオオンッ！

　ば……バカな？　赤兎馬が、助走もつけずに跳んだ!?

　宙を跳んで、俺たちの頭の上を飛とび越こえ、正面へと回り込んだだと!?

「な、なんだこいつは!?　チートすぎる……！」

　逃走路を、塞ふさがれた！

　エルフにしか見えない呂布が、「……お前が、劉備か。わが父上の命令を邪じや魔ま立だてする者は、誰だれであろうがことごとく殺す……！」と方天画戟を掲かかげて、そして、俺の頭めがけて振り下ろしてくる。俺と曹操をまとめて叩たたき斬きるつもりだ！　視線だけじゃない。その「武」は、あまりにも圧あつ倒とう的だった。まさに、人間対エルフ並みの絶望的戦力差……！

　俺は夢中で「普ふ通つうの剣けん」を掲げた。ダメだ！　こんな錆さび付いた剣で呂布の方天画戟の一撃を防げるはずがない。

「ああ、もう……！　あんたが死地に陥ったら、なにもかもが……ばか、ばかばかばか！　死んじゃダメよ、劉備！」

　俺に背負われた曹操が、「七しち星せい宝ほう刀とう」を鞘さやから抜き放はなって、俺の「普通の剣」とクロスさせる。だが、防ぼう御ぎよ力はほとんど上じよう昇しようしない！　いや……呂布の武力が異常なのだ！　呂布は、召喚されたばかりのはず。丹たん田でんはまだ開いていない。それなのにこの方天画戟が放つ圧倒的な「気」の力は……いったいなんだ!?　でたらめすぎる！　これが実戦経験を重ね、「武力[image: 100]」という唯ゆい一いつ無二の能力を得た究極の戦士だけが放てる武の極みなのか!?

[image: ]

　ダメだ！　方天画戟が激突すれば、俺の剣も曹操の剣も瞬しゆん時じに砕くだけ散ちってしまう！

　そして孔こう明めいのスキル「北ほく斗と五ご丈じよう」は、この絶望的な状じよう況きよう下においても、発動しない！

　俺自身の「死」は、発動条件ではなかったということだ！

　が、もはや、手て遅おくれ……！　ぬかった……！　俺は曹操を。妹を護れずにここで散るのか……！　ちくしょおおおおおおおっ！　せめて、曹操だけでも……！　ああ、もう、時間がない！　ダメだ、速すぎる！　外見は美しいエルフであろうとも、やはり呂布は正しよう真しん正しよう銘めいの、天下無む双そう……！　俺ごときが太刀打ちできるはずもない、真の闘とう神しんだった！

　俺の頭ず蓋がいが砕け散るまで。あと三秒。二秒。一秒。

　そして。

　俺の背中にしがみついていた曹操が、「ああ。ああ……あああああ……来ちゃ、ダメえええええええ！」と踏ふみ潰つぶされた子こ猫ねこのような泣き声をあげていた。




「そこまでです、呂布どの！　関羽雲長、参ります！　兄さん。ご命令に背き、これより兄さんと曹操さんを救出いたします！」

「燕えん人ひと張飛も見参っ！　蛇じや矛ぼうも青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうもないけれど、関羽と張飛の二人がかりだあああああ！　ならば互たがいの戦闘力はほぼ互ご角かくっ！　今助けるからね、アニキっ！　今までずっとアニキに護ってきてもらったんだからっ！　こんどは、あたしたちが！」

「兄さんを、護ります！」




　雪乃!?

　那波!?

　ば……バカな……俺の命令を破ってまで……!?

　命令に背いたら、「義兄妹の絆きずな」を解除するとまで言っておいたのに。

　お前たち……！

　すまない……俺が……俺が弱いばかりに、結局お前たちを戦場へ。しかも、よりによって呂布と戦わせてしまうことに……！

　呂布は、見切りが速かった。いっさいの逡しゆん巡じゆんもなく。俺と曹操に一いち撃げきを当てる寸前で方天画戟を手許へ引き寄せると同時に、素早く赤兎馬を再び宙へと跳とばし、そして。




「……固有スキル『国士無双』、発動。わが体内の丹田と方天画戟をただちに連結ペアリング──宝貝パオペエ・方天画戟、全出力『解放』」




　悪夢が、現実のものとなっていた。

「……やっぱり……やっぱり、そうだったんだわ！　赤兎馬の動きが異常だったもの！　宝貝パオペエ・赤兎馬は、すでに能力解放されていたんだわ！　呂布の固有スキルはおそらく、自身の『気』のレベルに関係なく所有した宝貝パオペエの力を一挙に解放することができる、開幕スタートダッシュ全振ふりに賭かけたチート能力！　ならば解放されたあの方天画戟の瞬しゆん間かん最大戦せん闘とう力は、武力パラメーター値換かん算さんで十万を軽く超こえる……！　あの女は、呂布は、文字通りの国士無双！　関羽、張飛！　逃げて！　宝貝パオペエ抜きじゃ、関羽だろうが張飛だろうが、まるで相手にならない……！」

「……な……なんだと曹操!?　そんな。そんなチートが呂布にだけ許されるのかっ？　ただでさえ武力[image: 100]なのに、そんなバカなっ？　武力十万超えだとっ？」

「だから、絶対に来るなって言ったのよ！　あんたが戦場に出てきたら、二人ともあんたを救うために出しゆつ撃げきしてくるに決まってるじゃないのっ！　ばかあああああっ！」

　呂布が手にした方天画戟が、その宝貝パオペエとしての真の力を全解放された「闘神」の武具が、オーロラ状の目映まばゆい光を放ちながら。

「……ダメ！　いけない！　ななちゃんは、逃げ……」

　那波を逃がそうと自ら「盾たて」になった雪乃の胸を、一撃で深々と貫つらぬき。

「か、関羽ねえ？　ゆきのんっ……!?　アニキ……ごめん……ごめんね……桃園の約束……守れ……」

　そのまま、雪乃よりも前へ出ようとしていた那波の脇わき腹ばらまでをも、刺さし貫いていた。

　甲かつ冑ちゆうも武力もなにも関係なかった。二人は。雪乃と那波は。方天画戟の一撃でほぼ同時に急所を貫かれた。馬上で、幼い頃ころからともに過ごしてきた姉妹同士のように、互いを庇かばうように抱だき合いながら。揃そろって、串くし刺ざしに、されて……。

「……あ……あ……あ、ああああああああ……!?　いや……いや……いやあああああっ!?」

　曹操の悲鳴。嗚お咽えつ。

　俺の。俺のせいだ。孫堅の言葉が、正しかった。俺が、過保護だった。時間ならば、いくらでもあった。蛇矛と青龍偃月刀を探たん索さくして、二人に戦闘経験値を積ませて、宝貝パオペエ解放へと至っていれば。丹田を開けずとも、せめて、宝貝パオペエを所有させていれば。蛇矛と青龍偃月刀さえ持たせていれば。

　こんな。こんなことには。

　俺は……俺は那波と雪乃を戦場で死なせたくないと言いながら。

　結局、二人の死を目の当たりにすることを、恐おそれていたのだ。二人を信しん頼らいして戦場で戦わせ、「封神英傑」として成長させる道を、俺自らが閉ざしていたのだ。

　なにが、兄だ。なにが、妹はすべてに優先する、だ……！

　俺の選せん択たくが、間ま違ちがっていた……！

　わかっていた、はずだったのに。心のどこかで、気づいていたはずなのに。

「……次はお前たちだ。わ、われは、国士無双、りょ、呂布なり。父上の命令を、忠実に実行する……」

　呂布は、那波と雪乃の身体を貫いていた方天画戟を引き抜くと、再び俺と曹操めがけて突とつ進しんしてきた。こいつは、心がないのではない。董卓のような冷血な人間でもない。テロで家族を失った彼女は、なによりも「力」を欲ほつした。幼い頃より「三国志」の物語を愛し、自分の「前世」が呂布だったと信じるに至ったのだ。その自分が召しよう喚かんされて他ならぬ呂布に封ほうじられたことを、天命だと信じているのだ。こんどこそ義父・董卓を裏切らずに忠義を尽つくすことこそ、自分が呂布としてなすべき使命だと、そう信じているのだ。「呂布として生き呂布として死ぬ」という自らの運命を引き受け、覚かく悟ごしたのだ。だから……だから、いっさい迷わない。躊ちゆう躇ちよしない。こいつには、「心」がある。同年代の女の子を──那波と雪乃を殺したことに心を痛めている。目に、涙を浮うかべている。頰ほおに、大粒の涙が伝わり落ちている。なのに、こいつはこの「真世界」の現実から、自分自身の運命から決して目を背けない。強い。強い。強い。強い。

　俺は、死ぬ。怜香も、護れない。那波も。雪乃も。俺は、誰も、護れなかった……！　俺が、俺の心が、弱かったから。俺自身の心のうちの恐きよう怖ふに、俺は敗れたのだ……！　戦う前に、すでに俺は自分に負けていたのだ……！

　いちど那波を目の前で殺されていながら、俺は……！

　二度までも、那波を。

　とうとう、雪乃まで。

　俺に再会したいという願いが叶かなって、奇き跡せき的に心臓の手術に成功した雪乃。その雪乃の心臓を、俺は、方天画戟に貫かせてしまった……！

　俺が。絶対に。直面したくなかった最悪の「現実」が。

　今、俺の目の前に、実現していた。

　絶望。

　なによりも。

　自分の心の弱さへの、俺自身への、激しい怒いかり。

　許せない。許せない。俺が。俺自身が！




「……う……うおおおおおおおおおおおああああああああああぁぁ……!!」




　ブヒヒヒヒヒイイイイイイイン！

　的盧が、俺の叫さけびに共鳴したかのように悲しみの咆ほう吼こうをあげると同時に。










　ドオオオオオオオオオン!!










　世界は、轟ごう音おんとともに再び「静止」していた。










　俺を取り巻く世界の時間が、再び停止していた。世界の色が、反転する。

　ここは、孔明が「時間」を静止した世界。

「狭はざ間ま」の世界だ。

「……やはり、きみの『情』は、常人のレベルをはるかに凌りよう駕がしていたらしい。『北斗五丈』の力を、再び発動し得たとはな。きみに貸たい与よしたその力は、きみが真に絶望した時にだけ、発動する。私にできることは、契けい約やくを交わし、私の能力を貸与した『器』であるきみに、わが力を供給することだけだ──水みず城き、秀しゆう一いち」

　他人を拒きよ絶ぜつしているかのように生意気な口調だが、どこか悲しげな声。

　たったいちど出会ったばかりなのに、こんなにも懐なつかしい。

　諸しよ葛かつ亮りよう孔明。

　時間を操る魔ま女じよにして神しん仙せん。純白の道士服に、純白の羽毛扇せん。孔明のその白ずくめの衣装が、この真世界においては「喪も服ふく」なのだということに、俺はようやく気づいた。俺の世界では、「喪も」を象しよう徴ちようする色は「黒」だった。だが、この世界では違ちがう。逆なのだ。孔明は、何度も何度も何度も何度も、時間を巻き戻もどし続けてきたのだろう。彼女は──その身体をいずこかへ封じられてしまった孔明は、地下の世界で、誰だれもいない独りきりの世界で、目の前で繰くり返かえし志を遂とげられずに死んでいった死者の魂たましいを弔とむらい続けているのだ。

「契約の際に、きみに説明しきれなかったルールがある。時間を巻き戻す『北斗五丈』は、その能力を貸与された所有者の『義兄弟』が死を遂げ、所有者が『真に絶望した時』に自動的に発動する。愛する家族の死を、キャンセルするために。呪のろわれた力だ。任意に発動させることはできない」

「……『義兄妹の死』が、発動条件……だったのか……」

「ああ。だが──人間の心は、感情は、繰り返される悲劇と苦く悩のうと慟どう哭こくの果てに、次第に摩ま耗もうしていく。絶望を経験するごとに。悲しみを感じる力が、次第に失われていく。水城秀一。いずれきみは、愛する妹の死に『慣れる』──きみは『二度目』の絶望に耐たえきって、こうして再び時間を静止させた。そのきみの慟哭が、私を再び狭間の世界へと召喚した。しかし、永遠にやり直せるとは思うな。私が『狭間』に現れてきみと会えるのは、これが最後だ。これからは、時間が巻き戻ってもきみは私を召喚できない。そしていずれ、きみは私の『気』を用いて時間を逆行させる『器』ではいられなくなる」

　孔明と「狭間」で出会える機会は、二度まで、なのか。

「なによりも、きみ自身が死ねば、きみの『命』はそこで終わりだ。きみ自身の死は『北斗五丈』の発動条件には含ふくまれない。だからきみは、どれほどの危地に陥おちいっても決して死ねない。いや。死んではならないのだ。死ねば、もう時間を巻き戻せなくなるのだからな」

　ああ。そんな気はしていた。俺自身が何度でも死に戻れるのならば、「破は滅めつの未来」はいずれ必ず回かい避ひできるはずだった。だが、違うのだ。天下統一を果たす前に俺が死ねば、俺の輪りん廻ねは終わる。終わってしまう……ならば、俺はいつか那波や雪乃を「見殺し」にしてまで生き延びねばならなくなるのだろうか？

　そんなこと、できるはずがない。俺の精神が、保つはずがない。そんな真似をいちどでもすれば、俺の心は壊こわれてしまう。そうだ。雪乃が呂布との戦闘で敗れた瞬間に、「北斗五丈」は発動しなかった。雪乃が庇おうとした那波までが致ち命めい傷しようを受けた時に、発動したんだ。つまり発動までに、わずかな「間」があった。そのわずかな「間」が。「空白」が。「時間が止まるまで」のタイムラグが。すでに、俺の心が妹たちの「死」に「慣れはじめている」こと、俺の心が摩ま滅めつしはじめていることの証ではないか。

　ああ。ああ……あああああ……！

「……水城秀一。もしも私ときみの最初の出会いの折にもっと時間があって、私がきみにすべてのルールを伝えきれていたら。きみは、私と契約しなかったか？」

「いや、したさ！　那波を救うために！　どんなルールだって。どんな契約だって。いっさい関係ない！」

　俺は、その一点だけは決して迷わず、後こう悔かいもしていない。何百回、何千回、何万回同じ状じよう況きように放り込まれたって、どんな条件だって、俺は契約した！　那波のためなら、即そく座ざに魂を売った！

「……そ、そうか。やはりきみは超ちよう世せの愚ぐ物ぶつだな、水城秀一。なに、絶望的な話だけではない。きみにとって、いい話もあるぞ。天下が統一されれば、召喚された異世界人たちが元の世界に帰き還かんできるという約束はほんとうだ。この真世界が救われればもう、新たに英えい傑けつを封ほう神しんする必要はなくなり、泰たい山ざんの封神英傑召しよう喚かんシステムそのものを停止させられる。異世界で封神英傑候補たちを誘いざなっている水すい鏡きようたちだって、決してやりたくてやっているわけではないのだ」

　だから、召喚システムのゲートを「SANGOKU大戦争オンライン」という剣けん吞のんなＭＲゲームのオープンベータテストのゲートに偽ぎ装そうしていたんだな。三国志世界に興味のない人間は極力召喚しないようにしていたのか。

「すべての使命を終えた時、きみは──きみの魂は、真世界か、異世界か。いずれかの世界へと帰属する。決定権は、きみの魂の所有者である私にある。きみがどうなるかは、すべては時間を操る魔女である私の胸三寸というわけだ。ふ、ふ、ふ。もっと私を恐れろ、愚物。絶対に、私の幽体に勝手に触さわるなよ」

　そうか。これでもう、迷いは吹ふっ切れた。俺は、なにも恐れない。孔明。

「……俺のことは、いいんだ孔明。俺はもう、俺自身のすべてをお前に委ねた。そのことについては俺は二度と考えないし、迷わない。俺は、弱かった。強くなかった。だから、こんな間ま違ちがいを犯した……！　俺の魂は、お前の好きにしろ、孔明。だから俺に天下を盗とらせろ。盗らせてくれ。俺は、力及およばずとも『劉備玄徳』として戦う！　戦場に俺を誘ってくれ！　こんどこそ。こんどこそ俺は、心の底から。本気で誓ちかう！　雪乃も！　那波も！　怜香も！　孫堅ファミリーや、袁紹たち封神英傑を……俺は……俺は、なんとしてでも帰還させる！　それが俺の天命だというのならば！　俺にしかできない使命だというのならば！　絶対に、諦あきらめない！」

「……呆あきれるな、きみには……心が、折れていないのだな。むしろ、より激しく『気』が昂たかぶっている……きみのその妹たちへの『情』は、まるで無む尽じん蔵ぞうらしい。なんて、愚おろかな。天下統一のために非情になりきることができない、救いがたい愚物だな……きみに天下など盗ることなんて、できない。できやしない。いくら繰り返したって、きみは何度も同じ過ちを繰り返すだろう。その『情』がきみを圧殺することになるのだぞ、水城秀一……」

　なぜ俺を嘲ちよう笑しようしようと笑顔を作ろうとしながら、溢あふれでようとしている涙なみだをこらえているんだ、孔明。

「……認めよう。きみには、『資格』がある」

　孔明が虹色に輝きはじめた羽毛扇で涙を隠かくすかのように顔を覆おおい、そして。

　その白い掌てのひらの中から、白い光とともに煌きらめく「石」を、召喚していた。

「……正史英傑、『オリジナル』の劉備玄徳は、死ぬ直前に『劉備玄徳に封じられる資格を持つ未来の封神英傑』へ向けて、遺言を託たくした。『その者』が現れるまで決してこの石の封ふう印いんを解くな、と私は命じられていた。『その者』が現れた時に、封印を解除し、わが遺言を直接伝えよ、と──一人で覗のぞき見することもできたが、怖こわくて、今まで封印を解けなかった。わが主が、劉備玄徳が、失敗を犯した私に失望しているのではないか、と……そう、思うと……」

　初代、劉備玄徳。

　ほんものの、オリジナルの、正史英えい傑けつ劉備が。

　その「幻まぼろし」が、俺の目の前に浮うかびあがっていた。

　俺とどこか似た風ふう貌ぼうの男だが、歳を取っていた。五十代、あるいは六十歳くらいか。すでに余命いくばくもない衰すい弱じやくぶりだった。「死」を目前にしていながら、劉備玄徳は、静かな瞳ひとみの持ち主だった。未来の「封神英傑」を、俺を、包み込むかのように見つめていた。




「未来の劉備玄徳。はじめまして。俺が、『初代』だ。お前には苦労をかけてすまない。この映像を見ているということは、お前は気難しい孔明に『二代目劉備玄徳』として認められ、契約し、なおかつ二度目の試練に突つき当たりながらも心が折れていないということだ。失った者は、関羽か、それとも張飛か。あるいは、両方か？　お前は、俺と違って女かもしれないな。なにしろ『二代目劉備玄徳』への『再さい封ほう』を伴ともなう契約は、俺が孔明と結んだ契約よりも難易度が高い。契約者と孔明との接せつ吻ぷんによる直接的な『気』の交こう換かんが必要だ。あいつが男とそんな真似をする姿は、想像できないな。だが、きっと、『男』なのだろうな、お前は──」




　遺言状を、初代劉備は、「映像」として石の中に記録させていたのだ。

　ああ。なんて優しい顔をしているんだ。そして同時に、無数の激戦を戦い抜ぬいてきた歴戦の勇者の顔でもあり、筵むしろ売りから一天万乗の天子へと駈かけ登った真の英雄の顔でもある。これが、ほんものの、劉備玄徳……。




「俺と孔明とは、君臣を超こえた父と娘むすめのような関係でな。孔明は、幼い頃ころに泰山で仙術道術を極め、時間を操作するという『魔女』の力を得てしまった。しかし孔明の『北斗五丈』は、『器』になる主がいなければ発動できない代物だった。そして、孔明ほどの智ち者しやが仕えるべき主君など、天下のどこにもいなかった……だから孔明は人じん智ちを超ちよう越えつした力を持つ魔女でありながら、崇すう高こうな神仙でありながら、人としては誰よりも無力。徐じよ州大虐ぎやく殺さつで両親を失い、疎そ開かい先の荊州でも戦乱の中で叔お父じたちを失った。以来、乱世に絶望して隆りゆう中ちゆうに引きこもり晴耕雨読の隠いん者じやとして暮らしていた彼女を、曹操に負け続けて追い詰つめられた敗残の将にすぎなかった俺が蒼そう天てんのもとへと……乱世の中へと引き戻してしまった」




　孔明は、劉備玄徳の「幻」を直視することができないでいる。羽毛扇で顔を隠し、嗚お咽えつしている。




「徐州でやらかした曹操は民心を得られず、天下を統一できない。俺が曹操に敗れ去れば、真世界に生きる人間はみな滅ほろびてしまう。だから俺は三度、隆中を訪ねた。俺には知力も武力も政治力もなにもない。ただ、『情』しかないボンクラ中年男さ。最後は、泣き落としだ。どうか真世界を救っていただきたい。自分とともに、戦っていただきたい。娘のような幼い孔明の前に伏ふしてそう泣いて頼たのんで、無理やりに出しゆつ盧ろさせた。俺は、孔明と契約を結んだ。魂を対価として『北斗五丈』を貸与され、能力を発動させる『器』になるという契約を。そしてそれが、すべてのはじまりだった──」




　幼い頃より家族から引き離はなされ、泰山で孤こ独どくな修行を強いられてきた孔明にとって。戦災で次々と家族を奪うばわれていった彼女にとって。劉備玄徳は、「父親」だったのだ。誰だれよりも彼女を理解し、そして、「人間」として愛してくれた、ただ一人の「父親」。それなのに孔明は、劉備玄徳の「夢」を、叶かなえることができなかったのか。何度繰くり返かえしても。ことごとく、失敗したのか。




「『滅めつ亡ぼう』の運命を覆くつがえすことは、たとえ時間を操作できる孔明をもってしてもあまりにも困難だった。ありとあらゆる『ルート』を俺たちは試した。孔明は、俺が『失敗』するたびに、何度も何度も真世界の時間を巻き戻もどした。お前は、商人ルートを試したか？　お前はなによりもまず、関羽と張飛を危機に晒さらしたくない、そう考える。試したろうな。だが、それは悪手だ。『関帝廟びよう』の異常な数を見ただろう？　なぜ、まだ関羽の名がほとんど誰にも知られていないはずのお前の時代に、関帝廟が乱立していると思う？」




　そうだ。妙みようだなとは思っていたが、深く考えたことはなかった。




「それは関羽の『固有スキル』が、時間を超越したスキルだからだ。未み来らい永えい劫ごう、関羽は神として民たちから、商人たちから、崇あがめられる。俺たちが繰り返すごとに、関羽は非業の死を遂とげ、そして関羽の死を悼いたむ民たちの手で新たな関帝廟が建てられた。周回が増えれば増えるたびに、関帝廟は増え続けた。それは、俺の弟・関羽の『墓標』。時間を超越した『無限の墓標』だ──」




　そうか。そうだったのか。関羽フィギュアが「封神」された雪乃の姿に変わっていたから、あの無数の関帝廟が「すでにこれまでの周回のうちに建てられていた」ことの矛む盾じゆんを俺は重視していなかった。

　関帝廟を増やし続けたその「行動」は、無数の「失敗」は、無む駄だじゃなかった！　関羽のスキルの力の源泉は、大勢の民が関羽に捧ささげた祈いのりの力であり希望という名の情念だ。だから関帝廟の数が増えるごとに、強くなる。明らかに強くなっている。だから俺たちは黄巾賊ぞくの乱を早期終結させることができた。わずかずつ、少しずつ、劉備玄徳の志は実現へと近づいている。「天下統一」へと近づいている……そのはずだ。無駄じゃない。あなたがやってきたことは、無駄なんかじゃない。俺はそう伝えたかった。が、俺からの言葉はもう、「過去」の彼には伝わらない。それが、もどかしかった。




「いったい何周目だったか。俺と孔明は何度も何度も敗北と失敗を繰り返し、そしてついに──致ち命めい的てきな『失敗』を犯した。『北斗五丈』の存在を。決して知られてはならない時間操作の秘事を、公おおやけに知られてしまった。その瞬しゆん間かん、真世界の『因果律』は大きく歪ゆがみ、『時間軸じく』は過負荷状態となって壊こわれてしまった。それが『大異変』だ」




　許きよ劭しようが言っていた「大異変」とは、つまり。「北斗五丈」の秘密が漏もれたために起きた!?




「孔明は力を制せい御ぎよできなくなった。力だけが暴走し、何十年もの時間が巻き戻ってしまった。何度も何度も時間の巻き戻しとともに『死』から再生してきた幾いく多たの正史英傑たちは、その負荷に耐たえられなかった。体内の『気』が少ない人々は耐えられたが、膨ぼう大だいな『気』を体内に溜ため込み歴史に大きく干かん渉しようする運命を持った正史英傑たちの多くは、その『概がい念ねん』と『能力』、『宝貝パオペエ』だけを残し、真世界から消えてしまった。孔明のせいじゃない。むしろ、『器』たる俺のほうに限界が来ていたのさ」




　だから、「北斗五丈」の漏ろう洩えいは禁則事じ項こうだったのか！　すでにいちど、この世界は……！




「英傑たちが消えたことで、俺たちは真世界の滅亡時期をかえって早めてしまった。失われた英傑たちの『肉体』と『魂たましい』は、陰いん陽よう二極に分かれている真世界と異世界のさらに彼方かなた──あらゆる『気』の源であり二つの世界に命を与あたえている根源たる『太極』へと舞まい戻っていた。俺は自ら生いけ贄にえの『器』となり、真世界の泰山の山頂から太極へと『道』を繫つなげて英傑たちを再び召しよう還かんするために孔明が編み出した『英傑再召還システム』にこの身体と命と魂を捧げると決めた」




　自分の、魂を……!?




「しかし、その『道』は、太極へ繫がる前に、お前が暮らしていた『異世界』へと繫がってしまったんだ。予期せぬ事故だった。水鏡先生たち一部の仙せん人にん道士たちは、膨大な『気』を溜め込んでいながらも、その高度な術によって無意識のうちに『大異変』から自らの身体と魂を護っていた。その結果、彼らは消しよう滅めつを免まぬかれる代わりに『大異変』前後の記き憶おくを失い、『異世界』へと身体ごと飛ばされていた──その際に彼らが通った『道』に、孔明が開いた『道』が不運にも繫がってしまったというわけだ。つまり『封神英傑システム』は、偶ぐう然ぜんの産物。だがもう、このシステムを維い持じして封神英傑を召しよう喚かんする以外に、真世界が滅びを免れる術すべはない。しかも、亜人たちに異世界の存在まで察知されてしまい、異世界の人々をも滅亡の危機に晒すことになってしまった。亜人のうち、黄巾賊を率いている穏おん健けん派の連中は封神英傑のさらなる召喚を阻そ止しすべく泰山のシステムを破は壊かいしようとしているが、本隊を率いる『絶ぜつ滅めつ派』は違ちがう。真世界の人間を滅ぼし去り、さらに泰山の『道』を用いて異世界へと乗り込み、お前たち異世界の人間をも絶滅させようと目論んでいる」




　なん……だと？　では、俺たち封神英傑はこの真世界を救うためだけではなく、俺たち自身の世界をも救うために召喚されていた、ということか!?




「お前たち異世界から召喚された人々には、申し訳ないと思っている。詫わびようがない……せめて、この真世界と『精神』を呼応させ『三国志』の物語を幻げん視しすることができる『選ばれた者』たちだけを召喚できるよう、水鏡先生たちは知ち恵えを凝こらしているというが」




　繫がっているのか。だから二つの世界の歴史には、「類似性」があるのか。俺たちの世界の三国志と真世界の三国志が似ているのは、「双ふた子ご」のような世界だから、なのか……。

　だが、俺たちの世界では、あまりにも「三国志」は有名だ。有名になりすぎた。何百年、いや、千年以上もの間。俺たちは劉備玄徳の物語を。諸葛孔明を、関羽を、張飛を、曹操孟もう徳とくを。孫呉の名将たちの物語を、飽あくことなく、ずっとずっと語り続けてきた。二千年近くも昔の物語だというのにな。時には、悲しみに泣きながら。時には、悔くやしさに歯ぎしりしながら。時には、心を揺ゆさぶられて感動しながら。たとえ登場人物やあらすじに精通していなくても、「三国志」という物語の存在を知らない者はいない。だから誰であれ、召喚される可能性がある。たとえば、封ほう神しんされなかった袁帝グループの一いつ般ぱん社畜の人々のように。だがそこまでは、真世界を生きる人々には容易にわからないことだ。異世界の人間たちが抱いだく「三国志」愛は、彼らにとっても想定外だったのだろう。




「……そろそろ、死ぬ時が来たらしい。俺の存在はまもなく消えて、魂は太極の根源へと去る。他の正史英えい傑けつたちと同じ『概念』になる。俺がお前に託たくせるものは、『能力』と『宝貝パオペエ』だけだ。孔明はただ独り、取り残されることになる。無数の輪りん廻ねを繰り返してきた彼女は、その心に大打だ撃げきを受けた。俺を犠ぎ牲せいにしながら、真世界を救済できなかったことで、二度と立ち直れない心の傷を負った。俺が消えれば、孔明はおそらく自らの身体を地の底へ、容易に人が立ち入れぬ『臨死』の世界へと封ふう印いんするだろう。蒼天のもとへ再び出ることができなくなるだろう。たとえ真世界が滅亡しようとも、人々が大地から消え去ろうとも、この星そのものが消滅しようとも、孔明自身の膨大な『気』の力が涸かれ尽つくすその時まで、無限とも言える孤独の地じ獄ごくの中で俺たち英傑の死を弔とむらい続け、悔くい続け、己の無力と過ちを責めながら泣き続けるだろう。孔明は、自責の念にかられて、人間であることをやめようとしている。文字通りの魔ま女じよに、なってしまおうとしている。生きながらに、いずれ召喚される封神英傑・劉備玄徳に自らの力を供給するための『概念』に成り果てようとしている。自分で自分を罰ばつするために……俺にはわかるさ。どうだ？　孔明は、白い喪も服ふくを着ているか？」




　着ている。ああ。着ているよ。孔明の道士服は、氷のように、真っ白だ……。




「だが、俺は信じている。異世界に、彼方の世界に、もう一人の劉備玄徳がいることを。孔明をこの無明の闇やみから、永遠の絶望から救いだしてくれるために、この真世界に『二代目劉備玄徳』が来てくれることを。孔明は、俺が強引に連れだした。静かに晴耕雨読の暮らしを全うできるはずだった孔明を。俺たちはもう、十分に生きた。俺も、弟たちも、曹操たちも。生きすぎるほどに生きた。俺の生しよう涯がいにはもう、一片の悔いもないんだ。俺は、自分にできることを、やった。だが、俺は誰よりも欲よく張ばりでな。俺の、最後の願いは……」




　孔明は、この輪廻を永遠に続ける。たとえお前が心折れて「器」でなくなっても、孔明は決して止まらない。孔明を再び蒼そう天てんのもとへと「出しゆつ盧ろ」させてくれ。天下を統一し、真世界の民たちを救い、亜人の異世界への侵しん入にゆうを阻はばみ、そして無限の輪廻から孔明を解放してやってくれ。頼たのむ。お前にしか、託せないんだ。「二代目劉備玄徳」にしか、孔明は救えない。

　幻まぼろしのはずの劉備玄徳が、二振ふりの剣けんを、俺の胸元へと。




「雌し雄ゆう一対剣だ。俺の『一』の宝貝パオペエだ。知っての通り、俺は弱い。関羽や張飛や趙ちよう雲うんの足下にも及およばない。だが、俺は孔明の力の『器』だ。記憶を保持しながら無限の輪廻を重ね、莫ばく大だいな『気』をこの雌雄一対剣に溜め込んできた。こいつには、方天画戟や蛇矛や青龍偃月刀のような戦せん闘とう力はない。だが、お前にならば、使いこなせる。俺に封ほうじられる『資格』を持つと孔明が認めた英えい雄ゆう、二代目劉備玄徳ならば」




　これは、ほんものの剣だ。重みがある。幻じゃない。

　この剣を、俺に？　俺が？　俺なんかが、この人の志を継ついで、いいのだろうか？

　妹を護ることすらできない俺なんかが、二代目劉備玄徳に、なれるのだろうか？




「今、お前は『俺なんかが二代目劉備玄徳になれるのだろうか』と思っている。疑うな。天下の智ち者しや孔明が、お前を二代目劉備玄徳と認めたのだ。雌雄一対剣が、お前を主・劉備玄徳と認めたのだ」




　劉備玄徳が。初代劉備が。まっすぐに、俺を指さしていた。その瞬間、なにかが「雌雄一対剣」を通じて、俺の丹たん田でんの中へと入ってきた。熱い。焼けるように身体が熱い。感じたことのない「力」が、湧わき上がってくる。これは。これはもしかして。俺の「気」のレベルが、信じられない速度で上じよう昇しようし続けている。今、俺の丹田が、開いた──!!　雌雄一対剣に封じられている膨大な「気」が、丹田を通じて俺の身体へと繫がったのだ!!




「世界に、英雄は、いる。俺と──お前だ！」




　初代は。劉備玄徳の幻は。

　そう叫さけぶと同時に、目映い光に包まれて、そして──消えていた。孔明が抱いていた、石とともに。

　わかった。わかったよ。俺は、永遠にあんたには及ばない。ほんものの劉備玄徳なんかに追いつき追い越こせるはずがない。あんたは、だって、正しよう真しん正しよう銘めい、ほんものの英雄だ。無限の輪廻を、無数の敗北と絶望を、果てしなく繰くり返かえしながら、最後の最後まで気高い「英雄」であり続けた。俺なんかには絶対に真似できない。でも。俺は、託された。あんたから。他ならぬ、英えい雄ゆう劉備玄徳から。真世界と異世界の運命を。孔明を。だったら──やるしかないじゃないか！　たとえ無理でも、不可能でも。やるしかないじゃないか。ここで逃にげたら、俺はほんものの人間のクズだ……！　やるよ。やってやるよ。めちゃくちゃ言いやがって！　無茶ぶりしやがって！　どうして、来るかどうかもわからない、どんなやつかもわからない未来の異世界人なんかに、そんな熱い目で全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを託せる。どうして、志半ばで散っていく自分自身の「死」に絶望することなく、恐きよう怖ふすることなく、そんな満面の笑顔ですべてを託せる。なぜ。どうして。

　なんでだ。なんで、涙なみだが止まらないんだ。

「ありがとう。俺なんかを信じてくれて、ありがとう。あんたはほんとうに人たらしだ。あんたの志は全部、受け取った。俺は、逃げない。百戦百敗しようとも。今この瞬しゆん間かんから、俺は、二代目劉備玄徳だ……！」

　だから、孔明。

「……そういう、ことだ……正史英傑たちが吹ふき飛んでしまったのも、きみたちが真世界のデスゲームに巻き込まれたのも、私の秘術が漏もれ、私の術式が失敗に終わったからだ……私は、ほんものの魔女。二つの世界を弄もてあそび人々の運命を狂くるわせる、呪のろわれた存在だ……そのくせ、『器』となる主がいなければ、なにもできない。『北斗五丈』の力が尽きない限り、死ぬことすらできない」

「……孔明。俺は」

「ふふっ。そんな、愚ぐ物ぶつ丸出しの表情を見せるな。私のことは、忘れろ。きみの魂を奪うばったりはしない。きみの魂の所属は、所有権を持つ私の一存で決まる。天下統一を果たしたら、妹さんたちとともに、異世界へと帰き還かんするがいい。天下が統一されたら、きみの魂を解放してやろう。もしも、もう無理だ、ときみの心が折れた時も、解放してやろう。『時よ止まれ』と私が口にすれば、契けい約やくはいつだって終しゆう了りようできるのだからな」

「それじゃあ、お前はどうなるんだ、孔明？　ずっとずっと『臨死』の世界に自分を封印して、永遠に初代の喪もに服し続けるのか？　この星が消滅しても、なお？」

「……無限に続くように思われるこの宇宙にも、きっと終わりがある。だから、私という存在にもいつか終わりが訪れる……きっと……」

「そんなもの、ないかもしれないじゃないか！　たとえあるとしても、いったいそれはいつのことなんだよっ？」

「さあ。少なくとも、人中の愚物であるきみには予想できないだろうな。ふふっ……」

　もう、強がるな。こんなところで、こんな「臨死」の世界で、「狭はざ間ま」の世界で人間をやめて引きこもっているのはやめろ。もう、弔とむらいの期間は終わりだ。俺はお前を出盧させる。俺は、だって、初代と約束したんだからな……！

　英雄・劉備玄徳は、「二代目」となって、帰還したんだからな……！

　時が、動きはじめる。

　孔明が顕けん現げんしていられる「持ち時間」の限界を超こえたのだ。時が止まっているのに「持ち時間」という表現は妙みようだが──俺は、孔明の白い腕うでを摑つかんでいた。やはり、触ふれられる。この俺だけが、「狭間」の影かげにすぎない孔明の幻に、触れることができる。これは、誰だれから与あたえられたわけでもない。俺自身の、力なのだ。いったい、いつから。幼い頃ころ、「三国志」の物語を見て秋しゆう風ふう五ご丈じよう原げんで志半ばにして散っていく孔明の運命に泣いた時からか。「出すい師しの表」から溢あふれでる、孔明が主君・劉備を想う気持ちに打たれた時からか。それとも。それとも、俺は。

「孔明。俺は、必ずお前を見つけだす！　次に会った時が、俺とお前の『三度目の出会い』になる！　俺は『三さん顧この礼』を尽くし、絶対にお前を蒼天のもとに引っ張り出す！　お前を、人間の世界へと引き戻もどす！　お前は魔女じゃない！　俺にとっては、那波の命を救ってくれた女神だ。だが！　三度出会ったその時からは、俺はお前を『人間』として生きさせる！」

「……ふ、ふざけるな！　そんなことをしたら、きみは破は滅めつするぞ！　きっと私は、きみの魂たましいを捕とらえて離はなせなくなる！　きみを抱だき留とめて、異世界に戻せなくなる！　私は、人間の魂を弄ぶ冷血の魔女なのだぞ！　初代劉備玄徳だって。私なんかに魅み入いられて、こんな悲しくて苦しいだけの運命を……！　私が彼の魂を縛しばって、贄にえにして、そしてこんなにも彼を不幸に……！」

「違ちがう！　初代劉備玄徳は！　不幸になんて、なっていない！　彼は、生きた！　自分自身の生を、悔いなく生きた！　誰よりも、生ききった！　雄お々おしく！　最後まで！　英雄として生き、英雄として死ねたんだ！　お前が与えたんだ、彼に。時間を。『生』を。劉備玄徳の物語を──！　お前がほんとうに冷血の魔女ならば！　劉備玄徳の死に、こんなにも傷つき悲しむはずがない！　お前は、人間だ！　ちょっとばかり狐きつね属性を盛っているだけの、人間の、女の子だ！　だって！　そんなにも……涙を流している、じゃないか……！　初代劉備玄徳のために！」

「……この涙の意味は、それだけではない。きみは……ほんとうに……愚物、だな……」

　孔明の姿が、消えはじめていた。

　時間が、巻き戻りつつあった。

　那波と雪乃が呂布に討たれる直前の時間軸じく、おそらく「十分前」近くへと。




「攻こう略りやくする道は、ある。きみは、関羽と張飛の二人を義兄妹の枠わくから外せない。時間を巻き戻す条件は、『義兄妹の死』に起因するきみの絶望なのだから──それでも。たとえばきみには、手つかずの『妻』枠が三枠ある。そこが、私と出会った時にはすでに壮そう年ねん期を迎むかえ妻子を持っていた初代劉備玄徳との大きな違いだ。きみならば、三人の『妻』との絆きずなを用いて、真世界を、そして異世界から召しよう喚かんされたみんなを救うことができる。『天下三分の計』ならぬ『天下三嫁よめの計』とでも言うべきかな。私は、『臨死』の世界からきみに『北斗五丈』の力を供給し続ける。きみの心がどれほどの痛みにも絶望にも耐たえられるというのならば、私の力をすり潰つぶして使い尽くせ。たとえ見えなくても、きみの隣となりには、常に私がいる。真世界を、そして異世界を、救え。二代目劉備玄徳。水城、秀一──」




　いつか。また会おう。「三顧の礼」イベントを、必ず起こしてみせる。孔明。次は俺自身が、お前を、絶対に見つけだす。俺は、諦あきらめない。お前は、俺の──。




　時が、動きだした。




　俺は、再び戻って来た。

　虎牢関の戦場へと。

　的盧にまたがり、大おお粒つぶの涙をこぼしながら大地に伏ふしていた曹操の腕を強引に摑み取って、力任せに馬上へと引き上げていた。

　正面には、赤兎馬を駆かって猛もう然ぜんと迫せまってくる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女戦士・呂布。

「……な、なにやってんのよっ？　あんたが戦場に出てきたら、なにもかもが台無しじゃないっ！　バカじゃないのっ？　しかも馬を一頭しか連れてきていないなんてっ！」

「黙だまれ曹操！　お前は、軽い！　ホビット族だからな、フハハハハ！」

「違う！　そういうことを言ってるんじゃないのよ！　ばかあああああ！」

「フハハハハ！　お前が言いたいことは、わかっている！　俺が戦場へと飛びだした以上！　那波と雪乃が、まもなく俺たちを呂布から護るために駆けつける！　だが！　二人を死なせはしない、もう二度とな！　『妹』は！　すべてに優先するぜ！」

「だから私は、だだだ断じて私はあんたの妹じゃない！　妹じゃないもんっ！」

　そうだ。

　孔明は言った。

　真世界には、「義兄妹」の他にも、「絆」はある。その「絆」を用いよ、と。

　ああ。そうだった。劉備玄徳の最大の「武器」は、劉備個人の能力じゃない。人との間に「絆」を結ぶ力だ──！

　そして。

　二代目劉備玄徳となった俺には、わかった。

　雌し雄ゆう一対剣けんの真の「力」が、どのようなものかを。

　だったら。

　迷うことなんて、なにもない。

　曹操も袁紹も孫堅も誰も犠ぎ牲せいにすることなく、この俺が、二代目劉備玄徳が、彼女たちとともに天下を統一し、二つの世界を破滅の運命から救う！　そして孔明。お前をも──！

　ドオオンッ！

　呂布を乗せた赤兎馬が、助走もつけずに跳とんだ。宙を跳んで、俺たちの頭の上を飛び越え、正面へと回り込んできた。

「……お前が、劉備か。わが父上の命令を邪じや魔ま立だてする者は、誰であろうがことごとく殺す……！」

「武力[image: 100]」という唯ゆい一いつ無二の能力を持つ究極の戦士だけが放てる武の極み。だが、俺はもう呂布の闘気には気圧されない。俺の丹たん田でんは、すでに、開いている。

「『宝貝パオペエ』召喚！　雌雄一対剣、解放！」

　俺の両手が、光を放っていた。

　二振ふりの剣を。初代劉備玄徳から譲ゆずられた「雌雄一対剣」を、引き寄せて握にぎりしめていた。

「フハハハ！　呂布よ、そして董卓よ！　俺は虎牢関の戦場へと戻ってきた！　音にも聞け、目にも見よ！　俺がっ！　俺が、二代目劉備玄徳だ!!」

　一刀で俺を倒たおすつもりだった呂布が「……なに？」と一いつ瞬しゆんたじろぎ、俺の背中にしがみついていた曹操が「劉備あんた、どんなインチキ技を使ったのっ？」と呆あつ気けにとられている。だが、呂布が躊ちゆう躇ちよしたのは、ほんとうに、ほんの一瞬だけだった。すぐさまこれまで以上のすさまじい闘とう志しと殺気を放ちながら、「相手に不足なし」と方天画戟を高々と掲かかげて、そして。

「固有スキル『国士無双』、発動。わが体内の丹田と方天画戟をただちに連結ペアリング──宝貝パオペエ・方天画戟、全出力『解放』!!」

　早くも丹田を開いて方天画戟の力を全開にし、俺の脳天を叩たたき割ろうと振ふり下ろしてきた。まだ関羽も張飛も現れていないのに、ここで切り札を使うか！　恐おそるべき純じゆん粋すい戦士！

　俺は「雌雄一対剣」を十字に構えて、その方天画戟の一いち撃げきを受け止めようとした。瞬間武力十万超え相当か！　これは、きつい……！　俺の雌雄一対剣には特別な戦せん闘とう力はない。この一撃を防ぐのは、無理かもしれない！　俺が死ねば、そこですべてが終わる！

「あんたが死地に陥おちいったら、なにもかもが……ばかばか！　死んじゃダメよ、劉備……！」

　曹操が、「七星宝刀」を抜ぬいて俺の雌雄一対剣へと添そえた。三本の剣が、かろうじて呂布の渾こん身しんの一撃を受けた。こらえた。剣は、耐えた。曹操の助力のおかげだった。雌雄一対剣と七星宝刀は、砕くだけない。だが、互たがいの膂りよ力りよくに圧あつ倒とう的な差がある。砕けずとも、このまま押し切られる。ああ、やはり、呂布は強い。強い。強い。こいつは、ほんものの闘神だ……！　まずい。まずい。まずい。あとわずか。あと数ミリで。俺の顔面に、三本の剣の刃はが食い込み、そのまま頭ず蓋がいまで断ち切られる……！

　しかし、この時。

　俺と曹操を乗せていた的盧が。

　ブヒヒヒイイイン！　とカン高い声でいななくと、四し肢しを大地にめり込ませながら、唐とう突とつに白い「光」を全身から放っていた。

「さんざん待たせやがってよ、このグズが！　ついに二代目劉備玄徳として覚かく醒せいしたな、相棒！　呼吸を乱すな！　導引呼吸法を使え！　腹はら一いつ杯ぱいに、『気』を吸い込みやがれ！　太たい極きよく拳けんの道場で水鏡から学んだだろうが！　丹田に力を込めるんだよ！　あとはおいらに任せておきな！　おいらは的盧！　劉備玄徳の『二』の宝貝パオペエだぜ！　ブルルルッ！」

「的盧っ!?　お前……人語をしゃべるのかっ!?」

「あたぼうよ！　おいらは、初代劉備玄徳とともに戦い続けてきた歴戦のインテリジェンス・馬うまだぜえええ！」

「なんだそれは。語ご呂ろが悪すぎる！」

「いいか相棒！　呂布の一撃は、おいらが支えてやらあ！　『気』を解き放て、はじき返せっ！　そうすりゃ、まもなく関羽と張飛が駆けつける！　おいらにゃ、匂においでわかるんだよおおお！　ああ、巨きよ乳にゆう美少女ＪＫに封ほう神しんされた関羽さまっ、マジ美しい……！　まったくたまんねええええ！　あとで関羽の黒くろ髪かみをくんかくんかさせろや相棒！」

「知性に目覚めてもエロ馬なのは変わらねーんだな、お前！」

　赤兎馬と人馬一体となった呂布が「……ぐっ……うぐぐぐぐ……う、お、おおおおお！」と必死の形相で押し切ろうと全力を込めてくる。呂布の膂りよ力りよくの強さには、そうか、大地に踏ふん張ばって呂布を支えている赤兎馬の力が加わっているのだ。だが、的盧が。今やインテリジェンス・馬（なんだそれは）として覚醒した的盧が、その赤兎馬の力を相殺してくれる。『気』の取り込み方。その解放のコツ。丹田が開いた今、すべてが、わかった。呂布を、押し返せる！　雌雄一対剣と七星宝刀を、もうこれ以上呂布は押し込むことができない！

「う……う、うぐぐぐ……!?　なぜだ。なぜ斬きれない!?　彼我の武力差はなおも圧倒的なはず。なのに、なぜ劉備を押し切れない？　せ、赤兎……！」

「私の愛馬は凶きよう暴ぼうです、ブルルルルッ！」

　気合い全開でどんぐり眼を充じゆう血けつさせた的盧がわけのわからない人語を叫さけぶと同時に、俺の「気」と的盧の「気」が、完全にシンクロした。押し返した！　呂布が、ついに、方天画戟を手許へと引き戻して一歩退いていた。

　そして。

「来たわ！　劉備！　このままじゃ二人は呂布に斬られる！　なんとかしなさい！　あんた、ほんものの英えい雄ゆうでしょう！　理り屈くつはさっぱりわからないけれど、あんたが放つ『気』がさっきまでとまるで違ちがっている！　ほんとうの劉備玄徳に、なったんでしょう!?　だったら、できるはずよ！　『妹』は！　すべてに優先するのよ！」

　俺の背中にしがみつきながら、曹操が叫ぶ。

　わかっている、ドワーフ玉置先生！




「そこまです、呂布どの！　関羽雲長、参ります！　兄さん。ご命令に背き、これより兄さんと曹操さんを救出いたします！」

「燕人張飛も見参っ！　蛇矛も青龍偃月刀もないけれど、関羽と張飛の二人がかりだあああああ！　今助けるからね、アニキっ！　今までずっとアニキに護ってきてもらったんだからっ！　こんどは、あたしたちが！」

「兄さんを、護ります！」




　雪乃。那波。

　来た。

　俺の命令を敢あえて破ってまで、俺と曹操を救いに駆けつけてきた。

「関羽！　張飛！　雌雄一対剣の力は、義兄妹の絆きずなを結んだ相手に膨ぼう大だいな『気』を送り込み、瞬しゆん時じに丹田を開かせ、同時に宝貝パオペエを召しよう喚かんさせるというチート能力だ！　俺の剣から放たれる『気』を受け取れ！　一瞬で『気』のレベルが限界を突とつ破ぱし、丹田が開く！　ただちに関羽雲長と張飛益徳の宝貝パオペエを召喚して、俺とともに──この兄とともに、戦え！　真世界を駈かけろ！」

「はいっ！　𠮟しかられると思っていたのに、兄さん……！　ありがとうございます！」

「え？　な、なに？　なに言ってんの？　それってもしかして、現実に追おい詰つめられて湧わいてきた妄もう想そう？　だいいちその剣どこから召喚したのさ、アニキ!?」

「えーい張飛、考えるな感じるのだ！」

　ドンッ！

　左の剣から、那波へ。

　右の剣から、雪乃へ。

　俺は、初代劉備玄徳から継けい承しようした膨大な量の「気」を送り込んでいた。無限の時間を戦い続けてきた劉備の「気」を。

「……お腹が……熱い……全身が……！　これが『丹田』!?　宝貝パオペエを！　青龍偃月刀を召喚します！　解放！」

「よっしゃあああああ！　わけわかんないけど、なんでもいいやっ！　マジで力が漲みなぎってきたあああ！　蛇矛、来たああああああ！」

　那波が、空中に出現した蛇矛を手にして、力任せに振り回し、大地に竜たつ巻まきを生じさせれば。

　雪乃は、天高く青龍偃月刀を「ふわり」と優ゆう雅がに回転させて、蒼そう天てんの雲を動かしていた。瞬しゆん間かん、逆光。雪乃が、日輪を背負ったかたちとなった。呂布の視界が、遮さえぎられる。それでもなお。

「……くっ……!?　これが宝貝パオペエを解放した関羽と、張飛……！　強い!?」

　呂布は不ふ屈くつの闘志を燃え上がらせて、那波と雪乃の二人──関羽と張飛を相手に方天画戟を掲げて突とつ進しんしていた。赤兎馬の機動力は、恐るべきものがあった。赤兎馬がいる限り、呂布がなおも有利！　那波の蛇矛も。雪乃の青龍偃月刀も。赤兎馬がでたらめな速度で駈けて回かい避ひする！

「アニキいいいい!?　こいつ……戦えば戦うほどに力を増していく！　どんどん『気』が膨ふくれあがってくる！　ほんとに、化け物だよおおお！　どうやって『演義』の曹操はこんな化け物を倒したのさああ？」

「兄さん！　董卓軍の将兵たちが、虎牢関の城門から続々と繰くり出してきました！　兵力差は圧倒的です。われら姉妹が呂布を釘くぎ付づけにしている間に、敵の大軍に包囲されます！」

　純粋な「戦闘力」では那波と雪乃が明らかに押している。誰だれよりも呂布が、その事実にいち早く気づいた。自らの戦闘力に驕おごることなく。そして呂布は、戦い方を一瞬で切り替かえた。守りに回った！　こいつは戦闘の天才だ。闘神だ。外見だけじゃない。この戦闘力、戦場での順応力、野生じみた直感力。まさにエルフだ。「オリジナル」の正史英えい傑けつ・呂布に勝るとも劣おとらない、正しよう真しん正しよう銘めいの戦士だ。

　だが、那波と雪乃の「力」もいよいよ増していく。二人が連れん携けいして戦うことで、単独で戦っている呂布にはない「連携力」が生みだされている。呂布との戦闘経験差を、二人の姉妹の絆が、凌りよう駕がしようとしている！

「……手強い。これが、関羽と張飛の間で生まれる義姉妹の絆ボーナス効果の力……！　だが馬の速度と『異世界』での実戦経験の差で、なお私がわずかに勝る！　われに天翔かける赤兎あり！　両りよう雄ゆうを前にしてなお、呂布は、国士無双なり……！」

　くそっ！　しかし敵は呂布だけではないんだ。このままでは俺たちは董卓軍に包囲殲せん滅めつされてしまう！

　そうだ、俺としたことが！

　三人の激しい戦いに気を取られて、肝かん心じんの「一手間」を忘れていたではないか！

「この危地を突破するためには、あと一押しの力が必要だ！　曹操！　俺とお前は義兄妹だ、だからこんな真似ができる！　俺が雌し雄ゆう一対剣けんからお前に『気』を送ってお前の丹たん田でんを開く！　七星宝刀を解放しろっ！　お前のスキル『乱らん世せい奸かん雄ゆう』を発動させろっ！」

「え、ええっ？　あんたなに考えてんのよっ？　劉備が曹操を覚醒させてどうすんのよっ？　後先考えてないでしょ！　劉備玄徳が、私の乱世奸雄フラグを立てるだなんて!?　なにかもう、めちゃくちゃ……」

「黙だまれ！　お前の奸雄フラグなど、お前の運命イベントなど、すべてへし折って正面突破して押し通るっ！　ドワーフ玉置先生！　お前が俺に教えたのだろうが！　たとえシークレットだろうが、『正史』では宿命の敵同士だろうが！　『妹』は！　すべてに優先すると！　お前はこんな頭の沸騰した名言も書いてくれたではないか！　『妹はわれとともにあり、われは妹とともにあり。わが妹に蒼天の祝福のあらんことを』──その言葉を今、すべてお前にそっくり返すぞ！　フハハハハ！」

「きゃああああ！　やめてーっ、そんな恥はずかしい台詞せりふを引用しないでーっ！」

　ドンッ！

　俺は。

　曹操の丹田を、解放していた。

「……あ、あ……『気』が、満ちている……！　七星宝刀が、『乱世奸雄』スキルが、解放されたんだわ！」

「丹田を解放されても、相変わらずちっちゃいのが曹操らしい。やはりホビット族だな、フハハハハ！」

「……運命を覆くつがえす力は、理性でも知識でもなく　天地をも揺ゆるがす激情──劉備玄徳。水城秀一。あなたこそ、真の封ほう神しん英えい傑けつかも……」

「ンン？　聞こえんぞ曹操、なにをごにょごにょ呟つぶやいている。はっきり言え！」

　曹操のもとに、呂布軍に蹴け散ちらされて四散していた将兵たちが舞まい戻もどってきた。続々と。呂布と関羽・張飛との激げき闘とうに魂たましいを揺さぶられた者たちが。曹操軍の将兵には、女の子が多い。袁帝グループからの出向組も。現地徴ちよう用ようされた真世界の農民兵も。みな、曹操を。怜香を、慕したっていた。あれほど呂布軍に叩たたかれ混乱しても、逃にげてはいなかった。踏みとどまっていた。

　曹操は、七星宝刀を掲かかげて、精せい一いつ杯ぱいの大声を張り上げ──相変わらず、子こ猫ねこが踏み潰つぶされたような声だが──彼女たちへと叫んでいた。

「血筋は関係ないわ！　この乱世の奸雄とともに蒼天を駈けたい者がいたら、この曹操の一族英傑としてともに戦ってくれる者がいたら、名乗り出なさい！　たとえ誰であれ、望めば今この瞬間からあなたたちは──私の『妹』よ！」

　あのう～。おらたちはこの真世界の農民兵です、血筋も地じ盤ばんも袁帝グループの社員証もなんにもないですぅ、それでもいいですか～？　と名乗りをあげてきた姉妹がいた。

「もちろん、構わないわ！　だって！　ここは、あなたたちの世界でしょう！　私を家族として真世界へ迎むかえてくれたことを、感謝するわ！」

　袁帝グループの紋もん章しようを入れた眼帯をつけた隻せき眼がん姉妹が、馬を飛ばして曹操のもとへと駈けてきた。

「ええい、もう我が慢まんならん！　じじ実は私たち姉妹は、ホビットちゃんの熱ねつ烈れつなストーカー……いや、大ファンだったのだーっ！　この眼帯こそその証！」

「ずっと、ホビットちゃんの妹になりたかったのですわ！　われら姉妹、袁帝グループ秘密ホビットちゃんファンクラブの会員番号一番と二番ですわ！」

　曹操は「なによそれ？　それで私を見張ってたわけ？　密みつ偵ていじゃなかったの？　さっさと言いなさいよ！　あと、私はホビットじゃないわ！　ドワーフよ！」と笑顔で答えていた。えっ？　と眼帯姉妹が顔を見合わせる。

「で、でも、どうすれば、彼女たちを曹操の一族英傑として再さい封ほうできるのかしら？　七星宝刀は解放できたけれど、具体的な再封方法がわからないわ……も、もしも、し、失敗したら……眼帯姉妹は、そもそも召喚された時に英傑に封じられなかったのよ？　現地の姉妹に至っては、本来は英傑に封じられるはずのない真世界人なんだし。強引に封じようとすれば、身体が『気』に耐たえきれなくなって消し飛んでしまうかも……」

「フハハハ！　この期ごに及およんで愚おろかなことを、ドワーフ怜香！　お前は、天才ラノベ作家だろうが！　他の英傑にはできなくとも！　お前になら、できる！」

「ちょっと。人前では曹操と呼びなさいよ！　微び妙みように本名とペンネームを交ぜないでよっ！　かわいくなさすぎぃ！」

「いいか？　お前は、マッチ売りの少女とは違う！　お前には、イメージを具現化できる天てん賦ぷの才能がある！　お前が妹ラノベを書いてきた時と同じように、やれ！」

「……でも。私の書き方って、他の作家とちょっと違っていて……独特で……」

「お前は、机がないとダメなのか？　頭の中で理屈や技術をこねくり回してキャラクターやプロットを考えてきたのか？」

「ううん。違う！　逆よ！　私の作品は、作り物じゃない。ほんとうは、『噓うそ』じゃない。誰にも理解してもらえないから、言わなかったけれど……私の頭の中に、心の中に、はっきりと見えるの！　描えがくべき『世界』が。妹たちが。みんなの姿が、見えるの！　声が聞こえる。息い吹ぶきが聞こえる。自分たちの生き様を、生きた証を描け、後世へと残せ、人々に語かたり継つげ、と彼女たちが私に命じてくるの！　私はただ、その『世界』を心眼で見て必死で描き留めていただけ！　だって！　描かずにはいられなかったから！」

「やはりな！　そうだ曹操、それがお前の力だ！　お前の精神は、ずっと以前からこの真世界に、そしてお前が紡つむぐ物語を受け取る読者たちに繫つながっていた！　お前は、独りじゃなかったのだ。ずっとずっと……お前の魂は、彼女たちとともに、あったのだ！」

「……あ……あ……あんた、なに言って……そんな。そんな台詞せりふ……ずるい……こんな場面で、そんな」

「この真世界は、『気』の濃のう度どが高い。お前なら、できる。七星宝刀を用いれば、彼女たちを本来あるべき曹操の一族英傑へと直接再封できる！　目を閉じろ。心眼を用いろ。彼女たちを封じるべき英傑のイメージを捉とらえろ……！」

　曹操は──怜香は。

　俺の腰こしに片手を「ぎゅっ」と回して抱だきつきながら、目をつむった。

　風が舞まって、そして。

　再び、目を開いた。

「見えた！　見えたわ！　私には、見える……！」

　怜香のこんな嬉うれしそうな、幸せそうな笑顔を、俺ははじめて見た。眩まぶしい。こいつって、こんなふうに笑うのだな──。

「今だ！　お前の妹たちに『気』を飛ばして、再封しろ！」

「『乱世奸雄』、解放！　袁帝グループのホビットちゃんファンクラブ会員番号一番！　あんたは眼帯つけてるから、夏か侯こう惇とんよ！　会員番号二番は、夏か侯こう淵えんよ！　夏侯淵は眼帯つけてなかったけれどね！　二人とも、曹操の頼たよれるいとこたちよ！」

「私が、曹操との親密度ＭＡＸポジションの夏侯惇っ!?　主を『孟徳』と呼び捨てにして添そい寝ねしてもいい仲にっ？　あっ、ありがたき幸せ！　やった、やったわあああ！　あはははーっ！」

「キマシたわ！　憧あこがれの夏侯淵ですわあああ！　軽騎き馬ば隊の鬼おにとなりますわ！」

「農民兵のあんたたちは、曹そう家の一族英傑！　曹そう仁じんと曹洪よ！」

「「え、えええ？　農民のおらたちが、そ、曹家の英傑に？　や、やっただああ～!?　信じられないだあ～！」」

　なんだよ。曹操。怜香。

　お前。

　なにが、独りぼっち、だ。

「フハハハハ！　実家の夏か侯こう家と、養子縁えん組ぐみ先の曹家！　お前には、二つも『家』が、『家族』があるではないか！　しかも、一族英傑には義兄妹と違ちがって『枠わくの上限』がない！　お前は妹だくさんだ、この贅ぜい沢たく者めがああああ！」

[image: ]

「……うんっ！」

　次々と降臨した「一族英傑」たち。封神英傑の圧あつ倒とう的な強さは、すでに対黄巾賊ぞく戦で証明済みだ。一気に、曹操軍はその力を数倍、いや、数十倍も増していた。

　もはや、呂布一人の武力でこの戦場を維い持じすることは難しくなっていた。関羽と張飛が、呂布に真っ向勝負を挑いどんで釘付けにしているのだから。

　しかも、関羽と張飛のコンビネーション攻こう撃げきがどんどんその精度を高めている。みるみるうちに強くなっていく。青龍偃月刀と蛇矛の、息をもつかせぬ連撃。さしもの呂布も、二人に押し込まれつつあった。今だ！

「妹たちだけに戦わせてはおけんな！　フハハハ！　劉備三兄妹の長兄！　この劉備玄徳も参戦するゥゥゥ！　曹操、振ふり落とされるなよ！　しっかり俺にしがみつけ！」

「ちょっと、ちょっとおおおお!?」

「兄さん！　劉備三兄妹が揃そろえば！」

「呂布だって倒たおせるよっ！」

「……ぐ……う、ぐ、ぐ……おのれ……劉備、玄徳……！」

　赤兎馬が、後退した。

　ついに、虎牢関から出しゆつ撃げきしていた董卓の軍勢が、じりじりと押されはじめていた。

　しかし董卓自身が、虎牢関の城じよう壁へきの上に仁王立ちして、

「……劉備玄徳……ドブネズミの分際でわが偉い業ぎようを邪じや魔ま立だてするか、その反へ吐どが出るような『婦人の仁』で……！　曹操に、力を与あたえたか……！　絶対に許さん、許さんぞ……！　だが断じて退たい却きやくはせぬ！　呂布よ！　将兵たちよ！　孫堅が出てこない限り、虎牢関は決して落ちぬ！　防ぎ止めよ！」

　と俺を視線だけで殺す勢いで睨にらみつけてくる。しつっこいやつだ！

　ねえ劉備。わ、私と改めて……「絆きずな」を組み直しましょう……お願い、と曹操が。怜香が、頰ほおを赤らめてなにかぶつぶつ小声で呟きはじめた。なんだ？　喜びのあまり錯さく乱らんでもしているのだろうか。なにせ、こいつの憧れの「妹ハーレム」爆誕だからな。

「曹操、なにを言っている。俺たちはもう義兄妹ではないか。シークレットな関係だがな。たっぷりと『気』まで注入してやったろうが、お前の下半身に？」

「ふえっ？　わわわわざといやらしい言い方しないでよっ！」

「今さら絆を解消しろと言っても、ンン、俺は拒きよ否ひするゥゥゥ！」

「ち、違ちがうっ！　そうじゃないっ！　断じて、私はあんたの妹じゃないっ！　わ、わ、私は。私がなりたいものは、あ、あ、あんたの……！」

　曹操と俺の戦場での漫まん才ざいは、そこでいったん中断となった。

　というのは。

　戦場をつんざくような猛もう虎この咆ほう吼こうとともに。

「劉備くん！　真の俠きよう者しやだ、きみは！　私が浅はかだった！　行くぞ伯符、仲謀！　われら孫ファミリーの『運命』へ！　洛陽の玉璽のもとへ！」

「予定と違うけれど、いいの～？　だったらボク、思いきり暴れるよー！」

「……が、がんばるね、お姉ちゃんたち」

　孫堅率いる「神戸猛虎組」こと孫ファミリーが、いっせいに本ほん陣じんから突とつ撃げきしてきて俺と曹操たちに合流したからだった。

　グオオオオオ！　と猛虎の晋太郎が吼ほえて吼えて吼えまくって、董卓軍の兵士たちを壊かい乱らんさせていく。虎とらの上にお尻しりを乗せた孫堅は得意の少しよう林りん拳けんの手業を次々と披ひ露ろうし、孫策は自ら危地に飛び込み続けて「ヒャッハー！」とバールのようなものを振り回す。危ないことこの上ない。舎弟たち、いや、孫ファミリーを支える孫家所属の封神英傑のおっさんどもはさすがに修しゆ羅ら場ばに慣れている。姐あねさんたちを怪け我がさせんなああ！　ダイナマイトいてまえ打線やあああああ！　と叫さけぶその士気の高さと民度の低さは異常。




「……孫堅が……？　バカな！　玉璽イベントへと突つっ込こんで自ら死を選せん択たくするつもりか!?　己の運命を熟知している孫堅は決して虎牢関を突とつ破ぱしない。故に余が連合軍に虎牢関を抜ぬかれることはない。孫堅が傍ぼう観かんしている前で、ただ一人宝貝パオペエを解放できる呂布を用いて、次々に湧わいてくる封神英傑どもをしらみ潰つぶしに潰す。その余の計算が、完全に狂くるった……！　これも、あの劉備玄徳という小こ僧ぞうのためか……！　なぜだ。なぜやつは、丹たん田でんが開いている？　洛陽で会った時には、クソザコナメクジだったあの小僧が、なぜ……!?」




　さらに。

　泰山麓ふもとの村以来の仲間たち──義勇兵の野や郎ろうどもが、「孫堅軍に負けるな～！」「関羽さま張飛たんホアアアアアア！」と野太いがなり声を立てながらいっせいに打って出てきた。

「お、お前ら、そんなしょぼい武装でこんな戦場に出てくるんじゃない！　死ぬぞ！　だいいち俺はほんものの劉備じゃないんだ、お前らは俺の固有スキルに惑まどわされて義勇兵になってしまっただけ……『商人ルート』から逸それるなっ！」

「いーや違うな、劉備の大将！　だいいち、あんたが異世界から召しよう喚かんされた封神英傑だってことくらい最初から知ってらあ、水みず臭くせぇ！」

「そうだそうだ！　俺らは関かん張ちよう飯はん店てん以来の仲間じゃねえかよ！　さっさとこの戦に勝って、また徹てつ夜やでバカ騒さわぎしようぜ大将！」

「俺たちゃ、劉備玄徳云うん々ぬん抜ぬきにして、あんたが好きだ！　あんたは封神英傑としては、弱っちい！　だがよ！　妹たちのために戦うあんたの背中が、たまんねえのよね！」

「そもそも、てめえらで担ぎ上げた大将を放りだして戦場に出てこない兵士がいるかよおおおお！」

「異世界語で言う全身の細さい胞ぼうってやつがよ、『劉備玄徳とともに戦え、真世界を救え』って雄お叫たけびをあげてやがんだよおおおお！」

「なんだか、よくわかんねえんだが……」

「……前世も。そのまた前世も。そのまた前世も！　俺たちは、ずっとずっと劉備玄徳とともに戦ってきたような気がするんだよなあ！　もしかしたら……」

「もしかしたら劉備玄徳って英えい雄ゆうは、世界の終わりに直面した俺たち名もなき民が見ている『夢』にすぎないのかもしれねえ。だが……」

「ただ一人で英雄を名乗ってもそいつはちょっとおかしな変人だが、百万人の民が英雄だと信じれば、そいつは正しよう真しん正しよう銘めい、ほんものの英雄だ！　そして！」

「あんたこそがその英雄・劉備玄徳にふさわしい男だって、俺たち真世界の民の夢を引き継いでくれる『二代目劉備玄徳』だって、心の中の誰だれかが囁ささやいてくるんだよおおおお！」

　お前ら。もしかして。身体と心のどこかに、これまで繰くり返かえしてきた「記き憶おく」のかけらがわずかに残っているのか。初代劉備玄徳が、囁いてくれているのか。俺に、二代目劉備玄徳に、ついていけと!?

　あるいは、正史英えい傑けつたちが真世界に残していった「固有スキル」とは、英傑の「想い」そのものなのかもしれない──！

「それだけじゃねえ。俺たち自身の心だって、そう叫んでいる！　大将！　あんたはもう、異世界から来たお客さんじゃない。あんたは、正真正銘の二代目劉備玄徳だ！」

「俺たちは、あんたとともに見たい！　この真世界という夢の続きを！　蒼そう天てんはまだ、死んじゃいねえ！」

「それによ、大将！　守しゆ銭せん奴どのあんたがいなくなったら」

「『関張飯店』が潰れちまうじゃないか！」

「あんた以外の誰が、あの気位の高い関羽さまと小生意気な張飛たんにチャイナドレスを着せて舞ぶ台たい上で踊おどらせられるっていうんだ!?」

　お前ら──！

「いちばんだいじなのはそこかよ！　お前ら……最高だな！　はじまったな、真世界！」




　孫堅軍と義勇兵たちの参戦によって、大勢は決した。

　ついに、あのプライドの塊かたまりのような誇ほこり高き董卓が、屈くつ辱じよくに震ふるえながら「撤てつ退たい」の銅ど鑼らを打ち鳴らさせていた。

「……洛陽へと撤退だ……撤退……！　呂布よ、余とともに引き上げよ！　余を護れ！」

　董卓軍が、虎牢関を捨てて洛陽へと敗走していく。

　呂布はなおも俺たちとの「決着」を望んでいたが、彼女にとって董卓の命令は絶対だ。

　もしも董卓が撤退を命じていなければ、あるいは呂布は押し負けていたかもしれない。

　那波も雪乃も、呂布と撃うち合ううちにぐんぐんと強さを増し続けていたからだ。

「……『情』ごときが『力』を打ち破れると思うな……劉備玄徳……必ず、お前は殺す……決着は、後日……！」

　呂布は、俺をすさまじい眼光で睨みながら、駈かけ去って行った。




「……ひえええ～。怖こわかったあ～。無む駄だにヘイト稼かせいじゃったね、アニキ～」

「ゆゆゆ許せません……！　兄さんを殺させなどしませんっ、次に相まみえた時にはこの青龍偃月刀で必ず呂布を！　うう。赤兎馬さえあれば。先に呂布に所有権を取られてさえいなければ！　はあ、はあ……」

　那波と雪乃は、肩かたで息をしていた。俺がチート能力を用いて丹田を解放したから、二人とも宝貝パオペエの使い方にまだ不慣れなのだ。かく言う俺ももうヘロヘロだったが。

「二人とも、よく、あの呂布を相手に最後まで戦い抜いてくれた！」

「さっそく、戦場に散らばっている味方の兵士さんたちを集めて入城準備に移るね、アニキ。ちょっと待ってて～♪」

「はい！　すぐに戻もどりますので、兄さんは休んでいてください！」




　俺たちは、ついに洛陽への玄げん関かん口・難なん攻こう不ふ落らくの虎牢関を奪だつ取しゆした。

　しかし──しかし、孫堅。

　お前……虎牢関を抜いて、このまま洛陽へと向かうというのか？

「そ、孫堅？　い、いいのかっ？　だって。洛陽に入って玉璽を手に入れてしまったら、お前の運命は……」

「はっはっは！　この孫堅が突撃せねば、虎牢関は落ちない。それが運命だからな！　これでいいのだ！　それに劉備くん！　私は、きみからたいせつなことを教わった！　運命は、回かい避ひするものではない。戦って、フラグを自らへし折って正面から乗り越こえねばならないものだと！」

　いや。俺は那波と雪乃の死の運命を回避しようとして、失敗した。孫堅。俺こそ、お前からたいせつなことを教わったんだ。むしろ礼を言うべきは、俺のほう……。

「……それに、劉備くん。もしも、だ。たとえ私が運命を乗り越えられなくても、私には愛する妹たちがいる。私が倒たおれても、孫ファミリーは死なない。伯符たちに受け継つがれる。私が、父からファミリーを継いだのと同じに。仮に、私にできなくとも。きっと、妹たちが、運命を乗り越えてくれる──微み塵じんも後こう悔かいなどない。封神英傑全殺を目論む董卓を倒さねば、われらにも真世界にも未来はないのだからな。なによりも私はあのまま傍観を続けてきみたちを、虎牢関で死なせたくなかった……なぜだろう。そんな未来が、一いつ瞬しゆん、見えたのだ」

　孫堅。お前ってやつは。

　だからって、自分の死亡フラグを自ら立てちまったのかよ……。

　俺と曹操が、しばし言葉を失っていると。

「……りゅ、劉備くん。そんなわけで、わ、私は生き急ぐことにしたぞ！　は、恥はじらったり、ちゅ、躊ちゆう躇ちよしたりしている場合ではない！　こ、心の赴おもむくままに行動する！　い、急がねばならないのだ！」

　孫堅の目つきが「ギンッ！」と殺意全開モードに切り替かわっていた。ヒエッ、怖い……！　二代目劉備玄徳としてこの虎牢関に戻ってきた俺としたことが、「ヒイイイイイ」と思わず的盧にまたがったまま漏もらしかけた。孫堅ははんなり和風美少女なだけに、この似合わない眼光は怖すぎる。「ギャップ萌もえ」ならぬ「ギャップ怖こええ」とでも言うべきか。

「りゅ、劉備くん！　い、い、否とは言わせない！　今すぐに、承知していただく！　お、お覚かく悟ごを！」

　そ、孫堅っ？　なにをするつもりなんだああああっ？

　まさか、虎牢関を落とした勢いのままに俺を殺すつもりかっ？

　たしかに劉備玄徳が董卓とともに消えれば、孫呉にも「天下統一」の可能性が生まれる！　天下争いは、いずれ中原を押さえる袁紹あるいは曹操と、江こう南なんを押さえる孫呉との「二者」に絞しぼられる！　「三国志」世界は、天下人候補が三者だからこそ三すくみになるわけで、二者に減れば必ず決着はつく！　孫堅は、妹たちを帰き還かんさせるために、敢あえて俺を殺すという非情の選択を……？　そうか。洛陽入りして玉璽を手に入れれば、ほぼその時点で孫堅の「死亡フラグ」が成立する。ならば。暗殺者の汚お名めいを着て、志を妹たちに託たくそうと……！　俺を死なせたくはないと思いながらも、敢えて！

　なんという、なんという「姉貴道」！　なんという覚悟！

　俺は黙もく然ぜんとし、死を覚悟した。死を恐きよう怖ふしていられるような余よ裕ゆうなど、もうなかった。無理だ。孫堅は少林拳の達人であり、視線だけで虎を「ち～ん」と腹ばいにさせて懐なつかせてしまうほどの強者だ。俺と曹操の剣けんには戦せん闘とう力がないから、もう、どうしようもない。雪乃と那波はまだ戻ってきていないし──。

（いや待て待て！　俺が死んだら、もう時間を巻き戻せなくなる！　ダメだ。雪乃と那波はどうなる？　雪乃なんて、絶対に正気を保てなくなるぞ！　破は滅めつしちまう！　だから、俺はまだ死ねない……！　的盧？　なにやってる、的盧？　なんで逃にげない？　晋太郎にビビってんのかっ？　やはり虎とらは馬の天敵だったのか？）

　俺の背中に抱だきついていた曹操が「ちょ、ちょっと？　まさか？」と子こ猫ねこが踏ふまれたような声をあげたが、まったくもってこいつのホビット並みの武力は役に立たん。まあ、ホビットなんだからしょうがない。

　しゅっ！　と、孫堅の「拳こぶし」が俺の側頭部へと伸のびてきた。この技は、少林拳系洪家拳の「虎とら爪つめ」！　すさまじい速度だった。まさに達人だ。これで丹田が開いたら、どこまで強くなるのか。ああ。痛みなく一いち撃げきで脳を破は壊かいして絶命させてくれるのか……孫堅はやっぱり優しいな、と俺が感心していると。

「ぎ、ぎ、『義兄妹』コマンドを開いた。あとはタッチするだけで、義兄妹の絆きずな、成立だ──りゅ、劉備くん！　わ、私は、きみに惚ほれ込んだ！　虎牢関を雄お々おしく駈けて妹たちとともに、義勇兵たちとともに戦うきみの姿に、わ、私は心を揺ゆさぶられ、そして奪うばわれた！　きみは、私が乏とぼしい想像力を駆く使しして思い描えがいてきた劉備玄徳像をはるかに超こえている。きみこそが、まことの救世主。ほんものの英雄だ……！　だから私を、きみの妹にしてほしい！　だから……わ、私と、固めの杯さかずきを交わしてはくれないだろうか？」

　あ、ああ。な、なんだ。なるほど。そういうことか！

　またしても俺に新たな妹が！

　しかも孫堅とは、実に心強い妹ではないか！

　劉備！　曹操！　孫堅！　「三国志」の三大英雄が義兄妹となれば、もはや天下はこの瞬しゆん間かんに統一されたと言っても過言ではない！　真・三国志、完！

「フハハハハ！　承知だ！　孫堅！　これからは俺を『兄上』と呼ぶがいいぞ！」

「おお、かたじけない劉備くん！　お、おや？　この妹枠わく……三枠目が開かないのだが？　この、『シークレット妹』とはなんだ？　もしかしてもう、妹枠は満員なのでは？」

「おっと、そうだった。故あってシークレット妹の正体は明かせないのだ。俺は別に構わんのだが、なにぶん照れ屋のツンデレ妹でな……」

「ううむ。やはりきみは人気者、早い者勝ちだったのか……だ、だが、構わない！　なぜならば、きみはまだ三人の『嫁よめ枠わく』を手つかずのまま空けている！　これこそ、まさしく『天命』！　義兄妹は潔く諦あきらめた！　だから、私と結けつ婚こんしてくれ劉備くん！」

　……え？

　え？

　えええええええっ!?

「いや、ちょっと待て孫堅！　義兄妹と夫婦とでは、ぜんぜん違ちがうではないか！」

「ふ、ふしだらな女の子だとは思わないでほしいが……私はきみに惚れ込んだのだ！　こ、こ、恋こいをした、と言っていい……なんとしても、きみに孫ファミリー入りしてほしい！　私とともに真世界を歩もう！　きみが望むのならば、組長の座だってなんだって譲ゆずる！　きみの望むことならば、な、なんでもする。残る二人の嫁枠も、きみの自由に用いていい。嫉しつ妬となどしない。いや、するけど、が、我が慢まんする！」

　しまったああああ！

「ギャーッ!?　な、な、なんだとおおおお？　こ、こ、この展開は、よ、よ、予想していなかった！　一瞬の早業でサブウィンドウを開かれて、結婚コマンドに指をかけられてしまったああああ？　おい、的盧おおおおお！　なんとかしてくれてもよかっただろうがよおおおお！　お前、俺の相棒なんだろうがああああ！」

　いやー男を知らない純な娘むすめっ子の恋こい心ごころってのは檀だん渓けいよりやべーぜ、邪じや魔ましたら虎に食われちまうから怖くて身動きできなかったぜ相棒、まあ英えい雄ゆう色を好むっつーしな。諦めなブルルッ、と的盧が適当なことをほざいている。この駄だ馬ばがああああ！

「いやあ。おいらに乗った男って、不幸になるんだよなあ～」

「……きょ、拒きよ否ひしないということは、わ、私の求きゆう婚こんを受け入れてくれるのだな劉備くん。結婚コマンドを、お、押していいのだな？　だ、旦だん那なさま。ら、洛陽入りは、私たちの新しん婚こん旅行ということに。ぎょ、玉璽は、私たちの引き出物だな。はあ……まさか、カタギの旦那さまに巡めぐり会えるなんて。真世界はまさに夢のような世界だ。さ、さっそくだが、洛陽に着いたら子作りをはじめよう。わ、私には、け、経験がなくて、そ、その、死ぬほど恥ずかしいのだが、私は生き急がねばならないので……あ、あ、あなた……」

「……あの……孫堅さん……？　知ってると思いますが、ボク、シスコンなんです。彼女とか作ったことないですし、唐とう突とつに奥さんとか言われましても。ボク、ドウスレバイイノカ、ワカンナイヤ」

「ね、閨ねやでは、ま、舞まい子こと呼んで。わ、私の、真名だ……みょ、名字はきみの名字に変えよう。この世界では夫婦別べつ姓せいという掟おきてがあるので、英えい傑けつ名のほうはそのまま用いるしかないが、真名のほうは劉備くんの名字を名乗る。いや、名乗らせてほしい。だ、だって。わ、わ、私は、もう、き、きみのものなのだから……き、きみに出会えて、ほんとうによかった。まっすぐに兄貴道を貫つらぬくきみにならば、妹たちを安心して託せる……！　これで……私は、悔くいを残すことなく……あ、ありがとう……」

　うう。こ、断りづらい……！　孫堅は、だって、このままフラグを順番に消化していったら、まもなく死んでしまうんだ！

　待てよ？　もしかしたら、俺が「家族」になることで、「正史」とまったく異なる選せん択たく肢しを選ぶことで、孫堅の運命を変えられるかもしれない。俺の「妹枠」はもう満員だし、「義父娘」の絆を結ぶのは年ねん齢れいが近すぎてたぶんシステム的に無理だから、孫堅と家族の絆を結ぶとすれば「嫁枠」のみ……嫁枠では、「北斗五丈」の発動条件は満たせない。だがそれでも俺は、孫堅を死なせたくない！

　そういえばそもそも劉備は、「正史」でも孫家に婿むこ入いりすることになるわけだし、ここで断ってもいずれ俺は孫ファミリーの誰だれかと結婚することになるのではないか!?

　しかし。しかしだな。こんな唐突な無茶ぶりが許されるほど、人生は甘くない、と、ボクハオモイマス。なぜなら「人」という字は、人がお互たがいを支え合っているからこそ「人」と書くんデス。世の中には、叩たたき折っていいフラグと、折ってはいけないフラグとがあると思うんデス。

　曹操が、青ざめながら七星宝刀の刃はを俺の首筋にぴたりと沿わせてきた。

「ぐぬ。ぐぬぬぬぬぬ……！　ねえ、劉備？　あんた、いったいいつの間にこの虎とら娘むすめを口く説どいて落としたわけえ？　ゆゆゆ油断も隙すきもない……！　あんたこそ乱世の梟きよう雄ゆうだわ！　なんで私じゃなくて、こいつが奥さん枠なのよおおおおお！　おっぱい？　おっぱいの差？　結局、ちっちゃいのはダメなわけ？　許せないっ！　私が天下に背こうとも、あんたが私に背くことは許さないわっ！」

「あ。いや。ちょっと待て曹操！　落ち着け！　妹いっぱいできただろうが！　お兄ちゃんが孫ファミリーに拉ら致ちされて強制結婚させられるからって、そんなに怒おこらなくても！」

「ちちち違ちがうっ！　わわわわたしは、断じて、あんたの妹じゃないっ！　妹になんてなってあげないって言ってるでしょっ！　何度言えば気づくのよーっ、この鈍どん感かん男！」

　そして、事態は、最悪な方向へと。

　的盧のチキン野や郎ろうが、いや馬なのだが、さっさとこの場から逃げだしてくれないので。

　来た。来てしまった。修しゆ羅ら場ばタイムがはじまってしまった──！

「い、い、いったいどういうことですか、兄さんっ!?　わ、わ、私と張飛を呂布相手に戦わせておいて、死線を潜くぐらせておいて、その隙にご自分はさっき出会ったばかりのＪＫと結婚ですかっ？　吊つり橋ばし効果でも用いたのですかっ、それとも兄さんのスキルかなにかですかっ？　妹の目を盗ぬすんで、ちゃっかり女の子を口説いて入にゆう籍せきするつもりですかっ？　まさかデキ婚こんっ？　う、う、う、うらやま……い、いえ、許せませんっ！　せ、せ、青龍偃月刀で斬きらせていただきます！　私以外の女の子を孕はらませるだなんて、兄さんは不潔ですっ！　絶望しました！　その女を殺して私も死にますっ！　どいてください兄さん、さもないとその女を殺せませんっ！　うわあああああっ！」

「いや。違う、そうじゃない、関羽！　誤解だ！　これは誤解……！　そ、そ、孫堅はちょっとばかり事情があって生き急いでいて、だから、話せばわかるっ！　まだ結婚も成立していないのに、こんなにも早く孫家との外交関係を破は綻たんさせるな！」

「信じらんないっ！　サイッテーだよ、アニキっ！　ちょっとばかり美人の女の子が靡なびいたら、速そつ攻こうで妹萌えやめんのかよっ！　なーにが、『妹はすべてに優先するぜ！』だよっ！　た、た、丹たん田でん開いて、あ、あ、兄から『男』に成長したとたん、これかよ！　あ、あ、あたしの七年間の想いを……か、か、返せっ、ばか──────っ！　蛇矛の錆さびにしちゃうんだからああああっ！」

「待て張飛、違ちがうんだああ！　誤解だ！　俺はまだお前を護るという約束を果たせていないし、いずれにせよ俺の信念は永遠に不動なのだっ！　『妹』は！　すべてに優先するぜっ！　暴力はよくないっ！　つーか張飛の蛇矛喰くらったら、俺、一撃で死ぬから！」

「うっせー糞くそアニキっ！　妹以外の女の子と結婚しようだなんて、ありえないっ！　変態っ！　ばかばかばかばか～っ！　うあ、うあ、うああああああ」

「んん。張飛。泣くな、落ち着くのだ！　お前のその言葉は論理的に破綻している……！」

「張飛の言う通りですっ！　私たち妹の心をさんざん弄もてあそんでフラグを立てられるだけ立てまくっておきながらそのすべてを叩き折って裏切ろうとした兄さんは、『この世のあらゆる妹の敵』として断罪されるべきですっ！」

　ち、違うんだ雪乃。わかってくれ、そうじゃない。俺が必死で折ろうとしてきたフラグは……ええい、禁則事じ項こうには触ふれられないから弁明できないではないか！

「うああああああ！　こんなの絶対おかしいよ！　アニキが男になったっていうんなら、最初にあたしをお嫁よめさん枠に絆チェンジするべきじゃんっ！　だって、それが、あたしの……なんで？　どうして？」

　な、那波。お、お前、それは言わないというのが俺たち兄妹の暗あん黙もくのお約束……混乱して口を滑すべらせているぞ？　お、俺も、俺だって……だが俺はまだお前たちを護れてはいないんだ！

　それに、お前と雪乃は、天下統一を果たすまで妹枠から外せないのだ！　外したら、お前たちがもしも死んでしまった時に時間を戻もどせなくなってしまうのだ！　くそっ、これも禁則事項に抵てい触しよくするから説明できない！　どうすれば那波と雪乃に伝えられるのだ、この俺の本意を……！

「──そうね。こんなに悪い『兄』は、『妹委員会』が告発して断罪すべきよね。戦時につき、裁判手続きなど不要。兄貴道不覚かく悟ごで切腹、それともギロチンで即そつ刻こく死し刑けいが順当かしら？」

　俺の背後を取っている曹操の声色がいよいよ乱世の奸かん雄ゆうらしい冷え切ったものに……「妹委員会」という不ふ吉きつな響ひびきのパワーワードはいったいなんだ!?　もはやこの声色は曹操と言うよりもむしろ新しん撰せん組ぐみの土方歳三、あるいはフランス革命政府を独裁して恐きよう怖ふ政治を断行したロベスピエール！　静かに怒ってる。ガチで怒ってる。これは、やばい。やばいやばいやばい！　呂布よりもやべええええええっ！

　おい孔明。孔明。引きこもっていないで、出てこい！　どこにいる？　この窮きゆう地ちを脱だつする知ち恵えを授けてくれよ！　ああ、ダメだ。そうだった。「三度目」は俺のほうから孔明を見つけないと出会えないのだった！

「的盧、これは二代目劉備玄徳絶体絶命の死地だあああ！　助けろおおお─────っ！」

「やれやれ。真世界じゃあ三人まで嫁を持てるってのに、なんでこうも修羅場になるのかねえ。しゃーねえ。助けてやんよ、相棒！　一気に駈かけるぜ、いざ洛陽へ！　ブヒヒヒン！」

　的盧は、俺を乗せて、風のような速さで走りだしていた。

　曹操があーれーと悲鳴をあげながら落っこちたが、まあいい。これで即そく死しは免まぬかれた。

「ちょっと！　待ちなさいよー！　どうして拾っていかないのよー！」

　虎とらの晋太郎の背中にちょこんとお尻しりを乗せて俺の返事を待ちながら「……好き。好き。好き。大好き」とハズレがないインチキな花占うらないに興じている孫堅が。

　顔を真っ赤にゆだたせて「うう、兄さん！　話はまだ途と中ちゆうですよ！　逃にがしませんっ！」と怒っている雪乃が。

　そして、「妹以外の女と結けつ婚こんしようだなんて、あたしをお嫁さんにしないなんて、アニキの変態っ！　性倒とう錯さく者っ！　ううううらぎりものおおおお～！」とさっきからずっと論理破綻しまくっている那波が。

「あんたが大将おおおお！」と騒さわいでいる義勇兵の野郎ども。「ぶきっ！」と那波を追いかける豚ぶたまんまん。曹操に一族英傑として再さい封ほうされた夏侯惇たち率いる新生曹操軍。夏侯惇はちっちゃな曹操を拾い上げ、肩かた車ぐるまして「下の人などいない！」と騒いでいる。「姐あねさんの祝言だああああ！」と大おお騒さわぎしている孫ファミリーの構成員たち。「なになに？　結婚ってどういうこと？　え、えええええ？」「お、お兄ちゃんができるよ、嬉うれしいよう」と楽しげにはしゃいでいる孫策と孫権。

　みんなが、続々と、俺を追いかけて来る。

　俺たちは、全速力で、駈けていく。

　真世界の未来を握にぎる、「運命」の地を目指して。

　董卓と呂布が待ち受ける、帝てい都と洛陽へと──。




「「むにゅ、むにゅっ!!」」




　って、おい。

　この、背中の感かん触しよくは……！

「捕つかまえたっ！　アニキ、やっぱり様子がヘンだよ！　アニキがあたしを傷つけて泣かせるような真似、するわけないじゃん！　なにかあたしたちに隠かくしてる事情があるんでしょ！　納得のいく説明をしてもらうまで、絶対に放さないんだから！」

「ななちゃんに同じです！　水みず臭くさすぎます、兄さんはっ！　私たちは同年同月同日に死ぬと誓ちかい合った兄妹じゃないですか！　どんな辛つらいことであろうとも、受け入れます！　兄さんと分かち合います！　だから、私たちにはなんでも話してください！」

「的盧おおおおお！　お前、手ぇ抜ぬきやがったなああああ！」

「緩ゆるめたのは手じゃなく脚あしだがな、ブヒヒン。ま、走ってる間に二人も頭が冷えて、どうやらお前さんにはなにやら話せない事情があると勘かんづいたんだから、いいじゃねかよ相棒。つくづく妹たちに愛されてんなあ。あとはお前さんの甲か斐い性しよう次第ってやつさ、ブルルルッ」

　しかし孔明との契けい約やくの真実を説明できんのだから、なにも根本的解決になっていないではないか！

　ま、まあ、那波が泣き止んでくれたから、いいか……？

　って、よくない！　兄として低レベルすぎるぞ、俺！

　俺は、那波と雪乃を護る、幸せにすると誓ったのではないか！

「那波よ、そして雪乃よ！　今は話せない！　それが定めなのだ！　だが諦あきらめはしない、もう目覚めたからな！　俺はお前たちに新たに約束する！　天下統一を果たしたその時こそ、お前たちを護りきったその時にこそ、俺はお前たちに、世界を救う英えい雄ゆうとなったわが兄の物語のすべてを打ち明けようと！　そしてその時お前たちは、俺を兄の中の兄、エクストリーム・イモータン・ブラザーと讃たたえることになるであろう！　星の鼓こ動どうは、兄！　フハハハハ！」

「なにそれえ!?　ちょっと意味わかんないんですけどぉ!?」

「こんどはどこのコピペですか兄さん！」

　結局、中二病台詞ぜりふのゴリ押しで乗り切るという、いつものパターンになってしまった！

　ぐぬぬ。まるで成長していない……！

　ああ……！　「兄貴道」、道険し！










　聞こえるか、孔明。

　いつかお前も、俺たちとともに。

　この蒼そう天てんの下で。

　バカ騒ぎしながら、一いつ緒しよに「世界」を駈けよう。

　俺は必ず、お前を見つけだす。

　妹として？　それとも、それとも──それはまだ、今の俺にはわからない。

　真世界に召しよう喚かんされた俺たちの「未来」はまだ、なにも確定していないのだから。
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あとがき






「真・三国志妹　俺の妹が邢けい道どう栄えいに転生するはずがない」を手に取っていただき、ありがとうございます！　作者の春日かすがみかげと申します。

　この作品は、三国志世界を舞ぶ台たいにした完全新作です。ですがもう異世界召しよう喚かんもすっかりポピュラーになりましたし、「織お田だ信のぶ奈なの野望」で書けることはだいたい書き尽つくしています。同じ設定で舞台だけ変えるよりも、まだ書いたことがない作品を書きたいと思い立ちまして、「三国志」と「妹」を悪あく魔ま合体させてしまいました。三国志といえば桃とう園えんの誓ちかい。義兄妹の契ちぎりですしね！　「三国姉妹」ではなく「三国志妹」なのは、「妹」がヒロインだからです。妹です！

「真・三国志妹」は、兄妹たちがまるでゲーム世界のような三国志世界に召喚され、天下を統一しないと元の世界に帰れない！　という物語です。主人公の水みず城き秀しゆう一いちも、妹の那な波なみと雪ゆき乃のも、現代から召喚されて三国志キャラに封ほう神しんされたプレイヤー、「封ほう神しん英えい傑けつ」です。元の世界では一いつ般ぱん人ですが、三国志世界では強力な固有スキルやパラメーター、宝貝パオペエなどを持っています。

　ただし、一点だけ重要なことがあります。実はこの三国志世界こそが「真世界」であって、われわれが「現実」と呼んでいるこちら側の世界のほうが、真世界の住人から見れば「異世界」なのです！　これはほんとうです。間ま違ちがいありません。子供の頃ころ、「聖戦士ダンバイン」で覚えました！　真世界の物語を知る者は、幸せである！　うぁああああ！

　すいません。少し落ち着きましょう。「真・三国志妹」では、「妹」や「逆召喚システム」以外にも、「信奈」では設定的にできなかった要素を片かたっ端ぱしから詰つめ込もうと思っています。春日もそろそろバイストン・ウェルに召喚されそうなので、自分が好きなもの、書きたかったことをこれでもかと全部書き尽くして完全燃焼しようと思ってます。

　秀一や那波、雪乃たちは生身の身体ですがいわばアバターですから、なにをしてもいいのです。実際、秀一は「異世界といえば料理で無む双そう」とラノベで学習済みなので、麻婆まーぼー豆どう腐ふの販はん売ばいに精を出します。「イベントフラグ」や「運命強制イベント」がありますし、天下統一勢力に所属していないと帰き還かんできないのですが、真世界はいわばオープンワールド。なにをしようが自由なのです。しかも秀一は「妹を護りたい、妹を帰還させたい」という目的こそ不動ですが、中二病をこじらせている上に行き当たりばったりです。なので、作者の春日にも先の展開はまったくわかりません。

　なお、史実の三国志には名前のルールというのがあって、たとえば諸しよ葛かつ亮りようでしたら、名が「亮」で字あざなが「孔こう明めい」。「諸葛亮孔明」とは呼ばない、相手の立場によって「諸葛亮」と呼ぶ場合と「孔明」と呼ぶ場合がある、などです。

　ですが「真・三国志妹」では、それぞれの封神英傑に「英傑名」と「真しん名めい」の二つの名前があります。たとえば関羽に封神されている雪乃は、英傑名が「関かん羽う（字は雲うん長ちよう）」で、真名が「沢渡さわたり雪乃」です。この二つを「公おおやけの場での名前」「私的な空間での名前」として使い分けるので、もともとあった「名と字の厳密な使い分け」ルールは廃すたれてます。ですから、「関羽雲長」とか「劉りゆう備び玄げん徳とく」と名乗ってもＯＫです。

　なお春日は今は仕事の都合で横よこ浜はま暮らしですが、神戸生まれです。横浜なら、関かん帝てい廟びようもあり中ちゆう華か街がいもあり異人館もあり臨海公園もありアンパンマンミュージアムもありで、望郷の思いを抑おさえられるのです。さらには「真・三さん國ごく無む双そう」でおなじみのコーエーテクモ本社が秀一と那波が暮らすみなとみらいに引ひっ越こしてくるというのも不思議な偶ぐう然ぜんです。

　はっ？　たちまちあとがきのスペースがなくなってしまいました！　そんなわけでイラストレーターのをん先生、担当さん、読者の皆みなさま、「真・三国志妹」をよろしくお願いします！
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俺おれの妹いもうとが邢けい道どう栄えいに転てん生せいするはずがない
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